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フランス16世紀の「ダンス論争」と
散文文学に関する考察

石　橋　正　孝

導入

本稿では，16世紀を通して存在した「ダンス論争」という，文学史にも取り

上げられることのない小さな文化現象の世紀前半から半ばにかけての流れに焦

点を当て 1，フランス近代初頭の社会構造の大きな変化と散文文学の変化を読

み取る。

本論に入る前に留意すべきは，本稿の性質が文学研究と歴史研究の間に位置

する点である。「ダンス論争」を扱う際にも，文学作品中に見られるダンスに

関する言説を「歴史の証言」として歴史的に扱うのか，もしくはダンスの言

説・描写等が当時の文学においてどのような機能を担っているかなどを文学的

議論の対象とするのか，本来はここが混同されないようにしなければならない

が，そもそも文学作品自体が，虚構か否か，作者・著作権という概念も含めて

明確かつ意識的なジャンルとして確立されていない16世紀という時代において

は，物語，技術書，パンフレットなどの「書かれたもの」の境界線自体が明確

ではない。

16世紀において文学を研究対象とすることは，Seiziémiste（16世紀研究家）

という言葉が示す通り，「文学」における16世紀研究というよりは，「16世紀研

究」における文学という枠組みを課されることが文学研究者にとっての宿命と

なる。文学について語るには歴史を語らざるを得ず，必然的に当時の政治・社



2 桜 文 論 叢

会・文化状況への考察が不可欠となり，まさに，「文学における社会学」と文

学研究としての「社会批評」がその境界線を失い，20世紀に作られた学問とし

ての近代文学の視点を拒否する場となっているのである。

対象作品

扱うテクストは，ダンスに関わる言説を含む16世紀前半の「書かれたもの」

が対象となるが，これらを歴史の証言として網羅的に扱う A. Wéry の著作で

紹介されているだけでも相当数になる。ここではそうした中でも「おおまかな

傾向」として見受けられるあるジャンルへの集中とまた別のジャンルへのトポ

スの移行とを前提とした選別を行う。傾向としては，16世紀の前半にはダンス

の言説は散文物語を中心に展開しているが，世紀の後半になるとダンス言説は

技術書を中心に展開されていく 2。本稿では宗教改革を背景とするダンス論争

の前半部分に該当する世紀前半の散文物語を対象とする。

とはいえ，世紀前半の散文物語におけるダンスへの言及は，M.-M. フォン

テーヌが指摘するように 3，いわゆる「小作家」といわれるあまり文学史で取

り上げられることもない無名作家の作品に多く見受けられる傾向がある。これ

は，近代写実小説の揺籃の場としての16世紀前半の作品群の生成過程という視

点から極めて興味深い点である。

また，後に見るように，世紀後半に入ると，ダンスに関する言説はいわゆる

技術書（traité）を中心として展開していくことになる。実際に，Lambert 

Daneau の Traité des danses 4  （1579）についで，10年間隔で Thoinot Arbeau 5  

の L’Orchésographie 6  （1589），Archange Tuccaro の les Trois dialogues sur 

le voltige 7  （1599）とそれぞれ前の作品自体に対する反論のような形で出版さ

れている。なぜ，ダンスに関する言説には最初に散文物語という場所が好まれ

たのか，そして，なぜ世紀後半には技術書に場所を移したのか。この疑問は，

先の議論に戻って考えると，虚構としての文学空間という意識がまだ生まれて

いない時代において，文学，宗教，また現代的視点からすると対話篇の虚構で
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構成される技術書も含めて，境界線が曖昧であったことが前提として挙げられ

るが，このトポス移転の疑問の中に近代の出発点にある散文文学の発展過程を

考える契機が見出せるであろう。

16世紀前半：散文物語におけるダンス言説

こうした16世紀研究に固有の特質についてまず言及した上で，次に世紀前半

のダンス言説の舞台として，当時の散文物語をいくつか取り上げる。フランス

では1480年代から印刷術の影響が本格化し，パリ大学を中心に神学書が多数出

版されるようになるが，物語が印刷術の恩恵を被るようになるのは，1530年か

ら1560年の間である。ラブレーの「パンタグリュエル」，「ガルガンチュワ」を

皮切りに，1530年から1560年という時期は，短編集を中心とした散文物語が多

く生み出され，まさにフランス散文文学の黎明期の稀有な現象といっていいが，

その中でもとりわけ1540年代というのは，近代小説の黎明期に起きた一時的な

黄金期と言ってもよい。

「田園閑話」（1547）

まず，ノエル・デュ・ファイユ 8の「田園閑話」（1547）は，フランソワ・ラ

ブレーの「第三の書」，「第四の書」や，デ・ペリエの「笑話集」，マルグリッ

ト・ド・ナヴールの「エプタメロン」などと同時期に出版された。こうした中

で「田園閑話」は，当時の農民の日常生活を描いた貴重な史料として捉えるこ

ともできるが，同時に文学としても当時の散文ジャンルにリアリズムの概念が

ない中で，写実の世界を生み出している，近代の出発点という視点から注目す

べき作品の一つである。13章からなるこの作品は，全体の一人の語り手と，四

人の村の名士の対話で成立しており，各章のテーマに沿ってこの四人の間で繰

り広げられる対話が当時のブルターニュの村の生活を写実的に伝えている。農

村の饗宴の場が描かれている：

─夕食の後は（とユゲ先生は答えた），ペステルによく似た村人が，服の下
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からレベックかショームのような楽器をとり出して見事に演奏した。オー

ボエによる伴奏も加わり，その巧みな演奏につられて人々はみな衣や肌着

を脱いで踊り始めた。年寄達は若者に手本を示そうと，またなめられない

ようにと，二，三曲踊ってみせたが，我々のように足を鳴らしてリズムを

とったりマコン風に跳ねたりという大きな動きはできなかった。一方で若

者たちは足を打ち鳴らして大きく跳ねて踊ったが，ジャン師に対しては踊

るように懇願しなければならなかった。「先生，踊るのはおいやですか ?」 

（…）こうなると，ワインの酔いで脳のそこかしこが麻痺してきて，陽気

な娘がテーブル，ベンチ，大箱に乗って相手構わず手を取って踊りだし，

それに誘われて残りの者たちも銘々好き勝手に踊りだした。 9

この饗宴の光景は，文学的視点からするとまず描写の写実性の高さが注目に値

する。叙述よりも描写の割合が多く，物語の筋の進行ではなくてその場の情景

を描くことに多くが費やされるようになっている。当時の物語というのは，中

世の笑話と近代写実小説との過渡期に位置しており，« Nouvelle » という語が

最新情報の意味と同時に短編の意味を持ち出すのと並行して，「本当らしさ

（＝ le vraisemblable）」の概念10の転換が起きている。物語が「最新情報」とし

て「本当にあった出来事」であることを強調するのではなく，「虚構空間」の

le vraisemblable を高めるための写実的描写の精度が高まってくる。

一方で，中世的名残としてみられる点は，個人の内面描写の欠如である。近

代写実小説に慣れた読者には奇異に感じるこの「個人性」の欠如は，逆に言え

ば個々への言及を通して全体としての共同体を描写しているということもでき

る。この場面では，バフチンがラブレーに関して指摘している民衆文化の祝祭

的雰囲気がそのまま具体的に描写されている。ブリューゲルの絵画そのままと

いうこともできる。祝祭の場を通して描かれているのは，バフチンが指摘する

ように共同体から切り離された近代個人ではなく，共同体そのものとしての民

衆であり，様々な文化的・知的制度を生み出す土壌としての民衆文化である。

虚構空間の写実性の高まりが，虚構空間における個人の内面の深まりと必ずし
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も同時発生ではないことが示されているといえるだろう。

また，この一節を文学ではなくて歴史的証言として見る場合には，こうした

共同体の同一性を確保するために，当時のフランス農村部でいかにダンスが重

要な役割を担っていたかが浮き彫りにされている。ここではダンスは，重要な

共同体の確認作業の機能を持っている。登場人物たちの会話中のダンスへの言

及から，ダンスが当時の社会でいかに身近で浸透したものであるかが理解でき

ると同時に，その種類の多さと参加者たちが当然のようにその多様なダンスを

習得していることである。

これらの登場人物たちの設定は農村の名士たちであるが，宴の場において老

若男女が踊りを契機として時空間を共有する祝祭が繰り広げられる。実際，ル

ネサンスにおいては，ダンスは当時の階級社会において階級の垣根を破壊して

共同体の同一性を保証する重要な契機を担っていた。A. Wéry が指摘するよ

うに，軍事教練，拳闘，乗馬など様々な運動が文化として普及している中で，

ダンスは「階級は聖職者，平民，ブルジョワ階級から貴族階級まで，場所もダ

ンスホールから村の広場まで11」，あらゆる場所であらゆる階級に最も浸透し

ていた身体文化である。

フランソワ・ラブレーの作品に見るダンス

F. ラブレーは16世紀前半のフランス散文文学においては唯一文学史上で名

前が挙がる作家であり，その作品「ガルガンチュワ」，「パンタグリュエル」は

その後の様々なフランス文化に影響を残している。そのスタイルは荒唐無稽と

もいえる誇張・繰り返し，新語・造語の氾濫で彩られ，巨人の英雄物語という

設定も含めて，一見すると近代リアリズムからかけ離れた中世的スタイルのよ

うにも見える。

しかしながら，そこに隠された当時の現実に対する批判の数々は，同時代の

セルバンテスの「ドン・キホーテ」と同じく，中世の政治的・宗教的遺産を近

代的視点から風刺するものである同時に，カルヴィニズムなどその反動として

の近代の行き過ぎにも批判的立場をとるなど，医学・科学技術的にも当時最新
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の知識を作品に盛り込むなど，きわめて現実的な問題を取り扱っていた。荒唐

無稽を狙った筆致に幻惑されずに，そこに込められた当時のリアルな現実を読

み取るようにアプローチすることがラブレーの作品に接する際には要求される

が，ダンスに関しての言及は少ない。その中で，デュ・ファイユとよい対比が

できる，祝宴の場を扱った一節を取り上げてみる。デュ・ファイユと同様，共

同体の祝祭の場でのダンスについての言及がある。：

ランドゥルスでのことですが，（とリゾトームは言った）ジャン・ドリフ殿

のご婚儀の折のこと，そのご披露宴は，その地方の当時の習慣どおり，盛

大豪華なものでございました。晩餐がすみますと，いくつも茶番狂言や喜

劇や愉快なお笑い話などが行われましたし，鈴や小鼓の音に合わせて，何

曲もモール風の舞踏が演ぜられましたし，種々様々な仮面舞踏や仮装舞踏

もその間に行われました。私の学友たちと一緒に，自分たちもできるだけ

のことをして，この宴会に華を添えたいと思いまして，（実は，その日の朝，

私どもは全部，白と紫の見事なご祝儀布を頂戴していたのですが，）宴会の終わ

り頃に，サン・ミシェルの貝殻や綺麗な蝸牛の殻などを沢山用いまして，

愉快な髯武者踊りをいたしました。12

デュ・ファイユの「田園閑話」にみられる祝祭的空間と同様，ここにおいても

祝祭の場での欠かせない活動としてダンスが扱われているが，「田園閑話」に

比べると，ある登場人物が過去の饗宴を描写する視点は同一であるように見え

ながら13，根本的に異なるところがある。それは，デュ・ファイユにおいては

語り手のユゲ師はダンスに参加する若者，老人，女性とダンスを軸として同じ

時空間を共有し，その時空間の「描写」に言葉が費やされているが，ラブレー

におけるリゾトームの語りは，「私」としてのリゾトーム個人の視点からの語

りであり，全体についての「叙述」である。叙述であるために，「晩餐が済む

と」「いくつもの喜劇などが行われ」，「様々な舞踏も行われた」ことが時系列

で進行されていくのみであり，その祝祭的雰囲気を支える共同体の全員参加の
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描写による祝祭的雰囲気は伝わらない。

ラブレーは，M. バフチンのカーニヴァル論14以来，祝祭と民衆文化を代表

する作家のように誤解されることが多くなってきたが，実際のラブレーの作品

の中では，カーニヴァルとその土壌となる民衆文化というのはあくまでも作品

中の多くのエピソードを構成する多様な層のうちの一層としてのモチーフにす

ぎない。同時に，デュ・ファイユと比較して明らかなとおり，ラブレーの視

点・筆致は，近代写実小説のように虚構文学空間の写実を意図もしていないこ

とも見て取れる。

ダンスの種類　Danse Mauresque と basse-danse

次に，これらの物語におけるダンスに関する言説を「文学的」にではなく歴

史的資料として扱う場合，作品中に言及されるダンスの種類・語彙の多様性を

確認することができる。これらの多様性は，まずその動きによって，動きの大

きなダンスと静かなダンスの二つのカテゴリーに分けることができる。

まず，ダンス・モーレスク（danse mauresque）と呼ばれる足を高く上げ跳躍

が入る動きの大きなものは，現在のクラシック・ダンスでアラベスクと言われ

ているものの原型であり，モーレスクとはモール人（＝ムーア人）の形容詞で

あり，イベリアに進出した北西アフリカのベルベル人のアラビア文化の影響を

強く受けている。これは，その動きの大きさから，同時に戦士，道化，宗教的

な意味合いなどを想起させるものとなっている15。

一方で，ゆっくりした動きでステップが重視され，足を高く上げることがな

いものは文字通り地上に近く低いことを意味するバス・ダンス（basse-danse）

と呼ばれている。これは，宮廷での記録が多く残っているために便宜上「宮廷

風ダンス（danse courtoise）」と呼ばれているが，これは単純に，民衆のダンス

は記録に残ることが少なかったからということもできる。そもそも低く飛ばな

いダンスの理由というのが，優雅に見せるためということではなく，黒死病の

流行した時代に身体に熱を持たせて黒死病にかかりやすくなる激しい運動が控

えられたという理由であり16，民衆の祝宴の場でこの宮廷風ダンスが踊られる
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ことがなかったと考える合理的理由もない。さらに言えば，宮廷から貴族文化

が下の階層に模倣されていくのが必然的な流れであるとすれば，民衆にもバ

ス・ダンスは浸透していたと考えるべきである。

デュ・ファイユの物語からは同時にダンスにその名を関する発祥地の多様さ

も認めることができる。イタリアの都市の名前そのままのトレヴィーゾ・ダン

ス17やピエモント・ダンス18，ブルゴーニュ地方のマコン・ダンスやアラブの

モーレスク・ダンスなどが挙げられる。これらの国を超えた様々な地域と密着

したダンスの種類の多様性からは，16世紀においてダンスは単なる娯楽ではな

く，地理的にも芸術的にもフランスの国境を越えた文化的総合芸術，« une 

synthèse culturelle » としての素地を構築し始めていたことが理解できる19。

これは，音楽，文学，絵画などの他の芸術が国別のアイデンティティーを深め

ていく過程と逆行する特異な現象といえるだろう。 

しかしながら，こうした物語から見るダンスの祝祭におけるカーニヴァル性，

すなわち社会の年齢・性別・階級という仕切りを取り払い，それどころかそれ

らを反転させることで共同体の恒常的分化を防ぐはずの機能が，16世紀中盤，

宗教改革の頃から別の様相を見せるようになる。宗教改革によりカトリック，

プロテスタントと社会が分裂するのに合わせて，本来は共同体の分化を破壊し，

同質性を高める契機となるはずのダンスが，その共同体の分裂に会わせて分裂

した社会階級を代弁するイデオロギーの道具として機能するようになるのだ。

また更に問題を複雑にしているのは，階級分裂が単なるプロテスタントとカト

リックの二項対立に終わることがなく，イタリア移民，没落貴族とそれに対す

るブルジョワ階級の台頭が複雑に絡んで，ダンスに込められるイデオロギーに

それぞれの利害が代弁されるようになってくるのである。

デ・ペリエの笑話集：宗教改革とダンス論争

デュ・ファイユ，ラブレーで見たような祝祭の場を保証するダンスは，同時

代にはすでに論争の対象となってくる。まずは世紀前半の「ダンス論争」の証

言として，ボナバンチュール・デ・ペリエの「笑話集」（1544），第38話を取り
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上げる。これは，ル・マンの町での貴賓たちの夕食会での会話である。夕食に

続くダンスを見ながら，神学者であるダルジョントレと，ドゥ・シエ婦人との

間でダンスの功罪・是非についての議論が交わされる。：

しかしながら，よもやま話をしているうちに彼らはダンスについて話を始

めた。神学者はダンスに関して，あらゆる余暇の中でもっとも男性らしさ

を感じないものだと主張した。それに対してシエ婦人は真っ向から反対し，

精神を覚醒させるのにダンスほど良いものはないとして次のように主張し

た。「［…］あなたがたは音楽の持つ力を知らないのですか。精神に染み

入った楽器の音色によって，その精神が肉体に動きを命じるのです。その

肉体の身振り・動きによって，魂の喜びや悲しみを表すのです。音楽や歌

を伴わないダンスというのは，説教師のいない説教場の聴衆のようなもの

です。［…］　あなたはこの世から喜びを奪うつもりですか ?　あなたが快

楽に対してする非難は，破廉恥なものに対して，行き過ぎたものに対して

のはずでしょう。喜びなしでこの世が続くなんて無理なことはあなたもわ

かっているでしょう20。

娯楽の中でも最も男性らしさを感じさせないものとしてダンスを非難する神

学者に対して，シエ婦人がダンスを擁護する議論は，ネオ・プラトニスムと同

調するように，肉体と魂を一致させるものとしての音楽の役割が明示されてお

り，L. Sozzi が指摘するように21，ここにはデ・ペリエの特徴としての「母な

る自然 （la mère nature）の法則」に従うことと，人生の快楽・楽しみに対する

「寛容さ」がその倫理観に反映されていると見るべきだろう。

同時にこの一節は，文学的には近代的写実の萌芽，そして歴史的にはダンス

論争の出発点という視点から注目できる。まず文学的には，この議論が中世的

な形式ではなく，近代的写実の原型をもっていることに注目したい。「笑話集」

の作品自体ル・マンの町での出来事が中心に書かれているが，町に詳しいある

特定の人物からの話をデ・ペリエが書き留めたと考えられている。その人物は
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特定されていないが，その中でもこれは状況も人物もかなり明確である。神学

者として出てくるダルジョントレの家系は当時の名士として有名であった。こ

の夕食会とその後の会話自体，J.-W. Hassel が指摘するように実話に基づいた

話であるが22，そこに見られるスタイルはその出来事が本当にあったかどうか

の強調ではない。L. Sozzi が指摘するようにここでの議論を交わす登場人物は，

中世までの物語に出てくるいわゆる「典型」ではない。デュ・ファイユに見た

ような描写の写実ではないが，女性が地位の高い男性に堂々と反駁する主張を

通して，社会階級の典型を超えた，自立した一個人としての女性が描かれてい

る。

封建社会の中で固定された社会階級においては，職業・地位が人の性格を表

すのであり，中世の小話においては職業とそれに基づく人間の性格が物語の構

成要素となる。好色な僧侶，主人をだます狡猾な小姓，不倫をする薬屋などで

ある。デ・ペリエの「笑話集」は，こうした職業に基づいた「典型」を描くパ

ターンの決まった笑い話ではない。そこに描かれるのは職業に基づく典型では

なくて，職業・地位に依存しない個人の主張である。物語が，固定化された中

世の封建社会ではなく，階級社会自体が大きく変動している現実社会を反映す

るようになってきたことの証しとして捉えることができるだろう。

実際，16世紀のフランス社会は，その意味で19世紀の近代社会のひな型と捉

えることができる。大きな社会階級・秩序の変動がある中で，個々のアイデン

ティティーをどこに求めるか，社会全体が大きな不安に包まれる中，拠り所と

して様々な類型化が試みられるようになる。J. J. クルティーヌが指摘するよう

に23，16世紀に大流行した人相学が，バルザックやモーパッサンの小説に見ら

れるように19世紀に再び大きな流行を見せるのは，こうした階級社会の変化と

大衆社会の出現の中で，アイデンティティーを喪失する不安と，個人の類型化

への願望が現れているといっていいだろう。

このように，文学の中の個人の描き方に社会変動が見て取れるようになると，

それは必然的に，階級間の対立も反映するようになってくる。ダンス論争の初

期段階にあるデ・ペリエの作品では，ダンスの孕む悪徳について神学者のダン
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ジョレが批判しているが，当時は，1517年のルターの「95箇条の論題」以来，

教会という制度よりも福音と個人の信仰を重視するプロテスタントの動きが一

番高まりを見せていた時期である。

したがって，ここでの神学者がカトリックの立場なのか，プロテスタントの

立場なのかが問題となるが，ダンスに反対しているほかの神学者の言及を同時

代で探すと，1520年 8 月11日のギヨーム・ブリソネの司教命令にダンス禁止令

を見出すことができる。そこでは，「ダンス，大道芸，その他の遊びを教会の

門前で日曜日とその他祝日に行うことを禁止24」することが明記されている。

ギヨーム・ブリソネといえば，モーのグループの指導者として，またマルグ

リット・ド・ナヴールの精神的指導者としても絶大な影響力を持った改革派の

リーダーである。M.-M. フォンテーヌは，こうしたプロテスタント側の主張と

デ・ペリエの一節の神学者の主張の一致を認め，この議論にネオ・プラトニス

ムとプロテスタントの対立が込められていると考える25。

カトリックが許容していた教会前広場での祝祭日のダンスを，改革派は禁止

したのである。すべての階級が対等に交わる唯一の機会を奪い，階級分化を容

認したプロテスタントの集団が，ブルジョワ階級という特定の階級を基盤とし

て先鋭化し，それ以外の階級からのブルジョワ階級の分離を志向している証と

見ることもできるのではないか。

このように，ダンス論争の中心はカルヴァン派のプロテスタントである。数

百年の神学の歴史を持つカトリック陣営に対して，プロテスタント陣営は自ら

の正当化，カトリックとの差別化を図るために学問的理論武装が急務であった。

カトリックの民衆文化に対する寛容に対して，プロテスタントはブルジョワ市

民階級の利益を代弁して禁欲・勤勉と蓄財を奨励する。享楽的かつ性的廃頽を

暗示するダンスに対して厳格な対応をとるのは，カトリックとの対立軸として

効果的であるという判断が働いた可能性が高い。

ダンスをする際に淫らな意図をもっていなければそれほど悪いことであろ

うか，と開き直る言い逃れは軽薄で子供じみている。それはあたかも，悪
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を神に見抜かれているにも関わらず，それを隠そうと神の目をふさぎ冒涜

するようなものである。しかしながら，我々は知っている。ダンスは淫蕩

のきっかけであり，サタンへの門を開けて彼を大声で呼び寄せ，招き入れ

るためのものであることを。これがダンスのもたらすものだ。26

ダンスを，淫蕩のきっかけにすぎず悪魔を呼び寄せるものと断罪するカル

ヴァンのこの非難の強さは，妥協を許さない厳しさをもっている。そうは言っ

ても，ダンスの禁止が極端に行き過ぎることは，当然ブルジョワ階級自身から

も反発を生む。H. P. Clive によれば，カルヴァン派のダンスに対する見解は，

Lambert Daneau の Traité des danses （1579）が最終決定と見なすことができ

るが27，この内容を吟味してみると，ダンスを厳しく非難しながらも，時間が

たつにつれて全面禁止には慎重になってきていることがわかる。：

人は神から大きな恩寵とその喜びを授かる時，苦難からの大きな解放のよう

に，また敵に対する大いなる勝利のように，歓声とともに喜びの声，トラン

ペットの響き，楽器から流れる音楽とともに手をたたき，不自然な身体の動き

でその喜びを表現する。様々な身体の部分を大きく動かして喜びを表す時，足

も大きなステップを踏むのだ28。

このように，神の喜びを示す時のダンスは肯定している。カトリックに対抗

するプロテスタントの特徴は，新約聖書の福音主義の標榜であるが，それは旧

約聖書をないがしろにするわけではなく，原典に回帰して個人の解釈を重んじ，

教会は個人と神の間に介入しないというものであり，そこで旧約聖書ではダン

スが否定されることはなく，ある種のダンスは信者の集会の場で神をほめたた

える儀礼で積極的に活用されているのであり，ダンス全面否定は，旧約聖書を

否定してしまうことになるのである。
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結論

歴史的考察

16世紀のフランスに対しては，社会の上位わずか 1 割程度の人口しか関わら

ないフランス・ルネサンスという文化現象に代えて，国内が安定して農業生産

が充実し，文化的にも技術的にも社会が飛躍的成長を成し遂げた「美しき16世

紀＝ le beau seizième29」という呼称がある。これは，百年戦争，ペストの災

禍を乗り切り，封建領主を配下に収めた国王の下で中央集権が進められ，国内

的な安定をもたらした時期であり，ほぼイタリア戦争の時期と一致する1490年

代初頭から1560年までのおよそ70年間の繁栄期である30。これ以降には，アン

リ二世の死とともに宗教戦争により国内が分裂して暗い混乱が続くことになる。

こうした安定期の社会の中で，16世紀におけるダンスは，当時の社会におい

ては民衆から貴族まで，すべての階級にとって日常の祝祭の場に浸透したもの

であり，「人間を条件付ける不可欠のもの31」として，毎週日曜日の教会前広

場で，または日常の祝祭の場において，階級差をなくして当時の社会の同質性

を保証する機能を担っていた。

しかしながら1560年代以降に宗教改革が宗教戦争へと突入し，貴族・ブル

ジョワ階級を巻き込んだ深刻な社会分裂によって，共同体の同質性を保証する

はずのダンスもイデオロギー対立の道具として機能し始めるようになるのであ

る。そしてすでに述べたように，この対立は1560年以降，物語から技術書へと

場所を移していくことになる。このように，ダンス論争はその場を文学から技

術書へと移していくことになる。Lambert Daneau が1579年にカルヴァン派の

拠点であるジュネーヴで「ダンス教本」を出版するのはこうした文脈の中であ

る32。出版地のジュネーヴは，フランスのカトリック，ソルボンヌ神学部と

いった体制派から禁書の対象になりそうな内容の本を積極的に出版していたと

ころからも推察できるとおり，カルヴァン派のダンスに対する批判を正当化す

る主張を展開している。さらに言うならば，神学的見地からのダンス論争に，

プロテスタントとしての最終見解を与えたのがこの書物だといえる。
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この書物の出版でプロテスタントの主張は完結したように思われるが，これ

以降，ダンスの技術書に関しては，イタリア移民が重要な割合を保つ軍事教練

の師範，または修辞学者といった様々なグループが自らの利益正当化のための

ツールとしてダンスに対する議論を展開するようになる。また同時期には，宮

廷貴族が興隆するブルジョワ階級に対する文化的差異化のツールとしてバレエ

を生み出し（1581），ブルジョワ階級からの模倣を防ぐために屋内芸術として

完成させていくのもこの時期であり33，1598年のナントの勅令によりカトリッ

クとプロテスタントの対立が収束すると，時を同じくして書物の上でのダンス

論争も収束することになるが，このダンス論争の16世紀後半に関しては，また

別の機会に考察する。

文学的考察

16世紀前半は，散文文学の世界にとってはまさに近代写実小説の揺籃期とし

て位置付けることができる。1480年代以降フランスで急速に活版印刷が普及し，

「美しき16世紀」に入ると，中央集権が進んでフランソワ 1 世が1539年のヴィ

レル・コトレの勅令でフランス語をラテン語に代わる公用語として認定するこ

とになる。それと同時進行で，1530年から60年の30年間に多くの散文物語が生

まれることになる。これらの作品は，ラブレー以外に文学史上に名を残すもの

は多くないが，その30年間の前後との比較ではその期間の多産さは極めて特異

な現象として注目に値する。

これらの作品は，19世紀完成を見る近代写実小説の視点からすると遥かに未

熟な筆致ではありながらも，近代小説を準備する，「あらゆる可能性を秘めた

マグマ34」のような状態であり，社会の分裂がいまだ表面化しない平和な時代

においては，様々な社会階層の日常を描くことが志向されている。同時に，中

世と近代のはざまで，文学空間の写実性に対して中世的であるか近代的である

か，大きな選択をすることになる。中世的に「出来事の本当らしさ」を強調す

るならば，虚構空間の写実性は重視されない。もしくは近代的な指向をするな

らば，語られる出来事が事実かどうかよりも，その語られ方が迫真に迫ってい
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るか，虚構空間の写実の高まりと，登場人物が寓意性を持たない個人として描

かれるかが重要になる。

また，ダンスが日常の描写にも欠かせないものとなっていれば，逆に日常を

描く物語にダンスの描写が出てくるのは必然ともいえる。ここで，デュ・ファ

イユ，ラブレー，デ・ペリエという作家を比較すると，デュ・ファイユは，祝

祭の場でのダンスの描写に関して，登場人物の個性をみせることはなく，逆に

描かれる登場人物たちは個としてではなく共同体を構成する一部として，共同

体が生き生きと描かれており，そこでの祝祭の場の情景描写の筆致は文学空間

の写実性という点で近代性を認めることができる。またデ・ペリエの作品では，

「ダンス論争」の初期段階を我々に伝えてくれるが，その筆致は，登場人物が

寓意的性格を脱却して個人的な「本当らしさ」が高まりを見せている点で近代

的な指向と捉えることができるだろう。

一方でラブレーの筆致には，文学空間の写実性を高める意図はなく，また登

場人物に近代的な個人性を見出すこともできない。ラブレーは，この30年間に

作品を生み出した多くの作家の中で，極めて中世的な作家ということができる

のである。ダンスに関する言説は，当時の唯一の大作家といえるラブレーでは

なくて，いわゆるマイナー作家たちに多く見られるというのは，ラブレーの作

品が荒唐無稽な巨人物語のスタイルに現実風刺を託すいかにも中世的なスタイ

ルで，日常を写実的に描くものではなかったからである。

しかしながら，文学史に残ったのはラブレーである。近代写実小説の萌芽を

見せるかのごとくに，「虚構空間内の本当らしさ」を求める第一歩を歩んだ未

来への萌芽を示しながらもマイナーと括られる作家たちは，近代の原点として

の評価すらされないのはなぜか。この問いは，近代写実小説の構成要件とは何

なのかという問いに直結する。文学虚構空間の「本当らしさ」は，語りにおけ

る個人の内面の深化が不可欠であり，それには半世紀後にくるモンテーニュと

いう近代個人を待たなくてはいけなかったのかもしれない。そして近代個人の

内面の深まりがなければ，それなくして身近な日常空間を写実的に描くことは，

単に冗長になってしまうばかりであり，まだ時代としての準備ができていな
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かったといえるのかもしれない。逆説的に，ラブレーの作品のようなあり方し

か16世紀前半の時代精神においては真価を発揮できなかったのではないだろう

か。
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作品においては，封建貴族が農村に残るべきであるという明確な主張がされている
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が，第一作目においては筆致も未熟で筆者の思想も明確には表れていない。Cf., E. 
Philipot, La Vie et l’œuvre littéraire de Noël du Fail, gentilhomme breton, Paris, 
Champion, 1914 ; M.-C., Bichard-Thomine, Noël du Fail, Conteur, Paris, Honoré 
Champion éditeur, 2001. 

9  Noël du Fail, Propos Rustiques, éd. de Arthur De La Borderie, Genève, Slatkine 
Reprints, 1970, pp. 58-59. Après disner （respondit maistre Huguet）, quelcun du 
village, comme vous pourriez dire Pestel, produisoit de souz sa robe un rebec ou 
une chalemie, en laquelle souffl  oit par grand maistrise, et tellement les invitoit le 
doux son de son instrument, avec un Haubois qui se y trouva pour le seconder, 
qu’ilz estoient contrains, ribon ribaine, jettées leurs robes et hoquetons bas, 
commencer une dance. Les vieux, pour donner exemple aux jeunes et afi n de ne 
monstrer estre facheux, faisoient l’essay, tournoyans la dance deux ou trois fois, 
sans beaucoup fredonner des pieds ne faire grands gambades à la Masconnoise, 
comme nous pourrions bien faire nous autres. La jeunesse alors faisoit son devoir 
de trepir et mener le grand gallop, sinon messire Jean qu’il falloit un peu prier et 
luy dire : « Monsieur, ne vous plaist-il pas dancer ? （…） Et alors que la fumée du 
vin commençoit enbourelucoquer les parties du cerveau, quelque bonne galloise 
menoit la dance par sur tables, banc, coff res, autant d’une main que d’autre. Au 
reste, chacun le faisoit comme meilleur luy combloit

10 ここでは，写実主義，自然主義などの近代小説の概念との混同を避けるために，リ
アリズムという表記をせずに「本当らしさ」という表現を用いる。Cf., Ph. Hamon, 
Introduction à l’analyse du descriptif, Paris, Hachette-Supérieur, 1981. 

11 A. Wéry, op.cit., p. 161 ; « tant à la salle de bal qu’à la place du village ; tant au sein 
de la noblesse, de la bourgeoisie, du peuple que du clergé » 

12 渡辺和夫訳，『ラブレー第四の書』，岩波文庫，p. 241, Le Quart livre, ch. LII, « Colléction 
Pléiade », p. 661. « A Landerousse （dist Rhizotome） es nopces de Jan Delif feut le 
festin nuptial notable et sumptueux, comme lors estoit la coustume du pays. Après 
soupper feurent jouées plusieurs farces, comedies, sornettes plaisantes : feurent 
dansées plusieurs Moresques aux sonnettes et timbous : feurent introduictes 
diverses sortes de masques et mommeries. Mes compaignons d’eschole et moy 
pour la feste honorer à nostre povoir （car au matin nous tous avions eu de belles 
livrées blanc et violet） sus la fin feismes un barboire joyeulx avecques force 
coquilles de sainct Michel, et belles caquerolles de limassons. »

13 ナラトロジーにおける視点の分類は，ここでは適用しない。G. Genette の物語論は，
閉ざされた記号体系としての近代写実小説の文学空間を前提としているが，16世紀
前半の文学世界では，朗読と黙読の境界で話者は聞き手と直接空間を共有すること
で意味を共有するので，視点のもつ意味が根本的に異なるのである。

14 Cf., M. Bakhtine, L’Œuvre de François Rabelais et la culture populaire au Moyen 
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Age et sous la Renaissance, trad. de russe par A. Robel, Paris, Gallimard, 1970, 1993.
15 A. Wéry, op. cit., p. 280.
16 Ibid., p. 103.
17 Bonaventure Des Périers, Les Nouvelles Récréations et Joyeux Devis, Lyon, Jean de 

Tournes, 1544, 1558, Krystyna Kasprzyk 編，Paris, Honoré Champion, 1980, n° 77, 
p. 274, （f.xciii v°） : « （…） et le plus souvent mesmes, y avoit un tiers couché en 
mesme lict, qui dansoit la danse Trevisaine, avec sa femme. »

18 Idem., n° 78, p. 277, （f.xciiii v°） : « Je croy qu’ilz danserent la Piemontoise, et fut 
question de s’entrebaiser. »

19 A. Wéry, op. cit., p. 28.
20 Bonaventure Des Périers, op.cit., n°38, « Du docteur qui blasmoit les danses : et de 

la dame qui les soustenoit, et des raisons alleguées d’une part et d’aultre. », p.165-
167 : « Or en devisant de propos et aultres, ilz commencerent à parler des danses. 
Surquoy le docteur dist que de tous les actes de recreation, il n’y en avoit point un 
qui sentist moins son homme que la danse. La Baillive luy va dire tout au contraire, 
qu’elle ne pensoit qu’il y euxt chose qui reveillast mieuxl l’esprit que les danses. 

［…］ Ne sçavez vous pas bien de quelle puissance est la musique ? Le son des 
instruments entre dedans l’esprit de la personne ; Et puis l’esprit commande aulx 
corps : lequel n’est pour aultre chose que pour montrer par signes et mouvemens 
la disposition de l’ame à joye ou à tristesse ［…］ Les danses sans instrument ou 
sans chanson seroyent comme les gens en un lieu d’audience sans sermonneur. ［…］ 
Pensez vous oster les plaisirs de ce monde ? Ce que vous preschez contre les 
voluptez, si vous vouliez dire vray, n’est pas pour les abolir, sinon les deshonnestes. 
Car vous sçavez bien qu’il est impossible que ce monde dure sans plaisir. Mais c’est 
pour empescher qu’on n’en prenne trop. »

21 L. Sozzi, Les Contes de Bonaventure des périers : Contribution à l’étude de la 
nouvelle française de la Renaissance, Genève, 1964, Slatkine Repreints, 1998, p. 393.

22 J.-W. Hassel, Sources and analogues of the Nouvelles récréations et joyeux devis of 
Bonaventure des Périers I, Genève, University of North Carolina/Droz 1957, p. 153.

23 J.-J. Courtine, Cl. Haroche, Histoire du visage : Exprimer et taire ses émotions (du 
XVIe siècle au début du XIXe siècle), Paris, Edition Rivages, 1988, 1994, p. 45, p. 49.

24 L. Febvre, « Idée d’une recherche d’histoire comparée : Le cas Briçonnet » dans Au 
cœur religieux du XVIe siècle, Paris, 1958, p. 211.

25 M.-M. Fontaine, La représentation du corps à la Renaissance, p. 70-71. 
26 J. Calvin, Sermon XXXVIII sur le Deutéronome, ch. V, dans Sermons de M. Jean 

Calvin sur le livre V. de Moyse nommé Deuteronome, l’imprimerie de Thomas 
Courteau, Genève, 1567, p. 216 : « Les subterfuges sont frivoles, et pueriles, quand 
on se veut excuser que ce n’est point mal-fait de ceci, ne de cela, moyennant que 



 19フランス16世紀の「ダンス論争」と散文文学に関する考察（石橋）

l’intention n’y soit point. Comme ceux qui voudroyent avoir et danses, et 
dissolutions : C’est comme s’ils se vouloyent mocquer pleinement de Dieu, et luy 
boucher les yeux pour le souffl  eter, et cependant qu’il devine s’il y a du mal. Or on 
sait bien, que les danses ne peuvent estre sinon des preambules à paillardise, 
qu’elles sont pour ouvrir la porte notamment à Satan, et pour crier qu’il vienne, et 
qu’il entre hardiment. Voila qu’enmporteront tousiours les danses. »

27 H. P. CLIVE, op.cit., p. 298.
28 Lambert Daneau, op. cit., pp. 124-125 : « ayans receu de Dieu quelque matiere 

extraordinaire de ioye, ils vouloyent tesmoigner qu’il n’y avoit partie en eux qui 
n’en fust touchee, et ne s’eff riçast d’en rendre graces solennelles à Dieu : comme 
après une grandes delivrance, ou victoire dessus les ennemis, il y avoit lors de 
grandes acclamations, voix de iubilation et de liesse, sons de trompettes, musique 
d’instrumens, claquemens de mains, et mouvements du corps non accoustumez : 
estant malaisé que les autres parties fussent ainsi esmeues, et donnassent tant de 
signes de joye, que les iambes ne le fussent aussi »

29 この用語を最初に提唱したのは E. Le Roy Ladurie で，J. Jacquart, B. Quillet など歴
史の分野で用いられているが，文学の世界には浸透していない。

30 B. Quilliet, La France du beau XVIe siècle (1490-1560), Paris, Fayard, 1998, p. 12.
31 A. Wéry, op. cit., p. 155.
32 Lambert Daneau, op. cit.. L. Daneau に関しては，P. de Félice, Lambert Daneau (de 

Beaugency-sur-Loire), pasteur et professeur en théologie, 1530-1595. Sa vie, ses 

ouvrages, ses lettres inétides, Paris, G. Fischbacher, 1881, Genève, Slatkin reprints, 
1971.

33 Cf.,Balthazar de Beaujoyeux, Le ballet comique de la royne （1581）, Margaret 
MacGowan 編， Binghmton, 1982.

34 G. Pérouse, Nouvelles françaises du XVIe siècle : Images de la vie du temps, Droz, 
Genève, 1977, p. 7.
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人間の尊厳と出来事の尊厳
─　ホワイトヘッドとドゥルーズ　─

吉　澤　　　保

はじめに

イギリスの哲学者アルフレッド・ノース・ホワイトヘッド（1861-1947）と

フランスの哲学者ジル・ドゥルーズ（1925-1995）は，平等という政治的理想

を掲げる点で一致している。しかしながら，両者の政治的理想の内実は決して

同じものではない。本稿が試みるのは，ローランド・フェイバーの論稿を手引

きとしてこの点を考察することである。しかし両者の政治思想だけが問題なの

ではない。フェイバーの議論を引き継ぎながら，両者における存在論と政治学

との関係を考察する。

フェイバーは，フランスの哲学者アラン・バディウ（1937-）も射程に入れ

ながら，ホワイトヘッドとドゥルーズに照準を絞り，両者における「存在 / 政

治学〔onto/politics〕」，および奴隷制の問題を考察しようとしている。「存在 /

政治学」は，「存在論的行動と政治学的行動と間のインター/フェイス〔inter/

face〕」，あるいは，「「（存在論的活動として）何が存在するのか」および「（人

間のポリスに関して）どのように我々は行動することができるのか」という二

つの問いの間の相互決定性の場所」，とされている。フェイバーによれば，ホ

ワイトヘッドとドゥルーズにおいて，存在論と政治学は，一方から他方が導出

されることはないし，一方が他方の原因となることはない。逆に，両者の「相

互 / 連結」が否定されることもない。両者は相互に「共鳴」し合っている。共
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鳴とは，ホワイトヘッドが定義する「整合性」の関係にあることである。「相

互に前提しあっていて，孤立すると，両者はともに無意味になる 1」。両者は

「相互的内在」の関係にあるという。

また，フェイバーによれば，一方の，ホワイトヘッド，ドゥルーズと，他方

の，バディウは，「平等の政治学の愛好者」という点で共通するが，同時にこ

の愛好の中身に関して敵対者でもある 2。ドゥルーズは種々の差別主義に反対

する現代的潮流に大きな影響を与えた者として，ホワイトヘッドはこのような

潮流の驚嘆すべき先駆者として，そしてバディウは両者の敵対者として，提示

されている 3。つまり，「存在 / 政治学」という観点から考察がなされるフェ

イバーの論稿では，ホワイトヘッド哲学は，ドゥルーズ哲学に限りなく近づけ

られ，バディウ哲学は両者に対立させられている。論者は，存在論と政治学と

の関係を問うフェイバーの問題設定を高く評価する。しかしながら，バディウ

についてのフェイバーの考察はともかくとして，ホワイトヘッドとドゥルーズ

の各々の考察については賛成できない。

ここで言う政治学は，フェイバーの使う politics の訳語である。論者の考え

をより正確に表現するなら，存在論と政治学よりも，存在論と実践論，あるい

は理論哲学と実践哲学，のほうが相応しいかもしれない 4。政治学は，社会科

学の個別的学問としての，政治的事象を対象とする記述的学問といういわゆる

政治学を意味するものではない。当然 politics の語源的含意，つまりポリスに

関わるが，ここでの権力は国家のそれだけに限定されない。そもそも権力関係

は，国家的あるいは政治的と通常称されるものに限らない。政治学は，政治的

と通常形容される実践だけではなく，広義の実践に関わる。単に実際に行われ

る実践だけではなく，行われるべき実践にも関わる。政治学は，当為，規範，

あるいは倫理でもある。人間一般の倫理と，特殊ネーションの政治学とを区別

する立場もありうるが，ここではそれは後景に退いている。政治学は，ナショ

ナリズムのみならず，ヒューマニズム，エコロジーなど様々な可能性をも含意

しつつ，特にそのいずれにも限定されているわけではない。この種の使い方を

する場合，ポリティクスのように片仮名標記が普通であろうが，onto/politics
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というように「存在論」とともに使われているのでそれに合わせた。要するに，

本稿で問題にするのは，「ある」と「行う」の関係である。殊にドゥルーズに

おける両者の特異な関係が本稿の主題となる。なお，ホワイトヘッドは自らの

哲学を，形而上学，殊に思弁哲学と呼ぶが，この思弁哲学をその存在論として

議論を進める 5。この形而上学における「生成」に対比された「存在」につい

ては後で触れる。

フェイバーの論稿を導きの糸として，Ⅰの 1 で，『観念の冒険』（1933年）第

一部で記述される，奴隷制から自由への歴史的移行を，Ⅰの 2 で，同書第一部

の，力から説得への歴史的移行を，考察する。フェイバーから独立に，Ⅰの 3

で，同書第一部・第四部の読解に基づき，ホワイトヘッド哲学における歴史の

目的が文明そして平安であることを明らかにする。続いてⅡでドゥルーズに向

かい，まずⅡの 4 で，ドゥルーズについてのフェイバーの論稿を取り上げ，Ⅱ

の 5 で，ドゥルーズの主著『差異と反復』（1968年），『哲学とは何か』（1991

年）においてドゥルーズの存在論がそのまま政治学であることを，Ⅱの 6 で，

ドゥルーズが個体主義と人間主義を退けていることを，Ⅱの 7 で，ドゥルーズ

が歴史から目的を排除していることを，示す。

Ⅰ．ホワイトヘッド ─ 人間の尊厳 ─

1．奴隷制から自由へ

ホワイトヘッドを考察するにあたり，本稿が取り上げるのは，『観念の冒険』

である。優れた純粋数学者にして現代論理学の創始者の一人，相対性理論・量

子力学への深い理解に基づき独自の自然哲学を講じていたホワイトヘッドは，

アメリカで刊行した『科学と近代世界』（1925年）で大胆な思弁的形而上学者

に変貌する。この著作こそ，ホワイトヘッド形而上学が展開される三部作の第

一作であり，『過程と実在』（1929年），『観念の冒険』がそれに続く。四部構成

の『観念の冒険』の第一部「社会学的〔sociological〕」において，「人類に関

する諸観念から由来しまたそういう諸観念に帰趨してゆく社会学的諸機能の中
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で最も一般的な側面 6」，「人間の魂に関するプラトン的・キリスト教的教義が，

ヨーロッパ諸民族の社会学上の発展に及ぼした影響 7」が取り扱われている。

フェイバーが強調するように，『観念の冒険』における政治理論の根本的な

差異は一つには，「奴隷制」と「自由」との間にある 8。つまり，奴隷制が古

代政治理論の前提であったのに対して，自由が近代政治理論の前提となる。ギ

リシャ文明とヘレニズム時代のローマ文明，つまり『観念の冒険』で言う古典

文明において，奴隷制は絶頂期を迎える。「古典文明の一千年間において，文

明的であるということは奴隷所有者であるということであった」。しかしその

一方で，古典文明期において，奴隷制を批判するような道徳的な原理が形成さ

れる。その代表としてプラトンがあげられている。そのプラトンにしても，

「生まれにおいても，その信念においても，貴族であったし，また，奴隷を所

有していたに違いない 9」。近代に入り最終的に奴隷制が廃止されるに至った

が，ホワイトヘッドは，それに寄与した数々の思想的要因として，懐疑的人道

主義，カトリック，メソジスト，クエーカーをあげている（第二章第五節から

第七節）。『観念の冒険』は，単に直接的な要因だけではなく，その起源である

プラトンにまで遡る。

フェイバーは，『観念の冒険』第一部でホワイトヘッドが記述している歴史

を，奴隷制と自由とに対応する二つの存在 / 政治学によって記述し直そうとし

ている。奴隷制から自由への変化が，これら二つの存在 / 政治学に関わるとし

ている10。まずこの点をみておこう。

［ 1 ］奴隷制に基づけられた社会の只中で，新しさの衝動こそが，時なら

ぬ［反時代的な］〔untimely〕政治学的行動こそが，自由の実践のための

新しい空間 ─ 革命を現働化［活性化］することによって，奴隷制の「現

前の存在 / 政治学」を蝕む，自由の実践のための新しい空間 ─ を創造し

た。「高度な文明の必須要件としての社会的寛容についての最初の明確な

弁護は，（中略）ペリクレスの演説に見いだされ（中略）個々の成員の行

動の自由を首尾よく保持する組織化された社会という考え方を表出してい
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る」。［ 2 ］そして，時ならぬ存在論的動きが，思考の革命を創始したのは，

「五十年後，同じ社会集団内で，プラトンが，自由の一切の要請が淵源し

なければならないより深い諸概念を導入した」時である ─ ［この時，］「彼

［プラトン］の，〈宇宙〉における魂的諸要因〔psychic factors〕について

の一般的な概念は，魂的諸要因を，すべての自発性の源泉として，そして，

究極的にはすべての生・運動の根拠として，強調した」（強調は［フェイ

バーによって］加えられた）。［ 3 ］この真正の存在 / 政治学的動きの中で，

自由が政治学的範疇に生成しただけではなく，政治学的なものの範疇が自

由によって規定された。それ［自由］は，自発性を存在論の中に刻み込み，

内なる人類を政治学的範疇として指示した。それ［自由］は，それゆえに，

存在論それ自体をして，政治学的なものの「場所」に生成するべく，革命

化させて，そして，公共の空間を自由の領域として創造した11。

［ 1 ］では，「時ならぬ政治学的行動」が，『観念の冒険』で語られる，古代ギ

リシャのアテナイにおける「ペリクレスの演説」に定位されている。これが政

治学的革命を現働化することになる。［ 2 ］では，「時ならぬ存在論的動き」が，

プラトンの「〈宇宙〉における魂的な諸要因についての一般的な概念」に定位

されている。これが思考の革命を創始する。［ 3 ］では，これら［ 1 ］の「政

治学的行動」と，［ 2 ］の「存在論的動き」とを，自由の「存在 / 政治学的動

き」としてまとめている。これは，存在論自体を革命化する。要するに，［ 1 ］

で政治学，［ 2 ］で存在論について触れ，そして最後に［ 3 ］で両者を総合し

て存在 / 政治学として記述している。このようにフェイバーは『観念の冒険』

の歴史記述を自身の論に取り込んでいる。以上をまとめるなら，奴隷制の「現

前の存在 / 政治学」が実践されるなかで，自由の存在 / 政治学が発現する過程

がここで示されている。ホワイトヘッドが行っている歴史記述は，フェイバー

に乗っ取られている。

ホワイトヘッドの議論はもっと分かりやすい。フェイバーが以上の引用で

使っている箇所を復元すると次のようになる。
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しかし，高度な文明の必須要件としての社会的寛容についての最初の明確

な弁護は，ツキディデスが記録したペリクレスの演説に見いだされる。そ

れは，個々の成員の行動の自由を首尾よく保持する組織化された社会とい

う考え方を表出している。五十年後，同じ社会集団内で，プラトンが，自

由の一切の要請が淵源しなければならないより深い諸概念を導入した。彼

［プラトン］の，〈宇宙〉における魂的諸要因についての一般的な概念は，

魂的諸要因を，すべての自発性の源泉として，そして究極的にはすべての

生・運動の根拠として，強調した。このように，人間の魂的活動は，移ろ

いゆく世界の中で高貴な調和の源を含んでいる。人間社会の目的は，そう

いう魂的なエネルギーを明るみに出す［顕在化させる］ことにある。ただ

し自発性は魂〔soul〕の本質に属する。これが，プラトン的な思考の諸様

態から，社会的自由の重要さへの議論の要約である12。

第四章「自由の諸相」の第三節では，自由成立の社会的条件である寛容がテー

マになっている。自由の挿話的事例として，紀元前1400年頃のエジプト王アカ

ナトン，その約800年ないし900年後のヘブライの預言者たちに触れた後，自由

の行使に対して生ずる不寛容の事例として，コンスタンティヌスによる公認後

のキリスト教会，ルターとカルヴァン指導下でのプロテスタントをあげて，そ

れに対する近代の寛容の事例として，エラスムス，クエーカー教徒，ジョン・

ロックをあげる。すぐ上で引いた箇所は，寛容の起源を古代文明に遡る段落の

一部である。ホワイトヘッドは，ペリクレスの演説に，何よりもプラトンの魂

の概念に，この起源を求めている。ホワイトヘッド自身は，ペリクレスの演説

にせよ，プラトンの魂の概念にせよ，それらが，何らかの存在 / 政治学によっ

て誕生したとは述べていない。また，ホワイトヘッド自らの形而上学によって

誕生したとも述べていない。フェイバーは，ここに自由の存在 / 政治学を見い

だしている。そしてフェイバーは自由の存在 / 政治学をホワイトヘッド自身の

形而上学に同一視しようとする。フェイバーは要するに，『観念の冒険』の歴

史をホワイトヘッド形而上学の観点から捉え直そうとしている。ここで問題に
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なっているのは，プラトンの魂の概念であるが，これはホワイトヘッドの形而

上学には属さない13。ホワイトヘッド形而上学の中心概念である「現実的実質

〔actual entity〕」は魂ではない。

2 ．力から説得へ

フェイバーの議論をもう少し辿る。

説得 ─ それは常に出来 事であり，未来と過去とにあり（参照『意味の論

理学』pp. 164-168），決して完成〔perfection〕の現前性にはないが ─ は，

計り知れない「本性〔nature〕の可塑性」（『観念の冒険』p. 78）を活性

化している。「現前性」の法はいかなるものも，この本性の，一時的な定

数にすぎない。背理的に，暴力を許すことによって，説得的行動

〔persuasive agency〕は，自ら自身の否定を受け入れている ─ 自らの自

由を否定かつ支持するために，〈法〉を発生させることによって ─ 。ホ

ワイトヘッドの［次の］帰結は過激である。〈自由〉と〈平等〉とは，〈法

［法則］〉が，内在的〔immanent〕である ─ 説得的行動に基づきながら

も，［〈法〉の］抑圧的な賦課を許容している ─ ことを要求している。

「法則［法］〔law〕は，行動する諸物の性格の結果である（中略）。この

考え方は，与えられた諸物が課せられた法則によって条件付けられて相互

に行動するという従来の観念に取って代わるべきである。我々が外的自然

について知っていることはあくまでも，自然における様々な契機が，どの

ようにしてお互いの本性に貢献しあっているか，ということによってであ

る。環境全体がその各々の契機の本性に関与している。したがって各々の

契機はその最初の形相を，自らの環境の性格から得る。また，それぞれの

環境を条件付ける法則は，単にその環境を構成している諸契機の一般的な

性格を表現しているにすぎない14」（『観念の冒険』，pp. 41-42. 強調は［フェ

イバーによって］加えられた）。
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ホワイトヘッドは，人間の歴史の中に奴隷制から自由への変化を見出したが，

更に，この変化の変奏である「力から説得へ」（第五章）の変化をも見いだす。

人は人に対して，そして社会は社会に対して，強制的に（暴力的に）支配する

か，あるいは説得するか，のいずれかによる。政府による強制，戦争，奴隷制

は，強制つまり力による。商業は説得による15。『観念の冒険』によれば，人

間の歴史は大きく，奴隷制から自由へ変化したように，力から説得へと変化し

た。

フェイバーは，奴隷制から自由への変化の中に，奴隷制の存在 / 政治学との

関係における自由の存在 / 政治学の発現を見いだした。フェイバーの論稿のな

かで，この自由の存在 / 政治学は様々に捉え返され，「説得」もまたこの存在

/ 政治学の一つである。上で引かれた引用中のドゥルーズ『意味の論理学』

（1969年）への参照からも分かるように，フェイバーは，自由の存在 / 政治学

をドゥルーズの「出来事〔événement〕」に近づけている。フェイバーによれ

ば，説得は，現前的ではなく，常に過去あるいは未来にある。この論稿で頻出

する「時ならぬ」は，このような出来事を形容する。奴隷制の存在 / 政治学の

現前性と，自由の存在 / 政治学の出来事性（非現前性）との対比を確認できる。

「本性の可塑性」は，参照されている『観念の冒険』の文脈では，人間の本

性の可塑性のことである。自然界において人間の本性は最も可塑的とされる。

つまり，経験によって自らの本性を様々に変えうる点において，無機物や他の

有機物と比べても人間は桁外れである。フェイバーは，現前性の側に属してい

る法が，一時的な定数に過ぎないとはいえ，このような人間の本性を構成して

いると考えている。フェイバーは，同様に極めて独特な解釈から，説得はその

反対である力を許容するとしている16。自由の存在 / 政治学は，この背理的な

両義性を本質としている。この論稿の到るところに，様々に変奏されたこの両

義性を確認できる。フェイバーの意図は明らかにこの両義性を増殖させること

にある。ここがその好例である。説得は更に，法を生み出すことによって自ら

を否定している。ただし，その法は，説得自らの自由を「否定かつ支持」する

ものだ。ここにも両義性が確認できる。フェイバーが示すホワイトヘッドにお
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いて，法は内在的であり，説得に基づいているが，その一方で，抑圧的な賦課

を許容している。

以上の議論の論拠として，上の引用の後半で，『観念の冒険』の一節が引か

れている。ホワイトヘッドが自ら規定するところの「有機体の哲学」は，従来

の哲学説でいえば，アニミズムあるいは生気論に近い。電子などの無機物をあ

たかも魂を有するものとして記述している。ただし，ここでは個体における経

験ではなく，現実的実質における経験が問題になる。無機物も人間も同等の観

点から記述される。そのため，law という語は，自然界の法則と人間界の法と

いう二重の意味をもちうる。正確には，自然の law は，社会の法の意味で読

むこともできる。フェイバーは law のこの二重性を利用している。

『観念の冒険』第三章・第八節は，社会思想が形而上学的な議論とどのよう

に関わるかを論じた前節の議論に続き，社会思想が自然科学的な議論とどのよ

うに関わるかを問題にしている。すぐ上で引かれている箇所は，この第八節の

一節である。都市と森林とでは物の行動は異なるし，また月面と太陽周囲とで

も物の行動は異なる。このようなマクロなレベルに対して，ミクロのレベル，

つまり分子のレベルまで分析すると，化学の法則は，都市でも森でも月面でも

太陽周囲でも同じことが分かる。真空空間では，エネルギーの流れを制御する

基本的な電磁気法則にまで至る。以上のような記述を受けて，この一節を含む

段落は，次のように始まる。「しかし，これらの法則が電磁気的な諸契機の環

境の結果であることに異論を差し挟む理由は何もない。ここまで遡ってきた全

過程は，観念の一つの転換を示唆している。法則は行動する諸物の性格の結果

である…」。諸契機とは，『過程と実在』の現実的実質である。諸物に賦課され

た外在的な法則，諸物の行動を条件付ける法則というこれまでの考えに対して，

ホワイトヘッドは，内在的な法則という考えを提示している。引用箇所にあっ

た通り，次のようにまとめられる。 1 ）環境全体は，それを構成する諸契機の

各々の本性に参与する。 2 ）それぞれの環境を条件付ける諸法則は，その環境

を構成する諸契機の一般的な性格を表現しているにすぎない。このようにこの

引用箇所で問題になっている法とは明らかに自然法則である。フェイバーは，
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以上の文脈に逆らって，自然法則を社会の法として読んでいる。しかも，フェ

イバー自身が強調している「お互いの本性に貢献しあっている」から，法の抑

圧的な賦課を，「一般的な性格を表現しているにすぎない」から，法の内在性

を，引き出していることが分かる。

自然法則と社会の法との差異を無効化するフェイバーの読解に反して，第八

節が結論づけているのは，自然法則と社会の法との有意味な差異である。まと

めれば次のようになる。 1 ）プラトンに発する観念あるいは理想の実現につい

て，自然法則（正確には電磁気の法則，分子の法則）は関与していない。それ

らの法則は，そのような観念の種類の可能性を条件づけるが，観念の中身（特

殊性）までは決定しない。これらの法則は可塑的ではない。観念は，自然法則

を変容することはない。 2 ）一方で，このような観念の実現について，社会

（人間，森林，砂漠，草原，氷原などの社会）の法あるいは本性は，関与して

いる。社会の本性は，これらの観念を決定づけている。社会の法つまり本性は，

限界はあるものの，可塑的である。観念は社会の法を変容している。このよう

に，フェイバーは，第八節の，正確には『観念の冒険』第一部の重要な帰結を

考慮に入れない。

フェイバーはホワイトヘッドの考察の最後で，『過程と実在』の有名な一節

を引用している。フェイバーの読解の出発点はむしろここにある。

以下は，ホワイトヘッドの，優れてポスト・モダン的，ポスト構造主義的，

非二元的，かつ反奴隷制的遺言［信条表明］である。

「近代哲学はすべて，主語と述語，実体と性質，特殊と普遍という観点か

ら世界を記述する難点をめぐって動いている。その結果，我々は常に，以

下の直接経験，つまり，我々の行動・希望・共感・目的において我々が表

現していて，そして，その［この直接経験の］言語分析のための語句の欠

如にもかかわらず我々が享受している直接経験，を損なうことになる。

我々は，ざわめく世界のなかに，同胞の民主主義［民主社会］の只中に

〔amid a democracy of fellow creatures〕，いる。他方，正統派哲学は，手
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を変え品を変え，我々を孤独な諸実体 ─ 「うわあ，ボトム，変わり果て

たその姿…なんて面になってしまいやがったのだ」と言った具合に，それ

ぞれの実体が幻覚的経験を享受している諸実体 ─ に導いてゆくことがで

きるだけである」（『過程と実在』pp. 49-50. 強調は［フェイバーによって］

加えられた）17。

ホワイトヘッドは，近代哲学の難点を，主語としての実体あるいは特殊と，そ

の述語としての性質あるいは普遍という対の構図に見いだしている。この批判

は，ドゥルーズも共有するものである18。この構図に代えて，ホワイトヘッド

は現実的実質を，ドゥルーズは出来事を，提示している。相互に「同胞」であ

る現実的実質は，「民主主義」の関係にある。ホワイトヘッドは，形而上学的

なものを政治学的なものによって記述するのを躊躇わない。既に見たように，

分子を人間に見立てて記述していた。自然の法則を社会の法として解釈する可

能性はホワイトヘッド自身が開いたものだ。しかしホワイトヘッドは，自らの

形而上学からそのまま政治学的主張を引き出していない。現実的実質が民主主

義者であることは，人間が民主主義者であることを必然的に要請するものでは

ない。しかしながら，フェイバーは，この点を利用して，『観念の冒険』で論

じられるホワイトヘッドの政治思想を読みかえている。フェイバーは，「同胞

の民主主義の只中に」の箇所を根拠に，自らが提示する自由の存在 / 政治学を

ホワイトヘッド形而上学に同一視する。それは，ホワイトヘッド自身が意図し

ない読解である19。ホワイトヘッドが言う民主主義の関係とは次の意味におい

てである。「生きている身体は，高度な現実的諸契機の整序である。しかし低

次の生きている身体においては，諸契機は民主主義にずっと近づいている20」。

つまり，いわゆる高等な生物の場合，それを構成している現実的実質には神経

活動の中枢，つまり脳があり，言わば独裁制あるいは寡頭制の体制である。一

方で，そうではない生物の場合そして何よりも無機物の場合，現実的実質は民

主制の関係にある。仮にこのような民主制を人間の理想とするなら，人間は，

生物としての高等さを失い解体へと向かうことを目指すべきとなる。『観念の



32 桜 文 論 叢

冒険』で提示される観念あるいは理想はそのようなものではない。

3 ．歴史の目的としての文明

フェイバーから離れて，『観念の冒険』に少し立ち入りその論理的構成を垣

間見ることにする。『観念の冒険』は，西洋近代において確立されることにな

る，自由・平等・民主主義の起源を，プラトンの哲学にまで遡っている。第二

章のタイトル「人間の魂」は，プラトン哲学を構成する本質的な側面の一つを

示す。「人間の」という限定は重要だ。また，プラトンの理解するこの人間の

魂は，永生不滅のものである21。これは，ホワイトヘッドの現実的実質とは全

く異なる。現実的実質は人間に限定されない。現実的実質は，主体としては

「生成〔becoming〕」であり，その限り不滅なものではない（客体としては

「存在〔being〕」であり，不死である）22。西洋の歴史において実現された，奴

隷制から自由への移行は，プラトンが理想として抱懐した人間の魂という観念

が近代に至る西洋の歴史において連綿と継承された結果である。歴史は観念の

実現である。第二章・第七節の最後はこのようになっている。「こうして，こ

れらの思想要素の進展，つまり，非道な奴隷基盤の文明の破壊における最終段

階を構成する思想要素の進展，において，懐疑的人道主義・カトリック・メソ

ジスト・クエーカーの洞察と英雄的精神とが織り合わされている。しかし，こ

の運動の知的な起源は，二千年以上遡って，人間の魂の機能と，流転する世界

におけるその［人間の魂の］地位とについての哲学的なギリシャ人の思弁にま

で跡づけなければならない23」。この「哲学的なギリシャ人」の代表はプラト

ンその人に他ならない。

『観念の冒険』第一部では，人間の魂というプラトンが抱懐した観念が，近

代における，平等・自由・民主主義の実現へむけて辿ることにになった冒険が

記述されている。この高度な一般性をもつ観念は，時代の詳細においてより特

殊化された形で変奏されながら，また，断絶の危機に晒されるも復活を繰り返

しながら，伝承されてゆく。「力は常にそれ［観念］に対抗している。観念の

勝利は，力に対する説得の勝利である。ここで言う力とは，先行する世界の広
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がりが実際に含んでいるものの端的な事実である。観念は，自らの実現を勝ち

取る一つの予言である24」。この著作全体は言わば，同時に動力因でありかつ

目的因である観念，あるいは観念の超越性，を問題としている。ただしこの観

念はアプリオリに，つまり神の本性のなかに，理想として既にあったわけでは

ない。歴史の総体からみて，経験的に形成されたものである（もっとも，ホワ

イトヘッドの形而上学では，魂のような主体性は認められていない以上，観念

は，多くの現実的実質から見れば，言わばアプリオリなものになる）。この著

作はこのような意味での「観念の冒険」が主題になっている。歴史あるいは経

験には価値がある。ここで提示されている歴史観は，進歩主義的なものである。

この著作は，「序文」で明言されるように，「文明という概念の研究であり，ま

た，文明化された存在者が生じるとは一体どういうことかを理解しようとする

努力」に他ならない25。文明は，人間および人間の社会だけが到達しうるある

理想に関わる。人間は文明化されうるし，また人間の集合体である社会も文明

化されうる。「野蛮」から文明へという方向性がここで前提になっている26。

この著作の第四部は文明を主題とする。文明を構成する性質として，「真理」，

「美」，「冒険」，「芸術」，「平安〔peace〕」，の五つの性質があげられている27。

平安は当然，平和に無関係ではないが，単に戦争の反対を意味しているだけで

はない。また，単に「政治的な諸関係」を指し示しているだけでもない28。そ

の特殊化として「優しさ」，「愛」を含むが，それらではあまりに狭すぎるとい

う29。真理，美，冒険，芸術という四つの性質は，自我，人格性に関わるのに

対して，平安は人格性を乗り越えることを求める。「我々がある意味で探し求

めているのは，〈諸調和の調和〉という概念である。この概念は，他の四つの

性質を総括し，それによって，それら四つの性質に実際しばしばつきまとって

きたやむことのない自己中心主義を文明という我々の概念から排除する30」。

「〈諸調和の調和〉」，つまり平安こそが，第一部で考察された社会的理想（自由，

平等，民主主義）に関わる感情（相互的尊敬，共感，一般的優しさ）を生み出

す31。平安の一つの産物は，「人類愛そのもの」である32。

ホワイトヘッド形而上学において，現実的実質は，相互に民主的な関係に
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あった。つまり，神も含めてすべては現実的実質であり，この意味で相互に平

等であった33。しかし，文明は，すべての現実的実質について言われるもので

はない。ほとんどすべての現実的実質は野蛮なままだ。人間社会の中で，文明

を構成する五つの性質を満たすものだけが，その名に値する。文明はまた，現

実的実質を規定する形相である。これは，歴史的には，プラトンその人を構成

する一連の現実的実質において抱懐され，その後，連綿と継承され洗練され強

化されてきたものにすぎない。つまり，野蛮な現実的実質のなかで，文明化さ

れるものは，ほんの一握りであり，常に継承断絶の危機に見舞われている。こ

のように，ホワイトヘッド形而上学に，ドゥルーズの言う「存在の一義性

〔l’univocité de l’être〕」をみるべきではない。キース・ロビンソンのように

「存在の類比〔l’analogie de l’être〕」をみるべきだ34。野蛮から文明へという方

向性は，ドゥルーズが決して認めないものである。これは進歩主義的歴史観に

他ならない35。

Ⅱ．ドゥルーズ ─ 出来事の尊厳 ─

4．ニーチェとスピノザ

ドゥルーズについてもフェイバーの議論を導きの糸にして考察する。『観念

の冒険』は，西洋の歴史における，奴隷制から自由へという社会制度上の変化

を記述していた。フェイバーは，ここに，奴隷の存在 / 政治学と，自由の存在

/ 政治学との相関を見ていた。フェイバーは，哲学的手法としての経験論，

「And」と「Is」，生成と存在，「And- 存在論」と「Is- 存在論」についての見

解などにおいて，ドゥルーズをホワイトヘッドに近づけているが，フェイバー

がこの論稿でドゥルーズを論ずるにあたり集中しているのは，フリードリッ

ヒ・ニーチェとバルーフ・デ・スピノザをめぐるドゥルーズの議論についてで

ある36。殊にスピノザをめぐる議論である。

フェイバーは，二つの存在 / 政治学をドゥルーズにおいて見いだすために，

まず皮肉にもニーチェに向かっている。容易に指摘できるのは，ホワイトヘッ
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ドとニーチェとの思想上の懸隔である。ニーチェ系譜学の試みは，よく知られ

ているように，ルサンチマンの心理学を使って，魂の存在を掲げるプラトニズ

ムと，プラトニズムの大衆化にすぎないキリスト教とを批判するものだ。ニー

チェは，相互的同情・平等・自由・民主主義への歴史的移行を人間の畜群化・

堕落化・卑小化とみなす37。これは，プラトンから発しキリスト教経由で理想

が継承されると主張する進歩主義的な『観念の冒険』の議論とは対蹠的である。

ドゥルーズのニーチェ論についても，フェイバーが取り出しているのは，ホワ

イトヘッドにおいて既に確認した，奴隷制の存在 / 政治学と，自由の存在 / 政

治学との対比である。

フェイバーが取り上げる「1980年12月16日ヴァンセンヌにおけるスピノザ講

義」には，フェイバーの主張を裏付けるドゥルーズの議論が散見される38。こ

の講義で，ドゥルーズは，「存在論とある型の政治学との間に根本的な関係」

があると主張する。ドゥルーズによれば，「存在論」は「政治学」を引き起こ

さざるを得ない。「純粋な存在論」と「〈一者〉の諸哲学〔les philosophies de 

l’Un〕」とが区別されている。〈一者〉の諸哲学は，「実存者〔les existants〕の

ヒエラルキーを根本的に含意する諸哲学」である。〈一者〉から「存在」が流

出し，存在からそれ以外が流出するなどして，ヒエラルキーが樹立されている。

ヒエラルキーのなかで，それぞれの「実存者」の位階は定まっている。ここで

は，「政治的ヒエラルキーの設立」という問題の次元で，「国家」の問題に出会

うことになる。以上の立場は，ネオ・プラトニズムのものとされる。

一方で，「純粋な存在論」にはそのようなヒエラルキーがない。

純粋な存在論において私に顕著に見えることは，それがかくも強くヒエラ

ルキーを拒絶しているということだ。実際，存在〔être〕に上位の〈一

者〉がない以上，存在が，存在するすべてのものについて，唯一の同じ意

味で言われる［自らを言う］〔se dire〕以上，それ［純粋な存在論］こそ

が我々がいるところであり，それこそが，要となる存在論的命題であるよ

うに私に思われたものだ。存在に上位の統一〔unité〕はない。それゆえ
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に，存在は，存在が言われるすべてのものについて言われる。つまり，す

べての「存在者〔étant〕」について唯一の同じ意味で言われる。それは，

内在性〔immanence〕の世界である。この存在論的内在性の世界は，本

質的に反ヒエラルキー的世界である。（中略）それは，絶対的な反ヒエラ

ルキー的思惟である。それは一種のアナーキーである。存在における存在

者のアナーキーがある（強調は［フェイバーによって］加えられた）。

〈一者〉の哲学にはヒエラルキーがある以上，政治的ヒエラルキーも帰結せざ

るをえない。一方で，純粋な存在論にはヒエラルキーがない以上，政治的ヒエ

ラルキーも拒絶される。〈一者〉の哲学は，存在の類比の哲学に属し，純粋な

存在論は，存在の一義性の哲学に属する。「存在」は「すべての「存在者」に

ついて唯一の同じ意味で言われる［自らを言う］」が，これが，存在の一義性

であり，言い換えれば，内在性である。ここに，ドゥルーズ哲学の最も重要な

考えを確認することができる。そしてフェイバーは，更にこの講義から，「存

在論の問題は，［中略］いかにして自由であるかということだ」という文を引

いている。以上より，フェイバーの議論では，純粋な存在論の政治的帰結が，

政治的ヒエラルキーの不在，つまり自由，にあるという結論が引き出される。

このようにフェイバーは，ドゥルーズを考察するにあたり，ニーチェ論とス

ピノザ論をメインで取り上げているが，これは適切であろうか。モノグラ

フィーは，ドゥルーズの場合，ドゥルーズ自身の哲学の応用に他ならないとは

言え，研究対象による制約がある。確かにフェイバーは，バディウを比較対象

とした論稿最後の箇所では，ドゥルーズの主著とされる『差異と反復』，『意味

の論理学』，『千のプラトー』（1980年），『哲学とは何か』を参照しているが，

ホワイトヘッドへの参照とともにそれを行っているために，個体主義・人間主

義へのドゥルーズ独自の批判的側面が見えにくくなっている39。フェイバーの

議論から離れて，ドゥルーズの著作に向かう。
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5 ．存在論すなわち政治学

純粋な存在論と〈一者〉の哲学との対比，言い換えれば，存在の一義性と存

在の類比との対比，以上がドゥルーズ哲学には見られた。ドゥルーズの哲学は，

存在の一義性の哲学である。ドゥルーズにとって正確には，一つの存在論的命

題しかない。つまり，存在は一義的である40。そしてドゥルーズにおいて存在

論は，同時にそのまま政治学でもある。『差異と反復』は次のように終わる。

類比の定住的配分に対して，一義的なものにおける，ノマド的配分が，つ

まり戴冠せるアナーキーが，対立している。そこ［一義的なもの］では，

「すべてが等しい」および「すべてが回帰する」が，鳴り響いているだけ

だ。ただし，すべてが等しいと，すべてが回帰するとは，差異の極限的な

尖端に達する場合にしか，言われる［自らを言う］ことができない。［こ

のように一義的なものにおいて，］［ 1 ］幾千もの道〔voies〕をもつすべ

ての多様なものには，ただ一つの同じ声，［ 2 ］すべての水滴には，ただ

一つの同じ〈大洋〉，［ 3 ］すべての存在者には，〈存在〉のただ一つのど

よめき。［以上のようになっているのは，］それぞれの存在者に対して，そ

れぞれの水滴に対して，そして，それぞれの道の中で，過剰の状態に達し

ているという条件においてである。過剰の状態とはすなわち，次の差異，

つまり，それら［すべての存在者など］を，置き換え，かつ偽装し，そし

てそれらを， ─ 自ら［差異］の可動的な尖端で回りながら ─ 回帰させる

ようにする差異，である41。

「配分」（この意味ではむしろ分配）は通常，資本の分配など社会的な意味をも

つが，ここではまず存在者の配分であり，存在論的なものである。「定住的配

分」は，存在の類比の側にある。「ノマド的配分」，「戴冠せるアナーキー」は，

存在の一義性の側にある42。「すべてが回帰する」は「第三の反復」つまり「永

遠回帰」のことである43。「すべてが等しい」と，「すべてが回帰する」とは，

存在の一義性であり，同じことを別の表現で述べている。ここで言う「すべ



38 桜 文 論 叢

て」は，一義的な存在を有する存在者のことである。ドゥルーズ哲学は，存在

の一義性と存在の類比との対比を前提としている。これまで見たように，ドゥ

ルーズ哲学は，存在の一義性の哲学である。存在の類比は批判されている。簡

略化して説明するなら，「概念〔concept〕」（正確には概念の同一性）こそが，

存在の類比の哲学を作り出している。ここで言う概念は，『哲学とは何か』に

おいて出来事に等値される概念（後で取り上げる）ではない。一般に理解され

ているところの概念である。概念には，内包という規定と，外延という個体の，

二つのアスペクトがある。例えば，人間なら，「動物」という類的規定が，「理

性的なもの」という種的規定とともに内包を構成し，個々の実際の人間達の実

存が，その外延を構成している。反対に，この概念の不在こそが，存在の一義

性の哲学を特徴づけている。存在という普遍は，概念によって媒介されること

なく，存在者という特異性に直接関係している。一方で，存在の類比の側では，

類と種という概念を介して個体に関わっている44。簡単に言えば，概念的ヒエ

ラルキーのないほうが存在の一義性であり，あるほうが存在の類比である。一

義性の存在者は，『差異と反復』で言えば，差異（「その本質における差異」，

「自由な諸差異」），「反復」（「第三の反復」），「個体化」である45。『意味の論理

学』で言えば，「出来事」，「特異性」，「意味」，「生成」である46。『千のプラ

トー』で言えば，「此性（出来事）」，「ノマド的本質」，「強度の連続体」，「生

成」，「平滑空間」である47。『哲学とは何か』で言えば，「出来事」，「概念」，

「生成」である48。ドゥルーズ哲学では，決して過小評価すべきではない詳細

の変奏にもかかわらず，大きな構図には変化がない。

引用中の「定住的」と「ノマド的」というそれぞれの形容詞は，通常の用法

においては社会的なものに関わるが，ここではまず存在論的なものである。

ドゥルーズにおいて，存在論的なものはそのまま社会的なものにもなる。実際，

『千のプラトー』は，社会的な意味でのノマドを「戦争機械」（「逆シニフィア

ン的体制」）として導入することになる49。アナーキーも，平等（「等しい」），

自由（「自由な」）も同様に存在論的なものでありかつ政治学的なものだ。「「人

間学的諸述語」の彼岸における自由で野性的な状態にある物」としての概念，
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「脱領土化」，「器官なき身体」など，この種の術語は，ドゥルーズにおいて枚

挙に暇がない50。存在の一義性ではメタファーは存在しないために，本義と転

義の区別がない51。

『哲学とは何か』はタイトル通り哲学をテーマとし，大きく二部構成になっ

ている。Ⅰで哲学を，Ⅱで哲学との関係で科学，論理学，芸術を取り上げてい

る。Ⅰの最後の 4 「哲学地理学〔géophilosophie〕」は，アナール学派のフェ

ルナン・ブローデルの「歴史地理学〔géohistoire〕」の試みを意識しながら，

哲学がいつどこで行われるようになったかを考察したものである。この著作に

よれば，古代ギリシャで哲学が開始されたが，これには必然的つまり分析的理

由はない。この点でヘーゲルおよびハイデガーの見解が否定される。また，哲

学は，資本主義の近代ヨーロッパにおいて行われることになるが，ここには，

古代ギリシャからキリスト教を通じてヨーロッパに至る哲学の連続的な発展が

あるわけではない。ここにも偶然的つまり総合的理由しかない。哲学という存

在論的なものと，古代ギリシャ（都市国家）あるいは近代ヨーロッパ（資本主

義）という社会的なものとの関係が問題になっている。

実際，ユートピアこそが，哲学の，自ら［哲学］の時代との ─ すなわち，

ヨーロッパ資本主義との，既にまたギリシャの都市国家との ─ 接合

〔jonction〕をつくっている。その都度，ユートピアとともに，哲学は，

政治的なもの〔politique〕に生成し，そして自ら［哲学］の時代に対する

批判をこのうえなく激しく遂行している。ユートピアは，無限的運動から

切り離されていない。というのも，ユートピアは語源的に，絶対的脱領土

化を，ただし，常に，臨界点 ─ すなわち，絶対的脱領土化が，現前する

相対的な中間＝環境〔milieu〕と，また殊にこの中間＝環境の中で窒息し

た諸力と，連結するようになる臨界点 ─ における絶対的脱領土化を，指

示しているからだ。［中略］重要なことは，言うところの，空想的社会主

義と科学的社会主義との区別ではなく，むしろ，様々なタイプのユートピ

アであり，革命はその一つである。ユートピアにおいては（哲学において



40 桜 文 論 叢

と同様に），超越〔transcendance〕復活の危険が常に，そして，超越に

対する尊大な肯定が時に，存在している。したがって，権威主義的あるい

は超越的ユートピアと，絶対自由主義的，革命的，内在的ユートピアとを

区別しなければならない。しかしまさに，革命がそれ自身内在的ユートピ

アであると言うことは，革命が，一つの夢，実現されないところの何か，

あるいは実現されれば必ず裏切られるところの何か，であると言うことで

はない。反対に，そう言うことは，革命を，内在平面，無限的運動，絶対

的俯瞰として定立することである。［中略］ユートピアという語は，した

がって，哲学あるいは概念の，現前する中間＝環境との，以上のような接

続〔conjonction〕を，すなわち政治哲学を，意味する52。

この著作で，哲学は「内在平面」あるいは「絶対的脱領土化」として規定され

ている53。哲学は，それ自体において，つまり社会的なものから独立して，考

察されている。古代ギリシャ，近代資本主義は，「現前する中間＝環境」，つま

り社会的なものである。そして，「相対的脱領土化」として規定されている。

このように，単に存在論的なものにすぎない哲学が，社会的なものと結びつく。

ここで社会的なものと結びついた絶対的脱領土化が実際の哲学となる。この著

作によれば，古代ギリシャ，近代資本主義において，我々が出会う哲学はこの

ようにして成立している。「どこでもない」という原義のユートピアは一般に

は，実現不可能な政治的あるいは社会的理想を意味する。ここでは，ユートピ

アは，第一に，「どこでもない」，「今ここ」というバトラー的意味をもつ54。

ユートピアこそが，哲学と社会とが出会う場所である。第二に，この出会いそ

のものを意味する。第三に，「内在的ユートピア」の一つである「革命」を意

味する。この著作での革命は，絶対的脱領土化とされていることからも，出来

事としての革命であることが分かる。そして実際の哲学は，「政治哲学」であ

る。つまり，存在論であり政治学である。もちろんここで言う政治性は，社会

的なものとの結びつきを示すが，実際の政治体制を必ずしも帰結するものでは

ない。実際の政治体制はむしろ，存在の類比の側に属する。
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6 ．個体と人間とに抗して

このように，ドゥルーズの哲学，つまり一義的存在論，は同時に政治学であ

る。しかしながら，ドゥルーズの政治学は，実際の政治体制を提示するもので

はない。「すべてが等しい」の，「すべて」は，存在者であった。存在者とは

言っても，通俗的に理解される存在者ではない。既に述べたように，個体化と

しての出来事あるいは生成である。ドゥルーズは，ホワイトヘッドとともに，

主語としての実体（個体）と，述語としての形相（普遍）からなる形而上学的

構図を批判していた。ここでの存在者は，通常理解されるところの，個体，主

体，客体でも形相，普遍，本質でもない。『千のプラトー』は，三つの個体化

を提示する。 1 ）実体〔substance〕（主体）の個体化，2 ）形相〔forme〕（本

質的形相）の個体化， 3 ）出来事（偶有的形相）の個体化55。ここで問題に

なっているのは，存在者のタイプであり，ここで言う「すべて」は， 1 ）の実

体あるいは主体でもなければ， 2 ）の形相でもなく， 3 ）の出来事である。

「すべては等しい」は，フェイバーの言うように，平等の政治学を指示して

いると解することもできる。しかしここで言う平等には多くの注釈が必要だ。

それは，通常考えられている個人間の政治的平等を意味しているのではない。

存在者はそもそも，個体ではなく，出来事，生成である。つまり，この場合の

等しさは，存在の一義性の意味での等しさにすぎず，存在者相互は，「同一的」

でも，「同じ」でもない。また，「類似している」のでさえもない56。それどこ

ろか，単に異なっている。また，存在者は人間ではない。それは，魂あるいは

精神としての人間でもなければ，また身体としての人間でもない。存在者はそ

もそも，形相ではなかった。つまり，ホワイトヘッドの考える平等は，個体主

義的，人間主義的な平等であったが，ドゥルーズの平等は全くそのようなもの

ではない。ホワイトヘッドは，文明の要素の中に，優しさ，尊敬，人類愛など

を生み出す平安を含めていた。ドゥルーズの平等は，ホワイトヘッドの博愛主

義的平等とは対蹠的なものである。

フェイバーは，ドゥルーズの存在論の政治学的含意を限定しようとしている。

取り上げたスピノザ講義録からの引用において，「反ヒエラルキー的」という
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点が強調されるのに対して，「アナーキー」という繰り返しには注意が払われ

ない。上で見たように，アナーキーは，存在論的でもありなおかつ政治学的で

もある。フェイバーはドゥルーズ存在論から政治的アナーキズムが帰結する可

能性を考慮に入れていない。ところで，ホワイトヘッドは，自由を擁護しつつ

も，無制限の自由には反対している。それによれば，自由と強制とを社会的に

混ぜ合わせることが必要だ57。アナーキズムは，ホワイトヘッドの穏健な立場

とは相容れない。

フェイバーは，スピノザ講義録を使いながら次のように問題を定式化してい

る。「市民国家〔État civil〕［「社会全体」と言い換えている］ ─ 人間が自らの

力を行使することができる諸条件の総体としての［中略］市民国家 ─ は，ど

のようにして，奴隷制を妨げるであろうか58」。ドゥルーズは確かにこの講義

で，スピノザ政治学を引き継ぐ形でこのように人間について語っている。しか

しながら，ドゥルーズの存在論の射程はもっと広い。フェイバーはスピノザ講

義録の次の箇所を引用することはない。

直観は存在論から伝わると，もし諸君が望むなら，言うことができる。す

べての存在は同じ価値を有する。それは一種の叫びである。そう，結局は，

石も，狂人も，理性的なものも，動物も，ある観点から，存在の観点から，

それらは同じ価値を有する。それぞれが，自らの中に存在する限りにおい

て，「存在する」。そして，存在は，石，人間，狂人，理性的なものなどに

ついて唯一の同じ意味で言われる［自らを言う］59。

同じ価値を有するのは人間だけではない。無機物も，有機物も，人間も，また

狂人も，同じ価値を有する。正確に言えば，ここで言う存在は，個体ではなく，

生成あるいは出来事である。ドゥルーズは個体主義，人間主義を批判する。

ドゥルーズの政治学を考える際に，その反人間主義，少なくともその非人間主

義を考慮に入れないわけにはゆかない。

ドゥルーズは，個人のではなく差異の自由であるにせよ，自由を称揚してい
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た。その意味で，奴隷制に反対していると言うこともできる。また，『千のプ

ラトー』によれば，国家は，「古代帝国国家（〈原国家〉」から，「進化した国

家」，「ポリス」などに，更に，「近代国民国家」に，「進化」した。古代帝国国

家は，土地，労働，貨幣をすべて所有する国家である。それは「機械状隷属

〔asservissement machinique〕」をもたらす。ここでは，上位の審級の下で，

その中にあるすべての要素（人間も含めて）が部品になっている60。私的なも

のはまだ一切存在しない。進化した国家，ポリスにおいて，主体化が生ずる61。

しかしながら，主体化とは「社会的服従〔assujetissement social〕」にすぎな

い62。服従は，主体が，主体にとって外的な対象（技術的機械を含む）に服従

することである。近代国民国家は資本主義という公理系の実現モデルである63。

資本主義の効果によって，進化した国家，ポリスの場合よりも一層，主体化，

すなわち社会的服従を実現させることになる。他方で，資本主義の公理系は，

機械状隷属を再び実現することになる。このようにして，近代国民国家では，

主体の服従と隷属がともに実現している64。このような服従と隷属を奴隷状態

と捉えるなら，ドゥルーズが奴隷に批判的であると言うことができる。

しかしながら，ホワイトヘッドも含めて一般には，このような近代的な主体

化を奴隷に含めることはない。明らかなのは，奴隷に対するドゥルーズの態度

が，ホワイトヘッドの場合と異なることだ。ホワイトヘッドでは，人間一般に

対する優しさ，尊敬などをうみだす平安が，奴隷制への批判の契機となってい

る。『千のプラトー』第十二プラトー「ノマド論：戦争機械」で，ノマドとの

関係において奴隷への言及がなされている。ノマドの組織は，血縁的組織から

も，領土的組織からも区別される数的組織である。数的組織がつくられる際に，

「基盤となる社会の外部に存在する全く異なる要素」の一つである奴隷から

「特殊な団体」が編成される場合がある（無論かつての奴隷，解放奴隷は，特

殊な団体において奴隷ではない）65。また，第十三プラトー「捕獲装置」で，

古代帝国国家における奴隷への言及が見られる。古代帝国国家では，奴隷さえ

も「コミューン的あるいは公共的機能」に所属していた。つまり，奴隷は公共

的所有であった。しかし同時に，解放奴隷が私有制の最初の萌芽を形成し，ま
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た私的奴隷制をも生み出すことになる66。『千のプラトー』での奴隷への言及

からは，ホワイトヘッドが博愛主義的精神から行ったような，奴隷制自体を批

判するような視点は見られない。そもそも，『千のプラトー』で導入された戦

争機械は，ホワイトヘッドが文明の重要な要素とする平安とは全くかけ離れて

いる。ノマドが発明した戦争機械は，戦争を必然的にもたらすわけではないが，

戦争は，戦争機械の「第二の，代補的，あるいは総合的目標」である67。戦争

機械は，科学，宗教など様々なものに姿を変え，マイノリティ，革命にもな

る68。国家装置との関係において様々な変貌を遂げる戦争機械は極めて両義的

である。

7 ．歴史の目的に抗して

ホワイトヘッドは，歴史を，古代の不平等から近代の平等への変化として記

述した。平安を含む文明に歴史の目的を見いだした。『千のプラトー』も，一

見似たような歴史観を示している。未開，野蛮，文明からなる歴史観を提示し

ている。未開，野蛮，文明はそれぞれ，相互に異なる「記号の体制」である。

無機物とも有機物とも区別される人間だけがもつ「表現」は，無機物，有機物

のそれぞれの表現から区別される。それこそが言語である。ただし言語のあり

方は，それぞれの記号の体制に応じて異なる。未開という原始社会はプレ・シ

ニフィアン的体制に，野蛮という国家装置はシニフィン的体制に，文明という

資本主義（主体化）はポスト・シニフィアン的体制に，相当する。記号の体制

は，「アジャンスマン〔agencement〕」，正確には「言表化のアジャンスマン」

である69。簡単に言えば，それらは生成である。ホワイトヘッドに反して，

ドゥルーズは，文明に歴史の目的を見いだすことはない。目的が見出されると

するなら，歴史の外にある戦争機械としてのノマドに，である。ノマドはただ

し，歴史の先にあるのではなく，歴史とともにある。正確には，ノマドを含め

て四つの記号の体制が存在している。「歴史は，諸生成の共存を継起に翻訳し

たものにすぎない」70。これら四つの生成の共存は，ドゥルーズ存在論の重要

な論点である。ドゥルーズの意図は，歴史から目的を排除することにある。
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ドゥルーズは，生成が進化ではないことを強調する71。生成である存在者は，

歴史のなかに観念＝目的を見いだすことはない72。このように，未開，野蛮，

文明，ノマドはまず生成であり，その限りでそれらは共存している。ただし，

優れた意味での生成であり続けるのは，つまり存在の一義性の側にあり続ける

のは，ノマドだけであり，この意味でノマドは歴史の外にある。他の記号の体

制は，殊に野蛮と文明は，領土的（地層的）である，つまり存在の類比の側に

ある。このように，記号の体制はすべて共存しつつ，優れた意味での生成とし

てのノマドは，歴史としての他の三つの記号の体制と対立＝近傍している。

存在者は目的をもたないという考えは，第六プラトー「1947年11月28日 ─

─ いかにして器官なき身体を獲得するか」で示されるドゥルーズの欲望観に

も見て取れる。ドゥルーズによれば，精神分析の定説に反して，欲望は，何も

欠くところがない。欲望は出来事であり，存在の一義性の側に属する。存立平

面に他ならない器官なき身体にある。器官なき身体には地層がある。地層は，

有機体，意味性，主体化からなるが，組織と展開の平面に，つまり，存在の類

比の側にある。欲望は，聖職者そして精神分析家によって，存在の類比の側に

囚われる。術語は変われど，ドゥルーズ哲学の構図に違いはない。このプラ

トーでは，器官なき身体への回帰，脱地層化が主題となっている。

問題は，欲望を内的な欠如として受けとめることではなく，快楽を，一種

の外化可能な剰余価値を産み出すために，遅らせることではなく，逆に，

強度的〔intensif〕器官なき身体，〈道〉〔Tao〕，内在領野を構成すること，

である。ここ［強度的器官なき身体，〈道〉，内在領野］では，欲望は何も

欠いていないし，それゆえ，どんな外的あるいは超越的指標にももはや関

係づけられていない73。

ドゥルーズの存在論に目的があるとするなら，それは，「出来事にふさわし

いものに生成する」こと以外にありえない。
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出来事の尊厳〔dignité〕 ─ これは「運命愛」としての哲学から常に分離

不可能であった ─ が存在する。［出来事の尊厳とはつまり，］出来事と対

等であること，あるいは，自分自身の出来事の息子に生成すること。「私

の傷は私以前に実存していた，私はそれ［私の傷］を受肉するために生ま

れた」。私は，出来事としてのそれ［私の傷］を受肉するために生まれた。

なぜなら，私は，〈物の状態〉あるいは体験された状況，としてのそれ

［私の傷］を脱受肉することができたからである。哲学の運命愛よりほか

の倫理は存在しない。［中略］出来事にふさわしいもの〔digne〕に生成す

ること。哲学は，それ以外の目的をもっていない74。

『哲学とは何か』の，Ⅱの 6 「見通しと概念」では，論理学的なものと概念

（哲学）との関係が考察されている。ドゥルーズは，『意味の論理学』で既に，

ニーチェの「運命愛」やジョー・ブスケの「私の傷は私以前に…」に独自の解

釈を加えながら，「永遠的真理」としての出来事，出来事の「道徳」について

述べていた75。ドゥルーズ哲学には人間の尊厳ならぬ「出来事の尊厳」がある。

人間主義に代わる出来事主義こそがドゥルーズの「倫理」である。ブスケの言

う「私の傷」は，「私の」という所有形容詞に反して「私」にまだ帰属してい

ない。それは出来事に他ならない。出来事が，超越（存在の類比）の側に属す

る「〈物の状態〉あるいは体験された状況」の中に受肉することが，「実現」で

ある。引用で言う「私」は，存在の類比の側の「私」ではない。この「私」は，

この傷を〈物の状態〉あるいは体験された状況から脱受肉させ，そして自ら受

肉する。この受肉はもはや，〈物の状態〉あるいは体験された状況への受肉で

はない。これこそが，実現に対立するとともにその傍らにある「反実現

〔contre-eff ectuation〕」である76。ここでいう「運命」とは，「私が，傷を出来

事として受肉するために生まれた」ことを言う。この「運命」は，存在の類比

の側での運命，歴史における運命とは異なる。

『過程と実在』によれば，現実的実質は，主語としての実体あるいは個体で

はない。つまり，それは，述語としての形相を享受する自己同一的な主体では
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ない。しかしながら，それは主体であるが，もはや実体でも個体でもない主体，

生成としての主体である。客体と関わる主体，他の現実的実質および永遠的客

体を抱握する主体である77。このように，抱握することは，もはや，主体に述

語を帰属させることではない。主体 - 客体という構図は残るが，これはもはや

主語 - 述語の構図ではない。主体である現実的実質はこのように，意識を必ず

しももたないが，経験を享受する78。ホワイトヘッド哲学には，未経験から経

験へという方向性がある。現実的実質は，自らに相関的な世界を客体，過去と

する79。これはまさに，客体，過去からの条件付け，強制である。この意味で

現実的実質は強制されている。自由ではない。しかし，このような強制から出

発して，未来に向けて新しさを創造する。ここには自由がある。ホワイトヘッ

ド哲学にはこのような理想，目的の余地がある80。神もまた一つの現実的実質

である。神は，永遠的客体，つまり「原初的本性」をもつが，神は，この宇宙

の冒険によって新しい本性（「結果的本性」）も獲得する81。ホワイトヘッドに

おいては，強制から自由への過程の中で新しさが獲得される。一方，ドゥルー

ズにおいては，このような方向性はない。上述した存在者の共存は，ドゥルー

ズ存在論において決して看過できない。それは，歴史からの目的の排除である。

ホワイトヘッドは，歴史にア・プリオリな目的を設定することはしりぞけたが，

歴史の現場において生成する新しい目的を拒絶することはなかった。ホワイト

ヘッドは進歩主義者である。その形而上学はポストモダンであるとフェイバー

とともに認めることができたとしても，その歴史観，その政治学は，モダンな

ままだ。

結論

ホワイトヘッド哲学をよく知るフェイバーはこの哲学を言わば脱構築して限

りなくドゥルーズ哲学に近づけている。本稿はこれに反対した。フェイバーが

行うこのような脱構築は，ホワイトヘッド哲学の現代的な意義を逆に弱めるこ

とになる。ドゥルーズ存在論の政治学的含意の過激さは等閑視できない。フェ
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イバーは，ホワイトヘッドと並べることでドゥルーズの政治学的含意を緩和し

ようとしている。フェイバーがホワイトヘッド哲学を経由することによって垣

間見せようとしている自由主義，平等主義，民主主義は，ドゥルーズのもので

はない。フェイバーは，ホワイトヘッドをポストモダン化ないしポスト構造主

義化するだけではなく，ドゥルーズのポストモダンに若干モダンな装いを与え

ている。本稿はこの点についても反対した。フェイバーは，両者の持ち分を取

り逃がしている。ドゥルーズ存在論を批判する視座があるなら，それはホワイ

トヘッド哲学に求めることができる。また，逆もそうである。フェイバーが取

り込もうとしたホワイトヘッドに本来の持ち分を返すことが必要であり，また，

フェイバーが言わば解毒しようとしたドゥルーズに本来の毒を返すことも必要

だ。

フェイバーがホワイトヘッド，さらにドゥルーズに読み込んだ自由の存在 /

政治学は常に，背理的な両義性に囚われている。それは，一方で，自由，平等，

民主制を求めながら，隷属，不平等，奴隷制を許容する。フェイバーはこのよ

うな両義性からも言わば解脱するような「根本的な民主的動き」を求め

る82。ドゥルーズ存在論において，存在の一義性と存在の類比とは，背理的な

両義性の関係にあると言うことができる。フェイバーの示す背理的な両義性は，

ドゥルーズ存在論の背理的な両義性に，この両義性という構図に関して言えば，

同じと言うことができる。違いは，フェイバーの言う自由，平等，民主制の中

身が，ドゥルーズの言う存在の一義性と同じようには見えない点だ。同様に，

隷属，不平等，奴隷制の中身が，存在の類比と同じようには見えない。また，

ドゥルーズの言う「運命愛」としての哲学は，フェイバーの言う「根本的な民

主的動き」と構図自体同じと言うことができる。フェイバーは，ドゥルーズに

由来する哲学的構図に，ホワイトヘッドに由来するこれらの政治的理想を忍び

込ませているように見える。フェイバーの言う政治学は初めから人間主体の政

治学である83。ここにドゥルーズ存在論の政治学的含意との懸隔を確認できる。

本稿は，フェイバーに反して，ドゥルーズとホワイトヘッドとの間の還元でき

ない差異が重要であると主張している。
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存在論が政治学であるのはドゥルーズにおいてだ。ドゥルーズによれば，存

在論は一義性の存在論だけだ。ドゥルーズは，生成を存在者としている。この

ような意味での存在者だけが存在する。個という実体と人間という形相は真の

意味では存在しない。平等であるのは，個人，つまり人間という形相によって

述語付けられた個体，ではなく，生成である存在者である。また，実体と形相

は，存在者の目的とはなりえない。歴史には目的がない。目的があるとすれば，

存在者自体にしかありえない。ドゥルーズが言う運命愛，倫理，革命，新たな

民衆と新たな大地，はまさにそのようなものである。

ホワイトヘッドは生成だけを存在者にすることはない。現実的実質は生成で

あるが，生成を終えると存在となる84。「実存のカテゴリー」のなかで，永遠

的客体以外はすべて生成であり，存在に移行する85。永遠的客体は，プラトン

的形相であり，階層化されている86。ドゥルーズによれば，存在の一義性は権

利的に優先し，存在の一義性から，存在の類比の側に属するものは派生する。

この点が，現実的実質と永遠的客体とを相互に還元できない存在者として認め

ているホワイトヘッド哲学との違いである。ホワイトヘッド哲学は，現実的実

質に限るなら，存在の一義性の側にあると言うこともできよう。しかし，永遠

的客体も含めるなら，むしろ，存在の類比の哲学と言うべきだ87。また，ホワ

イトヘッドは，内在と超越とを区別し，内在の側に与する88。ドゥルーズも同

様であり，一見，両者はこの点で共通するように見えるが，この点にも違いが

ある。ホワイトヘッドは，法が外から賦課されることに反対するが，法が内在

することに反対しない。言い換えれば，形相が，外から賦課されることに反対

するだけであり，内在することには反対しない。ホワイトヘッドは，形相その

ものに反対しているわけではない89。一方で，ドゥルーズが反対しているのは，

形相そのものである。内在するのは，形相ではない。生成である存在者が相互

に内在している。このように内在と超越とに関しても両者には違いがある。

ホワイトヘッドの場合，存在論はそのまま政治学になることはない。客体の

中から理想が選ばれる。理想は継承される。ホワイトヘッドにおいて，過去か

ら未来への継承は重要極まりない。進歩主義者たる所以である。ホワイトヘッ
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ドにとって，継承は，自然学的な意味，殊に生物学的な意味（遺伝）と，文化

的な意味（伝統）との二重の意味で重要である。文字通りすべては経験的蓄積

である。ホワイトヘッドは進化主義者，進歩主義者である。歴史には目的，つ

まり運命があり，その意味で歴史主義者でもある90。存在者の総体である宇宙

全体の歴史には価値がある。ドゥルーズにおいてはそうではない。ドゥルーズ

が生成（出来事）との対比で歴史を批判している点は看過できない91。ユート

ピアと尊厳は，ホワイトヘッドとドゥルーズにおいて対比的である。超越的

ユートピアと内在的ユートピア，人間の尊厳と出来事の尊厳92。ところで，

ドゥルーズは，存在の一義性と存在の類比との間に和解はありえないとした93。

ドゥルーズが導入したこのような哲学上の区別は，ドゥルーズが主張する通り，

重要なものなのか。この問題を一顧だにせず存在の一義性から存在の類比へと

躊躇なく向かうホワイトヘッドに従うなら，否ということになる。
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Posted to Tottori: Professor Michael Screech’s 
Memories of Rural Post-war Japan.

Thomas Lockley

Professor Michael Screech

The Reverend Dr. Michael Screech, BA, DLitt, FBA, FRSL, was an 

Emeritus Fellow of All Souls College, Oxford and Honorary Fellow of 

Wolfson College, Oxford. In 1992, he was honoured as a Chevalier in the 

French Legion of Honour in recognition of his literary works, and his 

translation of Montaigne’s Essays has been widely recognized. He was born 

on May 2. 1926 in Plymouth, England, and died on June 1, 2018, aged 92.

Professor Timon Screech

Professor Timon Screech is Michael Screech’s son, and I would like to 

extend my sincere thanks to him for having checked this paper at each 

stage of writing. His ideas, insights, and corrections made the article.

Timon Screech gained an early interest in Japan by hearing about his 

father’s experiences, and after a BA in Oriental Studies （Japanese） at Oxford 

University, he took a PhD in the History of Art at Harvard. Since 1991, he 

has taught the History of Japanese Art at SOAS, University of London and 

has been a visiting researcher at various Japanese universities including 

Waseda and Gakushuin. He is a Permanent Visiting Professor at Tama 
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University of the Arts and is a globally renowned expert on the culture and 

art of early modern Japan.

Introduction

Michael Screech was a British intelligence operative who was posted to 

occupation Japan in February 1946 at the age of only 20. This article, based 

on a personal interview carried out on February 3. 2017,i will tell the story of 

his association with the small provincial Japanese city of Tottori. In doing so, 

it provides a valuable and rare, probably unique, source of oral history from 

the point of view of a foreign soldier, of whom there were very few, in 

immediate post-war Tottori City, capital of Tottori Prefecture and part of 

the historical region of San’in which stretches along the northern coast of 

south west Honshu, Japan’s main Island. The Tottori hinterland is dominated 

by mountains, and so it has always been relatively cut off from other 

population centres, relying largely on maritime links, both within Japan and 

internationally. It is to this day the least populous Prefecture in Japan.ii

In 1943, Michael Screech commenced studies in French and Latin at 

University College London （UCL）, but WWII was raging and as was 

customary, after only a year of study was called up to do his national 

service. As a naturally talented linguist, he was chosen to enter military 

intelligence at Bletchley Parkiii and later a SOASiv affiliated Japanese 

Language School in Bedford,v where, between 16 October, 1944, and 13 April, 

1945, he studied Japanese intensively, learning at least 1200 Chinese 

characters （Jarvis, 2005, p.204）, and was graded Class II.

This Japanese was of course technically and militarily focused:

If anybody asked me what a daisy was, I wouldn’t know. But if they 
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want to say ‘within 5 weeks we brought down 13 aircraft,’ I’d do it in a 

second. It was very much a military vocabulary we had, and I had to 

develop the other one gradually.

It took, the now Sergeant, Screech some time after arriving in Japan to 

develop more colloquial language abilities.

Journey from Britain

The journey from Britain to Japan was far from straightforward in the 

immediate post-war years and was considerably complicated by the fact that 

Sergeant Screech’s unit was misdirected twice through administrative 

incompetence. On the fi rst occasion, he was mistakenly sent to the Pioneer 

Corps, which instead of being about 20 minutes drive away from the 

Ditchley Park headquarters,vi where he was supposed to have been sent, 

was 130 miles away in North Wales. It took a fortnight before the error was 

discovered and corrected, meanwhile the frustrated young men were 

kicking their feet. They eventually took ship for India.

On arrival in India, they should have been sent to the Wireless 

Experimental Centre in New Delhi which was the Indian outpost of Bletchley 

Park （Smith, 2005） where the main British Empire Japanese intercept station 

and decoding section was based. However, it was mistakenly decided to send 

them over 400 miles out of their way to the Wireless Experimental Depot, at 

Abbottabad on the Kyber Pass, （now in northern Pakistan） where Soviet, not 

Japanese, radio transmissions were monitored. It must have been a long and 

hot journey, albeit with stunning views, and all for naught. By the time the 

error had been sorted out, The Empire of Japan had surrendered and the 

result was of course that Sergeant Screech arrived too late to be engaged in 

any actual warfare. Instead, he was posted to the naval city of Kure, in 
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Hiroshima Prefecture, as a member of the Field Security Service, part of the 

British Commonwealth Occupation Forces （BCOF）.vii

Kure

The Allied forces which comprised US and British Commonwealth 

contingents, had expected to arrive in a very hostile country, but within a 

short period of time, it was quite obvious that occupying Japan was not going 

to be as difficult as had been assumed. As Professor Screech put it, ‘the 

Japanese wished to end the war, and they were going to keep the peace.’

As a British soldier in Kure, Michael Screech found that the local people 

were already well disposed towards him, due to the history of close naval 

and industrial cooperation between Britain and Japan after the Meiji 

Restoration and particularly during the Anglo-Japanese Alliance of 1902-1923.

Nearly everybody in the older generation ［i.e. all Japanese naval offi  cers 

before the war］ had been ［in Kure］ during the Nichi-ei domei ［Anglo-

Japanese Alliance］ and were favourably disposed to the British navy.

Many in fact had spent a lot of time in Britain and were to some extent 

distinctly Anglophile in their outlook. Furthermore, the positive ties and 

memories did not only go one way. Screech reported current camp gossip 

that suggested:

Churchill was very fond of a number of Japanese admirals, and kept in 

touch even during the war. I only give you that as a bit of tittle-tattle, 

but it was believed.viii

Screech found it diffi  cult to describe his arrival in Kure. As one of the 
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largest military facilities in The Empire of Japan, it had been subject to 

concentrated aerial bombing in the last months of the war, and by August 

1945, 70% of the city had been destroyed. The harbour was also littered with 

semi-submerged sunken hulks, the last major ships of the Imperial Japanese 

Navy had been sunk there in a series of air raids in July 1945.

But of course, the destruction in nearby Hiroshima was a horror beyond 

even this:

You see it’s diffi  cult: all I have is this great picture of arriving in Japan 

and being stunned by the destruction in Hiroshima

Michael Screech had grown up in Plymouth, a naval city like Kure in 

southern England, where he had had fi rst-hand experience of heavy Nazi air 

raids and destruction in 1940/1 when he was 14.

It took nine days and nights for the Germans to knock ［Plymouth］ out. 

And even then about a third of the city was still properly remaining, 

perhaps half overall.ix

He had also seen the effects of heavy urban aerial bombing while at 

University College London in 1943, and therefore, Sergeant Screech, in fact, 

had ample experience of bombed cities. But, even his own experience and 

foreknowledge, could not prepare him for what he saw when he arrived in 

Hiroshima, the contrast with his previous experience was that it had all 

happened in seconds and of course the destruction was far greater:

And it was diffi  cult to take that on board. You just had to sit there for a 

while.
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It was… I do get the feeling, when the Japanese talk about the affair 

now, they sometimes trivialise it by making it a kind of natural 

development of horror, from America, whereas I fi nd it’s the other way 

around, it was the constant reminder of individual horror.

Every tree stump, cracked stone and charred timber was an individual 

tragedy for Screech.

One incident stood out in Screech’s mind, an incident that illustrates the 

utter destruction and civilian pain:

I got to know the ［former］ Japanese Ambassador to Australia, and he 

sent me a note saying “could you meet me?” And I said of course I 

could, so I went down, and he said there’s an order to confi scate one of 

the few standing houses between ［Kure］ and Hiroshima, and we really 

do need it for the wounded. So I got the details, went to the top 

Australian man, who was immediately helpful, and said, yes, we could 

deal with a Nissen hut,x and did that, bought in a Nissen hut, and ［the 

house threatened with confi scation but which the Japanese needed for 

the wounded］ remained as it was.

Thanks to Screech’s intervention the Allies used a pre-fabricated 

building instead of commandeering the surviving habitation being used as a 

hospital. Acts such as this, as well as Japanese language ability ensured that 

Michael Screech made a significant number of genuine Japanese friends 

within his fi rst three months.

Tottori

Screech’s Field Security Service unit comprised five people, and was 
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initially expected to stay in Kure for the duration of the occupation. 

However, it was not to be. The Sergeant Major, whom Screech remembered 

as a ‘very nice, fatherly sort of man’ was found to be working a black 

market with a group of local Japanese civilians. The scandal that ensued 

when it was discovered meant that the unit was split up and removed from 

Kure, and so it came to be that Michael Screech was sent to Tottori, a rural 

city, far removed from the main centres of military activity and a place 

about which he knew next to nothing.

He travelled by train from Kure, through the mountains that cut off  the 

northern coast of the main Japanese island, Honshu, from the southern, and 

on arrival at Tottori station, commandeered a taxi to travel to his new home, 

Tottori Castle.xi

When I was told we were going to be based in Tottori Castle, I imagined 

some big one with one little room at the back, but no on the contrary, 

the castle had been subject to considerable ‒ not restoration, so much as 

repair. … We occupied the lot. The nicest area was the third floor 

looking out over the city, and we really did have a very enjoyable time.

Tottori Castle is a classic example of a Japanese mountain castle, the 

lower sections of the mountain are well fortified on three levels, but the 

donjon itself is on top of a very steep mountain, highly difficult, almost 

impossible, to climb, even today. It was a virtually impenetrable fortress. 

Screech’s reference to the ‘third floor’ means the top level of the lower 

section, which is perhaps at about 50-70 metres of elevation above the road.

When Michael Screech arrived in Tottori, the castle had already been 

commandeered by the US Army occupation forces, who had patched up the 

damaged lower sections of the castle and added pre-fabricated buildings as 
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accommodation for their soldiers. These would have been in addition to the 

wooden barracks used by the Imperial Japanese Army prior to and during 

the war.

Tottori Castle today. Professor Screech was accommodated on this site. Photo by the 
author.

The military jeeps were left on the road, some distance from the 

entrance to the castle grounds itself and the steep climb up to the third 

ramparts must have kept Michael Screech very fit. Although he did not 

mention it, perhaps due to a memory lapse, he would also have walked 

passed the Jinpukaku, a magnifi cent European style house built in 1907 to 

accommodate the man who would soon become the Taisho Emperor in 1911 

when he visited Tottori. Today it is a museum, but having been extensively 

repaired after a 1943 earthquake, it was being used as a local government 

building in Screech’s time.xii

Michael Screech felt that the people of Tottori had a general feeling that 

they’d been lucky that the war hadn’t caused the wide-spread destruction 
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experienced elsewhere.

I wouldn’t say it hadn’t hit them hard, but they seemed to be able to 

manage it, whereas in Hiroshima, of course, there was complete and 

utter destitution was a result…. But it was not like that in Tottori at all.

The massive 1943 earthquake had caused considerable damage to the 

castle remains and city 3 years before, but as Screech noted, these were 

now patched up and in a reasonable state of repair. Recovery was well 

underway.

Tottori after the Great Earthquake of 1943.

As soon as I was there, the Japanese ［in Kure］ wrote and said, “What a 

lucky man you are. That’s a place we like to go for holidays.”

That did not mean that there was not hardship. Many local people 
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remember this as a time of hunger and suff ering. In the city, food was scarce 

unless there were farming relatives to provide it. Jobs were also in short 

supply and the net infl ow of Japanese refugees from newly-liberated former 

Japanese imperial possessions and de-mobbed soldiers returning from the 

battlefield meant that already strained resources became more limited as 

families accommodated extra relatives.xiii

The Occupation Forces had powers to employ any labour they needed. 

And Screech remembers that this ensured that they had a wonderful, ever 

smiling staff  in their castle residence. Apart from the employment itself, the 

staff, who addressed Screech as ‘Sukurichi Gunsou,’ （Sergeant Screech）, 

received extra food for themselves and their families. The British and 

Commonwealth forces in Japan depended largely on Australia for their 

supply of food and the Australians provided far more than was actually 

needed. Many of the local people were subsisting on anything that they 

could get their hands on so excess food was given to the household staff . 

Screech remembers feeding around a dozen people on a regular basis in his 

residence. There was also the opportunity to give treats, sweets and 

peanuts, to local children. Who Screech described as ‘kawaii’ or adorable.

That did not mean, however, that Michael Screech was unable to enjoy 

some of the locally produced food, he particularly enjoyed the mikan 

（satsuma oranges）.

They were so delightful. ［The local people］ very often brought ［mikan］ 

as little presents.

The severe conditions meant that even the wealthy ruling classes had 

to at least present themselves as sharing the difficulties of the general 
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population. This resulted in regulations about entertainment and working 

meals. Any local or national employee could only eat or entertain at the 

public expense, if a representative of the Allied occupation force was 

present, and so the very small number of British and Commonwealth 

soldiers present in Tottori were invited out almost three times a week to all 

the nicest places; Sergeant Screech of course enjoyed this very much and he 

also remembers the local cuisine as being excellent.

This useful arrangement only became slightly complicated during election 

times, when everything had to be seen to be straight and legal and a member 

of the occupation personnel could not seen to be partial to any one side.

But there was no question about it. They were straight and legal. The 

Japanese did ［the democratic election process］ very well.

In Michael Screech’s view, the locally based British and Commonwealth 

members of the occupation forces were preferred to the Americans because 

they were unimposing and would simply smile and let the Japanese get on 

with planning Tottori’s future with verve and energy.

Daily life in Tottori

Michael Screech was a young man who, due to his position as a soldier 

in an occupying force, found himself in a privileged position among the elite 

of a foreign city. It is perhaps not surprising that he remembers daily life in 

Tottori as being very pleasant. But it was not only the higher ranking 

people whom he was in contact with, he was made to feel welcome by the 

local people and was politely treated at all times.

It wasn’t the Tottori that you have now. It was a much smaller place.
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People would stop and greet you and talk to you in the street. It was 

sometimes a bit boring. University students still wearing the old 

fashioned uniform like a soldier would stop you and say “honoured Sir, 

may I discuss in your national language.” And I must say when that 

happens to you twenty times in one day, you wish you didn’t have the 

‘national language’. There was a huge desire to learn English. And it 

dominated everyone.

Sergeant Screech was helped in his work by a retired school teacher 

from one of the local high schools （probably Nishi-ko, which is situated 

immediately below the ramparts of the castle） who read the local and national 

newspapers with him twice a week to help in his Japanese language study 

and understanding of current events. Since this was a voluntary exercise, 

Screech always slipped the teacher （whose name he sadly does not recall） a 

certain amount of food.

The situation in Tottori was very diff erent from Screech’s Kure posting 

where there had been extensive problems to deal with and daily interaction 

with the Japanese authorities. Tottori was much quieter, although it was not 

absolutely problem free. In May 1946, for example, 20 boulders were placed 

to block a road used by Occupation Forces in the nearby town of Kurayoshi 

and in June 1947 （GHQ8 cited in Roehner, 2009, p.147）, a train carriage carrying 

Occupation Forces personnel had a stone thrown at it. A window was 

broken, but no-one was hurt （GHQ8 cited in Roehner, 2009, p.199）. These 

incidents were not remembered by Screech, but he did recall wider work 

with the other Occupation Forces and that he had a daily liaison meeting 

with a US Army Colonel Van Der Sweep.

There were also a small number of Indian soldiers who were there as 

part of the British Commonwealth Occupation Force. They worked closely 
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with Screech, although were accommodated separately within the castle. 

Screech remembers them as being, understandably, preoccupied with the 

coming independence and partition of British India; as soon as the news of 

Indian and Pakistani Independencexiv came, they wanted to go home.

Later the British troops would learn, although British government 

propaganda tried to suppress the news at the time, what the Indians already 

knew, that India was in chaos and people were being massacred and 

displaced in huge inter-community violence. In fact just over a million people 

had been murdered in only the fi rst weekend of independence （Kahn, 2017）. 

Although the soldiers from the Indian subcontinent in Tottori can hardly 

have been aware of the numbers, they did feel that the place they needed to 

be was India or the new Muslim state of Pakistan, and not Japan. They 

wanted to get back home to build their new nations and there was a 

restlessness among them.

As his offi  cial duties were not as demanding as in Kure, Screech was 

able to get to know the area around Tottori a little. The sandy nature of the 

locality, Tottori Prefecture’s eastern end is dominated by impressive sand 

dunes and sandy soil, left an impression on him. Likewise, the local 

connections with people like Lafcadio Hearnxv who had lived down the coast 

in Matsue, the capital of the neighbouring prefecture of Shimane, were of 

interest. Hearn was one of the fi rst people to teach French literature, albeit 

in English translation, at Tokyo University and this resonated with Screech, 

who later became a famous professor of French at Oxford.

Living in Tottori had its surprises too, on one occasion when a large fi re 

broke out, Screech was impressed with the professional way in which 

everyone reacted.

The people of Tottori had their jobs to do and started putting it out, but 
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the high horse was the group of nurses who ran, in military style, all the 

way into Tottori in case their services were needed. They of course 

were clapped by the Tottorians. I stood up and just saluted to show 

something.

Despite the lack of real action, one duty that Screech could perform was 

to show respect, especially when the remains of fallen soldiers were being 

returned to their relatives.

Whenever I knew that they were coming, I would make a point of being 

down in town. And salute the ashes ［of deceased Japanese soldiers］ as 

they went by. And that was certainly appreciated…. By and large, ［the 

bereaved, who were mostly children］ were taking these sort of 

cardboard square boxes, with ashes of their parents …. I was pleased I 

did little things like that.

It was not just in respecting the war-dead that Michael Screech tried to 

understand and empathize with the people he was living among in Tottori. 

As a young intellectual, Screech actively sought out encounters for 

intellectual exchange and ways of understanding Tottori and Japan better, 

particularly the time and place in Japanese history in which he found himself.

I wish that I got to know the university earlier. One of the men ［…］ lent 

me a couple of books which were going amongst the university 

students, and they were very interesting. There was one called Kike 

wadatsumi no koe … （きけ　わだつみの声」） xviand it took me a long time 

to read, but you got into the minds of what it was ［like to be］ a young 

man, like myself, but on the wrong side of the pale, and how you dealt 
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with the war, and how you dealt with the end.

As a young student he was also keen to understand as many facets of 

Japan as possible, including the motivations for the war, in which most of his 

Japanese friends and acquaintances had until recently been fi ghting, through 

talking to the people whom he met on the ground:

One of the few things I remember ［of a Japanese person］ criticizing 

another country was ［a friend］ who said, “We were all disappointed 

when we arrived at the South Sea Islands. They had absolutely no 

culture at all.”

Michael Screech asked this man directly.

I asked point blank: how on earth did he defend … how the Japanese 

beat up, actually, the countries that they were claiming to liberate. And 

they were really hated for it. And he simply shrugged his shoulders, 

and said, “I can’t give you any explanation for it.”

With hindsight, these comments on Japanese imperialism, coupled with 

the miss-governance and mass-murder that occurred at the end of British 

rule in India, affords us a chance to reflect on the evils and perils of 

imperialism in general. Not just Japanese imperialism. Although history has 

taken longer to judge the British Empire, academia has now uncovered 

numerous instances of imperial wrongdoing （Fitzgibbon, 2011）, and similar 

happenings sadly take place to this day in the name of ‘freedom.’ One need 

look no further than the Iraq War and its aftermath.

Perhaps readers are also reminded of the words of George Orwell in 
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The Road to Wigan Pier, ‘in order that England may live in comparative 

comfort, a hundred million Indians must live on the verge of starvation.’

Farewell to Tottori

In 1947, it was time to say farewell to Tottori as the BCOF wound down 

its presence in Japan. As Screech and his colleagues left Tottori Castle for 

the last time to return to Kure and then England, the staff  who had looked 

after them during their residence at the site engaged in a very public show 

of emotion.

The house servants were really moved by emotion and started to cry, 

and rushed down the hill to see the last part of us before we left the 

［parade］ ground and turned to the right. It was a very curious 

experience.

Professor Screech’s time of residence in the beautiful prefecture of 

Tottori was only two years, but his memories of daily life give us a valuable 

lens into a time and place that does not receive much outside attention. 

These years also helped create the foundation on which he helped to build 

later intellectual bridges between Britain and Japan, which contributed to a 

renewing of the deep and lasting friendship between these two countries 

after the terrible discord of the 1930s and early 1940s.

This Article

This article is based upon an interview of several hours in English, 

Japanese and French, between Professor Michael Screech and Thomas 

Lockley which took place on February 3. 2017 by telephone. The words in 

the article are as far as possible Professor Screech’s own, any editing has 
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been done with as light a hand as possible, and certain details have been 

added for clarification and background where necessary. At the time of 

interview, Professor Screech was 90 years old and it is possible that some 

memories may be misremembered.
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Endnotes
i　The article also draws extensively on the previous research done by Professor 

Misa Hirashima of Toyo University, Tokyo, which was published in Japanese 
（Hirashima, 2012）.
ii　The population in 1946 was 557, 429. In 2005 it was 607, 012 （Ministry of Internal 

Aff airs Statistics Bureau, 2009）.
iii　Bletchley Park was a key site for the British intelligence services during WWII, 

particularly well known for code-breaking.
iv　School of Oriental and African Studies, University of London.
v　The Bedford Japanese School was in operation from February 1942 until 

November 1945 under the auspices of the Government Code and Cypher School at 
Bletchley Park, Buckinghamshire and SOAS, University of London during WWII. It 
trained its 225 graduates in the Japanese language to counter the severe shortage 
of Japanese speakers in the British armed forces （Korniki, 2017）.
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vi　Ditchley Park and its Georgian mansion were commandeered during wartime as a 
military headquarters and as a safe country residence for the Prime Minister 
Winston Churchill.

vii　BCOF was the joint Australian, British, Indian and New Zealand military forces in 
Japan, from 21 February 1946 until the end of occupation in 1952. It was 
responsible for the occupation of the western prefectures in the Chugoku and 
Shikoku regions and headquartered at Kure.

viii　Winston Churchill was known as a pro-Japanese politician. In November 1941, 
shortly before the outbreak of war, he said he ‘had always been a sentimental well-
wisher to the Japanese and an admirer of their many gifts and qualities, I should 
view with keen sorrow the opening of a confl ict between Japan and the English-
speaking world.’ （Seki, 2007, p.9）

ix　Plymouth suff ered more damage than any other city of its size during the air raids 
of WWII. During the raids of April 1941 which Professor Screech is referring to, 
590 civilians were killed, and countless more injured. 1500 homes were destroyed 
and 15,000 damaged （Gill, 1993, p.260; Quigley, 2012, p.89）.

x　A type of easily assembled pre-fabricated building invented by Major Peter 
Norman Nissen in 1916.

xi　Tottori Castle was originally built during the 1570s, and besieged by Hashiba 
Hideyoshi twice during his campaign against the Mori clan on behalf of Oda 
Nobunaga, in 1580 and 1581. The second siege was famous for its length, the 
garrison held out for 200 days. When at last they surrendered they were in the 
fi nal stages of death by starvation and Hideyoshi, in a perhaps uncharacteristically 
charitable action, ordered that the defeated men be fed. They jumped on the food 
and many of them ate so much that their bodies couldn’t take the stress and they 
died from shock.

Tottori Castle entered the hands of the Ikeda family after the Battle of 
Sekigahara in 1600. They remained as rulers of the area until the Meiji restoration 
in 1868, and even afterwards remained in residence at the castle. By 1944 the 
family had fallen on hard times, and could not repair the damage from the great 
earthquake of 1943. They instead gave the castle and the whole mountain on 
which it is built, Kyushozan, to the people of Tottori.

xii　The biggest event during the war had been the great earthquake of 1943 which 
had caused terrible destruction, 7485 of the city’s dwellings, and 1083 people lost 
their lives （Earthquake Research Committee of the Headquarters for Earthquake 
Research Promotion, 2018）.

xiii　Personal testimony of Nakahara Toshiko and Kinoshita Masae, local residents.
xiv　Pakistan initially comprised East Pakistan and West Pakistan. East Pakistan 
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gained independence under the name of Bangladesh in 1971.
xv　Lafcadio Hearn was an author who was born in Ireland, but became famous in 

Japan under the name Koizumi Yakumo. He wrote books about contemporary 
Japan and his collecting of folk tales, in particular ghost stories ensured they were 
preserved for posterity.

xvi　きけ　わだつみの声was a collection of letters written by Japanese student soldiers 
who died during World War II, or afterwards as a direct result of the war.
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人
間
へ
の
問
い
と
思
索
の
祝
祭

│　
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
芸
術
作
品
の
根
源
』
の
根
源
を
さ
ぐ
っ
て　

│

岡　
　

山　
　

敬　
　

二

は
じ
め
に

 

講
演
論
文
『
芸
術
作
品
の
根
源
』（
一
九
三
五
／
三
六
年
（
1
））

の
な
か
で
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
絵

や
、
Ｃ
・
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
の
詩
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
殿
に
つ
い
て
、
魅
力
溢
れ
る
作
品
分
析
を
と
り
混
ぜ
な
が
ら
、
独
特
の
芸
術
論
を

展
開
し
て
い
る
。
い
み
じ
く
も
木
田
元
が
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、「
彼
の
後
期
の
著
作
群
の
な
か
で
も
弧
峰
の
よ
う
に

屹
立
し
て
い
る
感
じ
の
す
る
論
文
で
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
惹
き
つ
け
ら
れ
る
不
思
議
な
魅
力
を
も
っ
て

い
る
（
2
）」

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
グ
・
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
と
（
3
）、

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
そ
の
試
み
は
、
ド
イ
ツ
伝
統
の
主
観
主
義
的
な
美
学
思
想
と
の
対

決
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
芸
術
作
品
を
「
理
念
が
感
性
的
に
輝
き
だ
す
こ
と
（das sinnliche Scheinen der 

Idee

）」
な
い
し
は
「
理
念
の
感
性
的
な
現
れ
（die sinnliche M

anifestation der Idee
）」
と
定
義
す
る
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
代
表
と
す
る

七
七
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ド
イ
ツ
観
念
論
の
美
学
や
、
こ
の
観
念
論
の
美
学
に
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
そ
の
醍
醐
味
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、

つ
い
に
は
、
芸
術
作
品
の
あ
り
方
を
、
主
観
的
な
価
値
が
付
加
さ
れ
る
物
的
な
下
部
構
造
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
な
る
、
新
カ
ン

ト
派
の
美
学
な
ど
の
考
え
方
か
ら
、
徹
底
的
に
距
離
を
と
り
、
そ
れ
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
が
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
わ
け
だ
。

と
こ
ろ
が
、
ガ
ダ
マ
ー
の
指
摘
す
る
そ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
芸
術
作
品
の
偉
大
さ
を
見
つ
め
な
お
そ
う
と
し
て
い

る
の
は
本
当
だ
と
し
て
も
、
や
は
り
こ
れ
も
木
田
元
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
論
文
は
、
非
常
に
錯
綜
し
た
論
理
で

構
成
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
は
た
し
て
、
こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
偉
大
な
芸
術
作
品
の
う
ち
に
は
、
一
民
族
の
、
あ
る

い
は
一
時
代
の
〈
存
在
了
解
〉
が
予
兆
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
個
々
の
偉
大
な
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ

に
独
自
な
一
つ
の
世
界
を
開
く
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
が
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
い
う
疑
義
も
な
り
た
つ
の
か
も

し
れ
な
い
。
よ
う
す
る
に
、「
ひ
ど
く
魅
力
的
で
は
あ
る
が
、
ど
う
も
そ
の
基
本
的
意
図
の
う
ま
く
読
み
と
れ
な
い
論
文
で
あ
る
」

（
木
田
、
一
九
九
三
、
二
一
七
頁
以
下
）、
そ
の
よ
う
な
思
い
に
駆
ら
れ
た
と
し
て
も
、
け
っ
し
て
お
か
し
く
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
疑
義
を
一
つ
の
指
針
に
し
な
が
ら
も
、
本
稿
で
は
、
あ
え
て
、
芸
術
論
と
い
う
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
も
芸
術
作
品
を
手

が
か
り
に
し
た
存
在
論
で
あ
る
と
同
時
に
、
技
術
論
で
も
あ
り
、
人
間
論
で
も
あ
る
と
す
る
観
点
か
ら
、『
芸
術
作
品
の
根
源
』
と

い
う
テ
キ
ス
ト
に
光
を
当
て
な
お
し
て
み
る
こ
と
で
、
錯
綜
し
た
論
理
に
彩
ら
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
こ
の
論
文
に
も
ま
た
隠
さ
れ

て
い
る
は
ず
の
、
一
つ
の
透
き
通
っ
た
見
通
し
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
と
思
う
（
4
）。

た
し
か
に
、
芸
術
作
品
の
偉
大
さ
を
論
じ
る
芸
術
論
と
い
う
見
方
に
立
て
ば
、
こ
の
論
文
の
基
本
的
意
図
に
は
、
ど
こ
か
は
っ
き

り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
、
特
定
の
芸
術
論
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
そ
の
見
方
か
ら
あ
え
て

七
八
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そ
れ
な
り
に
距
離
を
と
る
こ
と
で
、
そ
の
背
後
に
脈
々
と
通
底
し
て
い
る
は
ず
の
よ
り
根
本
的
と
も
い
え
る
意
図
、
つ
ま
り
は
、
芸

術
論
で
あ
る
以
前
に
、
存
在
論
で
あ
る
と
同
時
に
技
術
論
で
も
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
根
本
か
ら
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
人
間

論
で
あ
る
と
も
い
え
そ
う
な
、
よ
り
す
っ
き
り
と
し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
の
意
図
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
一
つ
の
芸
術
論
と
い
う
括
り
で
は
到
底
収
ま
り
き
れ
な
い
は
ず
の
こ
の
根
本
的
な
意
図
の
方
が
は
っ
き
り
と
定
ま
り
、

そ
れ
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
背
後
に
ど
こ
ま
で
も
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
逆
に
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
、
芸
術
作
品
を
分

析
す
る
さ
い
の
そ
の
意
図
の
見
え
に
く
さ
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

同
時
に
、
そ
の
作
品
分
析
を
し
て
、
ひ
と
を
惹
き
つ
け
て
止
ま
な
い
不
思
議
な
魅
力
を
携
え
た
も
の
に
も
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
、『
芸
術
作
品
の
根
源
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
調
べ
な
お
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿

の
大
き
な
目
的
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
、『
芸
術
作
品
の
根
源
』
と
い
う
こ
の
作
品
そ
の
も
の
が
そ
こ
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る

は
ず
の
根
源
を
さ
ぐ
る
試
み
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
根
源
と
は
ま
さ
に
、
他
で
も
な
い
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い

う
「
現
存
在
（D

asein

）」
と
し
て
の
人
間
存
在
そ
の
も
の
の
な
り
た
ち
へ
の
問
い
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
、
も
っ
と
い
っ

て
し
ま
え
ば
、
人
間
が
そ
こ
で
は
じ
め
て
人
間
と
な
る
よ
う
な
、
こ
の
現
存
在
の
な
り
た
ち
の
場
面
こ
そ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
伝
え
た

か
っ
た
は
ず
の
芸
術
作
品
そ
の
も
の
の
な
り
た
ち
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
な
り
の
見
通
し
を
開
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

そ
う
し
た
心
づ
も
り
で
、
こ
の
論
文
の
、
錯
綜
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
論
理
の
道
筋
に
つ
い
て
、
順
を
追
い
な
が
ら
辿
り
な
お
し

て
ゆ
き
た
い
。

七
九
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Ⅰ
．
物
と
は
何
な
の
か

1
．
祝
祭
の
は
じ
ま
り

│
作
品
の
物
め
い
た
面
へ

「
芸
術
作
品
の
根
源
」
と
い
う
と
き
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
「
根
源
（U
rsprung

）」
と
い
う
こ
と
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
い
っ
た
い
、
ど

う
い
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
芸
術
作
品
が
「
ま
さ
に
そ
れ
ら
し
い
あ
り
方
に
お
い
て
、
そ
の

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
よ
う
な
も
の
」
を
芸
術
作
品
の
「
本
質
（W

esen

）」
と
よ
ぶ
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た

「
本
質
の
由
来
（H

erkunft
）」
の
こ
と
で
あ
る
（U

K
, 7

）。
芸
術
作
品
の
根
源
へ
の
問
い
と
は
、
こ
の
意
味
で
、
芸
術
作
品
の
本
質

の
由
来
を
問
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
、
そ
の
な
り
た
ち
を
問
う
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ご
く
ふ
つ
う
に
考
え
る
と
、
芸
術
家
が
い
る
か
ら
こ
そ
作
品
が
な
り
た
つ
と
も
い
え
る
の
だ
ろ
う
が
、
芸
術
家
が
芸

術
家
と
し
て
な
り
た
つ
そ
の
証
は
ま
さ
に
そ
の
作
品
の
出
来
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
し
か
る
べ
き
作
品
あ
っ
て
こ
そ
の

芸
術
家
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、「
芸
術
家
が
作
品
の
根
源
で
あ
る
」
し
、
逆
に
ま
た
、「
作
品
が
芸
術
家
の
根

源
で
あ
る
」（ebd.

）
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
し
か
る
べ
き
芸
術
家
が
い
て
、
し
か
る
べ
き
作
品
が
創
作
さ
れ
る
以
前

に
、
そ
も
そ
も
芸
術
と
い
う
も
の
が
す
で
に
な
り
た
ち
、
芸
術
と
は
何
な
の
か
が
そ
れ
な
り
に
理
解
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
だ
れ
が

芸
術
家
で
何
が
芸
術
作
品
で
あ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
も
本
当
な
の
だ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、「
芸
術
が

さ
ら
に
べ
つ
の
仕
方
で
芸
術
家
と
芸
術
作
品
と
に
と
っ
て
同
時
に
根
源
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
」（ebd.

）
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
芸
術
作
品
の
根
源
を
問
う
こ
と
は
、
芸
術
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
、
つ
ま
り
芸
術
の
本
質

へ
の
問
い
と
な
る
わ
け
だ
が
、
と
は
い
え
、
そ
れ
に
答
え
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
の
特
徴
を
寄
せ
集
め
、
そ
こ
に
共

八
〇
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通
す
る
概
念
を
引
き
だ
し
て
み
る
だ
け
で
は
だ
め
な
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
個
々
の
芸
術
作
品
を
芸
術
作
品
と
し
て
選
別
し
、

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
す
で
に
芸
術
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
の
概
念
を
そ
れ
な
り
に
で
も
わ
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
だ
ろ
う
が
、
ま
さ
に
そ
の
概
念
の
正
否
こ
そ
、
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
た
は
ず
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

か
と
い
っ
て
、
よ
り
高
次
の
概
念
を
捻
出
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
芸
術
の
本
質
を
導
出
し
て
み
て
も
う
ま
く
ゆ
き
そ
う
も
な
い
。

と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た
捻
出
や
導
出
が
な
り
た
つ
た
め
に
も
、
や
は
り
、
あ
ら
か
じ
め
特
定
の
芸
術
作
品
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

そ
れ
に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
諸
規
定
を
た
よ
り
に
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
は
ず
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術

作
品
の
比
較
考
察
を
無
視
し
て
し
ま
う
独
断
的
な
理
解
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
独

断
を
避
け
る
た
め
に
、
芸
術
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
の
概
念
の
正
否
を
問
い
な
お
そ
う
と
し
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
帰
納
か
、
演
繹
か
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
や
り
方
を
と
っ
て
み
て
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
説
明
す
べ
き

概
念
を
そ
の
説
明
の
根
拠
に
使
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
論
点
先
取
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
ど
ち
ら
も
、

「
こ
こ
で
は
同
じ
よ
う
に
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
実
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
自
己
欺
瞞
と
な
る
」（U

K
, 8

）
と
い
う
し
か
な
く

な
る
。
こ
う
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
作
品
か
ら
芸
術
へ
、
芸
術
か
ら
作
品
へ
、
と
い
う
二
者
択
一
の
一
方
通
行
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
あ
え
て
そ
の
二
つ
の
方
向
を
ゆ
き
つ
、
も
ど
り
つ
、
堂
々
め
ぐ
り
を
繰
り
返
し
て
ゆ
く
こ
と
を
推
奨
し
、
そ
れ
こ
そ
が
、
い
わ

ば
、
日
常
の
自
明
性
に
埋
没
し
た
先
入
観
か
ら
の
解
放
へ
の
道
に
つ
な
が
る
と
で
も
い
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
堂
々
め
ぐ
り
の

道
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
を
「
思
索
の
祝
祭
（das Fest des D

enkens
）」（U

K
, 9 （5

））
と
い
う
言
い
方
ま
で
し
て
讃
美
し
て
い
る
。

こ
の
「
思
索
の
祝
祭
」
の
具
体
的
な
中
味
、
そ
の
核
心
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
ま
さ
に
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら

順
を
追
っ
て
そ
れ
な
り
の
見
通
し
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
さ
し
あ
た
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
現
実
の
作
品
の
あ
り
方

に
目
を
向
け
る
こ
と
か
ら
こ
の
堂
々
め
ぐ
り
に
着
手
し
て
い
る
。
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建
築
作
品
や
彫
刻
作
品
は
教
会
や
観
光
地
、
住
宅
な
ど
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
こ
そ
美
術
館
や
展
覧
会
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
作
品
が
展
示
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
現
実
に
注
目
し
て
み
る
と
、
作
品
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
、
芸

術
作
品
と
み
な
さ
れ
て
は
い
な
い
は
ず
の
他
の
事
物
と
同
じ
よ
う
に
、「
自
然
の
ま
ま
に
目
の
前
に
あ
る
（natürlich vorhanden

）」

は
ず
だ
ろ
う
し
、
そ
の
意
味
で
は
、
そ
れ
な
り
に
「
物
め
い
た
面
（D
inghaftes

）」（ebd.

）、
物
ら
し
さ
も
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

た
し
か
に
そ
う
考
え
る
と
芸
術
作
品
も
芸
術
家
が
作
り
上
げ
た
物
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
は
ま
た
、
そ

れ
が
ま
さ
に
作
品
と
し
て
目
の
前
に
あ
り
、
作
品
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
か
ぎ
り
は
、
や
は
り
、
た
だ
の
物
と
は
違
い
、
物
め
い
た

面
と
は
ま
た
べ
つ
の
面
も
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
が
エ
チ
モ
ロ
ギ
ー
を
紹
介
し
て
も
い
る
よ
う
に
、
作
品
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
物
と
は
べ
つ
の
面
が
加
味
さ
れ
て
く

る
こ
と
が
、
寓
意
（
ア
レ
ゴ
リ
ー
）
や
象
徴
（
シ
ン
ボ
ル
）
な
ど
と
よ
ば
れ
た
り
も
す
る
の
だ
ろ
う
。

な
る
ほ
ど
た
し
か
に
芸
術
作
品
は
作
り
出
さ
れ
た
物
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
た
だ
の
物
そ
の
も
の
が
そ
う
で
あ
る
も
の

よ
り
さ
ら
に
何
か
べ
つ
の
も
の
を
語
っ
て
い
る
、
べ
つ
の
も
の
を
（ἄ

ア
ロ

λλο

）
語
る
（ἀ

ア
ゴ
レ
ウ
エ
イ

γορεύει

）
の
だ
。
作
品
は
他
の
こ
と
を
公

表
し
、
他
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
、
つ
ま
り
、
そ
れ
は
ア
レ
ゴ
リ
ー
な
の
で
あ
る
。
作
品
の
う
ち
で
、
作
り
出
さ
れ
た
物
と
さ
ら

に
何
か
べ
つ
の
も
の
と
が
一
緒
に
さ
れ
る
。
一
緒
に
す
る
こ
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
、
シ
ュ
ム
バ
レ
エ
イ
ン
（συμβάλλειν

）

と
い
う
。
作
品
と
は
シ
ン
ボ
ル
な
の
で
あ
る
。（U

K
, 10

）

こ
う
し
た
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
作
品
の
物
め
い
た
面
と
は
、
そ
の
上
に
そ
れ
と
は
何
か
べ
つ
の
も
の
が
築
か
れ
る
「
下
部
構
造

（U
nterbau

）」（ebd.

）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
芸
術
家
の
手
で
実
際
に
作
り
出
さ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
そ
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の
点
の
正
否
を
確
か
め
る
た
め
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
そ
も
そ
も
物
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
こ
か
ら
問
い
な
お
し
て
み
よ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。

2
．
通
俗
的
な
物
概
念
の
不
十
分
さ

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
物
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
西
洋
で
長
き
に
わ
た
り
自
明
な
も
の
と
し
て
支
配
的
に
な
っ
て
お
り
、
今
日

で
も
日
常
的
に
な
っ
て
い
る
考
え
方
に
は
、
三
通
り
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
一
つ
目
と
い
う
の
は
、
物
を
「
そ
の
諸
特
徴
の
担
い
手
（der T

räger seiner M
erkm

ale

）」（U
K
, 16

）
と
す
る
考
え
方
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
御
影
石
の
塊
と
い
う
物
で
い
う
と
、
そ
れ
は
、
硬
か
っ
た
り
、
重
か
っ
た
り
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た
り
と
い
っ
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
徴
、
つ
ま
り
「
付
帯
的
、
偶
有
的
な
も
の
（τ

タὰ σ

シ
ュ
ム
ベ
ベ
ー
コ
タ

υμβεβηκότα, a

ア
ク
キ
デ
ー
ン
ス

ccidens

）」
と
し
て
の
属
性
が
、
そ
の
も
と
に
帰
せ
ら

れ
る
と
こ
ろ
の
「
基
体
（τ

トὸ ὑ

ヒ
ュ
ポ
ケ
イ
メ
ノ
ン

ποκείμενον, s ス
ゥ
ブ
ィ
エ
ク
ト
ゥ
ム

ubiectum

）」
や
「
実
体
（ὑ

ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス

πόστασις, s

ス
ブ
ス
タ
ン
テ
ィ
ア

ubstantia

）」
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
き

た
わ
け
で
あ
る
（U

K
, 14

）。
こ
う
し
て
、
伝
統
的
な
論
理
学
が
教
え
て
い
る
よ
う
に
、
物
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
単
純
に
語
る
さ

い
に
は
、
基
体
と
し
て
の
当
の
物
を
示
す
「
主
語
（Subjekt

）」
と
、
そ
の
特
徴
と
し
て
の
属
性
を
述
べ
る
述
語
と
が
結
び
つ
け
ら

れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
い
わ
せ
る
と
、
偶
有
性
と
実
体
と
い
う
、
物
の
構
造
が
さ
き
に
あ
り
、
そ
れ
を
基
準
に
し
て
、
主
語

と
述
語
の
結
合
と
い
う
、
命
題
の
構
造
が
な
り
た
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
む
し
ろ
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
そ
の
逆
で
は
な
い
の
か
、

そ
の
点
が
疑
わ
し
い
ば
か
り
か
、
そ
も
そ
も
こ
の
問
い
の
答
え
を
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
決
定
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
す
ら
も

怪
し
い
の
だ
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
命
題
の
構
造
も
物
の
構
造
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
二
つ
の
関
係
の
可
能
性
も
、

そ
の
ど
ち
ら
に
も
共
通
す
る
、
い
っ
そ
う
根
源
的
な
源
泉
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
根
拠
が
不
問
に
付
さ

八
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れ
た
ま
ま
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
れ
か
ら
見
て
い
く
よ
う
に
、
そ
の
根
拠
と
い
う
の
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
「
真
理
（W

ahrheit

）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
そ
の
と
き
に
ま
た
考
え
て
み
た
い
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
概
念
は
、
単
な
る

物
だ
け
で
な
く
、
道
具
や
芸
術
作
品
は
お
ろ
か
、
自
由
や
平
和
と
い
っ
た
抽
象
観
念
や
、
は
た
ま
た
神
の
存
在
ま
で
も
含
め
て
、
何

か
ら
何
ま
で
、
お
よ
そ
主
語
と
し
て
語
ら
れ
る
は
ず
の
す
べ
て
の
存
在
に
当
て
は
ま
る
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
も
そ
も
、
そ

こ
か
ら
し
て
も
、
物
と
は
何
で
あ
り
、
何
で
な
い
の
か
、
そ
れ
を
ず
ば
り
言
い
当
て
る
に
は
不
十
分
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

で
は
、
二
つ
目
の
物
概
念
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
ア
イ
ス
テ
ー
ト
ン

（αἰσθητόν

）」（U
K
, 17

）、
つ
ま
り
感
覚
に
よ
っ
て
受
容
可
能
な
も
の
と
い
う
意
味
に
由
来
す
る
の
だ
が
、
や
が
て
、
と
い
っ
て
も
、

お
そ
ら
く
は
近
代
科
学
の
成
立
に
伴
っ
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
ア
イ
ス
テ
ー
ト
ン
を
感
覚
与
件
の
多
様
性
の
統

一
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。
た
し
か
に
、
い
わ
ゆ
る
科
学
的
に

実
証
可
能
な
デ
ー
タ
と
い
う
見
地
に
立
て
ば
、
こ
の
考
え
方
は
、
主
語
や
述
語
と
し
て
語
ら
れ
る
以
前
に
、
じ
か
に
身
体
の
感
覚
器

官
に
迫
り
く
る
物
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
理
屈
と
し
て
は
、
歪
め
る
こ
と
な
く
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
理
屈
は
そ
う
だ
と
し
て
も
、
ご
く
ふ
つ
う
の
日
常
生
活
の
場
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
物
に
出
会
い
、
物
が
ま
さ
に
物
と
し

て
現
れ
て
く
る
さ
い
に
、
そ
う
し
た
理
屈
の
こ
と
を
い
ち
い
ち
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
ろ
う
し
、
ま
し
て
、
そ
の
理
屈

が
教
え
る
と
お
り
の
感
覚
デ
ー
タ
を
じ
か
に
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
何
で
あ
れ
、
物
が
ご

く
ふ
つ
う
に
物
と
し
て
現
れ
る
そ
の
現
実
を
耳
に
す
る
と
き
、
ま
さ
か
音
響
学
の
い
う
感
覚
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
の
殺
到
を
聞

い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
暴
風
が
窓
越
し
に
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
鳴
り
響
く
の
を
聞
い
た
り
、
家
の
ド
ア
が
バ
タ
ン
バ
タ
ン
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と
鳴
る
の
を
聞
い
て
い
る
は
ず
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
あ
ら
ゆ
る
感
覚
よ
り
も
物
そ
の
も
の
の
ほ
う
が
は
る
か
に
身
近
で

あ
る
」
は
ず
だ
ろ
う
し
、「
純
粋
な
物
音
を
聞
く
た
め
に
は
、
物
を
耳
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
、
物
か
ら
耳
を
そ
ら
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
つ
ま
り
は
、
抽
象
的
に
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（U

K
, 18

）
の
だ
と
す
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
よ
う
に
、
た
し
か
に
、

こ
の
概
念
も
や
は
り
、
物
と
は
何
か
、
そ
の
ご
く
身
近
な
あ
り
よ
う
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
三
つ
目
の
概
念
に
あ
た
る
の
が
、
物
を
「
形
づ
く
ら
れ
た
素
材
（ein geform

ter Stoff 

）」（U
K
, 19

）
と
す
る
考
え
方
で

あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
諸
特
徴
の
担
い
手
や
、
主
語
と
し
て
語
ら
れ
る
基
体
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
も
、
い
わ
ゆ
る
生
理
学
の
理

屈
で
説
明
さ
れ
る
、
感
覚
の
多
様
性
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
も
な
く
、
そ
う
し
た
考
え
方
の
不
十
分
さ
を
そ
れ
な
り
に
補
っ
て
く
れ

る
か
に
思
わ
れ
る
。
な
に
し
ろ
、
ご
く
ふ
つ
う
に
出
会
っ
て
く
る
物
と
い
う
の
は
、
基
体
や
実
体
と
い
っ
た
、
諸
特
徴
の
担
い
手
に

も
な
り
は
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
暴
風
だ
っ
た
り
、
家
の
ド
ア
と
い
っ
た
、
し
か
る
べ
き
現
実
と
し
て

な
り
た
つ
た
め
に
は
、
目
に
見
え
る
は
ず
の
姿
や
形
な
り
を
備
え
て
い
る
は
ず
だ
ろ
う
し
、
そ
う
し
た
姿
や
形
が
な
り
た
つ
た
め
に

も
、
風
の
音
や
、
ド
ア
の
音
が
、
や
は
り
多
様
な
感
覚
の
単
な
る
殺
到
で
あ
る
以
前
に
、
暴
風
や
、
家
の
ド
ア
と
し
て
の
具
体
的
な

現
実
味
を
形
づ
く
る
素
材
と
し
て
聞
こ
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
物
の
あ
り
方
を
、
素
材
、
つ
ま
り
は
「
質
料
」
と
訳
さ
れ
る
「
ヒ
ュ
レ
ー
（ὕλη

）」
と
、
形
姿
、
つ
ま
り
は
「
形

相
」
と
訳
さ
れ
る
「
エ
イ
ド
ス
（εἶδος

）」
と
の
結
合
と
考
え
れ
ば
、
た
し
か
に
、
そ
れ
は
、「
自
然
の
ま
ま
に
目
の
前
に
あ
る

（natürlich vorhanden

）」
は
ず
の
「
物
め
い
た
面
（D

inghaftes

）」
に
つ
い
て
、
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ

て
く
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
概
念
は
、
ま
さ
に
芸
術
作
品
に
お
け
る
物
め
い
た
面
に
つ
い
て
も
、
う
ま
く
説
明
し
て
く
れ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
作
品
の
物
め
い
た
面
と
は
、
そ
の
素
材
の
こ
と
で
あ
る
の
だ
ろ
う
し
、
作
品
は
そ
の
素
材
か
ら
形
づ
く
ら
れ
て
い
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る
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ふ
つ
う
、
作
品
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
さ
い
に
は
、
形
づ
く
ら
れ
た

素
材
と
し
て
の
物
め
い
た
面
が
そ
の
下
部
構
造
と
な
る
よ
う
な
、
ア
レ
ゴ
リ
ー
や
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
言
い
方
も
し
た
く
な
る
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
物
に
つ
い
て
の
こ
の
概
念
に
も
不
信
を
い
だ
き
」（ebd.

）、
そ
こ
に
も
や
は
り
、
そ
れ
な
り
の
不

十
分
さ
が
あ
る
こ
と
を
訴
え
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅱ
．
道
具
と
は
何
な
の
か

3
．
物
概
念
の
支
配
と
襲
撃

素
材
と
形
の
区
別
は
、
た
し
か
に
芸
術
を
素
材
の
形
成
や
加
工
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
、
芸
術
論
や
美
学
に

と
っ
て
は
格
好
の
概
念
図
式
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
し
て
も
、
は
た
し
て
そ
ん
な
ふ
う
に
素
材
と
形
と
を

ど
こ
ま
で
う
ま
く
区
別
で
き
る
か
疑
わ
し
い
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
概
念
が
芸
術
や
芸
術
作
品
の
し
か
る
べ
き
あ
り

方
に
そ
の
ま
ま
ず
ば
り
当
て
は
ま
る
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
く
る
と
い
う
の
だ
。

た
と
え
ば
、
御
影
石
の
塊
は
ど
ん
な
に
不
格
好
だ
と
し
て
も
、
特
定
の
形
を
し
た
素
材
と
し
て
な
り
た
っ
て
は
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
形
と
い
う
の
は
、
塊
そ
の
も
の
と
し
て
の
輪
郭
で
あ
り
、
素
材
が
空
間
的
に
配
置
さ
れ
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
え
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
御
影
石
の
塊
が
塊
と
し
て
あ
る
た
め
に
は
そ
の
形
な
ど
、
ど
う
だ
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
し
、
素
材
と
形
を
ど
こ
ま

で
区
別
で
き
る
の
か
も
怪
し
く
な
っ
て
く
る
。
ど
ん
な
形
だ
ろ
う
と
、
そ
れ
が
塊
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
の
だ
か
ら
。

む
し
ろ
、
形
に
収
ま
る
素
材
と
い
う
の
な
ら
、
岩
石
の
よ
う
な
自
然
に
転
が
っ
て
い
る
物
よ
り
も
、
た
と
え
ば
壺
や
斧
だ
っ
た
り
、

一
足
の
靴
と
い
っ
た
も
の
の
ほ
う
に
こ
そ
、
う
ま
く
当
て
は
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
壺
や
斧
や
靴
の
ば
あ
い
に
は
、

八
六



102 桜 文 論 叢

そ
の
輪
郭
と
な
る
形
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
素
材
の
配
置
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
形
の
ほ
う
が
素
材
の
配

置
だ
け
で
な
く
、
そ
の
材
質
ま
で
を
も
指
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
壺
は
壺
と
し
て
、
斧
は
斧
と
し
て
、
靴
は
靴
と
し
て
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
形
や
材
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
壺
な
ら
、
水
の
入
れ
や
す
く
、
漏
れ
な
い
も
の
を
、
斧
な
ら
、
鋭
利
で
そ

れ
な
り
に
硬
い
も
の
を
、
靴
な
ら
、
サ
イ
ズ
が
フ
ィ
ッ
ト
し
、
丈
夫
で
伸
び
縮
み
す
る
も
の
が
必
要
と
さ
れ
て
く
る
わ
け
だ
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
形
と
素
材
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
の
は
、
容
器
と
し
て
、
刃
物
と
し
て
、
履
物
と
し
て
用
い
ら
れ
る
、
そ
の
「
有

用
性
（D

ienlichkeit
）」（U

K
, 21

）
を
根
拠
に
な
り
た
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
有
用
性
を
根
拠
に
成
立
し
て
い
る
も
の
は
、
い
つ
だ
っ
て
、
作
り
出
さ
れ
た
生
産
物
で
あ
る
の
だ
ろ
う
し
、
生
産
物

は
何
か
の
た
め
の
道
具
と
し
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
素
材
と
形
と
い
う
も
の
は
、
芸
術
作
品
の
あ
り
方
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
、
道
具
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
に
こ
そ
、
う
ま
く
当
て
は
ま
る
考
え
方
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
だ
と
し

た
ら
、
こ
の
物
概
念
に
し
て
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
不
信
を
申
し
立
て
て
い
た
よ
う
に
、
物
の
物
ら
し
さ
を
説
明
す
る
に
も
不
十
分
だ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
考
え
方
は
、
そ
の
点
で
は
不
十
分
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、「
と
も
す
れ
ば
、
存
在
す

る
も
の
の
い
っ
さ
い
を
じ
か
に
理
解
で
き
る
仕
組
み
の
よ
う
に
振
舞
い
か
ね
な
い
代
物
」（U

K
, 22

）
と
し
て
、「
物
を
解
釈
す
る
さ

い
に
特
別
な
支
配
権
を
獲
得
す
る
ま
で
に
い
た
っ
た
」（U

K
, 25

）
わ
け
だ
が
、「
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
物
が
物
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
、
す
で
に
述
べ
た
そ
の
他
の
解
釈
ほ
ど
の
行
き
過
ぎ
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
に
も
ま
し
て
、
物
が
物
で
あ
る

こ
と
に
対
す
る
一
つ
の
襲
撃
に
な
っ
て
い
る
」（U

K
, 23

）
と
喝
破
す
る
。

素
材
と
形
の
組
み
合
わ
せ
、
こ
の
仕
組
み
は
、
さ
し
あ
た
り
、
道
具
の
あ
り
方
に
こ
そ
、
う
ま
く
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
そ

う
だ
が
、
道
具
が
道
具
と
し
て
な
り
た
つ
の
は
、
そ
れ
を
作
り
上
げ
る
人
間
自
身
が
そ
の
製
作
に
関
与
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
人

八
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間
自
身
に
と
っ
て
そ
れ
が
何
に
ど
う
役
立
つ
の
か
、
そ
う
し
た
有
用
性
が
製
作
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
間

に
と
っ
て
は
、
道
具
に
か
ぎ
ら
ず
、
物
や
作
品
も
含
め
た
、
い
っ
さ
い
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
道
具
的
な
観
点
が
入
り
込
ん
で
き

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

こ
う
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ヒ
ュ
レ
ー
（
質
料
）
と
エ
イ
ド
ス
（
形
相
）
と
い
う
概
念
に
ま
で
遡
り
、

存
在
す
る
も
の
の
す
べ
て
を
エ
ー
ン
ス
・
ク
レ
ア
ー
ト
ゥ
ム
（ens creatum

）、
つ
ま
り
、
神
の
被
造
物
と
す
る
、
中
世
の
ト
マ
ス

主
義
的
な
信
仰
の
哲
学
に
い
た
っ
て
も
、
そ
の
被
造
物
と
い
う
の
は
、
素
材
を
意
味
す
る
マ
ー
テ
リ
ア
（m

ateria

）
と
、
形
を
意
味

す
る
フ
ォ
ー
ル
マ
（form

a
）
と
が
統
一
さ
れ
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
何
で
あ
れ
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
形

づ
く
れ
た
素
材
と
い
う
道
具
の
あ
り
方
に
定
位
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
近
代
の
形
而

上
学
に
い
た
っ
て
も
、
た
と
え
ば
認
識
の
素
材
と
形
式
と
を
区
別
す
る
、
カ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
超
越
論
的
哲
学
に
し
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
意
味
で
は
や
は
り
、
道
具
的
な
考
え
方
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
な
り
に

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
変
え
な
が
ら
も
、
長
い
歴
史
を
通
し
て
、
素
材
と
形
を
モ
デ
ル
に
し
た
物
概
念
が
当
た
り
前
の
も
の
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

だ
と
す
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
い
う
よ
う
に
、
こ
の
概
念
は
、
さ
き
の
二
つ
の
概
念
に
劣
ら
ず
、
け
っ
し
て
道
具
に
つ
き
る
も
の

で
は
な
い
は
ず
の
、
物
そ
の
も
の
の
あ
り
方
ま
で
も
道
具
的
な
も
の
と
し
て
捻
じ
曲
げ
て
し
ま
う
、
物
に
対
す
る
「
一
つ
の
襲
撃
」

だ
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
こ
の
襲
撃
は
、
道
具
で
は
な
い
は
ず
の
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、「
た
だ
の
物
」
と
い
う
何
気
な
い
言
い
方
を
す
る

と
き
に
も
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
す
で
に
そ
こ
に
潜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
ば
あ
い
の
「
た
だ
の
」
と
い
う
の
は
、
道
具
と
し
て

製
作
、
利
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
や
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は
り
、
有
用
性
に
当
て
は
め
て
、
そ
れ
が
欠
落
す
る
か
ぎ
り
で
「
た
だ
の
物
」
だ
と
理
解
さ
れ
、
そ
う
よ
ば
れ
て
も
い
る
は
ず
だ
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
う
「
た
だ
の
物
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
、
道
具
と
い
う
観
点
に
当
て
は
め
て
み
る
と
役
に
立
た
な
い
も
の
、

い
っ
て
み
れ
ば
、
ガ
ラ
ク
タ
や
不
用
品
の
た
ぐ
い
と
い
う
意
味
で
は
、
出
来
損
な
い
と
は
い
え
、
そ
れ
も
や
は
り
、
道
具
の
あ
り
方

の
一
つ
、「
一
種
の
道
具
（eine A

rt von Zeug

）」（ebd.

）
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
道
具
か
ら
有
用
性
や
製
作
と
い
っ
た
点
を
と
り
除
け
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
道
具
と
は
違
う
は
ず
の
物
の
物
ら
し
さ

が
浮
か
び
あ
が
る
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
残
さ
れ
る
も
の
は
、
物
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
出
来
損
な
い

の
不
用
品
で
し
か
な
い
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
道
具
と
い
う
も
の
は
、
物
や
作
品
に
比
べ
、
人
間
に
と
っ
て
は
と
く
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
よ
り
馴
染
み
の
深

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、「
素
材
と
形
を
手
引
き
に
し
て
な
さ
れ
る
解
釈
が
、
特
別
な
支
配
権
を
獲
得
す
る
ま
で
に

い
た
っ
た
」（U

K
, 25

）
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
、
さ
き
の
二
つ
の
物
概
念
に
も
ま
し
て
、
物
の

あ
り
方
に
対
す
る
そ
の
襲
撃
の
手
を
休
め
る
こ
と
も
む
ず
か
し
く
な
る
の
だ
ろ
う
し
、
そ
の
意
味
で
は
、「
存
在
す
る
も
の
の
い
っ

さ
い
を
じ
か
に
理
解
で
き
る
仕
組
み
の
よ
う
に
振
舞
い
か
ね
な
い
代
物
」（U

K
, 22

）
で
あ
る
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
諸
特
徴
の

担
い
手
と
い
う
の
も
、
素
材
の
諸
性
質
の
担
い
手
の
こ
と
で
あ
り
、
感
覚
の
多
様
性
と
い
う
の
も
、
感
覚
さ
れ
る
素
材
内
容
の
多
様

性
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
形
づ
く
ら
れ
た
素
材
と
し
て
の
物
概
念
は
、
残
り
二
つ
の
物
概
念
を
も
支
配

す
る
も
の
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
（
6
）。

4
．
有
用
性
か
ら
信
頼
性
へ

と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
は
や
は
り
、
日
常
生
活
で
は
、
物
や
作
品
を
道
具
か
ら
区
別
す
る
場
面
も
ご
く
当
た
り
前
に
な
り
た
っ
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て
は
い
る
の
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
道
具
も
、
そ
の
素
材
と
し
て
は
物
め
い
た
面
を
備
え
て
も
い
る
の
だ
か
ら
、
な
か
ば
物
で
あ
る
と

も
い
え
る
。
だ
が
、
道
具
が
道
具
と
し
て
な
り
た
つ
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
、
そ
の
有
用
性
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
や
は
り

物
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
物
以
上
の
何
か
と
い
う
し
か
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
道
具
は
、
有
用
性
に
依
拠
し
な
が
ら
人
間
の
手
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
人
間
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ

る
は
ず
の
芸
術
作
品
と
似
て
い
る
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
作
品
と
い
う
も
の
は
、
日
常
生
活
の
有
用
性

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
自
足
し
て
な
り
た
つ
も
の
で
も
あ
る
は
ず
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
や
は
り
道
具
は
、
作
品
そ
の
も
の
で

も
な
く
、
作
品
以
下
の
何
か
で
あ
る
と
い
う
し
か
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
よ
う
に
、「
そ
の
よ
う
に
差
引
勘
定

し
て
並
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
道
具
は
、
物
と
作
品
と
の
あ
い
だ
の
独
特
な
中
間
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
」（ebd.

）
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

こ
う
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
物
の
物
ら
し
さ
や
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
、
つ
ま
り
は
物
と
は
何
か
、
作
品
と
は
何
か
を
問
い
な

お
す
た
め
に
、
さ
し
あ
た
り
、
そ
れ
か
ら
区
別
さ
れ
る
は
ず
の
道
具
の
道
具
ら
し
さ
、
つ
ま
り
は
、「
道
具
と
は
本
当
の
と
こ
ろ

（in W
ahrheit

）
何
な
の
か
」（U
K
, 26

）
を
問
い
な
お
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
道
具
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
現
物
の
道
具
で
は
な
く
、
あ
え
て
、
一

足
の
農
婦
の
靴
を
描
い
た
ゴ
ッ
ホ
の
絵
と
い
う
芸
術
作
品
に
注
目
す
る
。

な
る
ほ
ど
、
靴
と
い
う
も
の
は
、
た
と
え
ば
木
や
靭
皮
だ
っ
た
り
、
革
や
布
な
ど
の
素
材
が
、
釘
や
糸
、
接
着
剤
に
よ
っ
て
し
か

る
べ
く
接
合
さ
れ
、
だ
か
ら
こ
そ
、
畑
仕
事
や
ダ
ン
ス
、
登
山
や
通
勤
な
ど
の
履
物
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
つ
ど
の
用
途
、
つ
ま
り
は
有
用
性
に
応
じ
て
素
材
や
形
も
違
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
素
材
や
形
以
前
に
そ
の
有
用
性

そ
の
も
の
の
な
り
た
ち
と
い
う
も
の
を
考
え
る
な
ら
、
畑
に
い
る
農
婦
が
そ
の
靴
を
履
く
こ
と
で
、
現
実
に
畑
仕
事
に
専
念
す
る
こ
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と
が
で
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
畑
仕
事
の
靴
は
靴
と
し
て
な
り
た
ち
、
し
か
る
べ
き
役
目
を
果
た
せ
る
わ
け
だ
。

農
婦
が
そ
の
仕
事
に
さ
い
し
て
靴
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
考
え
な
い
ほ
ど
、
あ
る
い
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
見
向
き
も
、
あ
る
い

は
感
じ
る
こ
と
す
ら
し
な
け
れ
ば
し
な
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
本
当
に
そ
の
靴
は
そ
れ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
な
る
。

（U
K
, 27

）

こ
の
よ
う
に
、
畑
仕
事
の
靴
の
有
用
性
と
い
う
の
は
、
畑
仕
事
の
現
場
か
ら
な
り
た
ち
、
そ
の
現
場
で
発
揮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
現
物
と
し
て
の
一
足
の
靴
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
て
み
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
一
枚
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
だ

け
で
け
っ
し
て
実
際
に
履
く
こ
と
は
で
き
な
い
靴
を
眺
め
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
現
場
の
有
用
性
を
実
感
で
き
な
い
ど
こ
ろ

か
、
そ
れ
を
推
し
測
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
に
し
ろ
、
ゴ
ッ
ホ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
そ
の
靴
は
、
ど

こ
に
あ
る
と
も
わ
か
ら
ず
、
漠
然
と
し
た
空
間
に
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
畑
や
野
路
の
土
塊
が
実
際
に
付
着
し
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
の
だ
か
ら
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
絵
は
、
道
具
の
道
具
ら
し
さ
を
問
う
手
が
か
り
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
文
字
ど
お
り
、
絵
に
描

い
た
餅
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の
点
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
み
ご
と
に
ひ
っ
く
り
返
し
て

み
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
絵
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
、
履
き
古
さ
れ
た
靴
の
内
側
の
暗
い
穴
か
ら
は
、
畑
仕
事
の
歩
み
の
つ
ら
さ
が
顔

を
覗
か
せ
、
そ
の
靴
の
頑
丈
で
重
た
い
よ
う
す
に
は
、
あ
ぜ
道
を
歩
む
足
ど
り
の
粘
り
強
さ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
く

る
。
そ
し
て
、
そ
の
靴
の
革
に
は
土
の
湿
っ
ぽ
さ
と
濃
さ
が
染
み
こ
み
、
靴
底
の
下
に
は
夕
暮
れ
の
野
道
を
歩
む
寂
し
さ
が
押
し
よ

九
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せ
て
く
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
。
そ
う
し
た
農
婦
の
暮
ら
し
の
赤
裸
々
な
あ
り
よ
う
に
ふ
と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
と

い
う
の
だ
。

ま
さ
に
そ
の
あ
り
よ
う
の
こ
と
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
大
地
（Erde

）」
と
「
世
界
（W

elt

）」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
靴
に
響
い
て
い
る
の
は
、
大
地
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
呼
び
声
、
つ
ま
り
、
熟
れ
た
穀
物
を
ひ
そ
か
に
贈
っ
て
く
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
冬
の
畑
の
荒
れ
た
休
閑
地
に
お
け
る
言
い
知
れ
ぬ
拒
絶
で
あ
る
。
こ
の
靴
を
通
り
ぬ
け
て
い
る
の
は
、
泣
き
ご
と
も

い
わ
ず
に
パ
ン
の
確
保
を
案
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
苦
難
を
ま
た
も
切
り
ぬ
け
た
と
い
う
言
葉
に
な
ら
な
い
喜
び
で
あ
り
、
出
産

が
近
づ
く
と
き
の
心
配
や
、
死
が
ま
わ
り
に
差
し
迫
っ
て
く
る
と
き
の
慄
き
で
あ
る
。
こ
の
道
具
は
大
地

0

0

に
帰
属
し
、
農
婦
の

世
界

0

0

の
う
ち
に
守
ら
れ
て
い
る
。（U
K
, 27f.

）

そ
の
絵
か
ら
、
畑
仕
事
の
つ
ら
さ
や
、
生
活
の
厳
し
さ
、
農
婦
が
生
い
立
つ
大
地
の
呼
び
か
け
や
、
そ
こ
で
生
き
る
農
婦
の
世
界

の
あ
り
よ
う
が
見
え
て
く
る
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
つ
ど
、
そ
の
靴
を
履
い
た
り
、
脱
ぎ
捨
て
た
り
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
農
婦

に
と
っ
て
は
、
あ
れ
こ
れ
考
え
た
り
、
観
察
し
た
り
す
る
以
前
に
、
い
つ
だ
っ
て
す
で
に
、
そ
の
い
っ
さ
い
を
そ
の
身
に
受
け
入
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
地
質
や
気
候
、
時
節
の
状
態
や
そ
の
変
動
な
ど
、
大
地
が
断
り
も
な
く
差
し
出
し
て
く
る
、
そ
う
し

た
呼
び
か
け
に
耳
を
傾
け
、
そ
こ
で
生
き
る
た
め
に
、
た
と
え
ば
、
つ
ら
い
農
作
業
だ
っ
て
強
い
ら
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

う
し
て
、
こ
の
大
地
で
ど
う
生
き
、
ど
う
暮
ら
し
を
立
て
て
ゆ
く
べ
き
か
、
そ
こ
で
生
き
る
べ
き
世
界
の
あ
り
よ
う
が
そ
の
身
に
開

か
れ
て
も
く
る
の
だ
ろ
う
。
気
が
つ
け
ば
す
で
に
、
そ
う
し
た
大
地
に
生
い
立
つ
世
界
に
身
を
お
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
じ
め
て
、
そ
の
土
地
に
ふ
さ
わ
し
い
農
作
業
の
や
り
方
も
決
ま
っ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
履
物
と
い
う

九
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の
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
、
農
作
業
の
た
め
の
履
物
と
い
う
、
こ
の
有
用
性
そ
の
も
の
は
、
大
地
の
呼
び
か
け
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
開
か
れ
て

く
る
世
界
の
あ
り
よ
う
を
根
拠
と
し
て
な
り
た
つ
も
の
だ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
有
用
性
が
そ
こ
か
ら
な
り
た
つ
は
ず
の
こ
の
根
拠

と
し
て
の
道
具
の
あ
り
よ
う
の
こ
と
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
有
用
性
か
ら
区
別
し
て
、「
信
頼
性
（Verläβlichkeit

）」（U
K
, 28

）
と
よ
ぶ
。

畑
仕
事
の
現
場
で
作
業
す
る
農
婦
は
、
ま
さ
に
そ
の
靴
を
頼
り
に
し
、
そ
れ
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
で
、
自
分
の
生
い
立
つ
大
地
の

呼
び
か
け
に
応
じ
、
自
分
の
生
き
る
世
界
の
あ
り
方
を
確
信
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
農
婦
の
靴
の
有
用
性
そ
の
も
の
が
畑
仕
事
の

現
場
か
ら
な
り
た
ち
、
そ
の
現
場
で
発
揮
さ
れ
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
靴
は
靴
と
な
る
と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た
信
頼
性
に
根
ざ
し
て

の
こ
と
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
し
だ
い
に
そ
の
道
具
も
使
い
古
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
の
使
用
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
習
慣
化
さ
れ
て
ゆ
く
と
、
え
て
し

て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
の
信
頼
性
が
見
失
わ
れ
、
有
用
性
だ
け
が
目
立
っ
て
き
て
し
ま
い
が
ち
に
も
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し

て
、
道
具
は
、
目
的
の
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
形
づ
く
ら
れ
た
素
材
と
い
う
概
念
が
幅
を
き
か
す

こ
と
に
も
な
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
む
き
だ
し
の
有
用
性
は
、
道
具
の
根
源
は
素
材
に
形
を
刻
印
す
る
単
な
る
製
作
に
あ
る
、
と
い
う
見
か
け
を
呼
び

さ
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
具
は
、
そ
れ
が
本
当
に
道
具
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
も
っ
と
遠
く
に
由
来
し
て
い
る
。
素

材
と
形
、
そ
し
て
両
者
の
区
別
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
深
い
根
源
か
ら
な
り
た
つ
。（ebd.

）
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Ⅲ
．
作
品
と
は
何
な
の
か

5
．
作
品
か
ら
真
理
の
生
起
へ

道
具
の
道
具
ら
し
さ
、
そ
の
信
頼
性
に
気
づ
か
さ
れ
る
た
め
に
は
、
目
の
前
に
あ
る
一
足
の
靴
の
あ
り
よ
う
を
記
述
し
た
り
、
そ

の
製
作
過
程
を
調
べ
た
り
、
使
用
状
況
を
観
察
す
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
実
証
的
な
手
続
き
を
踏
む
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
ゴ
ッ
ホ

の
描
い
た
一
枚
の
絵
、
た
だ
そ
れ
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
い
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
よ

う
に
、
こ
の
作
品
を
と
お
し
て
は
じ
め
て
、
道
具
の
道
具
ら
し
さ
、
そ
の
隠
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
「
真
理
（W

ahrheit

）」
が
「
隠

れ
な
き
あ
り
よ
う
（U

nverborgenheit

）」、
つ
ま
り
「
ア
レ
ー
テ
イ
ア
（ἀλήθεια

）」
と
し
て
「
生
起
（ein Geschehen

）」
し
て
く
る

と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
物
や
道
具
へ
の
問
い
を
経
由
し
て
、
こ
こ
で
い
よ
い
よ
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
芸
術
作
品
に
も
ど
り
、
芸
術
の

本
質
を
「
存
在
す
る
も
の
の
真
理
が
そ
れ
自
身
を－

作
品
（
活
動
）－

の
う
ち
へ
と－

据
え
る
こ
と
（das Sich-ins-W

erk-Setzen

）」、

真
理
が
「
自
ず
か
ら
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
（das Sich ins W

erk Setzen

）」
と
い
う
意
味
で
「
真
理
の
生
起
」（U

K
, 30

）
と
定
義

し
な
お
す
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
い
か
に
も
奇
妙
と
い
う
し
か
な
い
、
こ
の
言
い
回
し
に
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な

意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

芸
術
の
本
質
を
こ
の
よ
う
に
真
理
に
絡
め
て
定
義
す
る
こ
と
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
芸
術
に
つ
い
て
の
美
学
の
考

え
方
だ
け
で
は
な
く
、
真
理
に
つ
い
て
の
論
理
学
の
考
え
方
か
ら
も
距
離
を
と
ろ
う
と
す
る
。

芸
術
が
美
を
生
み
出
す
技
巧
の
こ
と
で
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
単
に
道
具
を
作
り
出
す
だ
け
の
い
わ
ゆ
る
技
術
と
は
区
別
さ
れ
、

美
術
と
よ
ば
れ
て
き
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
真
理
の
方
は
、
論
理
学
を
含
め
、
科
学
と
い
わ
れ
る
学
問
分

野
が
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
芸
術
に
つ
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
持
ち
出
し
て
く
る
こ
の
定
義
も
、
芸

九
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術
を
真
理
の
再
現
、
つ
ま
り
現
実
の
模
倣
や
写
し
だ
と
す
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
も
き
そ
う
だ
が
、
そ
れ
は
誤
解
だ
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
目
の
前
に
あ
る
現
実
を
再
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
で
再
現
さ
れ
た
も
の
が
現
実
に
存
在
す
る
も
の
と
合
致
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
合
致
の
こ
と
を
中
世
で
は
「
ア
ダ
エ
ク
ワ
ー
テ
ィ
オ
ー
（adaequatio

）」
と
よ
ば
れ
、
以
来
、
そ
れ

が
真
理
の
本
質
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
真
理
と
は
、
け
っ
し
て
、
そ
う
し
た
合
致
と
い
う
意

味
で
の
真
理
で
は
な
い
か
ら
だ
。
ゴ
ッ
ホ
の
絵
も
、
目
の
前
に
あ
る
一
足
の
靴
を
模
写
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
く
、
そ
の

絵
を
と
お
し
て
、
当
の
靴
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
に
隠
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
、
大
地
や
世
界
か
ら
生
い
立
つ
信
頼
性
と
い
う
そ

の
真
理
が
み
ご
と
に
生
起
し
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
い
か
に
も
目
の
前
に
あ
る
一
個
の
泉
を
た
だ
模

写
し
て
い
る
だ
け
に
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
、
Ｃ
・
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
の
詩
「
ロ
ー
マ
の
泉
」
に
し
て
も
、
や
は
り
、
そ
れ
が
偉
大
な

芸
術
作
品
と
し
て
な
り
た
つ
か
ぎ
り
は
、
そ
れ
な
り
に
そ
う
し
た
真
理
が
生
起
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
作
品
の
物
め
い
た
面
を
と
ら
え
る
に
は
支
配
的
な
物
概
念
で
は
不
十
分
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ

も
そ
も
、
そ
の
物
め
い
た
面
を
下
部
構
造
と
し
、
そ
の
上
に
築
か
れ
る
ア
レ
ゴ
リ
ー
や
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
点
か
ら
作
品
を
説
明
し
よ

う
と
す
る
考
え
方
そ
の
も
の
に
も
異
議
を
唱
え
よ
う
と
す
る
。
な
に
し
ろ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
作
品
と
は
、
伝
統
的
な
美
学
が
そ

う
考
え
る
よ
う
に
、
形
づ
く
ら
れ
た
素
材
の
上
に
美
的
な
価
値
が
付
与
さ
れ
る
だ
け
の
道
具
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う

な
る
と
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
だ
け
で
な
く
、
物
の
物
ら
し
さ
を
問
う
た
め
に
も
、
物
か
ら
は
じ
め
て
も
、
道
具
か
ら
は
じ
め
て
も

う
ま
く
ゆ
か
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
道
具
の
道
具
ら
し
さ
、
つ
ま
り
そ
の
信
頼
性
に
し
て
も
、
道
具
そ
の
も

の
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ゴ
ッ
ホ
の
絵
と
い
う
作
品
の
ほ
う
か
ら
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
区
別
さ
れ
る
は
ず
の
道
具
ら
し
さ
や
物
ら
し
さ
、
こ
れ
を
問
い
な

九
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お
す
た
め
に
も
、
作
品
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
作
品
に
お
け
る
真
理
の
生
起
と
は
そ
も
そ

も
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
点
を
も
っ
と
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
絵
画
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
描
写
芸
術

か
ら
離
れ
て
、
今
度
は
、
建
築
作
品
の
一
つ
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
の
神
殿
に
注
目
し
、
あ
ら
た
め
て
、
作
品
に
お
け
る
大
地
と
世
界
の

あ
り
よ
う
を
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

6
．
世
界
と
大
地
の
闘
争

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
そ
の
試
み
は
、
じ
つ
に
詩
的
で
味
わ
い
深
く
、
濃
密
な
筆
致
で
綴
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
野
暮

は
承
知
で
、
い
さ
さ
か
散
漫
に
か
み
砕
き
な
が
ら
、
手
短
に
そ
の
要
諦
だ
け
で
も
か
い
つ
ま
ん
で
み
た
い
。

絵
画
と
は
違
い
、
建
築
作
品
と
し
て
の
ギ
リ
シ
ア
神
殿
は
、
何
を
描
写
し
て
い
る
の
で
も
な
く
、
た
だ
そ
こ
に
立
っ
て
い
る
。
そ

こ
に
立
ち
、
岩
盤
の
上
に
静
か
に
横
た
わ
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
岩
か
ら
は
、
建
物
を
支
え
る
秘
め
隠
さ
れ
た
力
が
窺
わ
れ
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
そ
の
作
品
は
、
荒
れ
狂
う
嵐
に
耐
え
る
こ
と
で
そ
の
嵐
の
威
力
を
知
ら
し
め
、
そ
の
岩
の
輝
く
よ
う
す
か
ら
、

昼
の
光
や
空
の
広
が
り
、
夜
の
闇
が
そ
れ
と
し
て
現
れ
て
き
も
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
作
品
が
そ
こ
に
毅
然
と
聳
え
立
つ
こ
と
で
、

大
気
と
い
う
眼
に
み
え
な
い
空
間
も
見
え
て
く
る
し
、
そ
の
作
品
の
揺
ら
ぎ
の
な
い
静
け
さ
を
背
景
に
し
て
、
海
の
荒
れ
狂
う
よ
う

す
も
露
わ
に
な
っ
て
き
も
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
そ
の
ま
わ
り
に
生
い
立
つ
は
ず
の
樹
木
や
草
、
鷲
や
牛
、
蛇
や
コ
オ
ロ
ギ

と
い
っ
た
生
物
た
ち
の
あ
り
よ
う
も
際
立
っ
て
く
る
こ
と
に
も
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
建
築
作
品
を
と
お
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
岩
山
や
、
そ
れ
を
襲
う
こ
と
に
な
る
嵐
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
、
昼
夜
の
明
る
さ
や

暗
さ
、
空
の
広
さ
、
大
気
、
海
の
波
、
そ
の
周
り
に
生
息
す
る
生
物
た
ち
が
、
そ
れ
と
し
て
現
れ
は
じ
め
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
そ

う
し
た
自
然
が
織
り
な
す
大
地
と
い
う
も
の
が
そ
の
顔
を
ふ
と
覗
か
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
こ
う
し
て
、
人
間
が
そ
の
大
地
の
上
で

九
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ど
う
生
き
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
自
分
の
生
き
る
世
界
の
見
通
し
も
開
か
れ
て
く
る
と
い
い
た
い
の
だ
ろ
う
。
ハ
イ
デ

ガ
ー
は
、
そ
う
し
た
世
界
と
大
地
の
あ
り
よ
う
こ
そ
、
ふ
つ
う
は
自
然
と
訳
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
フ
ュ
シ
ス
（φύσις

）」
と
い

う
言
葉
の
も
と
の
意
味
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
顔
を
覗
か
せ
、
そ
し
て
開
か
れ
て
く
る
こ
と
そ
の
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
全
体
の
こ
と
を
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
早
初

に
フ
ュ
シ
ス
と
よ
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。
フ
ュ
シ
ス
は
同
時
に
、
人
間
が
そ
の
上
に
、
そ
し
て
そ
の
う
ち
に
自
分
の
住
ま
い

を
定
め
る
あ
の
も
の
に
光
を
当
て
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
大
地

0

0

と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。（U

K
, 38

）

も
っ
と
も
、
そ
の
大
地
と
は
、
そ
こ
か
ら
開
か
れ
て
く
る
は
ず
の
も
の
を
覆
い
隠
す
も
の
で
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
開
か
れ
て
き
た

は
ず
の
世
界
も
、
そ
の
大
地
へ
と
送
り
か
え
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。

大
地
と
は
、
こ
の
よ
う
に
開
か
れ
て
く
る
こ
と
で
開
か
れ
て
く
る
も
の
の
す
べ
て
が
、
し
か
も
開
か
れ
て
く
る
も
の
の
ま
ま
に
、

そ
こ
へ
連
れ
も
ど
さ
れ
、
覆
い
隠
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
開
か
れ
て
く
る
も
の
の
う
ち
で
、
こ
の
大
地
は
、
覆
い
隠
す
も
の

と
し
て
な
り
た
っ
て
い
る
。

　

神
殿
と
い
う
作
品
は
、
そ
こ
に
立
ち
な
が
ら
一
つ
の
世
界
を
開
き
、
同
時
に
そ
の
世
界
を
大
地
へ
と
送
り
か
え
す
。
こ
う
し

て
は
じ
め
て
、
こ
の
大
地
そ
の
も
の
も
故
郷
の
地
と
し
て
そ
の
顔
を
覗
か
せ
る
の
で
あ
る
。（ebd.

）

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

九
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そ
の
世
界
と
は
、
目
の
前
に
あ
る
事
物
を
寄
せ
集
め
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
れ
が
収
容
さ
れ
る
大
き
な
箱
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
話
か
ら
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。「
そ
の
世
界
と
は
、
け
っ

し
て
、
目
の
前
に
立
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
観
察
さ
れ
う
る
よ
う
な
一
つ
の
対
象
で
は
な
い
」（U

K
, 41

）
の
だ
ろ
う
し
、
何
で
あ
れ
、

そ
う
し
た
事
物
や
対
象
が
何
か
と
し
て
目
の
前
に
あ
り
、
何
か
と
し
て
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
い
つ
だ
っ
て
す
で
に
、
気
が
つ
け

ば
、
自
分
の
生
き
る
世
界
と
い
う
見
通
し
が
開
か
れ
、
そ
の
世
界
に
身
を
お
い
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
農
婦
に
と
っ
て
は
、
農

作
業
の
靴
が
靴
と
し
て
な
り
た
つ
た
め
に
も
、
す
で
に
農
家
の
暮
ら
し
、
農
婦
の
生
き
る
世
界
と
い
う
も
の
が
な
り
た
っ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
い
み
じ
く
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
そ
う
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
、
気
が
つ
い
た
ら
す
で
に
、「
世
界
は
世
界
と
な
っ
て
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

（W
elt w

eltet

）」（U
K
, 41

）
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
作
品
を
と
お
し
て
世
界
が
世
界
と
な
る
た
め
に
も
、
や
は
り
何
ら
か
の
素
材
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
作
品
が
制
作
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
素
材
と
い
っ
て
も
、
道
具
の
有
用
性
に
と
っ
て
は
、
特
定
の
用
途
に
役
だ
て
ば
、

も
は
や
素
材
な
ど
何
だ
っ
て
い
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
作
品
に
お
い
て
は
そ
う
は
い
か
な
い
と
い
う
の
だ
。

神
殿
の
岩
の
重
み
や
硬
さ
、
建
物
を
担
う
そ
の
秘
め
た
力
は
、
そ
の
神
殿
が
そ
の
神
殿
で
あ
る
た
め
に
は
、
ど
う
で
も
い
い
ど
こ
ろ

か
、
ま
さ
に
岩
の
隠
さ
れ
た
持
ち
味
が
そ
の
持
ち
味
の
ま
ま
に
引
き
だ
さ
れ
て
こ
そ
、
そ
の
神
殿
は
そ
れ
と
し
て
な
り
た
っ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
岩
の
重
さ
や
堅
さ
、
強
さ
、
そ
し
て
日
に
照
ら
さ
れ
る
輝
き
の
あ
り
よ
う
と
い
う
の
は
、
人
間
の
予

測
や
意
図
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
な
り
た
つ
の
だ
ろ
う
。
岩
を
砕
く
な
ど
し
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
岩
の
重
み
が
醸
し
だ
す
迫
力

や
質
感
そ
の
も
の
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
砕
け
た
石
を
秤
に
か
け
、
そ
の
重
さ
を
数
値
化
し
測
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
は
た
だ
の
数
値
で
し
か
な
く
、
や
は
り
そ
の
岩
の
重
量
感
そ
の
も
の
と
は
い
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
し
た
岩
の
あ
り
よ
う
か
ら
、
神
殿
を
取
り
巻
く
山
や
海
な
り
が
山
や
海
と
し
て
現
れ
る
こ
と
で
、
一
つ
の
世
界
と
い
う
見
通
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し
が
開
か
れ
、
世
界
が
世
界
と
な
る
一
方
で
、
そ
の
岩
の
質
感
や
持
ち
味
そ
の
も
の
は
、
そ
の
見
通
し
か
ら
覆
い
隠
さ
れ
る
こ
と
で

な
り
た
つ
わ
け
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
大
地
と
は
、
ま
さ
に
、
人
間
の
手
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
、
物
が
そ
の
物
の
ま
ま
に
醸

し
だ
す
物
ら
し
さ
、
フ
ュ
シ
ス
と
し
て
の
自
然
の
御
し
が
た
さ
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
御
し
が
た
さ
が
御
し
が
た
さ
の
ま
ま

に
、
そ
の
持
ち
味
を
発
揮
し
な
が
ら
、
作
品
の
う
ち
に
ふ
と
そ
の
顔
を
覗
か
せ
て
く
る
と
い
い
た
い
の
だ
ろ
う
。
作
品
を
と
お
し
て

世
界
と
い
う
見
通
し
が
開
か
れ
て
く
る
は
ず
な
の
に
、
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
、
翻
っ
て
逆
に
、
そ
の
見
通
し
か
ら
は
覆
い
隠
さ
れ
た

ま
ま
の
大
地
の
御
し
が
た
さ
に
も
気
づ
か
さ
れ
、
そ
こ
に
送
り
か
え
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
相
互
に
対
立
し
な
が
ら
も
、

相
互
に
支
え
あ
う
と
も
い
え
る
、
世
界
と
大
地
と
の
こ
の
独
特
な
緊
張
関
係
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
闘
争
（Streit

）」
と
よ
ぶ
。

一
つ
の
世
界
を
開
き
立
て
な
が
ら
、
大
地
を
こ
ち
ら
へ
立
て
る
こ
と
で
作
品
は
こ
の
闘
争
を
成
就
す
る
。
作
品
が
作
品
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
世
界
と
大
地
と
の
間
で
そ
の
闘
争
が
挑
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
た
つ
。（U

K
, 42

）

だ
と
す
る
と
、
作
品
に
お
い
て
真
理
が
生
起
し
、
そ
の
真
理
が
そ
れ
自
身
を
作
品
（
活
動
）
の
う
ち
へ
と
据
え
る
と
い
う
と
き
、

そ
の
真
理
の
中
味
と
は
、
ど
う
い
う
具
合
に
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ⅳ
．
作
品
か
ら
人
間
（
現
存
在
）
へ

7
．
真
理
の
生
起
か
ら
テ
ク
ネ
ー
へ

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
い
う
真
理
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
ア
レ
ー
テ
イ
ア
（ἀλήθεια

）
の
も
と
の
意
味
、

九
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つ
ま
り
、
存
在
す
る
も
の
の
隠
れ
な
さ
（U

nverborgenheit

）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
真
理
と
は
、
認
識
と
事
象
と
の
一
致
の
こ
と

で
は
な
く
、
道
具
な
ら
、
道
具
の
道
具
ら
し
さ
、
そ
の
隠
さ
れ
た
本
質
の
隠
れ
な
さ
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
道
具
を
含
め
、
存

在
す
る
も
の
の
そ
う
し
た
隠
れ
な
さ
の
こ
と
を
い
う
わ
け
だ
。
そ
も
そ
も
認
識
や
そ
の
表
現
で
あ
る
命
題
が
事
象
に
一
致
す
る
と
い

う
真
理
が
な
り
た
つ
の
も
、
す
で
に
事
象
そ
の
も
の
が
隠
れ
な
き
も
の
と
し
て
現
れ
、
認
識
や
命
題
が
そ
の
隠
れ
な
さ
に
「
正
し
く

合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
（richten

）」
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、「
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
真
理
の
本
質
、
見
解
の
正
し
さ

（Richtigket des V
orstellens

）
と
い
う
も
の
の
正
否
も
、
存
在
す
る
も
の
の
隠
れ
な
さ
と
し
て
の
真
理
し
だ
い
だ
」（U

K
, 49

）
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
第
一
の
物
概
念
で
い
わ
れ
た
、
偶
有
性
と
実
体
と
い
う
、
物
の
構
造
と
、
主
語
と
述
語
と
い
う
、
命
題
の

構
造
と
を
と
も
に
支
え
る
は
ず
の
根
拠
と
い
う
の
も
、
こ
の
意
味
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
っ
と
も
、
隠
れ
な
さ
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
個
々
に
存
在
す
る
も
の
の
隠
れ
な
さ
の
こ
と
だ
け
を
い
う
の
で
は
な
い
。
何
で

あ
れ
、「
存
在
す
る
も
の
の
全
体
（Seiende im

 Ganzen

）」
が
隠
れ
な
き
も
の
と
し
て
現
れ
て
く
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
現
れ
て
く

る
場
そ
の
も
の
も
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
が
そ
こ
に
収
集
さ
れ
る
、
い
わ
ば
「
一
つ
の
空
き
地

（Lichtung

）」
と
で
も
い
え
そ
う
な
視
野
が
、
い
つ
だ
っ
て
す
で
に
隠
れ
な
き
も
の
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（U

K
, 51

）。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
現
れ
て
く
る
何
か
を
何
か
と
見
間
違
っ
た
り
、
思
い
違
っ
た
り
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
存
在

す
る
も
の
の
隠
れ
な
さ
が
そ
の
仮
象
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
空
き
地
と
し
て
の
視
野
が
開
か
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
な
り
た
つ
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
見
せ
か
け
に
気
づ
き
、
そ
こ
で
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
見
解
が
ど
れ
ほ
ど
確
実

に
思
わ
れ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
こ
れ
も
、
仮
象
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。
だ
と
す

る
と
、
開
か
れ
た
空
き
地
と
い
う
視
野
そ
の
も
の
の
隠
れ
な
さ
の
向
こ
う
に
も
、
ま
る
で
そ
こ
に
現
れ
る
の
を
拒
絶
す
る
か
の
よ
う

に
、
隠
さ
れ
て
し
ま
う
何
か
が
い
つ
ま
で
も
残
さ
れ
つ
づ
け
て
ゆ
く
し
か
な
い
の
だ
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
隠0

一
〇
〇
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れ
な
さ
と
い
う
真
理
の
本
質
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

二0

重
に
隠
す
と
い
う
仕
方
で
の
こ
の
拒
絶
が
含
ま
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（U
K
, 53

）
と
い
う
の
で
あ
る
。

世
界
と
大
地
と
の
闘
争
と
い
う
の
も
、
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
に
、
空
き
地
と
し
て
の
視
野
が
隠
さ
れ
ず
に
開
か
れ
て
く
る
こ
と
と
、

そ
こ
か
ら
隠
し
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
が
対
立
し
な
が
ら
も
、
支
え
合
う
こ
と
で
な
り
た
つ
、
そ
う
し
た
隠
れ
な
さ
と
し
て
の

真
理
の
生
起
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
真
理
の
な
り
た
ち
の
こ
と
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は

「
原
闘
争
（U

rstreit
）」（U

K
, 53

）
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
世
界
と
い
う
見
通
し
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
何
か
を
見
定
め
て
ゆ
く
た
め
に

は
見
間
違
い
や
思
い
違
い
を
繰
り
返
し
て
ゆ
く
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
見
通
し
か
ら
閉
ざ
さ
れ
る
は
ず
の
大

地
の
御
し
が
た
さ
も
御
し
が
た
さ
の
ま
ま
に
そ
の
顔
を
覗
か
せ
て
も
く
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
原
闘
争
と
し
て
の
真
理
が
生
起
す

る
こ
と
で
、
世
界
と
大
地
と
の
闘
争
も
な
り
た
つ
の
だ
と
す
る
と
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
そ
う
定
義
し
て
も
い
た
よ
う
に
、「
真
理
が
生

起
す
る
こ
の
よ
う
な
仕
方
の
一
つ
が
、
作
品
が
作
品
で
あ
る
こ
と
」（U

K
, 54

）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
真
理
の
生
起
と
し
て
な
り
た
つ
作
品
も
、
や
は
り
芸
術
家
と
い
う
人
間
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も

の
で
も
あ
る
は
ず
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
創
作
と
は
、
い
っ
た
い
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

作
品
の
創
作
も
、
道
具
の
製
作
も
何
か
を
「
生
み
出
す
（H

ervorbringen

）」
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
だ
ろ
う
し
、
そ
の
意
味

で
は
、
ど
ち
ら
も
手
仕
事
的
な
、
い
わ
ゆ
る
技
術
と
さ
れ
る
も
の
が
必
要
と
な
る
。
偉
大
な
芸
術
家
で
あ
る
た
め
に
は
、
並
み
は
ず

れ
た
技
能
や
技
術
が
要
求
さ
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
磨
き
養
う
た
め
に
そ
れ
こ
そ
並
々
な
ら
ぬ
修
練
や
努
力
を
重
ね
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
芸
術
家
と
職
人
に
は
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
た
し
か
に
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
テ
ク
ネ
ー
（τέχνη

）」
も
、
手
仕
事
と
芸
術
の
両
方
に
使

わ
れ
る
言
葉
で
は
あ
っ
た
し
、
職
人
も
芸
術
家
も
「
テ
ク
ニ
テ
ー
ス
（τέχνίτης
）」
と
い
う
同
じ
言
葉
で
よ
ば
れ
て
は
い
た
は
ず
だ

ろ
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
作
品
の
創
作
も
ま
る
っ
き
り
道
具
の
製
作
の
よ
う
に
手
仕
事
や
技
術
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け

一
〇
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で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
の
テ
ク
ネ
ー
と
は
、
職
人
や
芸
術
家
の
な
す
作
業
、
い
わ
ゆ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
実
践
が
そ
も
そ
も
可
能
に
な
る
た
め
の
「
知
の
一
つ
の
あ
り

方
（eine W

eise des W
issens

）」
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
知
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
個
々
の
認
識
、
知
識
や
情
報
の
こ
と
で
は
な
く
、「
見
抜
い
て
い
る
（gesehen haben

）」
こ
と
、
つ
ま
り
「
現
前
す
る
も

の
を
そ
の
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
（vernehm

en des A
nw
esenden als eines solchen

）」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ

れ
も
や
は
り
、「
存
在
す
る
も
の
の
ベ
ー
ル
を
と
り
除
く
こ
と
（Entbergung des Seienden

）」、
つ
ま
り
存
在
す
る
も
の
の
隠
れ
な

さ
と
し
て
の
ア
レ
ー
テ
イ
ア
か
ら
な
り
た
つ
と
い
う
の
だ
（U

K
, 59

）。

職
人
も
芸
術
家
も
、
道
具
や
作
品
を
「
作
る
（M
achen

）」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
同
じ
テ
ク
ニ
ー
ス
と
よ
ば
れ
る
の
で
は
な
く
、

テ
ク
ネ
ー
が
道
具
や
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
だ
と
し
て
も
、
そ
こ
で
い
わ
れ
る
そ
の
「
生
み
出
す
こ
と
（H

ervorbringen

）」
と
は
、

む
し
ろ
、
隠
さ
れ
た
も
の
を
「
こ
ち
ら
へ－

取
り
だ
す
こ
と
（H

ervor-bringen

）」（ebd.

）、
い
っ
て
み
れ
ば
、
存
在
す
る
も
の
の

隠
さ
れ
た
持
ち
味
を
見
抜
き
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
ひ
き
出
し
、
隠
れ
な
き
あ
り
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
い
た

い
の
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
ド
イ
ツ
語
の
「hervorbringen

」
に
は
、「（
貯
蔵
場
所
・
隠
し
場
所
な
ど
か
ら
）
取
り
出
す
、
持
ち
出
し

て
く
る
」
と
い
う
用
法
も
あ
り
、
そ
れ
を
名
詞
化
し
た
「H

ervorbringung

」
も
、
や
は
り
、
製
造
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
工

芸
や
芸
術
に
よ
る
作
品
の
こ
と
を
表
す
た
め
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
素
材
の
隠
さ
れ
た
持
ち
味
が
作
品
と
し
て
ひ
き

出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
意
味
に
も
考
え
た
く
な
る
。

作
品
の
創
作
だ
け
で
な
く
、
道
具
の
製
作
に
も
、
そ
の
実
践
に
さ
き
だ
っ
て
、
そ
う
し
た
知
と
し
て
の
テ
ク
ネ
ー
の
は
た
ら
き
が

通
底
し
て
い
た
は
ず
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
す
べ
て
は
、「
自
力
で
成
長
す
る
こ
と
で
開
か
れ
て
く
る
存
在
す
る
も
の
、
つ
ま
り

フ
ュ
シ
ス
の
た
だ
な
か
で
生
起
す
る
」（ebd.

）
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
作
品
だ
け
で
な
く
、
道
具
で
す
ら
も
、
人
為
の
及
ば
ぬ
と
こ

一
〇
二
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ろ
で
フ
ュ
シ
ス
と
し
て
の
自
然
が
そ
の
持
ち
味
を
発
揮
す
る
が
ま
ま
に
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
そ
の
持
ち
味
を
ひ
き
出
し
て
く
る
こ

と
に
な
り
た
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
わ
け
だ
。
ゴ
ッ
ホ
の
絵
か
ら
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
道
具
の
道
具

ら
し
さ
、
つ
ま
り
、
大
地
と
世
界
か
ら
な
り
た
つ
そ
の
信
頼
性
と
い
う
の
も
、
そ
の
意
味
で
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
る
。
作
品
を
創

作
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
道
具
が
道
具
に
な
る
た
め
に
も
、
す
で
に
そ
う
し
た
フ
ュ
シ
ス
、
つ
ま
り
世
界
と
大
地
の

原
闘
争
と
し
て
の
真
理
の
生
起
に
つ
い
て
、
そ
の
大
地
に
生
い
立
ち
、
そ
の
世
界
に
生
き
る
人
間
が
、
す
で
に
見
抜
き
、
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
、
そ
の
ベ
ー
ル
を
と
り
除
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
（
7
）。

も
っ
と
も
、
日
常
で
は
、
物
や
道
具
は
有
用
性
に
埋
没
し
て
し
ま
い
、
フ
ュ
シ
ス
に
由
来
す
る
そ
の
物
ら
し
さ
や
道
具
ら
し
さ
が

見
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
有
用
性
を
突
き
破
る
「
衝
撃
（Stoβ

）」
で

あ
り
、「
途
方
も
な
い
も
の
（das U

ngeheure

）」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
（U

K
, 67

）、
物
や
道
具
に
比
べ
、
と
り
わ
け
、
そ
う
し
た
テ
ク

ネ
ー
と
し
て
の
創
作
の
あ
り
よ
う
に
も
気
づ
か
さ
れ
て
く
る
と
い
う
わ
け
だ
。

8
．
創
作
す
る
こ
と
か
ら
、
守
る
こ
と
、
詩
作
す
る
こ
と
へ

そ
う
し
た
衝
撃
や
、
途
方
も
な
さ
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
と
め
る
こ
と
は
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
が
日
常
の
有
用
性
に
埋
没
し
て
し

ま
う
の
を
「
防
ぎ
（bew

ahren

）」、
そ
の
危
険
か
ら
作
品
の
作
品
ら
し
さ
を
「
守
る
（bew

ahren

）」
こ
と
で
も
あ
る
と
い
え
そ
う

で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
よ
う
に
、「
創
作
さ
れ
る
も
の
そ
の
も
の
は
、
守
る
者
た
ち
（die Bew

ahrenden

）

な
し
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
え
な
い
」（U

K
, 67f.

）
の
だ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
そ
の
守
る
と
い
う
こ
と
も
、
作
品
の

作
品
ら
し
さ
に
秘
め
ら
れ
た
衝
撃
や
途
方
も
な
さ
に
驚
か
さ
れ
、
そ
う
し
て
、
真
理
の
生
起
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

意
味
で
は
、
や
は
り
、「
一
つ
の
知
（ein W

issen

）」
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
そ
の
知
と
は
、『
存
在
と
時
間
』（
一
九
二
七

一
〇
三
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年
）
の
な
か
で
「
脱
自
的
（ekstatisch

）」、「
決
意
（Ent-schlossenheit

）」、「
実
存
（Existenz

）」
と
い
う
言
葉
で
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
（U

K
, 68

）。
つ
ま
り
、
人
間
が
自
分
の
思
い
や
意
図
か
ら
脱
し
て
（
脱
自
的
に
）、
日
常
の
有
用
性

に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
あ
り
方
（schlossenheit

）
か
ら
距
離
を
と
り
（ent

）、
そ
の
外
に
（ex

）
立
つ
（sistenz

）
こ
と
で
、
真
理
の
生

起
に
身
を
ま
か
せ
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
と
い
う
わ
け
だ
（ebd.

）。
そ
の
よ
う
な
知
と
し
て
の
守
る
こ
と
は
、
新

カ
ン
ト
派
の
美
学
が
考
え
る
よ
う
に
、
作
品
を
刺
激
材
料
に
し
て
個
人
が
美
を
感
じ
る
体
験
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
し
、
作
品
の
特
質

や
魅
力
を
た
だ
の
趣
味
と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
や
、
作
品
の
真
贋
や
価
値
を
鑑
定
し
た
り
、
作
品
を
保
存
、
修
復
す
る
た
め
に
科
学

的
な
分
析
を
試
み
こ
と
と
も
、
ま
っ
た
く
ち
が
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

そ
の
知
に
よ
っ
て
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
が
守
ら
れ
る
こ
と
で
、
大
地
と
し
て
顔
を
覗
か
せ
る
は
ず
の
物
の
物
ら
し
さ
も
、
そ
の

大
地
と
世
界
か
ら
な
り
た
つ
信
頼
性
で
あ
っ
た
は
ず
の
道
具
の
道
具
ら
し
さ
も
、
や
は
り
、
有
用
性
と
い
う
物
概
念
の
支
配
や
襲
撃

か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
作
品
は
そ
の
作
品
ら
し
さ
の
ま
ま
に
創
作
さ
れ
、
そ
の
作
品
ら
し
い
衝

撃
や
途
方
も
な
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
、「
芸
術
と
は
真
理
が
生
成
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
生
起
す
る
こ
と
の

0

0

0

0

0

0

0

一0

つ
で
あ
る

0

0

0

0

」
の
だ
と

す
れ
ば
、
す
べ
て
の
芸
術
は
詩
作
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
い
う
。

す
べ
て
の
芸
術

0

0

0

0

0

0

は
、
存
在
す
る
も
の
そ
の
も
の
の
真
理
の
到
来
を
そ
の
ま
ま
生
起
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
本
質
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

は
詩
作

0

0

0

（D
ichtung

）
で
あ
る
。（U

K
, 73f

）

詩
作
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
文
芸
作
品
と
し
て
の
「
詩
（Poesie
）」
を
作
る
こ
と
だ
け
を
い
う
の
で
は
な
く
、
す
で

一
〇
四
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に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
真
理
を
空
け
開
き
（lichtend

）、
そ
の
輪
郭
を
描
き
出
す
（Entw

erfen

）」
と
い
う
、
よ
り
広
い
意
味
で
の

こ
と
で
あ
り
、
文
芸
作
品
と
し
て
の
狭
い
意
味
で
の
詩
は
、
そ
の
一
つ
の
あ
り
方
で
し
か
な
い
（U

K
, 75

）。
と
は
い
え
、
い
や
、

だ
か
ら
こ
そ
、
文
芸
作
品
と
し
て
の
詩
は
、
や
は
り
、
芸
術
の
な
か
で
も
卓
越
し
た
地
位
を
占
め
る
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
、

「
言
葉
（Sprache

）」
そ
の
も
の
が
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
詩
作
そ
の
も
の
の
な
り
た
ち
で
も
あ
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

言
葉
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
も
や
は
り
、
ふ
つ
う
は
そ
う
考
え
ら
れ
が
ち
で
も
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
事
柄
を
伝
達
し
た
り
、
そ
の
意
味

を
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
音
声
や
文
字
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
そ
う
し
た
伝
達
や
表
現
が
な

り
た
つ
た
め
に
も
、「
言
葉
が
存
在
す
る
も
の
を
存
在
す
る
も
の
と
し
て
、
は
じ
め
て
開
か
れ
た
と
こ
ろ
（das O

ff ene

）
へ
も
た
ら

す
」（ebd.

）
こ
と
が
な
り
た
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

気
が
つ
け
ば
す
で
に
人
間
に
と
っ
て
そ
の
言
葉
と
い
う
も
の
が
な
り
た
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
何
で
「
あ
れ
（sei

）」、

そ
の
何
か
が
何
か
で
「
あ
る
（sein

）」
と
か
、
何
か
で
「
な
い
（nicht sein

）」
と
か
い
っ
た
よ
う
に
、「
あ
る
（Sein

）」
と
か
「
な

い
（N

ichts

）」
と
か
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
存
在
と
は
何
か
、
そ
の
言
葉
の
意
味
も
理
解
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
し
、
そ
う

し
た
存
在
と
い
う
視
点
が
開
か
れ
て
い
て
は
じ
め
て
、
何
か
が
何
か
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

い
う
よ
う
に
、
石
や
、
植
物
、
動
物
に
は
、
人
間
の
よ
う
に
そ
う
し
た
言
葉
が
な
り
た
っ
て
い
な
い
は
ず
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ

に
存
在
と
い
う
視
点
が
開
か
れ
る
こ
と
も
な
い
の
だ
ろ
う
し
、
そ
う
な
る
と
、「
石
に
は
世
界
が
欠
け
て
い
る
。
植
物
と
動
物
に
も

同
じ
く
世
界
は
な
い
」（U

K
, 41

）
と
い
う
言
い
方
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

い
つ
だ
っ
て
す
で
に
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、
そ
う
し
た
言
葉
と
し
て
の
詩
作
と
い
う
も
の
が
な
り
た
ち
、
存
在
す
る
も
の
が
そ
こ
に

現
れ
る
「
空
き
地
」
と
し
て
の
視
野
が
開
か
れ
、
真
理
が
真
理
と
し
て
生
起
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
絵
画
で
あ
れ
、
建
築

や
造
形
で
あ
れ
、
文
芸
と
し
て
の
詩
で
あ
れ
、
そ
の
真
理
を
空
け
開
き
、
そ
の
輪
郭
を
描
き
だ
す
は
ず
の
芸
術
と
い
う
こ
と
も
な
り
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た
つ
わ
け
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
真
理
を
開
か
し
め
、
そ
の
「
輪
郭
を
描
き
だ
す
発
言
（das entw

erfende Sagen

）」
が
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
い
う
詩
作
で
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
世
界
と
大
地
の
言
説
（die Sage

）」
で
あ
り
、「
そ
の
闘
争
が
演
じ
ら
れ
る

空
間
に
つ
い
て
の
言
説
」
で
あ
り
、「
存
在
す
る
も
の
の
隠
れ
な
さ
の
言
説
」
で
あ
る
と
い
え
る
（U

K
, 75f.

）。
そ
う
な
る
と
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
い
う
よ
う
に
、
芸
術
の
あ
り
方
と
し
て
の
優
劣
は
と
も
か
く
も
、
そ
う
し
た
発
言
や
言
説
で
あ
る
は
ず
の
言
葉
を
ま
さ
に

そ
の
言
葉
そ
の
も
の
か
ら
描
き
だ
そ
う
と
す
る
詩
と
い
う
の
は
、
他
の
芸
術
に
比
べ
て
、
き
わ
め
て
独
特
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
芸
術
の
な
り
た
ち
は
、
詩
作
で
あ
り
、
そ
の
詩
作
の
な
り
た
ち
が
、「
真
理
の
創
立

（Stiftung

）」、
つ
ま
り
、
真
理
を
「
贈
り
（Schenken

）」、「
根
拠
づ
け
（Gründen

）」、「
開
始
す
る
こ
と
（A

nfangen

）」
に
あ
る
の

だ
と
い
う
の
な
ら
（U

K
, 77

）、
そ
れ
は
、
狭
い
意
味
で
の
詩
を
含
め
た
、
偉
大
と
さ
れ
る
芸
術
作
品
の
作
品
ら
し
さ
、
そ
の
な
り

た
ち
に
だ
け
当
て
は
ま
る
話
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
日
常
の
有
用
性
に
埋
没
し
、
隠
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
の

物
の
物
ら
し
さ
、
道
具
の
道
具
ら
し
さ
、
そ
の
な
り
た
ち
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
物
や
道
具
の
、
物
ら

し
さ
や
、
道
具
ら
し
さ
は
、
大
地
と
世
界
の
原
闘
争
と
い
う
真
理
の
生
起
や
、
そ
こ
に
な
り
た
つ
信
頼
性
に
こ
そ
あ
る
と
さ
れ
た
わ

け
だ
が
、
そ
う
な
る
と
、
真
理
の
創
設
と
い
う
、
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
の
詩
作
、
こ
れ
を
芸
術
と
い
う
の
な
ら
、
物
も
道
具
も
、

よ
り
広
い
意
味
で
の
芸
術
作
品
と
し
て
な
り
た
っ
て
き
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
偉
大
な
芸
術
作
品
と
い
う
も
の
は
、
日
常
に
深
く
埋
も
れ
、
遥
か
遠
く
に
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
、
真
理
の
生
起

と
い
う
こ
の
出
来
事
を
一
つ
の
作
品
に
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
も
の
に
し
て
み
せ
る
と
こ
ろ
に
な
り
た
つ
と
い
い
た
い
の

だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
作
品
に
出
会
う
と
き
、
不
意
に
そ
の
望
郷
の
念
に
気
づ
か
さ
れ
、
得
も
い
わ
れ
ぬ
感
動
を
覚
え

る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
そ
の
姿
の
輝
か
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
、
そ
こ
に
人
為
を
超
え
た
美
し
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さ
を
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

そ
う
考
え
る
な
ら
、
ま
さ
に
こ
の
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
の
芸
術
こ
そ
、
人
間
が
人
間
と
な
っ
た
そ
の
は
じ
ま
り
、
つ
ま
り
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
い
う
「
歴
史
的
な
現
存
在
（das geschichtliche D

asein

）」
が
そ
れ
と
し
て
な
り
た
つ
に
い
た
っ
た
歴
史
的
な
場
面
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

芸
術
作
品
の
根
源
、
と
い
う
こ
と
は
同
時
に
、
創
作
し
守
る
者
た
ち
、
つ
ま
り
は
一
つ
の
民
族
の
歴
史
的
な
現
存
在
の
根
源
で

も
あ
る
の
は
、
こ
の
芸
術
な
の
だ
。
そ
う
で
あ
る
の
は
、
芸
術
が
そ
の
本
質
に
お
い
て
一
つ
の
根
源
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

真
理
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
、
す
な
わ
ち
、
歴
史
的
に
な
る
一
つ
の
際
立
っ
た
仕
方
だ
か
ら
で
あ
る
。（U

K
, 80

）

詩
作
と
し
て
の
言
葉
が
な
り
た
ち
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
真
理
が
生
起
し
（
歴
史
的
に
な
り
）、
そ
こ
に
存
在
と
い
う
視
点
が
開
か
れ

て
く
る
。
そ
の
と
き
に
は
じ
め
て
人
間
が
人
間
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
人
間
の
こ
の
な

り
た
ち
を
言
い
当
て
る
に
は
、
真
理
が
そ
こ
に
生
起
し
て
く
る
「
歴
史
的
（geschichtlich

）」
な
「
現
場
（da

）」
で
「
あ
る

（sein

）」
と
い
う
意
味
で
、「
歴
史
的
な
現
存
在
（das geschichtliche D

asein

）」
と
い
う
言
い
方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
と
い
え
る
。

む
す
び
に
か
え
て

│
人
間
へ
の
問
い
、
そ
の
祝
祭
と
謎

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
講
演
論
文
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
伝
え
た
か
っ
た
は
ず
の
こ
と
と
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
基
本
的
な
意
図
は
そ
も
そ
も
ど
の
点
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
そ
の
見
通
し
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
本
稿

を
む
す
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
と
思
う
が
、
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
〇
七



 81人間への問いと思索の祝祭（岡山）

そ
も
そ
も
は
作
品
の
作
品
ら
し
さ
を
問
う
は
ず
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
物
の
物
ら
し
さ
を
問
い
、
さ
ら
に
そ
の
た
め
に
、
道
具

の
道
具
ら
し
さ
を
問
う
べ
く
、
ゴ
ッ
ホ
の
描
い
た
一
枚
の
絵
に
注
目
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
道
具
の
道
具
ら
し
さ
（
信
頼
性
）

を
通
し
て
、
再
び
作
品
ら
し
さ
の
問
い
へ
と
舞
い
も
ど
り
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
（
世
界
と
大
地
の
闘
争
）
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
今
度
は
絵
画
を
離
れ
、
建
築
作
品
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
の
神
殿
に
注
目
し
な
が
ら
、
物
の
物
ら
し

さ
（
大
地
の
拒
絶
と
二
重
の
隠
蔽
）
が
鋭
く
見
つ
め
な
お
さ
れ
、
物
の
物
ら
し
さ
、
道
具
の
道
具
ら
し
さ
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
、
そ

の
す
べ
て
が
、
真
理
（
存
在
の
隠
れ
な
さ
）
の
生
起
と
し
て
問
い
な
お
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
最
後
に
、
真
理
が
生
起
し

て
く
る
そ
の
現
場
と
し
て
の
人
間
存
在
（
歴
史
的
な
現
存
在
）
の
な
り
た
ち
が
見
つ
め
な
お
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
う
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
、
い
か
に
も
錯
綜
し
た
論
理
構
成
と
い
う
し
か
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
は
、
紆
余
曲
折
し
た

そ
の
道
の
り
に
も
、
芸
術
作
品
へ
の
問
い
を
一
つ
の
手
が
か
り
に
し
た
、
存
在
へ
の
問
い
で
あ
る
と
同
時
に
人
間
へ
の
問
い
で
あ
る

と
い
う
、
よ
り
透
き
通
っ
た
一
本
の
筋
道
も
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
に
し
ろ
、
後
年
（
一
九
五
六
年
）

加
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
補
遺
（「Zusatz

」）
の
な
か
で
、
い
み
じ
く
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
が
そ
れ
に
当
た
る
胸

の
う
ち
を
打
ち
明
け
て
も
い
る
か
ら
だ
。

『
芸
術
作
品
の
根
源
』
と
い
う
こ
の
論
文
は
、
ま
る
ご
と
す
べ
て
、
意
図
的
に
、
だ
が
口
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
存
在
の

本
質
へ
の
問
い
に
向
け
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
芸
術

0

0

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
省
察
は
、
ま
る
ご
と
す
べ
て
、
決
定
的
に
、

た
だ
存
在

0

0

へ
の
問
い
か
ら
の
み
規
定
さ
れ
て
い
る
。
…
…　

だ
が
、
存
在
と
は
人
間
へ
話
し
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
人
間

な
し
に
は
存
在
も
な
い
。（U

K
, 90f.

） 
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だ
と
す
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、
作
品
ら
し
さ
と
い
う
も
の
に
、
一
民
族
や
、
一
時
代
の
存
在
理
解
の
予
兆
を
見
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
あ
る
い
は
、
ゴ
ッ
ホ
の
絵
か
ら
知
ら
さ
れ
た
よ
う
に
、
農
婦
な
ら
農
婦
の
世
界
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の

世
界
を
開
く
と
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
意
図
の
は
っ
き
り
し
な
さ
に
も
そ
れ
な
り
の
見
通
し
も
開
か
れ
て
く
る
。
基
本
的
な
意
図

と
い
う
の
な
ら
、
そ
の
意
図
は
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
く
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
あ
っ
た
、
そ
う
い
う
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

人
間
と
い
う
も
の
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
歴
史
的
な
現
存
在
、
つ
ま
り
、
真
理
（
存
在
）
の
生
起
が
な
り
た
つ
場
面
で
あ
る
は
ず

な
の
だ
と
す
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
う
芸
術
作
品
と
は
、
個
々
の
作
品
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
の
人
間
の
あ
り
方
そ
の
も
の

で
あ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
農
婦
と
い
う
人
間
こ
そ
、
農
婦
の
生
き
る
世
界
が
開
か
れ
て
く
る
場
面
で
あ
る

（「D
asein

」）
は
ず
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
す
で
に
作
品
ら
し
さ
が
な
り
た
っ
て
い
る
は
ず
だ
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
一
民
族
、

一
時
代
の
人
び
と
に
し
て
も
、
や
は
り
、
そ
の
人
間
た
ち
に
、
そ
の
民
族
や
時
代
の
生
き
る
世
界
が
開
か
れ
て
く
る
と
い
う
意
味
で

は
、
そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
農
家
の
世
界
、
一
民
族
、
一
時
代
の
世
界
、
あ
る
い
は
、
ロ
ー
マ
の
泉
の
世
界
、
そ
の
内
容
や
規
模
は
さ

ま
ざ
ま
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
、
そ
の
背
後
に
は
い
つ
だ
っ
て
、
真
理
（
存
在
）
が
生
起
し
、
世
界
と
大
地

の
間
で
闘
争
が
挑
ま
れ
、
そ
の
意
味
で
作
品
ら
し
さ
と
い
う
も
の
が
な
り
た
つ
、
ま
さ
に
そ
の
現
場
で
あ
る
人
間
（
歴
史
的
な
現
存

在
）
が
、
す
で
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
点
に
は
変
わ
り
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
人
間
の
そ
の
作
品
ら
し
さ
（
真
理
の
生
起
、
存
在
の
生
起
）
を
そ
の
誤
解
や
忘
却
か
ら
守
り
、
そ
れ
を
増
幅
し
て
ひ

き
出
し
て
く
る
（
テ
ク
ネ
ー
）
も
の
と
さ
れ
た
、
ゴ
ッ
ホ
の
絵
、
マ
イ
ヤ
ー
の
詩
、
ギ
リ
シ
ア
神
殿
と
い
っ
た
芸
術
作
品
は
、
大
地

と
い
う
存
在
の
理
解
を
告
げ
知
ら
せ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
世
界
を
開
く
も
の
な
の
か
、
そ
の
ど
ち
ら

か
で
は
な
く
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
真
理
の
生
起
、
そ
の
現
場
で
あ
る
人
間
の
作
品
ら
し
さ
、

そ
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
面
し
か
言
い
当
て
て
は
い
な
い
し
、
そ
の
一
面
は
み
ご
と
に
言
い
当
て
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
日
常
の
有
用
性
を
不
意
に
揺
る
が
す
そ
の
衝
撃
や
途
方
も
な
さ
に
よ
っ
て
、
人
間
存
在
の

そ
の
作
品
ら
し
さ
を
み
ご
と
に
増
幅
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
ふ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
、
芸
術
作
品
の
偉
大
さ
を
見
よ

う
と
し
て
い
た
の
だ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
作
品
の
作
品
ら
し
さ
を
問
う
芸
術
論
で
あ
る
以
前
に
、
す
で
に
し
て
、
道
具

の
道
具
ら
し
さ
を
問
う
技
術
論
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
真
理
の
生
起
を
問
う
存
在
論
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
人
間
の
人
間
ら

し
さ
の
な
り
た
ち
を
問
い
な
お
す
人
間
論
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
基
本
的
な
意
図
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
存
在
へ
の
問
い
、
そ
の
問
い
を

問
う
た
め
の
人
間
へ
の
問
い
に
あ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
間
へ
の
そ
の
問
い
に
よ
っ
て
、
有
用
性
に
埋
没
す
る
日
常
か
ら
解
き
放
た
れ
、
遥
か
遠
く
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た
、
い
や
、

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
人
間
ら
し
さ
の
な
り
た
ち
の
非
日
常
的
な
あ
り
よ
う
に
も
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
そ
う
仄
め
か
し
て
い
た
よ
う
に
、「
思
索
の
祝
祭
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
問
い

の
こ
と
を
い
う
の
だ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
芸
術
と
い
う
も
の
が
人
間
の
な
り
た
ち
そ
の
も
の
の
こ
と
を
い
う
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
「
あ
と
が
き

（N
achw

ort

）」
で
そ
う
振
り
返
え
ら
れ
て
も
い
る
よ
う
に
、
そ
の
芸
術
そ
の
も
の
が
謎
と
い
う
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

上
で
述
べ
て
き
た
考
察
は
芸
術
の
謎
に
挑
ん
で
い
る
。
こ
の
謎
と
い
う
の
は
、
芸
術
そ
の
も
の
が
謎
で
あ
る
、
そ
の
謎
の
こ
と

を
い
う
の
だ
。
そ
の
謎
を
解
決
し
よ
う
な
ど
と
要
求
す
る
の
は
、
的
は
ず
れ
な
こ
と
で
あ
る
。
課
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
謎
に

出
く
わ
す
こ
と
な
の
だ
。（U

K
, 83

）

（
1
） 

こ
れ
は
『
全
集
』
版
に
記
載
さ
れ
て
い
る
年
号
で
あ
る
が
、
論
文
と
し
て
の
最
終
的
な
完
成
は
も
う
少
し
遅
い
時
期
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

一
一
〇
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そ
の
あ
た
り
の
事
情
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
関
口
浩
「
訳
者
後
記
」（
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
芸
術
作
品
の
根
源
』
関
口
浩
訳
、
平
凡

社
、
二
〇
〇
八
年
、
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
論
文
は
、
一
九
七
七
年
刊
行
の
『
全
集
』
第
五
巻
と
一
九
五
〇
年
刊
行
の
論
文
集
『
杣
道
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
こ

の
論
文
か
ら
の
引
用
お
よ
び
参
照
箇
所
の
指
示
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
刊
行
の
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
、M

. H
eidegger, D

er U
rsprung 

des K
unstw

erkes. M
it einer Einführung von H

ans-Georg Gadam
er, Philipp Reclam

 jun. Stuttgart 1960.

に
従
い
、
引
用
文
、

引
用
語
句
の
直
後
の
丸
括
弧
内
に
、
こ
れ
をU

K

と
略
記
し
、
カ
ン
マ
の
後
に
そ
の
頁
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
以
下
、
引
用
文
中

で
傍
点
を
付
し
た
箇
所
は
原
文
で
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
等
の
強
調
箇
所
に
相
当
す
る
。

邦
訳
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
芸
術
作
品
の
根
源
』（
関
口
浩
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
文
脈
に
応
じ
て
一
部
改
変
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
部
分
も
あ
る
。

（
2
） 

木
田
元
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
三
年
）
二
一
一
頁
。

（
3
） vgl. Zur Einführung von H

ans-Georg Gadam
er

（U
K
, 93ff .

）.

こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
に
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
の
テ
キ
ス
ト
が
刊

行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
新
た
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
グ
・
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
解
説
で
あ
る
。

（
4
） 

た
と
え
ば
ガ
ダ
マ
ー
は
、
前
掲
の
解
説
「
導
入
の
た
め
に
（Zur Einführung

）」
で
、
こ
の
論
文
が
芸
術
作
品
の
分
析
を
支
え
に
し
た

存
在
論
で
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
（vgl.U

K
,107,110

）。
同
様
に
ま
た
、
渡
邊
二
郎
は
『
芸
術
の
哲
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

一
九
九
八
年
）
の
と
く
に
第
六
章
、
第
七
章
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
論
が
徹
頭
徹
尾
、「
存
在
へ
の
問
い
」
と
の
絡
み
の
な
か
で
提
起
さ
れ

て
い
る
旨
を
詳
述
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
試
み
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
論
の
醍
醐
味
や
神
髄
を
鋭
く
抽
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
本
的
な

意
図
の
一
貫
性
の
是
非
に
つ
い
て
表
立
っ
て
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
概
ね
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
芸
術
論
が

存
在
論
で
あ
り
、「
存
在
へ
の
問
い
」
を
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
の
方
向
に
従
い
な
が
ら
も
、
芸
術
論
で
あ
る
以
前
に
む

し
ろ
、
技
術
論
、
人
間
論
で
も
あ
る
と
い
う
観
点
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
論
文
の
錯
綜
し
た
論
理
構
成
や
基
本
的
な
意
図
の

不
透
明
さ
に
つ
い
て
も
着
目
し
、
そ
の
意
味
や
必
然
性
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

（
5
） 「
思
索
の
祝
祭
」
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
関
口
浩
「
訳
注
」
5
も
参
照
さ
れ
た
い
（
前
掲
、
関
口
浩
訳
『
芸
術
作
品
の
根
源
』

二
〇
〇
八
年
、
一
八
二
頁
）。

（
6
） 

こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
形
づ
く
ら
れ
た
素
材
と
し
て
の
物
概
念
が
残
り
二
つ
の
物
概
念
を
も
支
配
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、

三
つ
の
物
解
釈
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
、
直
接
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
存
在
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
真
理
の
歴
史
の
経
過
の

な
か
で
、
上
述
し
た
三
つ
の
解
釈
は
さ
ら
に
相
互
に
結
合
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
い
ま
は
不
問
に
付
す
こ
と
に
す

一
一
一
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る
。」（U

K
, 23f.

）。『
形
而
上
学
入
門
』（
一
九
三
五
年
夏
学
期
講
義
）
の
第
四
章
「
存
在
の
限
定
」
の
第
三
節
「
存
在
と
思
考
」
は
、
技
術

の
な
り
た
ち
か
ら
思
考
や
命
題
の
な
り
た
ち
を
考
察
す
る
も
の
と
し
て
、
講
演
論
文
「
技
術
へ
の
問
い
」（『
講
演
論
文
集
』
一
九
五
四
年
、

所
収
）
は
、
技
術
の
本
質
か
ら
科
学
の
な
り
た
ち
を
考
察
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
説
明
す
る
試
み
に
も
な
っ
て
い
る
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
拙
論
、
岡
山
敬
二
「
技
術
と
存
在

│
ハ
イ
デ
ガ
ー
「
技
術
へ
の
問
い
」
を
問
う

│
」（
日
本
大
学
法
学
部
『
桜
文

論
叢　

第
九
十
六
巻
』
二
〇
一
八
年
）、
岡
山
敬
二
「「
も
っ
と
も
不
気
味
な
も
の
」
と
し
て
の
人
間
に
向
け
て

│
存
在
と
無
の
は
ざ
ま
で

│
」（
日
本
大
学
法
学
部
『
桜
文
論
叢　

第
九
十
七
巻
』
二
〇
一
八
年
）
で
、
そ
の
点
を
指
摘
す
る
考
察
を
試
み
て
い
る
。

（
7
） 

テ
ク
ネ
ー
と
フ
ュ
シ
ス
の
こ
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
講
演
論
文
「
技
術
へ
の
問
い
」（『
講
演
論
文
集
』
一
九
五
四
年
、

所
収
）
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
書
、
岡
山
（『
桜
文
論
叢　

第
九
十
六
巻
』、
二
〇
一
八
年
）
で
も
、
技
術
の
本
質
と
い
う
点
か
ら
、

こ
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
て
い
る
。

※ 

本
稿
は
、
平
成
二
九
年
九
月
十
四
日
に
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
哲
学
研
究
室
で
開
催
さ
れ
た
私
的
研
究
会
（「
第
三
回
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
研
究
会
」）
で
発
表
し
た
構
想
を
も
と
に
な
り
た
つ
。
本
稿
を
書
き
進
め
る
に
あ
た
り
、
当
研
究
会
で
貴
重
な
指
摘
を
え

ら
れ
た
。
研
究
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
、
須
田
朗
、
吉
田
達
、
寺
本
剛
、
齋
藤
宜
之
、
竹
中
真
也
、
各
先
生
方
に
は
、
こ
の
場

を
借
り
て
改
め
て
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
。

尚
、
本
稿
が
な
り
た
つ
に
あ
た
っ
て
、
平
成
二
九
年
度
に
日
本
大
学
法
学
部
で
開
講
さ
れ
た
「
教
養
演
習
Ⅱ
Ｂ
」（
ハ
イ
デ
ガ
ー

『
芸
術
作
品
の
根
源
』
の
邦
訳
を
講
読
す
る
授
業
）
で
の
議
論
か
ら
有
益
な
示
唆
を
え
ら
れ
た
。
当
演
習
の
受
講
生
で
あ
る
、
各
氏
に

も
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

一
一
二
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近
世
に
お
け
る
「
越
前
四
箇
本
山
」
と
そ
の
教
団

朴　
　

澤　
　

直　
　

秀

は
じ
め
に

越
前
に
、
現
在
の
「
真
宗
十
派
」
の
う
ち
四
派
の
本
山
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
越
前
四
箇
本
山
」
│
真
宗
出
雲
路
派
毫
摂
寺
（「
五

分
市
本
山
」、
今
立
郡
清
水
頭
村
、
現
越
前
市
）、
真
宗
誠
照
寺
派
誠
照
寺
（「
鯖
江
本
山
」、
今
立
郡
鯖
江
、
現
鯖
江
市
）、
真
宗
三
門
徒
派
専

照
寺
（「
中
野
本
山
」、
足
羽
郡
福
井
城
下
、
現
福
井
市
）、
真
宗
山
元
派
證
誠
寺
（「
横
越
本
山
」、
今
立
郡
横
越
村
、
現
鯖
江
市
）
│
で
あ
る
。

近
世
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
各
本
山
は
、
し
ば
し
ば
公
家
や
武
家
、
他
の
真
宗
大
寺
院
か
ら
養
子
を
迎
え
、
公
家
と
猶
子
関
係
を

結
ん
だ
。
そ
し
て
、
十
数
ヶ
寺
〜
四
十
ヶ
寺
程
度
の
末
寺
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
教
団
を
構
成
し
て
、
宗
と
し
て
は
真
宗
の

範
疇
に
含
ま
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
は
概
ね
越
前
国
内
に
展
開
し
た
が
、
後
掲
〔
史
料
一
〕
に
み
る
よ
う
に
、
誠
照
寺
の
教
線
は

美
濃
な
ど
に
も
若
干
の
展
開
を
み
せ
た
。
派
と
し
て
は
、
各
派
ご
と
の
呼
称
は
な
く
、
総
じ
て
「
三
門
徒
」「
讃
門
徒
宗
」「
一
向
宗

讃
門
徒
」「
浄
土
真
宗
三
門
徒
」「
一
向
宗
」「
浄
土
真
宗
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
た
。
近
世
に
お
い
て
各
派
ご
と
の
呼
称
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
便
宜
の
た
め
に
、『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
』
の
「
越
前
国
寺
庵
」
の
「
解
題
（
1
）」

に
倣
っ
て
、
以

四
五
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下
、「
五
分
市
派
」（
現
出
雲
路
派
）・「
鯖
江
派
」（
現
誠
照
寺
派
）・「
中
野
派
」（
現
三
門
徒
派
）・「
横
越
派
」（
現
山
元
派
）
の
称
を
用
い

て
い
く
。

近
世
の
仏
教
教
団
の
、
幕
藩
権
力
に
よ
る
「
統
制
」
や
把
握
に
関
し
て
は
、
従
来
、
本
末
制
度
や
触
頭
の
制
度
な
ど
、
一
定
規
模

の
全
国
的
教
団
に
即
し
た
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
そ
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
単
純
な
全
国
一
律
の
本
末
組
織
と
い
っ
た

捉
え
方
に
留
ま
ら
な
い
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
夙
に
高
埜
利
彦
氏
に
よ
り
、
幕
府
が
個
別
宗
教
者
ま
で
把
握
す
る
こ
と
を
企
図

し
続
け
、
本
末
制
度
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
単
位
の
寺
社
書
上
や
、
江
戸
触
頭
の
設
定
を
行
っ
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
2
）。

の

ち
に
筆
者
も
、
全
国
的
教
団
組
織
に
包
摂
さ
れ
る
地
域
的
な
教
団
組
織
、
教
団
に
お
け
る
種
々
の
支
配
系
統
の
複
数
性
、
時
に
は
教

団
を
超
え
る
そ
の
ね
じ
れ
、
教
団
に
包
摂
さ
れ
な
い
寺
院
の
存
在
、
と
い
っ
た
問
題
を
取
り
上
げ
た
（
3
）。

あ
る
い
は
幕
藩
領
主
の
、
寺

社
帳
に
よ
る
宗
教
施
設
の
把
握
や
建
築
制
限
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
（
4
）。

ま
た
上
野
大
輔
氏
は
、
幕
藩
領
主
と
の
交
渉
や
、
門
徒
集
団

と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
、
真
宗
西
派
教
団
の
「
領
域
的
編
成
」
を
論
じ
て
い
る
（
5
）。

さ
ら
に
藤
田
和
敏
氏
は
、
天
台
宗
に
お
け
る
西

教
寺
や
そ
の
末
寺
の
動
向
を
、
後
の
天
台
真
盛
宗
と
し
て
の
独
立
へ
と
繋
が
る
「
宗
派
意
識
」
の
形
成
の
問
題
と
捉
え
つ
つ
分
析
し

て
い
る
（
6
）。

全
国
的
教
団
に
包
摂
さ
れ
な
い
小
規
模
教
団
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
自
体
は
進
ん
で
い
な
い
が
、
そ
こ
に
繋
が
る
論
点
や

分
析
は
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

四
箇
本
山
及
び
そ
の
教
団
に
つ
い
て
、
比
較
的
近
年
で
は
小
泉
義
博
氏
が
各
派
の
成
立
を
論
じ
て
い
る
が
（
7
）、

近
世
に
お
け
る
各
派

の
教
団
の
あ
り
よ
う
や
構
造
に
つ
い
て
は
、『
福
井
県
史
（
8
）』

に
お
い
て
記
述
が
み
ら
れ
る
程
度
で
未
詳
の
部
分
が
多
い
。
本
稿
で
は

断
片
的
な
叙
述
に
は
な
る
が
、
先
に
述
べ
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
、
小
規
模
教
団
へ
の
着
眼
か
ら
、
単
純
な
教
団
把
握
で
は
見
出

せ
な
い
側
面
を
照
射
す
る
こ
と
を
意
識
つ
つ
、
課
題
発
見
的
に
論
点
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た
い
。

四
六
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一　

本
末
関
係
・
寺
格
│
天
台
宗
門
跡
と
の
関
係
を
中
心
に
│

諸
派
の
本
末
関
係
に
つ
い
て
、『
福
井
県
史
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

近
世
初
期
、
幕
府
は
寺
院
法
度
を
定
め
て
寺
院
の
本
山
・
末
寺
の
関
係
を
強
化
し
、
本
末
制
度
を
固
定
化
し
た
が
、
三
門
徒
の

諸
寺
院
は
そ
れ
ぞ
れ
多
く
て
も
二
、
三
〇
か
寺
の
末
寺
し
か
有
し
な
い
小
教
団
で
あ
っ
た
た
め
、
一
宗
一
派
と
し
て
独
立
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
さ
り
と
て
本
願
寺
や
高
田
専
修
寺
の
傘
下
に
入
る
こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

天
台
宗
の
門
跡
寺
院
の
院
家
と
な
っ
て
存
続
し
た
。
す
な
わ
ち
、
中
野
専
照
寺
は
妙
法
院
に
、
横
越
証
誠
寺
は
聖
護
院
に
、
鯖

江
誠
照
寺
は
日
光
輪
王
寺
に
、
出
雲
路
毫
摂
寺
は
青
蓮
院
に
属
し
て
院
家
と
な
っ
た
（
9
）。

す
な
わ
ち
、
近
世
的
な
本
末
関
係
が
整
備
さ
れ
る
な
か
で
、
特
定
の
宗
派
の
傘
下
に
編
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
天
台
宗
門
跡
の

院
家
と
な
っ
た
、
と
い
う
解
釈
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
各
寺
ご
と
の
状
況
を
み
る
と
、
事
実
関
係
に
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
そ
う
い
っ
た
単
純
な
捉
え
方
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
院
家
に
つ
い
て
、
門
跡
と
並
立
し
て
い
た
院
家
が
、
宗
派

内
格
式
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
正
徳
・
享
保
期
で
あ
る
こ
と
が
高
埜
利
彦
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
10
）。

そ

の
よ
う
に
院
家
の
制
度
・
格
式
自
体
に
も
流
動
性
が
あ
っ
た
。
し
か
も
後
述
の
如
く
、
そ
の
な
か
で
も
各
寺
は
狭
義
の
（
か
つ
て
門

跡
と
並
列
的
に
存
在
し
て
い
た
よ
う
な
）「
院
家
」
で
は
な
く
「
准
院
家
」
格
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

毫
摂
寺
は
、
青
蓮
院
の
寺
誌
『
華
頂
要
略
』
に
よ
れ
ば
、（
名
家
の
柳
原
家
か
ら
入
寺
し
た
）
善
照
の
と
き
、
天
正
一
七
（
一
五
八
九
）

年
に
青
蓮
院
の
准
院
家
と
な
り
（
11
）、

そ
の
後
相
承
さ
れ
て
い
る
（
12
）。

な
お
小
泉
義
博
氏
に
よ
れ
ば
、
天
正
一
七
年
段
階
で
は
山
本
庄
水
落

村
（
現
鯖
江
市
）
に
あ
っ
た
毫
摂
寺
は
、
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
よ
り
何
年
か
後
に
清
水
頭
村
に
移
転
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
て
い
る
（
13
）。

近
世
初
期
に
五
分
市
派
か
ら
東
派
に
改
派
（
帰
参
）
し
た
と
さ
れ
る
（
14
）今

立
郡
和
田
村
（
現
鯖
江
市
）
仰
明
寺
の
、
乗
恩

四
七
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が
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
に
著
し
た
『
越
前
三
門
徒
法
脈
（
15
）』

に
よ
れ
ば
、
善
照
を
柳
原
家
か
ら
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
「
益
々
繁
盛
」

し
、「
近
年
」
権
大
僧
都
を
勅
許
さ
れ
、
青
蓮
院
の
院
家
と
な
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
も
と
中
野
派
の
僧
侶
に
よ
り
宝
永

二
年
に
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
中
野
物
語
』
で
は
、「
寛
文
五
年
午
夏
」
に
青
蓮
院
に
帰
依
し
て
律
師
の
号
を
得
た
と
記

さ
れ
て
い
る
（
16
）が

、
午
年
は
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
に
あ
た
り
、
正
確
性
を
欠
く
記
述
で
あ
る
。

ま
た
、
西
本
願
寺
の
寺
誌
で
あ
る
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
の
巻
第
六
「
旁
門
略
伝
」
の
「
越
州
三
門
徒
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
誠
照

寺
は
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
に
輪
王
寺
に
属
し
て
院
家
と
な
り
、
證
誠
寺
も
同
年
に
聖
護
院
に
属
し
て
院
家
と
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
（
17
）。

誠
照
寺
に
つ
い
て
は
、
誠
照
寺
の
役
寺
で
あ
る
西
福
寺
の
諴
智
の
手
に
な
る
『
覚
書
』
に
、
元
禄
六
年
に
東
叡
山
の
院
室
と

な
っ
た
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
（
18
）。

ま
た
、
鯖
江
派
の
僧
、
恵
南
の
記
録
に
も
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
（
19
）。

公
家
鑑
へ
の
記
載
が
み
ら
れ

な
い
（
20
）と

こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
他
の
本
山
同
様
、
准
院
家
の
寺
格
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
證
誠
寺
に
つ
い
て
は
、
近
世
に
お
い
て
は

代
々
、
上
人
の
勅
許
を
受
け
て
い
る
が
（
そ
れ
以
外
の
官
位
は
受
け
て
い
な
い
）、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
以
降
、
万
里
小
路
家
を
永

代
の
執
奏
家
と
し
て
い
る
（
21
）。

宝
暦
九
年
の
善
阿
の
継
目
参
内
の
際
は
東
坊
城
・
万
里
小
路
の
両
家
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
の
善

慧
の
参
内
の
際
は
万
里
小
路
家
と
善
慧
実
家
の
今
出
川
家
に
出
入
り
し
て
い
る
が
、
両
度
と
も
に
、
聖
護
院
と
の
関
係
は
窺
え
な
い
（
22
）。

因
み
に
、
小
泉
義
博
氏
に
よ
れ
ば
、
證
誠
寺
が
横
越
の
旧
地
に
寺
基
を
定
め
た
の
は
、
一
七
世
紀
後
半
、
延
宝
期
以
降
の
こ
と
と
さ

れ
る
（
23
）。

専
照
寺
は
、
妙
法
院
の
坊
官
に
よ
る
記
録
で
あ
る
『
妙
法
院
日
次
記
』
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
妙
法
院
か
ら
み
れ
ば
末
寺
と
し
て
把

握
さ
れ
て
い
た
（
24
）。『

中
野
物
語
』
で
は
、「
申
冬
」（
寛
文
八
年
か
）
に
妙
法
院
へ
の
帰
依
を
許
さ
れ
、
律
師
と
法
橋
と
を
得
た
と
記
さ

れ
て
い
る
（
25
）。

ま
た
後
住
は
妙
法
院
を
通
じ
て
山
門
永
補
任
に
よ
り
法
橋
・
法
眼
・
法
印
・
権
律
師
・
権
少
僧
都
・
権
大
僧
都
に
一
度

に
補
任
さ
れ
た
（
26
）。

宝
暦
七
年
に
至
り
、
専
照
寺
は
名
家
池
尻
家
の
池
尻
栄
房
の
弟
を
後
住
と
し
て
迎
え
た
（
誉
如
を
名
乗
る
）。
誉
如

四
八
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は
妙
法
院
宮
の
剃
刀
を
受
け
、
法
印
権
大
僧
都
ま
で
の
山
門
永
補
任
を
受
け
た
。
さ
ら
に
専
照
寺
は
、
輪
王
寺
支
配
の
誠
照
寺
や
、

青
蓮
院
の
末
寺
で
院
家
格
の
毫
摂
寺
と
同
格
な
の
に
、
福
井
藩
主
に
よ
る
待
遇
が
毫
摂
寺
に
対
す
る
も
の
よ
り
粗
末
で
あ
る
と
し
て
、

妙
法
院
の
院
家
・
院
室
に
加
え
て
欲
し
い
と
願
い
出
た
。
こ
れ
が
受
理
さ
れ
て
、
妙
法
院
宮
の
令
旨
に
よ
り
准
院
室
の
格
式
を
認
め

ら
れ
、
准
院
家
と
な
っ
た
。
ま
た
、
坊
官
か
ら
、
福
井
藩
の
家
老
に
宛
て
て
、
院
室
の
格
に
寺
格
を
改
め
た
旨
の
奉
書
が
出
さ
れ
た
（
27
）。

な
お
杣
田
善
雄
氏
に
よ
り
、
天
台
寺
院
の
、
宗
内
の
手
続
き
で
済
む
山
門
永
補
任
（
法
印
・
権
大
僧
都
ま
で
）
で
処
理
で
き
な
い
、

勅
許
を
要
す
る
官
位
補
任
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
執
奏
は
天
台
座
主
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
が
、
輪
王
寺
門
跡
（
東
叡
山
役
者
）
の
奉
書
が
必
要
で
あ
り
、
事
実
上
の
官
位
執
奏
権
が
輪
王
寺
門
跡
の
側
に
把
握
さ
れ
て
い
る
（
28
）。

こ
れ
に
つ
い
て
専
照
寺
の
事
例
を
み
る
と
、
准
院
家
の
格
式
を
得
た
誉
章
（
誉
如
）
は
、
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
五
月
に
妙
法
院
へ

権
僧
正
へ
の
推
挙
を
願
い
出
て
い
る
。
六
月
に
か
け
て
手
続
き
が
行
わ
れ
、
勅
許
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
輪
王
寺
門
跡
の

関
与
は
み
ら
れ
な
い
。
妙
法
院
の
末
寺
・
院
家
で
は
あ
っ
て
も
、
天
台
宗
教
団
に
包
摂
さ
れ
る
寺
院
と
は
扱
い
が
異
な
っ
た
も
の
か
（
29
）。

因
み
に
こ
の
後
、
妙
法
院
で
は
、
専
照
寺
の
願
い
に
よ
り
、
専
照
寺
の
帰
国
に
際
し
て
、
福
井
藩
家
老
に
宛
て
、
権
僧
正
勅
許
と

参
内
を
知
ら
せ
、「
青
蓮
院
宮
末
寺
」
の
毫
摂
寺
と
同
様
の
会
釈
を
求
め
る
旨
の
書
状
を
遣
わ
し
て
い
る
（
30
）。

先
述
の
よ
う
に
、
専
照

寺
側
の
意
図
は
、
毫
摂
寺
と
同
格
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

准
院
家
と
な
っ
て
も
、
妙
法
院
か
ら
見
て
の
「
末
寺
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
天
明
二

（
一
七
八
二
）
年
七
月
二
三
日
に
は
、
来
る
九
月
二
四
日
に
勅
会
灌
頂
を
開
催
す
る
の
で
上
京
す
べ
し
と
の
奉
書
が
、「
御
末
寺
方
」

の
播
州
清
水
寺
・
越
前
専
照
寺
・
備
前
光
乗
院
・
三
州
勝
曼
皇
寺
な
ど
に
出
さ
れ
て
い
る
。
専
照
寺
に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て
末
寺

の
専
林
寺
に
も
書
状
が
出
さ
れ
て
い
る
（
31
）。

し
か
し
後
に
、
寛
政
度
の
寺
院
出
家
山
伏
の
人
別
改
（
諸
寺
院
人
別
改
）
を
き
っ
か
け
に
、
専
照
寺
は
「
無
本
寺
」
と
し
て
の
立

四
九
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場
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
五
月
二
三
日
に
、
武
家
伝
奏
に
よ
り
、
前
年
に
幕
府
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
、

寺
院
出
家
山
伏
の
人
別
を
本
寺
・
触
頭
よ
り
取
り
集
め
差
し
出
す
よ
う
に
と
の
触
に
つ
き
、
宮
門
跡
・
比
丘
尼
御
所
な
ど
で
末
寺
の

人
別
改
を
取
り
集
め
、
来
る
六
月
限
り
に
京
都
町
奉
行
井
上
利
恭
の
役
所
に
提
出
す
る
よ
う
通
達
が
行
わ
れ
た
（
32
）。

七
月
二
五
日
に

は
、
武
家
伝
奏
か
ら
あ
ら
た
め
て
、
末
寺
の
人
別
改
に
つ
き
、「
院
家
衆
・
兼
帯
所
等
有
之
候
ハ
ヽ
、
人
別
改
可
被
差
出
由
」
が
達

せ
ら
れ
た
（
33
）。

寛
政
三
年
一
二
月
五
日
に
至
っ
て
、
上
京
し
て
い
た
専
照
寺
の
代
理
の
誓
願
寺
が
、
人
別
改
の
件
に
つ
き
、
檀
末
相
談
の
う
え
異

議
を
申
し
立
て
る
と
し
て
、
妙
法
院
に
書
付
を
提
出
し
た
。
書
付
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
末
寺
人

別
改
の
こ
と
に
つ
き
、「
無
本
山
之
儀
」
に
書
き
上
げ
た
と
こ
ろ
、
妙
法
院
か
ら
咎
め
ら
れ
、
専
照
寺
側
は
こ
れ
ま
で
通
り
と
す
る

よ
う
に
交
渉
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
妙
法
院
か
ら
福
井
藩
に
連
絡
が
な
さ
れ
、
福
井
藩
か
ら
は
専
照
寺
に
、
内
済
に
よ

り
こ
れ
ま
で
通
り
に
し
て
も
ら
う
よ
う
、
今
一
度
和
談
す
る
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
た
。
よ
っ
て
誓
願
寺
が
上
京
し
交
渉
し
た
が
、
妙

法
院
か
ら
は
、
以
前
は
憐
憫
を
も
っ
て
許
容
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
以
後
は
万
事
末
寺
と
し
て
の
扱
い
と
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
に
つ
き
、
返
答
す
る
よ
う
に
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
専
照
寺
滅
亡
の
礎
と
な
る
こ
と
で
、
軽
々
に
即
答
で
き
な
い
の

で
、
早
々
に
帰
国
し
、
檀
末
一
統
相
談
の
う
え
返
答
す
る
の
で
、
暫
く
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
願
い
出
で
あ
っ
た
（
34
）。

寛
政
四
年
五
月
七
日
に
は
、
妙
法
院
か
ら
武
家
伝
奏
に
、
以
下
の
よ
う
な
願
い
出
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
寺
院
人
別
改

に
つ
い
て
、
専
照
寺
が
、
福
井
藩
に
人
別
帳
を
提
出
し
た
と
申
し
出
た
の
で
、
写
し
を
差
し
出
さ
せ
た
と
こ
ろ
、「
無
本
寺
」
と
書

い
て
あ
っ
た
の
で
、
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
末
寺
で
は
な
い
と
申
し
立
て
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
関
東
で
吟
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
い
ま
し
ば
ら
く
提
出
の
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い
、
と
願
い
出
て
い
る
（
35
）。

な
お
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
、
別
派
独
立
本
山
及
び
無
本
寺
に
つ
い
て
、
総
本
山
へ
の
所
轄
を
願
い
出
る
べ
き
旨
の
指
令
（
36
）

五
〇
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に
対
し
、
専
照
寺
を
独
立
本
山
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
を
願
い
出
る
願
書
（
実
際
に
提
出
さ
れ
た
文
面
か
ど
う
か
は
不
明
）
に
、
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
専
照
寺
に
つ
い
て
、「
官
位
は
勅
許
で
連
綿
し
て
き
た
が
、
雑
費
が
嵩
み
、
小
禄
で
難
渋
し
た
の
で
、

妙
法
院
に
「
館
入
」
を
頼
み
、
比
叡
山
僧
綱
職
の
三
位
三
官
を
受
け
、
累
代
相
続
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
誉
如
の
と
き
、

幕
府
か
ら
諸
寺
院
人
数
改
を
命
ぜ
ら
れ
、
末
寺
の
人
別
書
を
集
め
て
福
井
藩
へ
納
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
妙
法
院
か
ら
人
別
書
を
納
め

る
よ
う
に
と
命
じ
て
き
た
の
で
、
専
照
寺
か
ら
、｢

専
照
寺
は
妙
法
院
の
館
入
で
あ
っ
て
、
末
寺
で
は
な
い
。
こ
の
度
の
人
別
書
は
、

一
本
山
（
一
派
の
本
山
）
な
の
で
、
直
接
（
福
井
藩
を
介
し
て
）
幕
府
へ
納
め
た｣

と
妙
法
院
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
争
論
に
な
り
、
九

年
か
か
っ
て
つ
い
に
は
妙
法
院
か
ら
幕
府
寺
社
奉
行
に
出
訴
し
た
。
専
照
寺
の
言
い
分
が
尤
も
だ
と
し
て
勝
利
と
な
り
、
内
済
と

な
っ
た
…
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
37
）。

な
お
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
九
月
、
福
井
藩
寺
社
役
所
か
ら
の
寺
格
・
官
位
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
に
対
し
て
提
出
し
た
専
照
寺
の
口
上
書
に
は
「
当
山
禁
裏
御
直
官
ニ
而
致
昇
進
候
ニ
付
、
宮
様
等
江
ハ
少
茂
抱
合
無
之
、

池
尻
家
執
奏
ニ
而
代
々
官
位
昇
進
致
来
候
事
」
と
あ
る
（
38
）。

こ
の
段
階
で
は
、
妙
法
院
の
関
与
を
受
け
ず
、
池
尻
家
の
執
奏
を
受
け
て

い
た
。

例
え
ば
東
西
本
願
寺
が
青
蓮
院
を
得
度
の
戒
師
と
し
た
よ
う
に
、
真
宗
本
山
と
天
台
宗
門
跡
と
の
関
係
は
深
い
（
39
）。

し
か
し
以
上
で

み
た
専
照
寺
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
天
台
宗
門
跡
の
院
家
と
な
る
こ
と
は
、
寺
格
と
し
て
の
意
味
や
、
官
位
補
任
の
う
え
で

の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
教
団
存
続
の
た
め
の
要
件
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
因
み
に
官
位
補
任
に
つ
い
て
、
各
派
の
末
寺
に

つ
い
て
は
、
誠
照
寺
の
役
寺
西
福
寺
の
住
職
が
法
橋
位
を
得
て
い
る
例
が
あ
る
が
（
40
）、

一
般
的
に
は
僧
位
・
僧
官
を
受
け
る
例
は
希
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
天
明
末
年
・
寛
政
初
年
に
は
幕
府
に
よ
り
諸
宗
の
本
末
帳
が
徴
収
さ
れ
る
。
天
台
宗
の
分
の
写
が
水
戸
彰
考
館
本
『
天
台

宗
寺
院
名
前
帳
』
と
し
て
残
存
し
て
い
る
が
、
四
箇
本
山
の
う
ち
で
は
誠
照
寺
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
41
）。

す
な
わ
ち
、
越
前
国
の

五
一
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部
の
末
尾
に

〔
史
料
一
〕

　
　
　
　
　
　
　

東
叡
山
御
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　

一
向
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
国
今
立
郡
佐
波
江

一
、
僧
正
寺　
　
　
　
　
　

上
野
山
九
品
院　
　
　
　
　

誠
照
寺

　

御
朱
印
高
二
拾
四
石
二
斗
五
升
余

　
　
　
　

寺
中
五
ヶ
寺

　
　
　
　

末
寺
三
拾
六
ヶ
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
国　
　
　
　

三
拾
二
ヶ
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

越
後
国　
　
　
　

一
ヶ
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

美
濃
国　
　
　
　

二
ヶ
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
国　
　
　
　

一
ヶ
寺

と
あ
り
、
末
寺
の
細
目
は
な
い
が
、「
東
叡
山
御
支
配　

一
向
宗
」
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
他
の
三
ヶ

寺
、
お
よ
び
そ
の
末
寺
・
寺
中
な
ど
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
な
お
、『
妙
法
院
日
次
記
』
に
も
こ
の
時
の
専
照
寺
の
本
末
改
に
関

す
る
記
事
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
誠
照
寺
は
（
比
叡
山
末
と
並
ん
で
）
末
寺
の
多
い
東
叡
山
（
な
い
し
は
輪
王
寺
）
支
配
で
あ
る
が
故
に
、

独
立
性
が
高
く
と
も
収
載
さ
れ
た
も
の
か
。
そ
れ
と
も
、
誠
照
寺
の
み
が
朱
印
地
を
有
し
て
い
る
故
に
、
と
く
に
収
載
さ
れ
た
も
の

か
。
四
箇
本
寺
と
各
派
は
、
官
位
昇
進
を
中
心
と
し
た
天
台
宗
門
跡
と
の
関
係
の
あ
り
か
た
や
、
日
常
的
な
活
動
の
独
立
性
か
ら
み

五
二
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る
に
、
実
態
と
し
て
は
地
域
的
な
真
宗
の
「
一
派
」
の
教
団
と
、
そ
の
「
一
派
」
の
本
山
な
い
し
本
寺
（
一
本
山
・
一
本
寺
）
と
し
て

存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
42
）。

二　

教
団
と
本
山
の
組
織

1　

寺
院
と
道
場
│
五
分
市
派
の
事
例
を
中
心
に
│

毫
摂
寺
お
よ
び
五
分
市
派
に
つ
い
て
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
毫
摂
寺
の
堂
宇
・
庫
裏
・
書
院
な
ど
が
焼
失
し
た
後
の
再
建

期
に
あ
っ
た
（
43
）安

永
七
年
の
、
門
末
が
心
得
る
べ
き
「
定
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
44
）。

そ
の
第
三
条
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
史
料
二
〕

一 

、
御
当
山
御
開
基
之
砌
よ
り
数
百
年
伝
来
之
御
末
寺
中
之
分
ハ
各
別
之
古
寺
也
、
其
余
ハ
往
古
す
へ
て
惣
道
場
地
に
て
、
不

残
御
直
参
所
ニ
候
之
処
追
々
寺
号
御
免
、
以
後
右
御
直
参
所
を
其
寺
へ
有
形
り
ニ
支
配
被　

仰
付
、
其
上
に
て
万
事
御
寺
法

筋
ハ
古
格
之
通
違
乱
無
之
様
可
相
守
段
被　

仰
渡
、
先
祖
各
承
知
之
趣
に
て
代
々
相
続
之
上
、
夫
々
官
職
等
御
免
有
之
事
ニ

候
、
尤
其
以
後
中
興
ニ
至
て
所
以
有
之
自
身
印
形
ニ
相
成
候
得
共
、
至
極
古
寺
之
御
末
寺
中
ハ
各
別
、
其
余
ニ
お
ゐ
て
ハ

先
々
よ
り
旦
越
所
持
之
寺
ハ
曽
而
無
之
事
ニ
候
、
然
ル
処
、
近
代
末
々
に
て
古
来
之
訳
不
案
内
之
輩
も
有
之
歟
、
右
之
御
寺

法
筋
次
第
ニ
不
正
之
品
出
来
候
上
、
剰
面
々
支
配
下
之
御
門
徒
を
語
ら
ひ
、
弥
御
寺
法
違
乱
之
筋
ニ
も
可
相
成
義
を
申
立
候

輩
於
有
之
ハ
、
第
一　

御
本
山
御
不
益
之
義
を
不
顧
之
心
中
よ
り
、
私
曲
ニ
相
似
寄
候
義
も
有
之
ハ
不
取
止
事
可
及
其
沙
汰

義
ニ
候
、
併
近
年
打
続
御
再
興
之
御
企
、
其
上
当
時
御
火
災
後
故
諸
事
隠〔

穏
〕便

之
御
時
節
柄
ニ
而
、
随
分
不
表
立
義
ハ
其
通
り

五
三
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ニ
被
成
置
事
ニ
候
、
然
者
、
僧
侶
之
身
分
ニ
而
ハ
猶
以
当
時
御
不
幸
之
折
柄
と
い
ひ
、
且
又　

仏
祖
之
御
照
覧
之
程
を
恐
レ

入
心
中
有
之
ハ
、
僧
俗
共
ニ
面
々
丹
情〔

精
〕懇

志
之
心
底
の
ミ
を
運
ひ
可
申
御
時
節
候
処
、
当
時
之
為
体
ハ
右
之
御
時
節
柄
を
幸

之
様
ニ
存
し
、
追
々
私
事
之
儀
を
申
募
る
輩
於
有
之
ハ
、
至
極
御
寺
法
違
乱
之
道
理
ニ
相
当
候
時
ハ
、
古
来
御
作
法
之
通
急

度
可
被
仰
付
事
勿
論
之
儀
ニ
候
、
然
ハ
向
後
御
寺
法
違
乱
之
筋
無
之
様
ニ
其
意
取
可
有
事

　

附
り 
、
御
末
寺
中
新
古
共
ニ
他
派
ゟ
入
寺
有
之
寺
柄
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
古
来
御
寺
法
御
定
書
を
以
逐
一
被　

仰
渡
各
承
知
之
印

形
等
被
指
上
置
候
故
、
其
後
次
第
相
続
之
後
住
職
ニ
至
而
古
来
之
御
寺
法
筋
不
案
内
之
輩
に
お
ゐ
て
ハ
不
斗
違
乱
之
品

も
出
来
可
申
歟
、
然
ハ
向
後
右
之
趣
得
与
承
知
之
上
、
兼
而
其
意
得
可
有
事

意
味
を
取
り
に
く
い
箇
所
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
毫
摂
寺
開
基
の
砌

よ
り
数
百
年
伝
来
の
末
寺
中
」
は
格
別
の
古
寺
で
あ
る
。
②
古
寺
以
外
は
全
て
、
往
古
は
惣
道
場
地
で
あ
っ
た
も
の
で
「
御
直
参

所
」
で
あ
る
。
③
直
参
所
に
、
追
々
、
寺
号
（
い
わ
ゆ
る
、
領
主
に
よ
っ
て
は
公
認
さ
れ
ず
、
教
団
内
限
り
で
の
寺
号
で
あ
る
「
呼
寺
号
」
に

あ
た
ろ
う
）
が
免
許
さ
れ
、（
門
徒
た
ち
の
「
惣
道
場
」
か
ら
、
道
場
主
の
「
自
庵
」
化
し
て
（
45
））

代
々
相
続
し
て
（
院
家
・
内
陣
・
余
間
・
飛
檐

な
ど
の
）
官
職
な
ど
も
免
許
さ
れ
て
き
た
。
④
そ
の
後
ゆ
え
あ
っ
て
自
身
印
形
に
な
っ
た
が
（
寺
僧
の
み
が
自
身
印
形
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
か
）、
古
寺
の
末
寺
以
外
は
檀
那
を
も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
頃
に
至
り
、
寺
法
筋
が
乱
れ
、
支
配
下
の
門
徒
を
語

ら
う
者
も
出
て
き
た
。
そ
う
い
っ
た
寺
法
違
乱
が
な
い
よ
う
に
心
得
よ
、
と
し
て
い
る
。
な
お
附
け
た
り
で
は
、
他
派
か
ら
入
寺
の

あ
る
寺
に
つ
い
て
、
世
代
を
重
ね
る
と
寺
法
に
違
乱
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
得
る
と
し
て
、
寺
法
の
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
第
五
条
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
史
料
三
〕

一 

、
御
末
寺
中
、
夫
々
支
配
之
分
ハ
各
別
、
古
来
御
定
書
之
通
、
猥
御
直
参
所
へ
立
入
、
相
互
ニ
馴
語
ら
ひ
、
御
寺
法
ニ
違
し

五
四
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候
勤
事
等
、
堅
可
相
慎
事
ニ
候
、
動
は
居
村
支
配
下
同
様
之
意
得
於
有
之
ハ
、
後
々
御
直
参
所
と
面
々
支
配
下
と
紛
敷
相
成

り
、
御
寺
法
違
乱
之
端
に
も
可
成
候
得
ハ
、
此
義
兼
而
可
被
相
意
得
事

　

附
り 

、
御
直
参
所
ニ
而
往
生
人
等
有
之
節
、
若
ハ
大
水
大
雪
、
或
ハ
小
児
、
或
ハ
末
々
貧
躬
之
者
ニ
而　

御
本
山
へ
御
達
し
難

成
族
ハ
、
其
村
之
道
場
守
り
ニ
禅
門
成
御
免
之
輩
指
添
ひ
、
即
日
之
葬
式
ハ
相
勤
へ
し
、
又
其
村
ニ
道
場
守
り
無
之
村
方

な
ら
ハ
、
其
手
寄
を
以
、
御
末
寺
中
之
内
何
レ
成
共
施
主
之
勝
手
宜
方
へ
相
頼
候
而
、
即
日
之
規
式
の
ミ
ハ
可
相
勤
事

こ
こ
で
、
末
寺
中
の
「
夫
々
支
配
之
分
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
（
寺
号
を
獲
得
し
て
い
な
い
）
支
配
下
の
道
場
を
指
す
か
。
末
寺
中

が
、
直
参
所
（
附
け
た
り
を
含
め
て
、
寺
号
付
与
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
指
す
か
）
に
立
ち
入
っ
て
、
末
寺
中
の
支
配
下
の
も
の
と
同
様
に

扱
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
附
け
た
り
で
は
、「
直
参
所
で
死
者
が
出
た
と
き
、
も
し
大
水
・
大
雪
で
あ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
小
児
、
末
々
貧
窮
の
者
で
、
本
山
毫
摂
寺
に
す
ぐ
に
届
け
が
た
い
（
と
い
う
こ
と
か
）
者
は
、
そ
の
村
の
道
場
守
に
、「
禅

門
成
御
免
之
輩
」
が
指
し
添
い
、
即
日
の
葬
式
は
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
道
場
守
が
い
な
い
村
で
あ
れ
ば
、
施
主
の
勝
手
の
よ
い

末
寺
中
に
頼
ん
で
、「
即
日
之
規
式
」
の
み
は
勤
め
る
べ
き
こ
と
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
附
け
た
り
か
ら
は
、
村
の
道
場
守

（
道
場
主
）
や
「
禅
門
成
御
免
」
の
門
徒
の
存
在
、
彼
ら
や
近
隣
末
寺
の
、
葬
式
へ
の
関
わ
り
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
条
文
か
ら
は
、
正
式
な
末
寺
や
呼
寺
号
の
寺
院
が
、
本
山
直
参
の
門
徒
と
の
関
係
を
強
め
、
呼
寺
号
の
寺
院
が

宗
判
も
行
お
う
と
す
る
動
向
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
に
毫
摂
寺
の
再
建
落
成
が
成
っ
た
翌
年
、
天

明
七
年
付
の
、「
執
事
」
を
差
出
と
す
る
『
定
（
46
）』

に
も
類
似
の
条
文
が
あ
る
。
一
方
で
、
天
明
三
年
の
毫
摂
寺
の
『
御
用
日
記
（
47
）』

を

み
る
と
、
日
付
・
場
所
・
担
当
者
の
順
で
列
記
す
る
な
ら
ば
、
四
月
五
日
・
下
新
庄
（
坂
井
郡
・
現
坂
井
市
）・
光
闡
寺
、
六
日
・
福

井
（
御
預
宗
判
）・
光
闡
寺
、
七
日
・
池
田
（
今
立
郡
・
現
越
前
市
）・
応
信
寺
、
十
日
・
千
福
（
今
立
郡
・
現
越
前
市
・
美
濃
郡
上
藩
領
陣

屋
所
在
）・
隠〔

カ
〕応

、
十
三
日
・
大
屋
（
今
立
郡
・
現
越
前
市
）・
光
闡
寺
、
十
九
日
・
戸
口
（
今
立
郡
・
現
鯖
江
市
）・
応
信
寺
、
五
月
六

五
五
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日
・
天
王
（
丹
生
郡
・
現
越
前
町
・
三
河
西
尾
藩
陣
屋
所
在
）・
教
証
寺
、
廿
三
日
・
福
井
（
大
宗
判
）・
光
闡
寺
と
、
毫
摂
寺
か
ら
宗
判

に
使
僧
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
呼
寺
号
寺
院
や
道
場
を
介
さ
ず
に
個
別
に
本
山
の
門
徒
と
な
っ
て
い
る
者
の
宗
判
を
含
む
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
直
参
の
門
徒
の
宗
判
に
対
応
し
て
い
る
様
相
が
窺
え
る
。

〔
表
〕
は
、
第
一
章
で
み
た
、
幕
府
に
よ
る
寺
院
出
家
山
伏
の
人
別
改
（
寛
政
元
年
の
現
況
を
書
き
上
げ
さ
せ
た
）
に
際
し
、
寛
政
二

（
一
七
九
〇
）
年
に
作
成
さ
れ
た
五
分
市
派
の
『
人
別
御
改
帳
（
48
）』

を
元
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
参
考
の
た
め
に
昭
和
期
の

記
録
に
記
さ
れ
た
由
緒
な
ど
も
含
め
て
〔
表
〕
に
記
載
し
た
。
こ
れ
は
人
別
改
だ
か
ら
、
呼
寺
号
寺
院
も
含
め
て
僧
侶
が
全
て
書
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
つ
い
て
、
呼
寺
号
寺
院
で
あ
る
か
否
か
の
別
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お

『
福
井
県
史
』
で
は
、
福
井
藩
（
減
封
前
）
が
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
に
諸
宗
の
触
頭
格
の
寺
院
か
ら
末
寺
の
書
上
を
提
出
さ
せ
、

「
寺
院
身
分
の
確
定
を
図
っ
た
（
49
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
同
年
の
毫
摂
寺
に
よ
る
末
寺
書
上
（
50
）が

取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
否
か
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
〔
表
〕
に
記
載
し
た
。（
こ
の
書
上
に
は
小
浜
藩
領
の
寺
院
も
書

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
）
こ
の
書
上
に
記
載
さ
れ
た
寺
院
が
領
主
に
よ
り
公
認
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
が
、
呼
寺
号

で
は
な
い
、（
新
た
な
公
認
や
引
寺
な
ど
を
除
け
ば
）
正
式
な
寺
院
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
呼
寺
号
寺
院
と
考
え
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
が
、
今
立
郡
西
角
間
村
（
現
・
今
立
郡
池
田
町
）
の
道
場
は
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）

年
に
毫
摂
寺
か
ら
浄
願
寺
の
寺
号
を
下
付
さ
れ
た
（
51
）。

そ
の
後
〔
表
〕
に
記
し
た
よ
う
に
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
の
『
人
別
御
改
帳
』

に
浄
願
寺
は
寺
院
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
の
西
角
間
村
の
宗
門
改
帳
（
52
）で

は
、
浄
願
寺
の
境
内
を
寄

進
し
て
い
る
次
郎
兵
衛
以
下
、
毫
摂
寺
の
直
檀
那
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
浄
願
寺
は
呼
寺
号
寺
院
と
し
て
存
在
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
53
）。

な
お
、〔
表
〕
の
註
に
記
し
た
が
、
寛
政
二
年
以
後
も
、
南
条
郡
に
お
い
て
多
く
の
道
場
が
寺
号
を
付
与
さ

れ
て
い
る
。

五
六
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寺
号
を
付
与
さ
れ
ず
、
寛
政
二
年
の
人
別
改
で
も
書
き
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
道
場
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
鯖
江
藩
（
間

部
氏
・
五
万
石
）
が
入
部
の
翌
年
、
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
に
村
々
に
書
き
上
げ
さ
せ
て
作
成
し
た
『
寺
社
改
牒
（
54
）』

に
お
い
て
は
、

五
分
市
派
で
は
五
ヶ
寺
（
う
ち
庄
田
村
昭
光
寺
は
無
住
で
寺
守
を
置
く
）
の
他
に
、
二
ヶ
所
の
道
場
、
す
な
わ
ち
、
今
立
郡
下
新
庄
村
の
、

法
常
寺
（
五
郎
丸
村
）
末
の
道
場
（
道
場
守
彦
兵
衛
、
二
間
四
方
の
家
に
、
村
除
の
敷
地
が
二
畝
二
〇
歩
）
と
、
今
立
郡
入
谷
村
の
、
毫
摂

寺
下
の
道
場
（
道
場
守
・
本
尊
・
絵
像
な
し
。
三
間
に
四
間
の
家
、
敷
地
は
年
貢
地
）
と
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
近
世
の
越
前

の
道
場
・
道
場
主
に
つ
い
て
は
、
村
と
の
関
係
の
構
造
分
析
を
含
め
た
、
澤
博
勝
氏
の
研
究
が
あ
る
（
55
）。

澤
氏
が
村
明
細
帳
類
か
ら
分

析
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
越
前
の
な
か
で
も
宗
教
施
設
の
分
布
状
況
に
は
差
異
が
あ
り
、「
真
宗
地
帯
と
い
う
要
素
を
強
く
持
っ

た
」
坂
井
・
吉
田
・
大
野
郡
で
は
寺
院
が
存
在
す
る
村
の
比
率
が
低
く
、
一
方
で
（
坂
井
郡
は
デ
ー
タ
が
少
な
く
不
詳
だ
が
）
吉
田

郡
・
大
野
郡
で
は
道
場
が
存
在
す
る
村
の
比
率
が
高
い
（
吉
田
郡
で
四
〇
・
六
％
、
大
野
郡
で
七
二
・
三
％
）。
そ
れ
に
対
し
て
（
四
箇
本
山

の
う
ち
三
ヶ
寺
が
所
在
す
る
）
今
立
郡
や
、
丹
生
郡
で
は
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
道
場
が
所
在
す
る
村
の
比
率
が
低
い
（
今
立
郡
で

三
〇
・
五
％
、
丹
生
郡
で
一
一
・
一
％
（
56
））。

親
鸞
の
五
百
回
忌
（
宝
暦
一
一
〈
一
七
六
一
〉
年
）
の
際
の
、
五
分
市
派
の
『
御
定
法
書
写
（
57
）』

に
、
院
家
中
・
御
一
家
中
（
内
陣
・
余

間
地
）・
飛
檐
地
・
平
僧
地
・
俗
道
場
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
日
数
や
勤
行
の
次
第
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
装
束
に
つ
い
て
は
平

僧
ま
で
の
定
め
は
あ
る
が
、
俗
道
場
に
は
定
め
が
な
く
、
僧
形
の
装
束
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

宗
教
施
設
の
格
式
秩
序
に
お
い
て
は
、
道
場
は
末
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
派
や
寺
を
超
え
た
立
合
（
寄
合
）
道
場
（
58
）な

ど
も
含
め
て
考
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
鯖
江
派
の
遠
隔
地
の
例
に
つ
い
て
、
千
葉
乗
隆
氏
が
美
濃
国
揖
斐
郡
徳
山
郷
（
現
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
。
現
在
は
徳
山

ダ
ム
の
水
底
に
没
し
て
い
る
）
の
近
世
か
ら
現
代
に
至
る
様
相
を
分
析
し
て
い
る
（
59
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
徳
山
郷
に
は
曹
洞
宗
寺
院
一
ヶ

五
七
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支配 郡 町村 地位 寺名 寛文 5年 住僧・年齢 由緒抜粋
幕領代
官支配

南条郡 古木村 末寺 蓮光寺 住職（34） 明応 8年證誠寺に属し、慶長
8年毫摂寺末となり、文化10
年東本願寺に転属

鯖江藩
領

今立郡 西角間村 末寺 浄願寺 住職（25） 毫摂寺末となり、元禄 3年、
浄願寺と改宗

蓑脇村 末寺 善照寺 ○（鞍谷）住職（16）、隠居（47）、弟子
（23）

明徳年中足利義満三男が法体、
毫摂寺に帰依。天正年中に善
照が来て隠居

檜尾谷村 末寺 法雲寺 住職（43） 元禄 6年中興、毫摂寺に隷す
庄田村 末寺 照光寺 ○ 寺守（助三郎、34） 慶長11年、本山より寺号を受

ける
大屋村 末寺 円光寺 ○ 住職（22）、弟子（25） 慶長12年毫摂寺に帰依、寺号

を改める
三河西
尾藩領

丹生郡 下野田村 末寺 覚円寺 住職（23） 元禄 5年、善冏に帰依して創立
南条郡 春日野村 末寺 円福寺 住職（25） 寛文 5年、善休一宇を創設せ

しめる
東谷村 末寺 正善寺 ○（脇本）住職（35） 天正10年善舜に帰依、貞享元

年移転
中小屋村 末寺 浄教寺 ○ 住職（12） 天正 3年毫摂寺に帰依
馬上免村 末寺 聞信寺 住職（18） 天正年中善秀に帰依。元文火

災後現地に営造
美濃郡
上藩領

上野村 末寺 栄泉寺 住職（31）、弟子（28） 天正10年善舜に帰依、貞享元
年移転

末寺 徳正寺 住職（64）、新発意（19） 寛文10年再建
小浜藩
領

塚原村 末寺 清澄寺 ○ 住職（54） 永正14年毫摂寺に帰依し寺号
を賜る、元文 3年寺基を改む

敦賀郡 敦賀泉村 末寺 称名寺 ○ 住職（40） （明治38年由緒では、文化 2
年東派に改派）

敦賀新町 末寺 良覚寺 ○ 住職（49）、叔父（75） 天文年中寺号許可、慶長 8年
移転再建

【註】○基本史料は、福井県文書館写真帳毫摂寺文書00059『人別御改帳』である。○「寛文 5年」の欄は、
寛文 5年の毫摂寺の末寺改の「一札之事」（『福井県史』資料編 5）への記載の有無を表す。「一札之事」には
あって寛政元年の人別改にはあらわれない寺として、小山専隆寺、白崎西蓮寺、鋳物師村正讃寺、牧谷浄善
寺、浅水称名寺（のち東派に改派）、長畝玄正寺がある。○「由緒」の欄は、福井県立図書館本『今立郡寺
院台帳』『丹生郡寺院台帳』『南条郡寺院台帳』『福井市寺院台帳』、国立国文学研究資料館宗務課引継文書
『坂井郡寺院台帳』『敦賀市寺院台帳』『福井県管下越前国足羽郡寺院明細帳』、及び毫摂寺の文政13年の明細
書（毫摂寺文書00055）、明治38年の由緒（毫摂寺文書00067）による。なお一連の『寺院台帳』は、1940年の
宗教団体法施行を受けて作成された寺院台帳とみられる（長野栄俊氏のご教示による）。寺院台帳には、『人
別御改帳』以降に寺号を付与された寺院として、いずれも南条郡の燧村専念寺（安永初年復興、宝暦 3年寺
号付与）、八乙女村円満寺（文化 2年毫摂寺本山に転宗、明治12年寺号公称）、社谷村浄信寺（寛政 5年寺号
許可）、久喜村正行寺（宝永元年創立、文化14年寺号許可）、古木村本照寺（文化10年ごろ寺基を定め、安政
4年寺号付与。飯田義基編『私たちの郷土 宅良の里』〈今庄町宅良小学校、1974年〉によれば、もと蓮光寺
の同行が五分市派に残り本照寺の同行となる）、上温谷村本覚寺（安政 4年再興、元治 2年寺号免許）、小倉
谷村長光寺（正徳年間より真宗を弘通、天保 6年善祐に帰依して寺号許可）、瀬戸村浄円寺（元禄年中道場
として創、元禄 4年本尊下付、文化11年仏堂再建）が記載されている。

五
八
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支配 郡 町村 地位 寺名 寛文 5年 住僧・年齢 由緒抜粋
福井藩
領

今立郡 清水頭村 本山 毫摂寺 ○ 住職（50）、隠居（70、生国京
都）、附弟（19）、弟子10名
（22、21、19、67、36、24、
64、12、40、49）

12世善照の時、寺基を現地に
定める

地中 光闡寺 住職（49）、新発意（16） 善照に帰依
地中 教証寺 住職（36）、隠居（69） 慶長元年、毫摂寺移転時に善

照に帰依、開基
地中 応信寺 住職（36）、新発意（15） 慶長の頃、善照の化導にあい

創立
南条郡 今庄 末寺 西念寺 ○ 住職（19）、舎弟（17） 天正元年本願寺に帰属、 2世

のとき毫摂寺に転属
湯尾村 末寺 井尾寺 ○ 無住 文禄年中、善照より本尊を賜

り寺号公称
末寺 長慶寺 ○ 住職（30） 慶長18年、善照に帰依

大塩中村 末寺 林久寺 ○ 住職（33）、舎弟 3名（29、25、
19）

朝倉義景家臣河合宗清の孫の
時、毫摂寺の末寺となる。善
照より師号等を免許

押田村 末寺 良慶寺 無住 「了慶寺」慶長の初め善照に
帰依

今立郡 長土呂村 末寺 長慶寺 ○ 住職（69） 寛永18年、善誉に帰依
五郎丸村 末寺 法常寺 ○（さば

ゑ）
住職（55）、隠居（69） 正和 2年善入の直弟、宝徳 3

年現在地に
粟田部村 末寺 了慶寺 ○ 住職（25）、舎弟（13） 478年前（1460年代頃）出雲路

派に帰依
末寺 善玖寺 ○ 住職（34） 寛永13年善舜に帰依

新在家村 末寺 善法寺 住職（42） 宝永 7年善冏の息を住職とし
毫摂寺に帰依

五分市村 末寺 城福寺 ○ 住職（44）、弟子（34） 暦応年中善智の門に入る、永
正元年寺基を移す

南条郡 大谷浦 末寺 善徳寺 住職（27） 享保年間寺基を定める、善門
（ママ）に帰依

丹生郡 下海浦 末寺 西福寺 ○（西摂寺）住職（57） 「西摂寺」慶長 8年真宗に転ず
宿浦 末寺 万福寺 ○（正徳

寺）
住職（26） 「正徳寺」一時万福寺と称す。万

治 3年毫摂寺善□より寺号付与
足羽郡 三十八

社村
末寺 常照寺 ○（徳尾）住職（34）、舎弟（25）、弟子

（29）
承元元年改宗、天正年中焼失。
吉田郡轟村・足羽郡徳尾村を
経て、天明 7年移転

今市村 末寺 西蓮寺 ○（浅水）無住 （文政13年由緒書では廃寺）
福井神
宮寺町

末寺 善福寺 ○（福井
石場）

住職（16） 暦応元年、善幸の弟子となる、
慶長 9年移転

坂井郡 浄土寺村 末寺 善正寺 ○ 住職（52） 文安 3年移転再興、慶長12年
善照に帰依

福井藩
預所

加戸村 末寺 西光寺 ○ 住職（30）、弟子（17） 文暦元年加戸村に移転

〔表〕　寛政元年、五分市派寺院・僧侶一覧

五
九
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寺
が
あ
る
ほ
か
は
各
集
落
の
道
場
の
み
が
あ
っ
た
。
寺
檀
関
係
は
村
外
の
鯖
江
派
（
誠
照
寺
派
）
の
西
福
寺
・
専
念
寺
、
西
派
（
本
願

寺
派
）
の
西
光
寺
、
村
内
の
曹
洞
宗
の
増
徳
寺
と
取
り
結
ば
れ
た
。
各
集
落
の
道
場
は
、
現
代
の
状
況
で
は
西
福
寺
・
専
念
寺
の
立

合
道
場
が
三
、
西
福
寺
・
西
光
寺
の
立
合
道
場
、
西
福
寺
・
増
徳
寺
の
立
合
道
場
が
各
一
で
あ
っ
た
。
道
場
坊
は
も
と
も
と
世
襲
が

多
く
、
葬
儀
を
執
り
行
う
。
誠
照
寺
の
美
濃
廻
国
は
近
世
、
秀
諴
の
と
き
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
代
の
状
況
と
し
て
、
誠
照
寺

に
よ
り
年
二
回
、
檀
那
寺
に
よ
っ
て
は
年
三
回
、「
お
廻
り
」
が
行
わ
れ
た
。

五
分
市
派
の
事
例
に
戻
っ
て
、
寺
院
相
続
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
後
に
定
め
ら
れ
た
、
先
述
の
天
明
七
年
の
「
定
」
に
は
、
次
の

よ
う
な
条
文
（
五
条
目
）
が
あ
る
。

〔
史
料
四
〕

一 

、
後
住
之
儀
、
其
寺
出
生
之
男
子
無
之
不
相
続
之
輩
ハ
、
親
類
之
内
ゟ
十
歳
未
満
之
致
養
子
、
血
脈
相
続
之
趣
兼
而
御
達
し

之
上
、
十
五
歳
迄
ニ
得
度
之
願
可
有
之
、
若
当
住
死
後
、
又
ハ
及
末
期
他
派
ゟ
後
住
相
続
之
願
有
之
ハ
、
仮
雖
為
親
類
、

十
五
歳
以
上
之
於
人
柄
ハ
、
古
来
之
御
定
法
有
之
候
間
、
可
有
其
意
得
事
（
60
）

そ
の
寺
に
男
子
が
な
い
場
合
、
原
則
と
し
て
は
、
親
類
か
ら
一
〇
歳
未
満
の
養
子
を
取
り
、
一
五
歳
ま
で
に
得
度
さ
せ
る
。
も
し

住
職
の
死
後
や
末
期
に
、
他
派
か
ら
後
住
を
迎
え
る
場
合
は
、
例
え
親
類
で
あ
っ
て
も
、
一
五
歳
以
上
に
は
制
限
を
加
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
他
派
寺
院
と
の
親
類
関
係
が
普
遍
的
に
あ
る
が
故
の
規
制
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

2　

毫
摂
寺
の
組
織

毫
摂
寺
の
文
政
一
三
（
一
八
三
〇
）
年
の
明
細
書
（
61
）の

中
に
、
毫
摂
寺
の
境
内
に
役
寺
教
証
寺
、
門
前
で
毫
摂
寺
の
土
地
に
、
役
寺

光
闡
寺
・
応
信
寺
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
〔
表
〕
参
照
）。
ま
た
、「
境
内
外
之
廃
寺
」
と
し
て
、
足
羽
郡
今
市
村
（
現
福
井

六
〇
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市
）
西
蓮
寺
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
〔
表
〕
参
照
）。
さ
ら
に
、
毫
摂
寺
の
門
内
に
、
役
家
の
高
野
右
内
が
、
門
前
に
家
来

の
久
末
秀
安
と
、
大
工
棟
梁
の
幸
助
・
新
四
郎
が
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
寺
檀
関
係
に
つ
い
て
は
、
膝
元
の
五
歩
市
（
五
分

市
）
村
十
一
軒
、
清
水
頭
村
九
軒
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
役
寺
応
信
寺
が
印
形
を
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
旦
中
惣
代
が
吉

村
（
現
大
野
市
）・
池
泉
村
・
上
真
柄
村
・
庄
田
村
・
稲
寄
村
（
以
上
、
現
越
前
市
）
に
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

役
寺
（
役
僧
）
や
高
野
右
内
な
ど
に
つ
い
て
、
年
未
詳
で
は
あ
る
が
、
毫
摂
寺
に
つ
い
て
の
「
定
」
が
二
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る

帳
面
（
62
）か

ら
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
摘
記
す
る
と
、
前
半
の
定
で
は
、
○
役
僧
は
、
三
ヶ
寺
（
役
寺
）
で
申
し

合
わ
せ
、
月
に
一
〇
日
ず
つ
在
寺
す
る
こ
と
、
○
「
評
定
」・「
加
役
」・「
内
役
」
は
十
日
・
廿
日
・
晦
日
に
出
勤
す
べ
き
こ
と
、
○

領
主
の
達
や
「
入
組
之
儀
」
に
つ
い
て
は
、
評
定
・
加
役
の
う
ち
一
ヶ
寺
が
付
き
添
っ
て
、
三
ヶ
寺
・
高
野
が
順
番
に
勤
め
る
が
、

一
通
り
の
こ
と
な
ら
ば
「
伴
僧
」
で
も
構
わ
な
い
こ
と
、
○
評
定
・
加
役
・
内
役
を
長
く
勤
め
た
者
に
は
褒
美
を
与
え
る
こ
と
。
○

毎
年
、
近
末
十
ヶ
寺
に
書
院
で
酒
肴
を
遣
わ
す
こ
と
、
○
書
院
で
の
目
見
え
は
、
素
絹
内
陣
は
中
之
間
、
余
間
は
次
之
間
、
列
座
は

鞘
之
間
、
平
僧
は
広
間
と
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

後
半
の
定
で
は
、
○
諸
願
式
は
高
野
右
内
に
差
し
出
す
べ
き
こ
と
、
尤
も
、
末
寺
に
付
く
門
徒
に
つ
い
て
は
、
手
次
寺
の
添
状
が

な
け
れ
ば
取
り
上
げ
な
い
こ
と
、
○
末
寺
の
継
目
・
得
度
に
つ
い
て
は
、
実
子
は
先
例
の
通
り
で
、
養
子
は
篤
と
吟
味
の
う
え
、
組

合
奥
印
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
○
納
骨
は
、
直
印
（
直
参
）
も
末
寺
付
も
、
先
例
の
通
り
必
ず
納
め
る
べ
き
こ
と
、
○
寺
法
は
、
門

主
の
思
し
召
し
を
も
っ
て
役
寺
評
議
の
う
え
触
れ
る
べ
き
こ
と
、
役
寺
の
印
が
な
い
と
き
は
、
請
印
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
○

役
寺
二
人
ず
つ
欠
け
ず
に
詰
め
る
べ
き
こ
と
（
前
半
の
定
の
規
定
と
は
異
な
っ
て
い
る
）、
○
高
野
右
内
は
日
勤
す
べ
き
こ
と
、
○
「
肝

煎
」
の
う
ち
二
人
ず
つ
、
欠
け
ず
に
御
台
所
へ
詰
め
る
べ
き
こ
と
、
○
高
野
右
内
及
び
助
役
の
者
が
、
帳
面
を
残
ら
ず
支
配
す
べ
き

こ
と
、
○
毎
月
晦
日
に
は
、
勘
定
所
で
、
役
寺
・
高
野
・
助
役
・
肝
煎
な
ど
が
立
ち
合
っ
て
勘
定
を
す
べ
き
こ
と
、
○
肝
煎
は
、
受

六
一
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納
（
銀
）
を
受
け
取
り
、
諸
事
・
飯
米
・
雑
用
を
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
し
、
不
益
筋
を
吟
味
し
て
銀
子
を
渡
す
べ
き
こ
と
、
○
建

物
・
境
内
の
傷
ん
で
い
る
箇
所
の
吟
味
に
つ
い
て
は
、「
小
頭
」
が
兼
帯
に
勤
め
る
べ
き
こ
と
。
○
掃
除
・
花
木
持
に
つ
い
て
は
、

伴
僧
が
勤
め
る
べ
き
こ
と
、
と
い
っ
た
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
推
測
も
含
め
て
、
①
三
ヶ
寺
の
役
寺
（
役
僧
）
や
、
役
屋
の
高
野
右
内
を
中
心
に
、
毫
摂
寺
お
よ
び
教
団
の
実
務
が

執
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
恐
ら
く
教
団
内
の
寺
院
（
住
職
）
が
、「
評
定
」・「
加
役
」・「
内
役
」
を
担
い
、
実
務
に
参
与
し
て

い
る
こ
と
、
③
毫
摂
寺
に
「
伴
僧
」
が
い
る
こ
と
。
な
お
〔
表
〕
に
あ
る
よ
う
に
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
は
毫
摂
寺
内
に

一
二
歳
〜
六
七
歳
の
一
〇
名
の
弟
子
が
い
る
が
、
彼
ら
が
「
伴
僧
」
に
当
た
る
も
の
か
、
④
高
野
右
内
に
は
「
助
役
」
が
い
る
こ
と
。

先
述
の
「
家
来
」
の
久
末
秀
安
は
こ
れ
に
当
た
る
か
、
⑤
寺
内
の
建
物
の
チ
ェ
ッ
ク
に
当
た
る
「
小
頭
」
は
、
あ
る
い
は
大
工
棟
梁

の
こ
と
か
、
⑥
詳
細
は
不
明
だ
が
、「
肝
煎
」
が
金
銭
出
納
に
当
た
る
、
⑦
末
寺
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
実
子
よ
り
も
養
子
の
方
が

手
続
き
が
厳
重
で
あ
る
、
⑧
末
寺
の
「
組
合
」
が
あ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

3　

改
派
・
帰
参

近
世
の
真
宗
で
は
、
諸
派
間
で
の
寺
院
の
移
動
│
改
派
・
帰
参
│
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
（
63
）。『

福
井
県
史
』
で
も
、
大
量
の
東
派
寺

院
が
西
派
に
改
派
し
た
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
の
「
百
か
寺
騒
動
」
を
は
じ
め
、
越
前
に
お
い
て
改
派
・
帰
参
が
多
く
み
ら
れ
た

こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
四
派
か
ら
東
派
に
改
派
し
た
寺
院
と
し
て
は
、
五
分
市
派
の
称
名
寺
（
慶
安
五
〈
一
六
五
二
〉
年
・

享
保
一
〇
〈
一
七
二
五
〉
年
（
64
））、

中
野
派
の
専
久
寺
（
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
年
）・
専
蓮
寺
（
宝
暦
八
〈
一
七
五
八
〉
年
）
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
西
派
へ
改
派
し
た
寺
院
と
し
て
、
鯖
江
派
の
誠
長
寺
（
慶
安
二
年
）、
横
越
派
の
浄
願
寺
（
延
宝
二
〈
一
六
七
四
〉
年
）、

中
野
派
の
専
超
寺
・
専
伝
寺
（
元
禄
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
65
）。

ま
た
、『
福
井
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
専
超
寺
・
専
伝
寺
と
同
時
に

六
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中
野
派
の
足
羽
郡
若
杉
村
（
現
福
井
市
）
専
通
寺
が
浄
土
宗
に
改
宗
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
野
派
か
ら
の
改
派
・
改
宗
は
、
専
照
寺
の

開
基
を
親
鸞
と
す
る
か
、
如
道
と
す
る
か
の
争
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
66
）。

さ
ら
に
、『
越
前
毫
摂
寺
由
緒
略
歴
（
67
）』

に
よ
れ
ば
、
他

に
、
五
分
市
派
よ
り
、
享
保
一
二
年
に
足
羽
郡
花
堂
村
（
現
福
井
市
）
勝
明
寺
が
仏
光
寺
派
（
の
ち
東
派
）
へ
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）

年
に
敦
賀
郡
泉
村
（
現
敦
賀
市
）
称
名
寺
が
東
派
に
改
派
し
て
い
る
。
前
掲
の
〔
表
〕
に
示
し
た
よ
う
に
、
五
分
市
派
で
は
そ
の
他

に
も
寺
院
の
帰
属
の
移
動
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
毫
摂
寺
文
書
に
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
、
領
主
に
、
改
派
押
│
一
時
的
な
特

定
の
末
寺
の
改
派
禁
止
│
を
求
め
る
願
書
の
写
し
が
散
見
し
、
改
派
に
は
至
ら
な
い
ま
で
も
そ
の
可
能
性
を
孕
ん
だ
事
態
が
し
ば
し

ば
起
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
あ
る
い
は
三
業
惑
乱
を
め
ぐ
る
動
向
の
余
波
な
ど
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

ま
た
、
改
派
・
帰
参
の
要
因
と
し
て
、
寺
格
の
上
昇
へ
の
志
向
も
あ
る
。
誠
照
寺
の
役
寺
で
あ
っ
た
西
福
寺
の
『
覚
書
（
68
）』

に
、
越

後
国
頸
城
郡
山
之
坊
村
（
現
新
潟
県
糸
魚
川
市
）
の
願
正
寺
の
帰
参
に
つ
い
て
の
記
事
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
願
正

寺
は
も
と
伊
勢
高
田
専
修
寺
の
末
で
、
年
来
飛
檐
官
へ
の
昇
進
を
願
い
、
寺
伝
の
聖
徳
太
子
自
画
の
絵
像
も
差
し
出
し
た
が
願
い
が

叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
寺
檀
共
に
立
腹
し
、
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
三
月
に
、
専
修
寺
往
来
の
際
に
見
た
誠
照
寺
の
末
と
な

る
こ
と
を
願
い
出
、
許
可
さ
れ
て
、
飛
檐
官
も
免
許
さ
れ
た
。

三　

幕
藩
領
主
に
よ
る
布
達
ル
ー
ト

『
福
井
県
史
』
で
は
（
69
）、

四
箇
本
寺
が
（
福
井
藩
に
よ
っ
て
（
70
））「

そ
れ
ぞ
れ
の
末
寺
に
対
し
触
頭
的
支
配
を
認
め
ら
れ
て
い
た
」
と
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
の
第
二
章
第
2
節
で
五
分
市
派
を
中
心
に
み
た
よ
う
に
、
各
派
の
教
団
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
山
に
近
接
す
る
役
寺

六
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の
住
職
や
、
本
山
の
寺
侍
な
ど
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
幕
府
と
の
上
申
下
達
ル
ー
ト
を
中
心
に
、
専
照
寺
・
中
野

派
の
事
例
か
ら
み
て
み
た
い
。

一
般
的
に
、
幕
府
の
布
達
は
、
福
井
藩
の
寺
社
所
（
寺
社
町
奉
行
）
か
ら
、
福
井
藩
の
布
達
と
併
せ
て
、
専
照
寺
に
伝
達
さ
れ
て

い
る
（
71
）。

全
国
的
宗
派
の
国
触
頭
に
対
す
る
の
と
同
様
の
伝
達
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
幕
府
か
ら
直
接
の
布
達
が
行
わ
れ
る
案
件
も
あ
っ
た
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
八
月
二
二
日
に
、
二
〇
日
付
け
で
、

幕
府
の
本
保
役
所
（
高
山
陣
屋
の
出
張
陣
屋
、
現
越
前
市
）
か
ら
専
照
寺
へ
、「
寺
社
奉
行
衆
ゟ
御
達
之
儀
」
を
伝
達
す
る
の
で
一
人
出

張
す
る
よ
う
に
、
と
の
連
絡
が
あ
り
、
常
願
寺
が
本
保
に
出
張
し
て
い
る
。
二
三
日
に
本
保
の
勝
山
屋
（
郷
宿
で
あ
ろ
う
）
に
行
き
、

本
保
役
所
に
勝
山
屋
を
通
じ
て
着
届
を
し
た
。
さ
ら
に
役
所
か
ら
の
案
内
を
受
け
て
、
専
照
寺
・
證
誠
寺
・
毫
摂
寺
・
誠
照
寺
そ
れ

ぞ
れ
の
役
僧
が
役
所
に
着
席
し
た
。
そ
し
て
役
所
の
元
締
の
高
橋
三
蔵
に
挨
拶
し
、
高
橋
に
よ
り
、
寺
社
奉
行
所
の
御
用
書
が
読
み

聞
か
さ
れ
、
役
所
が
用
意
し
た
請
書
に
、
役
僧
た
ち
が
請
印
し
た
。
御
用
書
は
、
安
政
二
年
三
月
の
、
朝
廷
の
命
を
受
け
、
諸
国
寺

院
の
梵
鐘
を
も
っ
て
大
砲
小
銃
を
鋳
造
す
る
が
、
梵
鐘
の
差
出
方
委
細
に
つ
い
て
は
追
っ
て
達
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
旨
に
つ
い
て
、
一
〇
月
に
末
寺
を
専
照
寺
に
登
山
さ
せ
て
伝
達
し
、
請
書
を
取
っ
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
複
線
的
に
、
一
一
月
中
旬
に
、
福
井
藩
の
寺
社
役
所
か
ら
、
次
の
よ
う
な
幕
府
の
大
目
付
触
が
専
照
寺
を

含
む
寺
院
中
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梵
鐘
鋳
換
に
つ
き
、
府
内
は
寺
社
奉
行
、
そ
れ
以
外
は
最
寄
り
の
遠
国
奉
行
・
代

官
・
領
主
が
取
り
調
べ
の
う
え
取
り
は
か
ら
う
よ
う
に
、
と
い
う
触
が
伝
達
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
請
印
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
専

照
寺
は
、
そ
れ
を
受
け
て
、
専
照
寺
は
例
外
規
定
に
当
た
る
本
寺
な
の
で
、
梵
鐘
は
差
し
出
さ
な
い
、
と
い
う
旨
の
口
上
之
覚
を
提

出
し
て
い
る
。

翌
安
政
三
年
二
月
一
七
日
、
再
度
本
保
役
所
よ
り
役
僧
の
出
張
が
命
ぜ
ら
れ
、
一
九
日
に
常
願
寺
が
出
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

六
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梵
鐘
の
鋳
換
に
つ
い
て
歎
願
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
そ
れ
を
末
々
寺
院
に
伝
達
す
る
よ
う
に
と
の
諸
宗
触
頭
宛
の
達
に
つ
い
て
、
各
本

山
の
役
僧
が
請
書
を
提
出
し
て
い
る
（
72
）。

な
お
専
照
寺
の
末
寺
、
坂
井
郡
免
鳥
村
（
現
福
井
市
）
の
専
念
寺
の
記
録
（
73
）に

よ
れ
ば
、
幕
府
大
目
付
か
ら
の
触
の
写
が
、（
安
政
二

年
の
）
六
月
一
七
日
付
で
、
福
井
藩
郡
奉
行
か
ら
村
々
庄
屋
中
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
が
、
六
月
二
四
日
に
免
鳥
村
の
庄
屋
か
ら
専
念

寺
に
持
参
さ
れ
て
い
る
。
専
照
寺
の
ル
ー
ト
よ
り
も
早
く
、
別
ル
ー
ト
で
伝
達
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
〇
月
に
、

先
に
み
た
よ
う
に
、
専
照
寺
に
登
山
し
て
（
本
保
役
所
経
由
の
布
達
に
対
す
る
）
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
専
念
寺
の
記
録

で
は
請
書
に
つ
い
て
、「
御
公
儀
（
大
公
儀
〈
幕
府
〉
に
対
し
て
、
福
井
藩
を
指
す
）
ヨ
リ
被
仰
出
候
処
ノ
書
附
ノ
通
相
認
メ
」
と
あ
り
、

幕
府
郡
代
か
ら
で
は
な
く
、
福
井
藩
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
た
も
の
と
誤
解
し
て
い
る
。

な
お
、
専
念
寺
で
は
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）・
二
年
の
幕
府
の
諸
寺
院
人
別
改
に
際
し
て
、
寺
内
の
僧
侶
（
住
職
・
新
発
意
・
従
弟

各
一
名
）
の
書
付
を
、
本
山
専
照
寺
と
、
大
庄
屋
二
ツ
屋
庄
太
夫
と
の
二
ヶ
所
に
提
出
し
て
い
る
（
74
）。

第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
こ
の

諸
寺
院
人
別
改
に
つ
い
て
は
、
専
照
寺
に
対
し
て
は
、
福
井
藩
と
妙
法
院
と
の
二
通
り
の
布
達
ル
ー
ト
で
情
報
の
遣
り
取
り
が
な
さ

れ
て
い
る
。

梵
鐘
鋳
換
に
関
す
る
布
達
の
よ
う
に
、
幕
府
が
（
地
元
陣
屋
を
通
じ
た
）
直
接
の
布
達
を
試
み
る
の
は
ど
う
い
う
と
き
か
。
時
期
的

な
問
題
も
含
め
て
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。
こ
こ
で
は
、
幕
府
と
小
規
模
教
団
と
の
上
申
下
達
に
つ
い
て
、
散
在
す
る
末
寺
も
含

め
て
、（
支
配
領
主
な
い
し
は
近
隣
の
）
藩
か
ら
の
寺
社
方
ル
ー
ト
、
同
じ
く
地
方
ル
ー
ト
、
さ
ら
に
は
直
接
の
ル
ー
ト
の
、
混
在
が

み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

六
五
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四　

僧
侶
の
修
学

各
派
に
つ
い
て
、
僧
侶
の
修
学
に
関
し
て
わ
か
る
こ
と
は
管
見
の
限
り
断
片
的
だ
が
、
一
七
世
紀
の
誠
照
寺
の
門
主
秀
海
、
お
よ

び
同
派
の
僧
、
法
林
寺
恵
南
の
就
学
課
程
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
恵
南
の
自
叙
伝
で
あ
る
『
恵
南
一
代
記
（
75
）』

に
拠
る
が
、
ま
ず
恵
南
に
至
る
系
譜
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
丹
生
郡
干
飯
浦

（
の
ち
米
之
浦
。
現
越
前
町
）
の
養
泉
寺
の
香
善
法
師
の
次
男
で
、
福
井
藩
主
に
召
し
出
さ
れ
て
相
撲
の
役
に
任
じ
た
小
泉
志
賀
右
衛

門
折
竹
が
、
藩
主
松
平
忠
昌
の
死
（
正
保
二
〈
一
六
四
五
〉
年
八
月
一
日
）
後
、
在
所
の
二
階
堂
村
（
現
越
前
市
）
に
帰
り
、
香
善
法
師

の
遺
跡
を
守
り
、
二
階
堂
村
の
「
惣
礼
」
を
預
か
り
、
白
山
権
現
の
神
職
を
兼
ね
た
。
そ
の
三
男
の
佐
助
が
す
な
わ
ち
後
の
恵
南
で

あ
り
、
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
に
生
ま
れ
た
。

佐
助
は
、
九
歳
で
、
伯
父
の
大
信
（
香
善
法
師
の
長
子
で
、
誠
照
寺
秀
諴
の
命
で
南
条
郡
大
桐
村
山
田
の
道
場
の
坊
守
と
な
っ
て
い
た
）
に

伴
い
、
一
〇
歳
か
ら
一
一
歳
ま
で
三
部
経
を
学
ん
だ
。
一
三
歳
か
ら
一
六
歳
の
春
ま
で
は
商
売
を
営
ん
だ
が
、
そ
の
余
暇
に
越
前
府

中
の
経
円
の
講
筵
に
連
な
り
、
大
原
問
答
に
つ
い
て
聴
講
し
た
。

な
お
経
円
は
、
江
戸
で
生
ま
れ
、
霊
巌
寺
（
浄
土
宗
・
関
東
十
八
檀
林
の
ひ
と
つ
）
の
学
侶
と
な
り
、
経
円
法
誉
上
人
と
号
し
た
。

熊
本
の
往
生
院
に
入
院
し
た
が
、
窮
屈
な
こ
と
を
嫌
い
、
暇
を
取
り
京
都
に
浪
々
し
た
。
福
井
の
日
比
八
兵
衛
尉
の
一
家
で
、
誠
照

寺
秀
山
の
縁
類
の
、
山
科
の
七
里
不
白
と
い
う
人
物
が
、
秀
諴
の
指
南
の
師
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
及
び
、
経
円

を
鯖
江
へ
差
し
下
し
た
。
経
円
は
鯖
江
に
一
〇
年
ば
か
り
い
た
の
ち
、
府
中
に
移
っ
た
。

佐
助
は
一
六
歳
の
夏
、
米
之
浦
養
泉
寺
の
栄
信
（
大
信
の
長
子
、
佐
助
の
従
兄
弟
）
が
、
秀
諴
の
濃
州
廻
国
の
供
奉
を
命
ぜ
ら
れ
た

の
に
随
伴
し
、
朝
暮
、
説
法
を
聴
聞
し
た
。
秀
諴
に
出
家
を
勧
め
ら
れ
、
そ
の
年
（
寛
文
六
〈
一
六
六
六
〉
年
）
剃
髪
し
て
円
智
の
名

六
六
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を
授
け
ら
れ
た
。
一
八
・
九
歳
の
と
き
、
再
び
府
中
の
経
円
の
講
筵
に
連
な
り
、
毎
日
、
大
原
問
答
に
つ
い
て
聴
聞
し
た
。
寛
文
九

年
、
円
智
一
九
歳
の
と
き
、
秀
諴
か
ら
老
僧
成
り
を
許
さ
れ
た
。
円
智
は
二
二
歳
の
時
に
、
福
井
に
出
て
外
書
素
読
を
す
る
こ
と
を

願
い
出
、
許
さ
れ
た
。
野
坂
安
竹
亭
で
四
書
・
古
文
後
集
・
三
体
詩
な
ど
を
学
び
、
広
瀬
幽
閑
亭
で
五
経
・
錦
繍
段
を
学
び
、
二
五

日
で
稽
古
を
終
え
た
。
円
智
は
二
五
歳
の
と
き
、
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
に
谷
口
村
（
現
今
立
郡
池
田
町
）
善
徳
寺
の
養
子
に
な
る

こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
不
縁
に
な
り
、
翌
年
本
山
に
戻
っ
た
。
二
八
歳
の
と
き
、
円
智
の
名
を
改
め
、
恵
南
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。

恵
南
は
、
二
九
歳
の
と
き
、
延
宝
七
年
に
、
良
致
（
西
福
寺
新
発
意
・
住
職
（
76
））

と
上
京
し
、
西
六
条
油
小
路
花
屋
町
上
ル
西
側
（
西

本
願
寺
寺
内
町
）
の
蝋
燭
屋
彦
兵
衛
を
借
店
と
し
て
、
西
派
の
二
代
能
化
と
な
る
光
隆
寺
知
空
の
門
弟
と
な
っ
て
、
西
本
願
寺
学
寮

の
席
に
連
な
り
（
77
）、

安
楽
集
鑰
聞
（
知
空
の
著
）、
つ
い
で
往
生
十
因
に
つ
い
て
聴
講
し
た
。
ま
た
、
教
宗
寺
亭
で
、
選
択
本
願
念
仏
集

を
学
ん
だ
。
さ
ら
に
、
塩
瀬
九
郎
右
衛
門
（
福
井
藩
呉
服
所
（
78
））

の
取
り
持
ち
で
、
楽
人
林
三
河
守
か
ら
五
常
楽
な
ど
の
譜
と
、
太

鼓
・
羯
鼓
・
鉦
鼓
を
習
い
、
こ
れ
が
誠
照
寺
の
音
楽
の
始
め
と
な
っ
た
。
翌
三
〇
歳
の
時
に
は
、
専
念
寺
存
柳
と
上
京
し
、
知
空
の

講
席
で
大
乗
起
信
論
に
つ
い
て
聴
講
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
粟
田
口
真
覚
寺
の
円
智
亭
で
、
円
覚
略
疏
・
心
経
顕
正
記
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
熊
谷
了
庵
（
茘
斎
（
79
））

亭
で
、
大
学
講
談
を
聞
き
、
元
亨
釈
書
の
素
読
を
学
ん
だ
。

天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
、
三
一
歳
の
と
き
、
恵
南
は
智
沢
（
の
ち
の
秀
海
）
の
供
を
命
ぜ
ら
れ
て
上
京
、
智
沢
に
伴
っ
て
室
町
山

王
町
の
医
師
玄
悦
方
に
借
宅
し
た
。
智
積
院
（
新
義
真
言
宗
）
の
講
堂
で
、
空
廓
に
大
乗
起
信
論
を
学
び
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
醒
ヶ

井
の
久
恒
寿
益
亭
で
古
文
後
集
に
つ
い
て
聴
講
し
、
玄
悦
に
は
文
選
の
素
読
を
習
っ
た
。

な
お
、『
誠
照
寺
史
』
に
は
、
秀
諴
が
誠
照
寺
門
主
の
と
き
、
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
に
、
西
福
寺
良
致
・
法
林
寺
恵
南
を
西
派

の
二
代
目
能
化
の
知
空
の
門
に
入
ら
せ
、
宗
乗
・
余
乗
を
学
ば
せ
た
、
ま
た
、
秀
諴
は
姻
戚
の
福
井
藩
士
毛
受
太
郎
左
衛
門
尉
の
息

を
法
嗣
智
沢
と
し
た
が
、
天
和
二
年
、
智
沢
が
一
八
歳
の
と
き
、
法
林
寺
恵
南
・
専
念
寺
存
柳
を
伴
わ
せ
て
上
京
さ
せ
、
知
空
の
学

六
七
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林
で
宗
乗
・
余
乗
を
、
智
積
院
で
余
乗
を
、
ま
た
儒
者
「
恒
久
」
寿
益
に
漢
籍
を
学
ば
せ
た
（
80
）、

と
の
記
述
が
あ
る
。

『
誠
照
寺
史
』
で
は
さ
ら
に
、
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
か
ら
「
例
年
安
居
を
ひ
ら
き
、
上
人
は
も
と
よ
り
遊
学
の
学
侶
を
し
て
宗

余
乗
を
講
ぜ
し
め
一
山
の
僧
徒
を
義
務
的
に
聴
講
せ
し
め
ら
れ
た
（
81
）」

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
恵
南
が
講
師
を
務
め
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
に
、
そ
れ
ま
で
中
絶
し
て
い
た
安
居
を
再
開
し
た
と
さ
れ
て
お
り
（
82
）、

安
居
は
連

綿
と
続
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
八
月
一
一
日
の
太
政
官
布
達
第
十
九
号
に
基
づ
き
（
83
）、

各
派
の
宗
制
・
寺
法
が
定
め
ら
れ
る
。
他
の
真

宗
諸
派
の
も
の
の
影
響
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
各
派
に
お
い
て
、「
教
校
」
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
る
（
84
）。

し
か
し
、
管
見
の

限
り
で
は
、
近
世
段
階
に
お
い
て
そ
の
前
提
と
な
る
機
関
が
機
能
し
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
な
お
、
毫
摂
寺
の
文
政
一
三

（
一
八
三
〇
）
年
の
明
細
書
（
85
）に

は
、
焼
失
後
再
建
さ
れ
て
い
な
い
建
物
の
一
つ
と
し
て
勅
使
門
・
廟
所
・
書
院
・
奥
座
敷
・
隠
居
所
・

台
所
門
・
集
会
所
と
な
ら
び
「
学
寮
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
検
討
が
必
要
だ
が
、
こ
の
学
寮
は
、
あ
る
い
は
毫
摂
寺
に
居
住
す
る

弟
子
た
ち
の
居
所
で
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

恵
南
の
事
例
は
一
七
世
紀
段
階
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
修
学
は
特
別
な
も
の
で
、
恵
南
自
身
が
修
学
を
経
て
派
内
の
僧
侶
教

育
の
中
核
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
派
共
に
、
管
見
の
限
り
で
は
独
自
の
学
林
を
構
え
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
修
学

課
程
に
東
西
両
派
の
学
林
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
各
派
の
僧
侶
た
ち
は
、
寺
内
で
の
教
育
や
本
山
で
の
安
居

な
ど
の
ほ
か
、
宗
派
を
超
え
た
、
地
域
的
な
、
教
学
や
漢
学
な
ど
の
私
的
講
義
の
場
に
連
な
り
、
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

六
八
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お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
越
前
四
箇
本
山
と
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
に
つ
い
て
、
天
台
宗
門
跡
と
の
関
係
、
教
団
や
本
山
の
組
織
、

幕
府
と
の
上
申
下
達
ル
ー
ト
、
僧
侶
の
修
学
な
ど
に
関
す
る
実
態
を
掘
り
起
こ
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
に
と
っ
て
、
天
台
宗

門
跡
の
院
家
と
な
る
こ
と
は
存
立
の
要
件
で
は
な
か
っ
た
。
天
台
門
跡
の
末
寺
や
院
家
に
な
っ
た
り
、
そ
こ
か
ら
の
離
脱
を
試
み
た

り
、
と
い
う
こ
と
は
、
四
箇
本
山
が
相
互
に
意
識
し
な
が
ら
（
あ
る
い
は
東
西
両
派
な
ど
の
大
坊
と
の
関
係
も
考
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う

か
）、
本
山
や
門
主
の
格
式
の
上
昇
・
維
持
を
図
る
う
え
で
の
動
き
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
僧
位
・
僧
官
を
受
け
る
末

寺
は
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、
宗
派
内
の
官
位
秩
序
（
院
家
・
内
陣
・
余
間
・
飛
檐
な
ど
）
と
異
な
り
、
僧
位
・
僧
官
は
宗
派
内
の
格
式

秩
序
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
幕
府
と
の
上
申
下
達
ル
ー
ト
は
、
現
地
の
藩
を
通
ず
る
も
の
が
主
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

近
隣
陣
屋
を
通
じ
て
の
直
接
伝
達
が
行
わ
れ
る
事
例
も
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
藩
か
ら
の
ル
ー
ト
に
お
い
て
は
、
末
寺
ま
で
含
め
て

考
え
る
と
、
寺
社
方
ル
ー
ト
と
地
方
ル
ー
ト
と
が
重
複
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
四
箇
本
山
の
各
派
は
、
全
国
的
教
団
へ
の
包
摂

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
存
在
し
、
幕
府
の
側
も
、
そ
の
実
態
に
応
じ
た
把
握
を
試
み
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

真
宗
諸
派
に
通
底
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
教
団
に
関
わ
る
宗
教
施
設
と
し
て
、
単
純
に
領
主
に
よ
っ
て
「
公
認
さ
れ
た
」
寺
院
の

み
で
は
な
く
、「
呼
寺
号
」
の
寺
院
や
、
他
派
と
の
立
合
な
ど
も
含
め
た
多
様
な
道
場
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
寺
院
の
帰
属
は
完
全
に

固
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
改
派
・
帰
参
が
し
ば
し
ば
起
き
た
。
そ
う
い
っ
た
、
宗
教
施
設
・
宗
教
者
の
外
縁
や
、（
門
徒
も
含

め
た
）
流
動
性
を
、
真
宗
の
諸
教
団
は
含
み
込
ん
で
い
た
。

本
稿
で
は
各
派
の
実
態
を
概
観
す
る
か
た
ち
で
検
討
を
進
め
た
が
、
無
論
、
課
題
は
多
い
。
ま
ず
は
、
真
宗
が
強
い
越
前
に
お
い

て
、
真
宗
諸
派
の
併
存
・
競
合
状
況
の
な
か
で
、
四
箇
本
山
の
各
派
を
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
み
た
な
か
で
は
、
寺

六
九
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院
の
相
続
や
僧
侶
の
修
学
過
程
で
派
を
超
え
た
関
係
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
教
化
の
面
で
も
、
例
え
ば
、
中
野
派
の
免
鳥
村
専
念
寺
で

は
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
二
月
の
永
代
経
に
、
談
僧
と
し
て
能
登
国
珠
洲
郡
高
屋
村
円
龍
寺
（
東
派
・
現
石
川
県
珠
洲
市
）
の
次
男

大
爾
を
呼
ん
で
い
る
（
86
）。

さ
ら
に
、
講
集
団
に
お
け
る
真
宗
諸
派
の
併
存
な
ど
も
含
め
て
、
み
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
澤

博
勝
氏
の
指
摘
す
る
如
く
、
真
宗
の
占
め
る
比
重
や
、
諸
派
の
濃
淡
な
ど
、
越
前
の
な
か
で
の
地
域
性
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
（
87
）。

四
派
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
も
、
分
布
地
域
に
ず
れ
が
あ
り
、
分
布
地
域
の
特
性
が
与
え
る
派
の
特
質
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
論

点
も
含
め
た
、
個
々
の
本
山
ご
と
、
派
ご
と
の
実
態
に
即
し
た
分
析
が
必
要
と
な
る
。

（
1
） 

杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
編
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
』（
下
巻
）、
松
見
文
庫
、
一
九
七
三
年
。

（
2
） 

高
埜
利
彦
「
江
戸
幕
府
と
寺
社
」（
同
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
所
収
、
初
出
一
九
八
五
年
）

一
一
〇
頁
。

（
3
） 

朴
澤
直
秀
『
幕
藩
権
力
と
寺
檀
制
度
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
『
近
世
仏
教
の
制
度
と
情
報
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五

年
）。

（
4
） 

朴
澤
直
秀
「
新
地
建
立
禁
令
を
め
ぐ
っ
て
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
第
六
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）。

（
5
） 

上
野
大
輔
「
近
世
仏
教
教
団
の
領
域
的
編
成
と
対
幕
藩
交
渉
」（『
日
本
史
研
究
』
六
四
二
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
）。

（
6
） 

藤
田
和
敏
「
近
世
仏
教
教
団
に
お
け
る
「
宗
派
意
識
」
の
形
成
│
近
江
国
滋
賀
郡
西
教
寺
を
事
例
に
│
」（
日
本
史
研
究
会
近
世
史
部
会

報
告
、
二
〇
一
七
年
八
月
三
〇
日
、
於
日
本
史
研
究
会
事
務
所
。
要
旨
は
『
日
本
史
研
究
』
六
六
七
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
収
載
）。

（
7
） 

小
泉
義
博
『
越
前
一
向
衆
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
）。

（
8
） 

福
井
県
編
『
福
井
県
史
』
通
史
編
三　

近
世
一
（
福
井
県
、
一
九
九
四
年
）
第
五
章
「
宗
教
と
文
化
」。

（
9
） 

前
掲
『
福
井
県
史
』
通
史
編
三　

近
世
一
、
第
五
章
「
宗
教
と
文
化
」
第
二
節
「
越
前
の
真
宗
」。
松
原
信
之
氏
執
筆
。

（
10
） 

高
埜
利
彦
「
近
世
門
跡
の
格
式
」（
同
『
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）。

（
11
） 『
華
頂
要
略
』
巻
十
三
（
尊
重
法
親
王
門
主
伝
）、
天
正
十
七
年
七
月
廿
四
日
条
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

京
の
記
憶
ア
ー
カ
イ

ブ
を
参
照
し
た
）。
綱
文
に
は
「
越
前
清
水
頭
毫
摂
寺
善
照
上
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
編
纂
時
に
記
載
を
整
理
し
た
も
の
か
。
寺
伝
の
令

七
〇



118 桜 文 論 叢

旨
は
福
井
県
文
書
館
写
真
帳
毫
摂
寺
文
書
（
以
下
「
毫
摂
寺
」）
〇
〇
〇
〇
四
（
福
井
県
編
『
福
井
県
史
』
資
料
編
五　

中
・
近
世
三
（
福
井

県
、
一
九
八
五
年
）
一
五
三
頁
に
所
載
）。

（
12
） 

毫
摂
寺
〇
〇
〇
六
七
『
真
宗
出
雲
路
派
毫
摂
寺
由
緒
略
歴

付
録
』（
一
九
〇
五
年
、
藤
光
雲
編
。
平
松
令
三
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
第

七
巻
伝
記
・
系
図
〈
同
朋
舎
・
一
九
七
五
年
〉
所
収
）、
ほ
か
毫
摂
寺
の
文
書
類
。

（
13
） 
小
泉
義
博
「
石
山
合
戦
と
越
前
一
向
衆
」（
同
前
掲
『
越
前
一
向
衆
の
研
究
』
所
収
。
初
出
一
九
九
七
年
）。

（
14
） 

前
掲
『
福
井
県
史
』
通
史
編
三
近
世
一
、
第
五
章
「
宗
教
と
文
化
」
第
二
節
「
越
前
の
真
宗
」、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
第
十
八
巻　

福
井
県
の
地
名
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
15
） 

平
松
令
三
編
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
専
修
寺
・
諸
派
（
同
朋
舎
、
一
九
八
二
年
）
所
収
。
解
題
で
は
、
仰
明
寺
と
四
箇
本
山
と
の

関
係
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 

前
掲
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
専
修
寺
・
諸
派
所
収
。
解
題
で
は
、
元
禄
三
年
に
中
野
派
か
ら
西
派
に
転
派
し
た
専
伝
寺
巌
隆
の
作

だ
と
し
て
い
る
。
重
松
明
久
「
秘
事
法
門
の
思
想
的
系
譜
」（
同
『
中
世
真
宗
思
想
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
）
に
て
言
及
が
あ

る
。

（
17
） 

妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
第
六
八
巻
（
蔵
経
書
院
、
一
九
一
四
年
）。

（
18
） 『
鯖
江
西
福
寺
文
書
』
第
二
巻
、
西
福
寺
文
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
、
二
〇
七
・
二
〇
八
頁
。

（
19
） 『
恵
南
一
代
記
』（
前
掲
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
、
所
収
）。

（
20
） 

朝
幕
研
究
会
編
『
近
世
朝
廷
人
名
要
覧
』
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
。
勧
修
寺
家
が
伝
奏
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ

て
い
る
。

（
21
） 『
證
誠
寺
由
緒
略
記
』（
本
山
證
誠
寺
史
編
纂
委
員
会
編
『
真
宗
山
元
派
本
山　

證
誠
寺
史
』
本
山
證
誠
寺
、
二
〇
〇
七
年
）
ほ
か
同
書

所
載
の
史
料
。

（
22
） 『
善
阿
上
人
継
目
参
内
日
々
記
』『
證
誠
寺
善
慧
参
内
日
記
』（
前
掲
『
真
宗
山
元
派
本
山　

證
誠
寺
史
』
所
収
）。

（
23
） 

小
泉
義
博
「
三
門
徒
派
の
成
立
」（
前
掲
『
越
前
一
向
衆
の
研
究
』
所
収
。
初
出
一
九
九
六
年
）。

（
24
） 「
末
寺
専
照
寺
」
と
い
っ
た
記
載
が
み
ら
れ
、
例
え
ば
、
享
保
七
年
の
天
台
宗
の
「
寺
院
掟
書
」
が
肥
後
藤
崎
観
性
院
と
（
遠
方
の
末
寺

と
し
て
）
共
に
妙
法
院
か
ら
伝
達
さ
れ
る
（
妙
法
院
史
研
究
会
編
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
五
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
八
年
、
享
保

七
年
十
一
月
晦
日
条
）
な
ど
し
て
い
る
。

（
25
） 

前
掲
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
。

七
一
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（
26
） 

妙
法
院
史
研
究
会
編
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
六
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
九
年
）
享
保
十
二
年
四
月
廿
日
条
な
ど
。

（
27
） 

妙
法
院
史
研
究
会
編
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
十
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
七
年
）、
宝
暦
七
年
五
月
奥
記
。
記
事
所
引
の
文
書

に
お
い
て
、「
院
室
」
の
格
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
「
院
家
」
の
格
に
な
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
28
） 

杣
田
善
雄
「
幕
藩
制
国
家
と
門
跡
」（
同
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
所
収
。
初
出
一
九
八
五
年
）。

（
29
） 
な
お
、
杣
田
氏
が
指
摘
す
る
輪
王
寺
に
よ
る
統
制
の
強
化
に
拘
わ
ら
ず
、
京
都
の
天
台
宗
門
跡
に
院
室
授
与
の
権
限
が
「
温
存
」
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
藤
田
和
敏
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
（
同
「
近
世
延
暦
寺
に
お
け
る
院
室
制
度
」〈『
天
台
学
報
』
第
五
七
号
、
二
〇
一
五

年
一
〇
月
〉）。

（
30
） 

妙
法
院
（
妙
法
院
史
研
究
会
）
校
訂
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
十
八
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
二
年
）、
安
永
四
年
五
月
・
六
月
の

諸
記
事
。

（
31
） 

妙
法
院
（
妙
法
院
史
研
究
会
）
校
訂
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
十
九
、二
〇
〇
三
年
、
天
明
二
年
七
月
廿
三
日
条
。

（
32
） 

妙
法
院
史
研
究
会
校
訂
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
二
十
二
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
寛
政
二
年
五
月
廿
三
日
条
。

（
33
） 

前
掲
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
二
十
二
、
寛
政
二
年
七
月
二
十
五
日
条
。

（
34
） 

妙
法
院
史
研
究
会
校
訂
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
二
十
三
、
八
木
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
寛
政
三
年
十
二
月
五
日
条
。

（
35
） 

前
掲
『
妙
法
院
日
次
記
』
第
二
十
三
、
寛
政
四
年
五
月
七
日
条
。

（
36
） 

九
月
十
八
日
付
の
太
政
官
布
告
（
宮
地
正
人
「
宗
教
関
係
法
令
一
覧
」〈
安
丸
良
夫
・
宮
地
正
人
校
注
『
日
本
近
代
思
想
大
系
五　

宗
教

と
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
〉）。

（
37
） 

福
井
県
文
書
館
写
真
帳
、
中
野
本
山
専
照
寺
文
書
（
以
下
「
専
照
寺
」）
〇
〇
〇
二
六
『
別
派
独
立
願
書
類
』
所
載
の
、
本
文
の
み
の

「
以
口
上
書
歎
願
奉
申
上
候
」。

（
38
） 

専
照
寺
〇
〇
〇
二
二
『
天
保
十
三
寅
年
ヨ
リ
安
政
三
辰
年
二
月
迄　

御
記
録
』。
専
照
寺
〇
〇
〇
一
四
『
寺
格

官
位
御
尋
ニ
付
口
上
之

扣
』。

（
39
） 

森
岡
清
美
『
真
宗
教
団
と
「
家
」
制
度
』（
創
文
社
、
一
九
六
二
年
。
増
補
版
一
九
七
八
年
。
二
〇
一
八
年
法
蔵
館
よ
り
新
版
）
第
七
章

「
本
末
関
係
」
第
三
節
「
近
世
真
宗
本
山
の
猶
子
関
係
」。

（
40
） 『
鯖
江
西
福
寺
文
書
』
第
一
巻
（
西
福
寺
文
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
）「
解
説
」。

（
41
） 

寺
院
本
末
帳
研
究
会
編
『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
帳
集
成
』
上
巻
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
）、
九
九
五
頁
。

（
42
） 「
一
本
山
」「
一
本
寺
」
と
し
て
の
認
識
や
寺
格
認
定
に
つ
い
て
は
精
査
が
必
要
で
あ
る
。
證
誠
寺
に
つ
い
て
、
前
掲
『
真
宗
山
元
派
本

七
二
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山　

證
誠
寺
史
』
所
載
の
『
善
阿
上
人
継
目
参
内
日
々
記
』『
小
浜
藩
敦
賀
役
所
御
尋
ニ
付
證
誠
寺
末
本
覚
寺
口
上
覚
』
に
「
一
本
寺
」、『
證

誠
寺
役
者
口
上
控
』
に
「
讃
門
徒
一
派
之
本
山
」
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
。

（
43
） 

前
掲
毫
摂
寺
〇
〇
〇
六
七
『
真
宗
出
雲
路
派
毫
摂
寺
由
緒
略
歴

付
録
』。

（
44
） 
毫
摂
寺
〇
〇
一
三
〇
『
毫
摂
寺
定
書
条
々
』（
福
井
県
編
『
福
井
県
史
』
資
料
編
六　

中
・
近
世
四
〈
福
井
県
、
一
九
八
七
年
〉
一
五
七

〜
一
五
九
頁
）。

（
45
） 

千
葉
乗
隆
『
真
宗
教
団
の
組
織
と
制
度
』（
同
朋
舎
、
一
九
七
八
年
）。
第
三
章
「
教
団
制
度
の
確
立
」
第
二
節
「
道
場
・
寺
院
の
造
建
」。

（
46
） 

毫
摂
寺
〇
〇
一
三
一
。

（
47
） 

毫
摂
寺
〇
〇
〇
六
五
。

（
48
） 

毫
摂
寺
〇
〇
〇
五
九
。

（
49
） 

前
掲
『
福
井
県
史
』
通
史
編
三　

近
世
一
、
第
五
章
「
宗
教
と
文
化
」
第
一
節
「
越
前
・
若
狭
の
寺
社
」（
宇
佐
美
雅
樹
氏
執
筆
）。
新

寺
建
立
禁
止
に
よ
り
、
宗
門
改
を
行
う
寺
院
＝
寺
社
身
分
が
固
定
化
さ
れ
た
と
す
る
大
桑
斉
氏
の
所
論
（
大
桑
斉
「
幕
藩
制
国
家
の
仏
教
統

制
│
新
寺
禁
止
令
を
め
ぐ
っ
て
│
」〈
圭
室
文
雄
・
大
桑
斉
編
『
近
世
仏
教
の
諸
問
題
』
雄
山
閣
、
一
九
七
九
年
、
所
収
〉）
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
筆
者
の
見
解
と
し
て
は
、
新
地
建
立
禁
令
の
発
令
の
主
要
な
動
機
と
し
て
寺
請
制
度
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
妥
当
で
は

な
い
が
、
本
末
帳
や
寺
社
帳
な
ど
で
把
握
さ
れ
た
寺
院
に
よ
り
寺
請
を
行
わ
せ
る
、
と
い
う
方
向
性
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
捉
え
て
い
る

（
前
掲
朴
澤
「
新
地
建
立
禁
令
を
め
ぐ
っ
て
」）。

（
50
） 

毫
摂
寺
〇
〇
〇
九
二
『
一
札
之
事
』（
前
掲
『
福
井
県
史
』
資
料
編
六　

中
・
近
世
四
、一
五
四
・
一
五
五
頁
）。

（
51
） 

福
井
県
文
書
館
所
蔵
飯
田
忠
光
家
文
書
（
以
下
「
飯
田
忠
光
家
」）
〇
〇
〇
〇
六
。

（
52
） 

飯
田
忠
光
家
〇
〇
〇
一
三
『
天
保
五
年
正
月
日　

越
前
今
立
郡
西
角
間
村
宗
門
御
改
帳
』。

（
53
） 

な
お
、
幕
府
は
元
禄
五
年
に
、
諸
大
名
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
新
地
寺
院
を
古
跡
同
様
に
許
す
こ
と
を
達
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
触

れ
る
に
は
及
ば
な
い
と
も
達
せ
ら
れ
た
（
朴
澤
前
掲
「
新
地
建
立
禁
令
を
め
ぐ
っ
て
」）。
各
地
で
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

（
54
） 

浅
井
潤
子
校
閲
・
竹
内
信
夫
編
『
鯖
江
藩
寺
社
改
牒
』（
鯖
江
藩
制
史
研
究
会
、
一
九
七
四
年
）。

（
55
） 

澤
博
勝
「｢

真
宗
地
帯｣

越
前
の
地
域
的
特
質
│
近
世
越
前
真
宗
社
会
史
研
究
序
説
│
」（
同
『
近
世
の
宗
教
組
織
と
地
域
社
会
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
所
収
）、
澤
博
勝
「
真
宗
地
帯
村
落
部
に
お
け
る
社
会
と
宗
教
」（
同
『
近
世
宗
教
社
会
論
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
年
、
所
収
）。
な
お
氏
は
後
者
に
お
い
て
、
平
泉
寺
村
池
端
道
場
の
事
例
（
福
井
県
大
野
郡
平
泉
寺
村
編
『
平
泉
寺
文
書
』
下
巻
、

七
三
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平
泉
寺
村
、
一
九
二
四
年
、
四
三
号
）
か
ら
「
道
場
主
仲
間
」
の
存
在
を
読
み
取
っ
て
い
る
の
だ
が
、『
平
泉
寺
文
書
』
下
巻
の
四
二
号
文
書

も
含
め
て
考
え
る
と
、「（
惣
）
道
場
中
間
」
と
は
道
場
主
の
集
団
で
は
な
く
、
池
端
道
場
の
門
徒
集
団
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。

（
56
） 

澤
博
勝
前
掲
「｢

真
宗
地
帯｣

越
前
の
地
域
的
特
質
│
近
世
越
前
真
宗
社
会
史
研
究
序
説
│
」。

（
57
） 

毫
摂
寺
〇
〇
一
二
四
。

（
58
） 
千
葉
乗
隆
前
掲
『
真
宗
教
団
の
組
織
と
制
度
』
第
三
章
「
教
団
制
度
の
確
立
」
第
二
節
「
道
場
・
寺
院
の
造
建
」。

（
59
） 
千
葉
乗
隆
「
奥
美
濃
徳
山
の
真
宗
と
社
会
」（
同
『
中
部
山
村
社
会
の
真
宗
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
、
所
収
）。

（
60
） 

前
掲
毫
摂
寺
〇
〇
一
三
一
。

（
61
） 

毫
摂
寺
〇
〇
〇
五
五
。

（
62
） 

毫
摂
寺
〇
〇
一
三
五
。

（
63
） 

千
葉
乗
隆
前
掲
『
真
宗
教
団
の
組
織
と
制
度
』
第
四
章
「
本
末
制
度
と
触
頭
制
度
」
第
二
節
「
本
末
争
論
と
帰
参
改
派
」。

（
64
） 

前
掲
毫
摂
寺
〇
〇
〇
六
七
『
真
宗
出
雲
路
派
毫
摂
寺
由
緒
略
歴

付
録
』
で
は
、
享
保
十
五
年
転
派
と
さ
れ
て
い
る
。

（
65
） 

前
掲
『
福
井
県
史
』
通
史
編
三　

近
世
一
、
第
五
章
「
宗
教
と
文
化
」
第
二
節
「
越
前
の
真
宗
」。

（
66
） 

福
井
市
編
『
福
井
市
史
』
資
料
編
九　

近
世
七
（
福
井
市
、
一
九
九
四
年
）「
解
題
」。

（
67
） 

前
掲
毫
摂
寺
〇
〇
〇
六
七
『
真
宗
出
雲
路
派
毫
摂
寺
由
緒
略
歴

付
録
』。

（
68
） 

西
福
寺
諴
智
筆
。『
鯖
江
西
福
寺
文
書
』
第
二
巻
、
西
福
寺
文
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
、
所
収
。

（
69
） 

前
掲
『
福
井
県
史
』
通
史
編
三　

近
世
一
、
第
五
章
「
宗
教
と
文
化
」
第
一
節
「
越
前
・
若
狭
の
寺
社
」（
宇
佐
美
雅
樹
氏
執
筆
）。

（
70
） 

文
脈
か
ら
こ
の
よ
う
に
と
れ
る
が
、
福
井
藩
の
減
知
前
の
状
況
を
い
う
か
。
あ
る
い
は
、
鯖
江
派
・
横
越
派
の
、
福
井
藩
領
内
の
末
寺

を
念
頭
に
置
い
た
記
述
か
。

（
71
） 

専
照
寺
〇
〇
〇
一
九
『（
公
儀
於
御
勘
定
所
御
渡
之
書
付
写
）』、
専
照
寺
〇
〇
〇
二
一
『
寛
政
十
三
辛
酉
年
正
月
朔
日
ゟ 

三
月
ゟ
享
和

与
改
元 

日
記
』、
専
照
寺
〇
〇
〇
二
二
『
天
保
十
三
寅
年
ヨ
リ
安
政
三
辰
年
二
月
迄 

御
記
録
』。

（
72
） 

前
掲
専
照
寺
〇
〇
〇
二
二
『
天
保
十
三
寅
年
ヨ
リ
安
政
三
辰
年
二
月
迄 

御
記
録
』。

（
73
） 

福
井
県
文
書
館
写
真
帳
専
念
寺
文
書
（
以
下
「
専
念
寺
」）
〇
〇
〇
九
八
│
〇
〇
五
『
嘉
永
六
癸
丑
年
正
月
改
之 

永
代
記
録
蔵 

六
巻
目
』。

（
74
） 

専
念
寺
〇
〇
〇
九
七
『
従
公
儀
御
触
之
条
数
』。

（
75
） 

前
掲
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻 

専
修
寺
・
諸
派
、
所
収
。

（
76
） 『
徳
龍
山
西
福
寺
代
々
略
記
』（『
鯖
江
西
福
寺
文
書
』
第
二
巻
、
西
福
寺
文
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
、
所
収
）。

七
四
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（
77
） 

正
確
に
は
、
承
応
の
鬩
牆
の
後
に
破
却
さ
れ
、
再
興
さ
れ
る
前
の
仮
設
の
講
所
で
あ
る
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
増
補
改
訂
本
願
寺

史
』
第
二
巻
、
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
七
頁
）。

（
78
） 

新
修
京
都
叢
書
刊
行
会
編
『
新
修
京
都
叢
書
』
二
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）
京
羽
二
重
巻
五
。

（
79
） 
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
『
茘
斎
詩
文
集
』
所
収
の
「
自
嘆
」
に
よ
れ
ば
、
尾
張
藩
に
仕
え
た
が
江
戸
で
病
を
得
、
洛
南
に
幽

居
。

（
80
） 

前
掲
『
誠
照
寺
史
』、
九
三
・
九
四
頁
。

（
81
） 

前
掲
『
誠
照
寺
史
』
九
四
頁
。

（
82
） 

前
掲
『
誠
照
寺
史
』
一
五
七
頁
。

（
83
） 

宮
地
正
人
前
掲
「
宗
教
関
係
法
令
一
覧
」。

（
84
） 

専
照
寺
〇
〇
〇
二
四
『
真
宗
三
門
徒
派
宗
制
寺
法
』、
毫
摂
寺
〇
〇
〇
六
六
『
宗
制
寺
法　

全
』、『
真
宗
山
元
派
宗
制
寺
法
』（
前
掲
『
真

宗
山
元
派
本
山　

證
誠
寺
史
』
所
収
）。

（
85
） 

前
掲
毫
摂
寺
〇
〇
〇
五
五
。

（
86
） 

専
念
寺
〇
〇
〇
九
八
│
〇
〇
二
『（
永
代
経
忘
納
記
）』
嘉
永
三
年
二
月
十
四
日
五
日
（
マ
マ
）
条
。

（
87
） 

澤
博
勝
前
掲
「｢

真
宗
地
帯｣

越
前
の
地
域
的
特
質
」。

（
付
記
）
毫
摂
寺
文
書
の
利
用
に
際
し
て
、
真
宗
出
雲
路
派
毫
摂
寺
門
主
、
藤
光
真
氏
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
史
料
の
利
用

に
関
し
て
福
井
県
文
書
館
・
福
井
県
立
図
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
の
作
成
に
際
し
て

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号16K

03023

・18H
00617

の
助
成
を
受
け
た
。

七
五
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法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究 

│ 『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）

舘　
　

野　
　

正　
　

生

序

「
縁
起
相
由
」
と
は
、
華
厳
の
縁
起
で
あ
る
法
界
縁
起
の
様
相
を
顕
す
術
語
で
あ
り
、
中
国
華
厳
宗
第
三
祖
で
華
厳
思
想
の
大
成

者
と
さ
れ
る
法
蔵
（
六
四
三
〜
七
一
二
）
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
始
め
た
、
縁
起
し
て
い
る
事
事
物
物
（
諸
現
象
）
の
関
係
性
と
そ
の
構

造
を
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
と
い
う
特
徴
か
ら
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
縁
起
相
由
」
に
つ
い
て
、
鎌
田
茂
雄
氏
は
華
厳
思
想
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
（
1
）、

し
か
し
重
要
な
思

想
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
法
蔵
が
華
厳
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
各
著
述
で
説
か
れ
る
内
容
や
位
置
付
け
な
ど
は
一
定
し
て
い
な
い
。

例
え
ば
『
華
厳
経
探
玄
記
』
で
は
諸
法
が
混
融
無
礙
な
る
こ
と
の
因
縁
と
し
て
十
類
が
挙
げ
ら
れ
る
中
の
第
一
番
目
で
あ
り
、『
華

厳
経
旨
帰
』
で
は
、
法
相
円
融
の
所
因
（
原
因
）
を
十
種
述
べ
る
中
の
第
九
番
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
書
に
於
け
る

一
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「
縁
起
相
由
」
の
扱
い
に
は
類
似
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
『
華
厳
経
明
法
品
内
立
三
宝
章
』（『
三
宝
章
』）
の
巻
下
に
収
め
ら
れ

る
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
法
界
縁
起
の
要
を
四
門
挙
げ
る
中
の
第
一
番
目
と
さ
れ
、
ま
た
『
華
厳
五
教
章
』
で
は
法
界
縁
起
を

「
喩
え
を
以
て
略
し
て
示
す
」
中
で
同
内
容
の
概
念
を
述
べ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
こ
に
は
「
縁
起
相
由
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
で
は
同
体
・
異
体
、
相
即
・
相
入
の
構
造
す
ら
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
縁
起
相
由
」
は
重
要
な
思
想
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
従
来
の
研
究
で
は
全
て
の
著
作
で
位
置
付
け
や
内
容
に

相
異
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
は
問
題
に
さ
れ
ず
に
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
差
異
が
見
ら
れ
る
理
由
と
、
法
蔵
に
於
け
る
終
局
的
な
「
縁

起
相
由
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
推
定
さ
れ
る
撰
述
年
代
順
に
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』、『
華
厳
五
教

章
』、『
華
厳
経
旨
帰
』、『
三
宝
章
』「
法
界
縁
起
章
」
の
内
容
を
比
較
検
討
し
て
き
た
（
2
）。

そ
し
て
本
稿
は
そ
の
最
後
と
し
て
、
法
蔵

最
晩
年
の
思
想
が
提
示
さ
れ
た
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
内
容
を
調
査
す
る
も
の
と
な
る
。

一
、『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
時
期
と
「
縁
起
相
由
」
の
位
置

①　
『
探
玄
記
』
の
成
立
に
つ
い
て

『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
先
学
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う
な
推
定
が
為
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
小
林
實
玄
氏
は
永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
頃
か
ら
著
述
が
始
め
ら
れ
、
完
成
し
た
の
は
新
訳
『
華
厳
経
』
訳
了
の
聖
歴
二
年

（
六
九
九
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（「
華
厳
法
蔵
の
事
伝
に
つ
い
て
」
四
〇
頁
）。

次
に
鍵
主
良
敬
氏
は
『
寄
海
東
書
』
等
を
考
究
さ
れ
た
あ
と
で
、

二
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以
上
の
こ
と
を
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
本
書
の
撰
述
年
代
は
法
蔵
四
十
歳
頃
よ
り
着
手
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
手
を
入
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

（『
国
訳
一
切
経
、
和
漢
撰
述
部
、
経
疏
部
十
、
華
厳
経
探
玄
記
』「
解
題
」
五
三
二
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
。
法
蔵
四
〇
歳
と
は
文
明
元
年
（
六
八
四
）
で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
長
期
間
に
亙
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

次
に
吉
津
宜
英
氏
は
法
蔵
の
著
作
相
互
の
引
用
関
係
を
調
査
さ
れ
、
撰
述
の
開
始
は
証
聖
元
年
（
六
九
五
）、
成
立
し
た
の
は
長
安

元
年
（
七
〇
一
）
か
ら
神
竜
元
年
（
七
〇
五
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
第
二
章
「
法
蔵
の
伝
記
と
著
作
」、
第
三
節

「
法
蔵
の
著
作
に
つ
い
て
」
一
四
〇
〜
一
四
四
頁
）。

次
に
木
村
清
孝
氏
は
次
の
よ
う
に
さ
れ
る
。

法
蔵
の
魏
国
西
寺
時
代
（
六
八
七
〜
六
九
〇
）
か
ら
執
筆
さ
れ
始
め
、
長
寿
二
年
正
月
（
六
九
二
年
二
月
、
法
蔵
五
十
一
歳
）

ま
で
に
は
大
部
分
が
で
き
上
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
加
筆
さ
れ
、
完
成
し
た
の
は
証
聖
元
年
（
六
九
五
年
、
法
蔵

五
十
三
歳
）
か
ら
聖
歴
二
年
（
六
九
九
年
、
法
蔵
五
十
七
歳
）
の
間
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（『
中
国
華
厳
思
想
史
』
第
五
章
「
華
厳
教
学
の
大
成
」、
一
「
法
蔵
の
伝
記
と
著
作
」
一
六
一
頁
、
註
一
四
）

こ
の
よ
う
に
、『
探
玄
記
』
は
長
期
に
わ
た
り
加
筆
さ
れ
て
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
さ
ら
に
、
こ
の
「
加
筆
」
に

は
、
内
容
を
大
き
く
修
正
し
た
改
訂
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
『
三
宝
章
』
の
存
在
に
よ
っ
て
指
摘
し
た
い
。

『
三
宝
章
』
と
い
う
著
作
の
性
格
に
つ
い
て
木
村
清
孝
氏
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

三
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『
探
玄
記
』
に
「
三
宝
章
」
や
「
十
世
章
」
が
言
及
さ
れ
、
両
書
に
お
け
る
十
世
の
説
明
が
内
容
的
に
近
い
こ
と
、
問
題
別
で

論
述
が
必
ず
し
も
整
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
総
じ
て
『
探
玄
記
』
に
若
干
先
行
し
て
著
さ
れ
た
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の

を
原
型
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（『
人
物　

中
国
の
仏
教　

法
蔵
』
九
二
頁
）

こ
こ
で
「
言
及
」
と
さ
れ
る
『
探
玄
記
』
の
原
文
を
確
認
す
る
と
、

此 

中
有
三
宝
章
如
別
説
。 

（
大
正
三
五
・
二
一
一
下
）

（
此
の
中
に
三
宝
章
有
る
は
別
に
説
け
る
が
如
し
。）

余 

義
如
十
世
章
弁
。 

（
同
・
四
二
三
下
）

（
余
の
義
は
十
世
章
に
弁
ず
る
が
如
し
。）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
『
探
玄
記
』
が
『
三
宝
章
』
に
含
ま
れ
る
二
章
に
解
釈
を
譲
っ
て
い
る
。
一
方
、『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」

は
『
三
宝
章
』
の
「
法
界
縁
起
章
」
に
説
明
を
譲
ら
ず
、
内
容
の
書
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
筆
者
は
か

つ
て
『
三
宝
章
』
の
「
法
界
縁
起
章
」
は
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」
を
改
訂
す
る
た
め
の
前
段
階
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
と
推
定
し
た
（「
法
蔵
撰
「
法
界
縁
起
章
」
の
研
究
」）。
以
上
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、『
三
宝
章
』
と
は
、『
探
玄
記
』
中
の
一
部
分

を
改
訂
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
小
文
を
中
心
に
し
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
そ
の
存
在
こ
そ
が
、『
探
玄
記
』
に
大
き

な
改
訂
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
の
で
あ
る
。

四
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こ
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
は
長
期
に
亙
っ
て
加
筆
さ
れ
、
さ
ら
に
は
大
き
な
改
訂
も
施
さ
れ
つ
つ
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
さ
ら
に
筆
者
は
次
の
点
か
ら
そ
の
改
訂
や
成
立
を
最
晩
年
に
ま
で
下
ろ
し
た
い
と
思
う
。
そ
れ

は
、
法
蔵
が
著
し
た
八
十
巻
『
華
厳
経
』
に
対
す
る
註
釈
書
で
あ
り
現
存
し
な
い
『
新
華
厳
経
略
疏
』
の
著
作
性
と
対
比
し
て
考
察

す
る
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

『
探
玄
記
』
は
六
十
巻
『
華
厳
経
』
に
対
す
る
註
釈
書
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
聖
歴
二
年
（
六
九
九
）
に
訳
出
が
完
了
し
た
八
十
巻

『
華
厳
経
』
に
対
す
る
註
釈
を
『
新
華
厳
経
略
疏
』
の
題
名
の
下
に
執
筆
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
著
作
は
浄
法
寺
の
慧
苑
の
記

述
に
拠
れ
ば
、「
世
主
妙
厳
品
」（
巻
一
）
か
ら
「
十
行
品
」（
巻
一
九
・
二
〇
）
の
第
六
善
現
行
ま
で
、
さ
ら
に
「
十
定
品
」（
巻
四
〇

〜
四
三
）
の
九
定
に
つ
い
て
の
み
作
成
し
、
懸げ

ん

談だ
ん

と
「
十
行
品
」
か
ら
「
十
定
品
」
の
間
、「
十
定
品
」
の
十
定
以
降
は
作
成
さ
れ

な
か
っ
た
（『
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
』
巻
一
、
続
蔵
一
│
五
│
一
・
一
右
上
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
未
完
に
終
わ
っ
た
著
作
、
い
わ
ば
絶

筆
で
あ
る
。
坂
本
幸
男
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
蔵
は
六
十
巻
『
華
厳
経
』
に
は
無
い
箇
所
の
註
釈
を
急
ぐ
た
め
、
途
中
を
抜

か
し
て
執
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
（『
華
厳
教
学
の
研
究
』
一
九
頁
）。
つ
ま
り
、
六
十
巻
『
華
厳
経
』
に
重
な
る
部
分
の
註
釈
や
懸
談
は
、

『
探
玄
記
』
に
解
釈
を
譲
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
略
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
題
目
に

『
新
華
厳
経
略・

疏
』
と
「
略
」
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
最
晩
年
に
執
筆
し
て
い
た
著
作
の
、
特
に
重
要
な
懸
談

（
経
文
の
註
釈
で
あ
る
本
論
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
序
論
と
し
て
一
書
全
体
の
要
点
・
綱
要
を
論
ず
る
箇
所
）
を
譲
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、『
探
玄
記
』
に
明
か
さ
れ
て
い
る
思
想
が
晩
年
か
ら
最
晩
年
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
は

ず
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
探
玄
記
』
は
長
期
に
亙
っ
て
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
一
旦
、
書
き
上
げ
た
後
も
最
晩
年
ま
で
改
訂
が
為
さ
れ
た

と
推
測
で
き
る
。
ゆ
え
に
『
探
玄
記
』
に
は
法
蔵
の
思
想
的
立
場
の
様
々
な
段
階
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
、
そ
の
記
述
を

五
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検
討
す
る
際
に
は
思
想
展
開
か
ら
捉
え
た
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
重
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
最
晩
年
ま
で
手
が
入
れ

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
探
玄
記
』
を
法
蔵
の
最
終
的
な
思
想
が
表
明
さ
れ
て
い
る
著
述
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

②
『
探
玄
記
』
の
構
成
に
つ
い
て

『
探
玄
記
』
は
全
体
が
次
の
十
門
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

一
、
教
起
の
所
由

二
、
蔵
部
に
約
し
て
所
摂
を
明
か
す

三
、
立
教
の
差
別

四
、
教
所
被
の
機

五
、
能
詮
の
教
体

六
、
所
詮
の
宗
趣

七
、
経
の
題
目
を
釈
す

八
、
部
類
伝
訳
を
明
か
す

九
、
文
義
の
分
斉
を
弁
ず

十
、
文
に
随
い
て
解
釈
す

六
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右
の
第
一
門
か
ら
第
九
門
ま
で
が
懸
談
に
相
当
し
、
第
十
の
「
文
に
随
い
て
解
釈
す
」
で
経
文
に
即
し
て
解
釈
が
な
さ
れ
て
ゆ
く

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
九
「
義
理
の
分
斉
を
顕
す
（
3
）」

で
「
十
玄
」、「
十
義
」、「
十
由
」
が
説
か
れ
、
そ
の

「
十
由
」
に
て
「
縁
起
相
由
」
の
思
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」
で
は
、
そ
れ
以
前
の
著
作
で
あ
る
「
法
界
縁
起
章
」
よ
り
も
さ
ら
に
同
体
・
異
体
、
相

即
・
相
入
の
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
こ
の
名
称
を
使
用
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
、『
探
玄
記
』
の
十
由

十
由
の
一
段
は
ま
ず
次
の
よ
う
な
問
答
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。

問
、
有
何
因
縁
令
此
諸
法
得
有
如
是
混
融
無
礙
。

答
、
因
縁
無
量
難
可
具
陳
、
略
提
十
類
釈
此
無
礙
。
一
縁
起
相
由
故
。
二
法
性
融
通
故
。
三
各
唯
心
現
故
。
四
如
幻
不
実
故
。

五
大
小
無
定
故
。
六
無
限
因
生
故
。
七
果
徳
円
極
故
。
八
勝
通
自
在
故
。
九
三
昧
大
用
故
。
十
難
思
解
脱
故
。

 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
上
）

（
問
う
、
何
ら
の
因
縁
有
り
て
此
の
諸
法
を
し
て
是
く
の
如
き
混
融
無
礙
な
る
こ
と
有
る
を
得
せ
し
む
る
や
。

答
う
、
因
縁
無
量
に
し
て
具
さ
に
陳
ぶ
べ
き
こ
と
難
き
も
、
略
し
て
十
類
を
提
げ
て
此
の
無
礙
を
釈
せ
ん
。
一
に
は
縁
起
相
由

の
故
。
二
に
は
法
性
融
通
の
故
。
三
に
は
各
唯
心
現
の
故
。
四
に
は
如
幻
不
実
の
故
。
五
に
は
大
小
無
定
の
故
。
六
に
は
無
限

因
生
の
故
。
七
に
は
果
徳
円
極
の
故
。
八
に
は
勝
通
自
在
の
故
。
九
に
は
三
昧
大
用
の
故
。
十
に
は
難
思
解
脱
の
故
な
り
。）

七
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こ
こ
で
は
、
諸
法
を
混
融
無
礙
さ
せ
て
い
る
因
縁
を
問
い
、
こ
れ
に
答
え
て
「
十
類
を
提か

か

げ
て
無
礙
を
釈
す
」
と
し
て
十
の
類
別
が

列
名
さ
れ
る
。
こ
の
十
類
は
『
華
厳
経
旨
帰
』
の
「
釈
経
意
」
第
八
で
新
設
さ
れ
た
法
相
円
融
の
原
因
を
十
に
分
け
て
説
く
一
段
を

承
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
次
の
如
く
列
名
の
順
序
と
名
目
が
若
干
、
異
な
っ
て
い
る
。

〈
図
一
〉『
華
厳
経
旨
帰
』
と
『
探
玄
記
』
に
於
け
る
十
由
の
名
目
の
相
異

　
『
華
厳
経
旨
帰
』 

　
『
探
玄
記
』

一
、
諸
法
無
定
相
故 

一
、
縁
起
相
由
故

二
、
唯
心
現
故 
二
、
法
性
融
通
故

三
、
如
幻
事
故 
三
、
各
唯
心
現
故

四
、
如
夢
現
故 

四
、
如
幻
不
実
故

五
、
勝
通
力
故 

五
、
大
小
無
定
故

六
、
深
定
用
故 

六
、
無
限
因
生
故

七
、
解
脱
力
故 

七
、
果
徳
円
極
故

八
、
因
無
限
故      

八
、
勝
通
自
在
故

九
、
縁
起
相
由
故 

九
、
三
昧
大
用
故

十
、
法
性
融
通
故 

十
、
難
思
解
脱
故

八
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名
目
に
つ
い
て
は
、
同
一
と
ま
で
は
い
え
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
が
列
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
項
目
の
増
減
に
つ
い
て
は
、

『
旨
帰
』
の
考
察
（
4
）の

折
り
に
も
触
れ
た
よ
う
に
「
仏
の
力
」
が
示
さ
れ
な
い
な
ど
奇
異
に
感
じ
ら
れ
た
「
如
夢
現
故
」
が
除
か
れ
、

『
探
玄
記
』
で
は
新
た
に
七
「
果
徳
円
極
故
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
順
列
は
大
き
く
異
な
っ
て

お
り
、
殊
に
『
旨
帰
』
で
改
訂
さ
れ
た
折
り
に
大
き
な
位
置
を
占
め
た
「
法
性
融
通
」
が
第
十
か
ら
第
二
へ
移
さ
れ
、
ま
た
「
縁
起

相
由
」
は
第
九
か
ら
第
一
へ
と
動
か
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」
の
思
想
を
、
直
前
の
「
法
界
縁
起
章
」
を
中
心
と
し
て
、
ま
た
必
要
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以

前
の
内
容
と
対
比
し
て
詳
し
く
調
査
し
て
い
き
た
い
。

三
、「
一
、
縁
起
相
由
故
」
の
内
容
調
査

『
探
玄
記
』
で
は
、
列
名
に
続
い
て
す
ぐ
「
縁
起
相
由
故
（
5
）」

の
釈
に
入
る
。

初
縁
起
相
由
故
者
、
謂
大
法
界
中
縁
起
法
海
義
門
無
量
、
約
就
円
宗
略
挙
十
門
、
以
釈
前
義
。
謂
諸
縁
起
法
要
具
此
十
義
方
縁

起
故
欠
即
不
成
。 

（
同
・
一
二
四
上
）

（
初
め
に
縁
起
相
由
の
故
に
と
は
、
大
法
界
の
中
の
縁
起
法
海
は
義
門
無
量
な
る
も
、
円
宗
に
約
就
し
て
略
し
て
十
門
を
挙
げ
、

以
て
前
の
義
を
釈
せ
ん
と
す
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
謂
く
諸
ゝ
の
縁
起
の
法
は
要
ず
此
の
十
義
を
具
し
て
方
に
縁
起
す
る
が
故

に
欠
せ
ば
即
ち
成
ぜ
ざ
る
な
り
。）

九
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こ
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
の
縁
起
相
由
は
そ
の
全
体
が
十
門
に
分
類
さ
れ
る
。

『
探
玄
記
』
に
至
る
ま
で
の
法
蔵
は
縁
起
相
由
の
思
想
に
対
し
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
三
門
に
分
類
す
る
と
明
示
さ
れ
て
い
な
が

ら
、
内
容
か
ら
は
九
門
の
分
類
で
あ
り
、
ま
た
『
旨
帰
』
で
は
分
類
が
明
示
さ
れ
ず
、
内
容
か
ら
五
門
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
初
め
て
十
門
が
明
示
さ
れ
て
分
類
・
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
続
い
て
十
門
の
一
々
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

①　

諸
縁
各
異
義

ま
ず
第
一
の
「
諸
縁
各
異
義
」
は
異
体
門
の
解
釈
で
あ
る
。

一
諸
縁
各
異
義
、
謂
大
縁
起
中
諸
縁
相
望
、
要
須
体
用
各
別
、
不
相
和
雑
方
成
縁
起
。
若
不
爾
者
、
諸
縁
雑
乱
失
本
縁
法
縁
起

不
成
。
此
即
諸
縁
各
各
守
自
一
也
。 

（
同
・
一
二
四
上
）

（
一
に
諸
縁
各
異
の
義
と
は
、
大
縁
起
の
中
に
は
諸
縁
相
い
望
む
に
、
要
ず
須
く
体
用
各
ゝ
別
な
る
も
、
相
い
和
雑
せ
ず
し
て

方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
若
し
爾
ら
ざ
れ
ば
、
諸
縁
雑
乱
し
て
本
の
縁
法
を
失
い
て
縁
起
成
ぜ
ざ
る
な
り
。
此

れ
即
ち
諸
縁
各
各
、
自
に
一
を
守
る
も
の
な
り
。）

傍
線
部
の
記
述
は
次
に
引
用
す
る
「
法
界
縁
起
章
」
の
第
一
「
縁
起
互
異
門
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

初
縁
起
互
異
門
者
、
謂
於
無
尽
大
縁
起
中
、
諸
縁
相
望
、
体
用
各
別
、
不
相
参
雑
故
云
異
也
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
）

（
初
め
に
縁
起
互
異
門
と
は
、
謂
く
無
尽
大
縁
起
中
に
於
て
は
、
諸
縁
相
い
望
む
に
、
体
用
各
ゝ
別
な
る
も
、
相
い
参
雑
せ
ざ

一
〇
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る
が
故
に
異
と
云
う
な
り
。）

両
者
の
相
違
点
と
し
て
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
組
織
の
標
示
の
折
り
に
こ
の
段
を
「
異
体
」
と
名
称
を
定
め
て
い
た
の
に
対

し
、『
探
玄
記
』
で
は
「
各
異
」
と
見
え
る
の
み
で
、「
異
体
」
の
名
が
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

②　

互
遍
相
資
義

第
二
の
「
互
遍
相
資
義
」
は
、
同
体
門
を
語
る
部
分
で
あ
る
。

二
互
遍
相
資
義
、
謂
此
諸
縁
要
互
相
遍
応
方
成
縁
起
。
且
如
一
縁
遍
応
多
縁
、
各
与
彼
多
全
為
一
。
故
此
一
即
具
多
箇
一
也
。

若
此
一
縁
不
具
多
一
、
即
資
応
不
遍
不
成
縁
起
。
此
即
一
一
各
具
一
切
一
也
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
上
）

（
二
に
互
遍
相
資
義
と
は
、
此
の
諸
縁
は
要
ず
互
い
に
相
い
遍
く
応
じ
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
且
く
一
縁

の
遍
く
多
縁
に
応
ず
る
が
如
く
な
れ
ば
、
各
ゝ
は
彼
の
多
の
与
め
に
全
て
一
と
為
る
。
故
に
此
の
一
は
即
ち
多
箇
を
具
う
る
の

一
な
り
。
若
し
此
の
一
縁
に
多
一
を
具
せ
ざ
れ
ば
、
即
ち
資
け
応
ず
る
に
遍
ね
か
ら
ず
し
て
縁
起
を
成
ぜ
ず
。
此
れ
即
ち
一
一

は
各
ゝ
一
切
を
具
す
る
の
一
な
れ
ば
な
り
。）

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
次
の
「
諸
縁
互
応
門
」
の
説
示
が
該
当
す
る
。

二
諸
縁
互
応
門
者
、
謂
衆
縁
之
中
、
以
於
一
縁
応
多
縁
、
故
各
与
彼
多
全
為
其
一
。
是
故
此
一
具
多
箇
一
。
然
此
多
一
雖
由
本

一
一
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一
、
応
多
縁
故
有
此
多
一
、
然
与
本
一
体
無
差
別
、
是
故
名
為
同
体
門
也
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
中
）

（
二
に
諸
縁
互
応
門
と
は
、
謂
く
衆
縁
の
中
、
一
縁
に
於
い
て
多
縁
に
応
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
各
ゝ
は
彼
の
多
の
与
め
に
全

て
其
れ
一
と
為
る
。
是
の
故
に
此
の
一
は
多
箇
を
具
う
る
の
一
な
り
。
然
し
て
此
の
多
の
一
は
本
の
一
に
由
る
と
雖
も
、
多
縁

に
応
ず
る
が
故
に
此
の
多
の
一
有
り
て
、
然
し
て
本
の
一
と
体
無
差
別
な
り
て
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
同
体
門
と
為
す
な
り
。）

先
の
異
体
門
の
説
示
ほ
ど
一
致
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
傍
線
部
分
に
ほ
ぼ
同
文
が
み
え
る
よ
う
に
、
両
者
は
類
似
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
両
者
の
差
異
の
方
面
を
見
る
な
ら
ば
、『
探
玄
記
』
は
「
法
界
縁
起
章
」
に
「
相
い
遍
く
応
ず
る
」
と
「
資た

す

け
応
ず

る
」
の
特
質
を
導
入
し
た
も
の
と
い
え
、
ま
た
『
探
玄
記
』
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
「
本
一
」、「
多
一
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③　

倶
存
無
礙
義

第
三
の
「
倶
存
無
礙
義
」
は
、
同
体
・
異
体
の
双
融
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
の
原
文
を
適
宜
、
前
・
後
半
に
分
け
る
）。

〈
前
半
〉

三
倶
存
無
礙
義
、
謂
凡
是
一
縁
要
具
前
二
方
成
縁
起
。
以
要
住
自
一
方
能
遍
応
、
遍
応
多
縁
方
是
一
故
。
是
故
唯
一
多
一
自
在

無
礙
。

〈
後
半
〉

由
此
鎔
融
有
六
句
。
或
挙
体
全
住
是
唯
一
也
。
或
挙
体
遍
応
是
多
一
。
或
倶
存
。
或
双
泯
。
或
総
合
。
或
全
離
。
皆
思
之
可
見
。

一
二
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此
上
三
門
総
明
縁
起
本
法
竟
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
上
〜
中
）

〈
前
半
〉

（
三
に
倶
存
無
礙
の
義
と
は
、
凡
そ
是
の
一
縁
に
は
要
ず
前
の
二
を
具
し
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
要
ず
自

の
一
に
住
し
て
方
に
能
く
遍
く
応
じ
、
遍
く
多
縁
に
応
ず
る
も
方
に
是
れ
一
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
是
の
故
に
唯
だ
一
と
多

一
と
自
在
無
礙
な
り
。

〈
後
半
〉

此
の
鎔
融
に
由
る
に
六
句
有
り
。
或
は
挙
体
全
住
な
り
て
是
れ
唯
一
な
り
。
或
は
挙
体
遍
応
な
り
て
是
れ
多
一
な
り
。
或
は
倶

存
。
或
は
双
泯
。
或
は
総
合
。
或
は
全
離
。
皆
、
之
を
思
う
て
見
る
べ
し
。

此
の
上
の
三
門
に
て
総
じ
て
縁
起
本
法
を
明
か
し
竟
れ
り
。）

先
の
一
「
諸
縁
各
異
義
」（
異
体
）
と
二
「
互
遍
相
資
義
」（
同
体
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
で
あ
る
「
自
一
」
と
「
遍
応
」
を
用
い
、

ま
た
「
諸
縁
各
異
義
」
を
「
唯
一
」、「
互
遍
相
資
義
」
を
「
多
一
」
に
当
て
て
両
義
の
自
在
無
礙
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
段
は
、
一
縁
に
「
諸
縁
各
異
義
」
と
「
互
遍
相
資
義
」
と
を
要
ず
具
え
て
縁
起
が
成
立
す
る
と
い
う
同
体
・
異
体
の
無
礙
が

述
べ
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
が
、
全
く
同
体
・
異
体
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
目
を
惹
く
。

こ
れ
に
対
応
す
る
「
法
界
縁
起
章
」
の
第
三
段
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〈
前
半
〉

三
応
異
無
礙
双
辨
同
体
異
体
門
者
、
以
此
二
門
同
一
縁
起
不
相
離
。
故
若
無
異
体
、
則
諸
縁
雑
乱
非
縁
起
。
故
若
無
同
体
、
縁

一
三
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不
相
資
亦
非
縁
起
。
故
要
由
不
雑
方
有
相
資
。
是
故
若
非
同
体
無
異
体
故
、
若
非
異
体
無
同
体
故
。

〈
後
半
〉

是
故
通
辨
亦
有
四
句
。
一
或
挙
体
全
異
、
具
入
即
倶
。
二
或
全
体
是
同
、
亦
具
入
即
倶
。
以
法
融
通
各
全
摂
故
。
三
或
倶
。
以

同
異
無
礙
双
現
前
故
。
四
或
倶
非
。
以
相
奪
倶
尽
故
双
非
也
。

余
入
即
等
准
思
知
之
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
下
）

〈
前
半
〉

（
三
に
応
異
無
礙
双
辨
同
体
異
体
門
と
は
、
此
の
二
門
は
同
一
縁
起
な
る
を
以
て
相
い
離
れ
ず
。
故
に
若
し
異
体
無
く
ば
、
則

ち
諸
縁
雑
乱
し
て
縁
起
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
若
し
同
体
無
く
ば
、
縁
、
相
い
資
け
ず
し
て
亦
た
縁
起
に
非
ず
。
故
に
要
ず
雑

せ
ざ
る
に
由
り
て
方
に
相
い
資
く
る
こ
と
有
り
。
是
の
故
は
若
し
同
体
非
ざ
れ
ば
異
体
も
無
き
が
故
、
若
し
異
体
非
ざ
れ
ば
同

体
も
無
き
が
故
な
り
。

〈
後
半
〉

是
の
故
に
通
じ
て
辨
ず
る
に
亦
た
四
句
有
り
。
一
に
或
は
挙
体
全
異
な
り
て
、
入
即
倶
に
具
う
。
二
に
或
は
全
体
是
れ
同
な
り

て
、
亦
た
入
即
倶
に
具
う
。
法
融
通
し
て
各
ゝ
全
摂
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
三
に
或
は
倶
。
同
異
無
礙
に
し
て
双
つ
な
が
ら

現
前
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
四
に
或
は
倶
に
非
。
相
い
奪
し
て
倶
に
尽
く
る
を
以
て
の
故
に
双
つ
な
が
ら
非
な
り
。

余
の
入
即
等
は
准
り
て
思
い
て
之
を
知
る
べ
し
。）

こ
こ
で
は
異
体
が
無
い
場
合
と
、
同
体
が
無
い
場
合
を
述
べ
、「
不
雑
」
と
「
相
資
」
の
特
徴
に
よ
っ
て
そ
の
無
礙
が
示
さ
れ
、

「
同
体
非
ざ
れ
ば
異
体
も
無
く
、
異
体
非
ざ
れ
ば
同
体
も
無
」
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
探
玄
記
』
で
は
こ
れ
ら
の
文
章
は
用

一
四
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い
ら
れ
ず
、
よ
り
簡
潔
に
各
門
の
特
徴
に
よ
っ
て
示
す
形
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

後
半
に
当
た
る
部
分
で
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
四
句
に
分
別
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
探
玄
記
』
で
は
「
総
合
」
と
「
全

離
」
を
加
え
た
六
句
の
分
別
に
広
げ
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
対
比
す
る
と
次
図
の
よ
う
に
な
る
。

〈
図
二
〉「
法
界
縁
起
章
」
応
異
無
礙
双
辨
同
体
異
体
門
の
四
句
と
『
探
玄
記
』
倶
存
無
礙
義
の
六
句
と
の
対
比

　
「
法
界
縁
起
章
」 

　
『
探
玄
記
』

一
、
挙
体
全
異 
一
、
挙
体
全
住
（
＝
唯
一
）

二
、
挙
体
全
同 
二
、
挙
体
全
遍
（
＝
多
一
）

三
、
倶
（
同
異
無
礙
） 

三
、
倶
存

四
、
倶
非
（
相
奪
倶
尽
） 

四
、
双
泯

 

五
、
総
合

 

六
、
全
離

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
異
体
門
、
同
体
門
そ
れ
ぞ
れ
の
「
体
用
双
融
」
の
項
で
六
句
の
分
類
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
本
項
の
同

体
・
異
体
の
双
辨
に
該
当
す
る
部
分
だ
け
が
四
句
に
な
っ
て
い
た
の
を
『
探
玄
記
』
で
は
三
項
全
て
六
句
に
揃
え
る
と
い
う
改
定
が

行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
六
句
に
は
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
触
れ
た
い
。

『
探
玄
記
』
は
以
上
の
三
門
を
ま
と
め
て
、
こ
の
三
門
が
縁
起
の
本
法
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
。

一
五
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此
上
三
門
総
明
縁
起
本
法
竟
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

（
此
の
上
の
三
門
に
て
総
じ
て
縁
起
の
本
法
を
明
し
竟
れ
り
。）

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
三
門
は
同
体
と
異
体
の
両
門
の
無
礙
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
探
玄
記
』
で
は

「
法
界
縁
起
章
」
で
の
構
成
を
、
ま
ず
「
縁
起
の
本
法
」
と
し
て
同
体
、
異
体
、
同
異
無
礙
の
三
か
ら
示
す
こ
と
に
改
め
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
同
体
、
異
体
の
語
と
そ
れ
に
対
す
る
新
し
い
呼
び
名
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
こ

で
は
新
し
い
名
称
だ
け
を
使
う
と
い
う
修
正
も
な
さ
れ
て
い
る
。

④　

異
門
相
入
義

次
に
第
四
の
「
異
門
相
入
義
」
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

〈
前
半
〉

四
異
門
相
入
義
、
謂
諸
縁
力
用
、
互
相
依
持
互
形
奪
。
故
各
有
全
力
無①

全
力
義
縁
起
方
成
。
如
論
云
「
因
不
生
縁
生
故
。
縁
不

生
自
因
生
故
」
若
各
唯
有
力
無
無
力
即
有
多
果
過
。
一
一
各
生
故
。
若
各
唯
無
力
無
有
力
即
有②

無
果
過
。
以
同
非
縁
倶
不
生
故
。

是
故
縁
起
要
互
相
依
具
力
無
力
。
如
欠
一
縁
一
切
不
成
、
余
亦
如
是
。

是
故
一
能
持
多
、
一
是
有
力
能
摂
多
。
多
依
於
一
、
多
是
無
力
潜
入
一
。
由
一
有
力
必
不
得
与
多
有
力
倶
、
是
故
無
有
一
而
不

摂
多
也
。
由
多
無
力
必
不
得
与
一
無
力
倶
、
是
故
無
有
多
而
不
入
一
也
。
如
一
持
多
依
既
爾
、
多
持
一
依
亦
然
、
反
上
思
之
。

是
即
亦
無
多
不
摂
一
、
一
無
不
入
多
者
也
。

一
六
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〈
後
半
〉

如
一
望
多
有
依
有
持
、
全
力
無
力
、
常
全
多
在
己
中
、
潜③

己
在
多
中
、
同
時
無
礙
、
多
望
於
一
、
当
知
亦
爾
。
倶
存
双
泯
二
句

無
礙
、
思
准
之
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

①
「
無
全
」
は
甲
本
で
は
「
全
無
」　

②
「
有
」
は
甲
本
に
無
し　

③
潜
＋
入
（
続
蔵
）

〈
前
半
〉

（
四
に
異
門
相
入
の
義
と
は
、
諸
縁
の
力
用
、
互
い
に
相
い
依
持
し
て
互
い
に
形
奪
す
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
故
に
各
ゝ
全
力

と
無
全
力
の
義
有
り
て
縁
起
方
に
成
ず
。『
論
』
に
云
え
る
が
如
し
「
因
よ
り
生
ぜ
ず
縁
よ
り
生
ず
る
が
故
な
り
。
縁
よ
り
生

ぜ
ず
因
自
り
生
ず
る
が
故
な
り
」
と
。
若
し
各
ゝ
唯
だ
有
力
の
み
に
し
て
無
力
無
く
ば
即
ち
多
果
の
過
有
り
。
一
一
各
ゝ
に
生

ず
る
が
故
な
り
。
若
し
各
ゝ
唯
だ
無
力
の
み
に
し
て
有
力
無
く
ば
即
ち
無
果
の
過
有
り
。
同
じ
く
縁
と
な
る
に
非
ず
し
て
倶
に

生
ぜ
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。
是
の
故
に
縁
起
は
要
ず
互
い
に
相
い
依
り
て
力
無
力
を
具
す
る
も
の
な
り
。
一
縁
を
欠
か
ば
一

切
は
成
ぜ
ざ
る
が
如
く
、
余
も
亦
た
是
く
の
如
き
な
り
。

是
の
故
に
一
、
能
く
多
を
持
す
る
と
き
、
一
は
是
れ
有
力
な
り
て
能
く
多
を
摂
す
。
多
、
一
に
依
る
と
き
、
多
は
是
れ
無
力
な

り
て
一
に
潜
入
す
。
一
、
有
力
な
れ
ば
必
ず
多
の
有
力
と
倶
な
る
を
得
ざ
る
に
由
り
て
、
是
の
故
に
一
に
し
て
多
を
摂
せ
ざ
る

有
る
こ
と
無
き
な
り
。
多
無
力
な
れ
ば
必
ず
一
の
無
力
と
倶
な
る
を
得
ざ
る
に
由
り
て
、
是
の
故
に
多
に
し
て
一
に
入
ら
ざ
る

こ
と
有
る
こ
と
無
き
な
り
。
一
持
し
て
多
依
る
こ
と
既
に
爾
る
が
如
く
、
多
持
し
一
依
る
こ
と
も
亦
た
然
る
こ
と
、
上
に
反
じ

て
之
を
思
う
べ
し
。
是
れ
即
ち
亦
た
多
に
し
て
一
を
摂
せ
ざ
る
こ
と
無
く
、
一
に
し
て
多
に
入
ら
ざ
る
こ
と
無
き
者
な
り
。

〈
後
半
〉

（
一
よ
り
多
を
望
む
に
有
依
と
有
持
、
全
力
と
無
力
な
り
て
、
常
に
全
多
、
己
中
に
在
り
て
、
己
を
潜
め
て
多
中
に
在
ら
ば
、

一
七
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同
時
に
し
て
無
礙
な
る
が
如
く
、
多
よ
り
一
を
望
む
こ
と
も
、
当
に
亦
た
爾
き
こ
と
を
知
る
べ
し
。
倶
存
と
双
泯
の
二
句
も
無

礙
な
る
こ
と
、
之
に
准
り
て
思
ふ
べ
し
。）

「
法
界
縁
起
章
」
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

〈
前
半
〉

依
持
義
者
、
一
能
持
多
、
一
有
力
、
是
故
能
摂
多
。
多
依
一
故
、
多
無
力
、
是
故
潜
入
一
。
此
即
無
有
不
容
多
之
一
、
以
無
不

能
持
故
。
無
有
不
入
一
之
多
、
以
無
不
能
依
一
。
如
多
依
一
持 

既
爾
、
一
依
多
持
亦
然
。
是
故
亦
無
不
摂
一
之
多
、
亦
無
不

入
多
之
一
。

〈
後
半
〉

是
故
由
一
望
多
、
有
持
有
依
、
全
力
無
力
故
、
能
摂
能
入
、
無
有
障
礙
。

多
望
於
一
、
有
依
有
持
、
無
力
全
力
故
、
能
入
能
摂
、
亦
無
有
障
礙
。
倶
存
双
泯
二
句
無
礙
、
亦
准
思
之
。

相
入
義
竟
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
）

〈 

前
半
〉

（
依
持
の
義
と
は
、
一
能
く
多
を
持
す
る
と
き
、
一
は
有
力
な
り
て
、
是
の
故
に
能
く
多
を
摂
す
。
多
、
一
に
依
る
が
故
に
、

多
は
無
力
な
り
て
、
是
の
故
に
一
に
潜
入
す
。
此
れ
即
ち
多
を
容
れ
ざ
る
の
一
、
有
る
こ
と
無
き
は
、
能
く
持
せ
ざ
る
こ
と
無

き
を
以
て
の
故
な
り
。
一
に
入
ら
ざ
る
の
多
、
有
る
こ
と
無
き
は
、
能
く
一
に
依
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
な
り
。
多
の
一
に

依
り
て
持
す
る
こ
と
既
に
爾
き
が
如
く
、
一
の
多
に
依
り
て
持
す
る
こ
と
も
亦
た
然
り
。
是
の
故
に
亦
た
一
を
摂
せ
ざ
る
の
多

一
八
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も
無
く
、
亦
た
多
に
入
ら
ざ
る
の
一
も
無
し
。

〈
後
半
〉

是
の
故
に
一
よ
り
多
を
望
む
に
由
ら
ば
、
有
持
と
有
依
、
全
力
と
無
力
な
る
が
故
に
、
能
摂
と
能
入
な
り
て
、
障
礙
有
る
こ
と

無
し
。

多
よ
り
一
を
望
ま
ば
、
有
依
と
有
持
、
無
力
と
全
力
と
な
る
が
故
に
、
能
入
と
能
摂
な
り
て
、
亦
た
障
礙
有
る
こ
と
無
し
。
倶

存
と
双
泯
の
二
句
も
無
礙
な
る
こ
と
、
亦
た
准
り
て
之
を
思
ふ
べ
し
。

相
入
の
義
竟
れ
り
。）

ま
ず
前
半
部
分
で
目
に
付
く
の
は
、『
探
玄
記
』
の
最
初
の
一
文
中
に
記
さ
れ
る
「
形
奪
」
の
語
で
、
こ
れ
は
「
法
界
縁
起
章
」

で
は
相
即
の
項
目
名
と
し
て
の
み
「
互
相
形
奪
体
無
体
の
義
」（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
）
と
用
い
ら
れ
て
い
て
解
釈
中
に
は
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
即
の
特
徴
を
顕
す
も
の
と
し
て
示
さ
れ
た
語
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
語
が
『
探
玄

記
』
で
は
相
入
の
解
釈
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
形
は
「
あ
ら
わ
す
」、
奪
は
「
な
く
す
、
う
し
な
う
」
の
意
味
の
相
対
語
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
が
、『
探
玄
記
』
の
釈
中
で
「
形－

奪
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
こ
こ
一
回
の
み
で
あ
っ
て
、
他
で
は
「
摂－

入
」、

「
依－

持
」
の
対
応
に
よ
っ
て
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。

『
探
玄
記
』
に
見
ら
れ
る
新
た
な
点
と
し
て
は
、『
十
地
経
論
』
巻
八
（
大
正
二
六
・
一
七
〇
中
）
を
論
証
に
掲
げ
て
い
る
点
、「
唯

だ
、
有
力
の
み
な
ら
ば
多
果
の
過
」、「
唯
だ
、
無
力
の
み
な
ら
ば
無
果
の
過
」
と
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
他
方
、「
法
界
縁
起
章
」

の
記
述
を
承
け
継
い
で
い
る
点
は
、
傍
線
部
の
文
章
を
ほ
ぼ
同
文
の
ま
ま
引
い
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
後
半
部
分
は
お
お
よ
そ
「
法
界
縁
起
章
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
異
な
っ
て
い
る
点
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
一
と
多

一
九
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の
関
係
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
探
玄
記
』
で
は
こ
れ
に
加
え
て
己
と
多
の
関
係
も
取
り
入
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
異
体
相
即
の
項
で
為
さ
れ
た
己
と
他
の
関
係
の
、
他
を
多
に
改
め
て
こ
こ
に
取
り
入
れ
、

相
即
と
相
入
に
於
け
る
解
釈
の
語
句
に
統
一
性
を
持
た
せ
、
整
備
す
る
た
め
に
為
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤　

異
体
相
即
義

第
五
の
「
異
体
相
即
義
」
で
は
、
初
め
て
項
名
に
「
異
体
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〈
前
半
〉 

五
異
体
相
即
義
、
謂
諸
縁
相
望
、
全
体
形
・
奪
有
有
体
・
無
体
義
縁
起
方
成
。
以
若
欠
一
縁
余
不
成
起
、
起
不
成
故
縁
起
即
壊
、

得
此
一
縁
令
一
切
成
起
、
所
起
成
故
縁
義
方
立
。
是
故
一
縁
是
能
起
、
多
縁
及
果
倶
是
所
起
。
是
即
多
為
一
成
多
是
無
体
。
一

能
作
多
一
是
有
体
。
由
一
有
体
必
不
得
与
多
有
体
倶
、
多①

無
体
必
不
得
与
一
無
体
倶
。
是
故
無
有
不
多
之
一
、
無
有
不
一
之
多
。

一
多
既
爾
、
多
一
亦
然
、
反
上
思
之
。

〈
後
半
〉

如
一
望
多
有
有
体
・
無
体
故
、
能
摂
他
同
己
、
廃
己
同
他
、
同
時
無
礙
、
多
望
於
一
当
知
亦
爾
准
前
思
之
。
倶
存
双
泯
二
句
無

礙
、
亦
思
之
可
見
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

①　

多
＝
由
多
（
続
蔵
）

〈
前
半
〉

（
五
に
異
体
相
即
の
義
と
は
、
諸
縁
相
い
望
む
に
、
全
体
形
・
奪
な
り
て
有
体
・
無
体
の
義
有
り
て
縁
起
方
に
成
ず
る
を
謂
う

二
〇
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も
の
な
り
。
若
し
一
縁
を
欠
か
ば
余
は
起
を
成
ぜ
ず
し
て
、
起
成
ぜ
ざ
る
が
故
に
縁
起
即
ち
壊
す
を
以
て
、
此
の
一
縁
を
得
れ

ば
一
切
を
し
て
起
を
成
ぜ
し
め
、
所
起
成
ず
る
が
故
に
縁
の
義
方
に
立
す
。
是
の
故
に
一
縁
は
是
れ
能
起
に
し
て
、
多
縁
及
び

果
は
倶
に
是
れ
所
起
な
り
。
是
れ
即
ち
多
は
一
の
為
め
の
成
な
れ
ば
多
は
是
れ
無
体
。
一
は
能
く
多
を
作
さ
ば
一
は
是
れ
有
体

な
り
。
一
の
有
体
な
る
に
由
ら
ば
必
ず
多
と
有
体
と
倶
な
る
を
得
ず
、
多
無
体
な
れ
ば
必
ず
一
と
無
体
と
倶
な
る
を
得
ざ
る
な

り
。
是
の
故
に
多
に
あ
ら
ざ
る
の
一
有
る
こ
と
無
く
、
一
に
あ
ら
ざ
る
の
多
有
る
こ
と
無
し
。
一
多
既
に
爾
く
、
多
一
も
亦
た

然
る
こ
と
、
上
に
反
じ
て
之
を
思
ふ
べ
し
。

〈
後
半
〉

一
よ
り
多
を
望
む
に
有
体
・
無
体
有
る
が
故
に
、
能
く
他
を
摂
し
て
己
れ
に
同
じ
、
己
を
廃
し
て
他
に
同
じ
、
同
時
に
し
て
無

礙
な
る
が
如
く
、
多
よ
り
一
を
望
む
こ
と
も
当
に
亦
た
爾
く
前
に
准
じ
て
之
を
思
う
こ
と
知
る
べ
し
。
倶
存
と
双
泯
の
二
句
の

無
礙
な
る
こ
と
、
亦
た
之
を
思
い
て
見
る
べ
し
。）

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
第
二
「
諸
縁
相
奪
体
無
体
」
に
該
当
す
る
。

〈
前
半
〉

二
諸
縁
相
奪
体
無
体
者
、
多
縁
無
性
為
一
所
成
、
是
故
多
即
一
。
由
一
有
体
能
摂
多
、
由
多
無
性
潜
同
一
。
故
無
不
多
之
一
、

亦
無
不
一
之
多
。

一
無
性
為
多
所
成
、
多
有
一
空
即
多
亦
爾
。

二
一
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〈
後
半
〉

是
故
一
望
於
多
、
有
有
体
・
無
体
故
、
能
摂
他
同
己
、
廃
己
同
他
無
有
障
礙
。

多
望
於
一
、
有
無
体
・
有
体
、
亦
能
廃
己
同
他
、
摂
他
同
己
亦
無
障
礙
。

亦
同
他
己
、
亦
同
己
他
、
非
同
他
己
、
非
同
己
他
。
二
句
無
礙
円
融
自
在
、
思
之
可
見
。

相
即
義
竟
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
）

〈
前
半
〉

（
二
に
諸
縁
相
奪
体
無
体
と
は
、
多
縁
無
性
な
れ
ば
一
を
所
成
と
為
し
、
是
の
故
に
多
即
一
な
り
。
一
の
有
体
な
る
に
由
ら
ば

多
を
能
く
摂
し
、
多
は
無
性
な
る
に
由
り
て
潜
み
て
一
に
同
ず
。
故
に
多
に
あ
ら
ざ
る
の
一
無
く
、
亦
た
一
に
あ
ら
ざ
る
の
多

も
無
し
。

一
無
性
な
れ
ば
多
を
所
成
と
為
し
、
多
は
有
、
一
は
空
に
し
て
多
に
即
す
こ
と
亦
た
爾
し
。

〈
後
半
〉

是
の
故
に
一
よ
り
多
を
望
む
に
、
有
体
・
無
体
有
る
が
故
に
、
能
く
他
を
摂
し
て
己
れ
に
同
じ
、
己
を
廃
し
て
他
に
同
じ
て
障

礙
有
る
こ
と
無
し
。

多
よ
り
一
を
望
む
に
、
無
体
・
有
体
有
り
、
亦
た
能
く
己
を
廃
し
て
他
に
同
じ
、
他
を
摂
し
て
己
に
同
じ
て
亦
た
障
礙
無
し
。

亦
た
他
に
己
を
同
ず
る
と
、
亦
た
己
れ
に
他
を
同
ず
、
他
に
己
を
同
ず
る
に
非
ざ
る
と
、
己
れ
に
他
を
同
ず
る
に
非
ざ
る
の
。

二
句
の
無
礙
円
融
自
在
な
る
こ
と
、
之
を
思
い
て
見
る
べ
し
。

相
即
の
義
竟
れ
り
。）

二
二
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『
探
玄
記
』
と
「
法
界
縁
起
章
」
と
で
は
説
き
方
は
似
て
い
る
も
の
の
、
用
語
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。『
探
玄
記
』
で
は
一
縁
が
能

起
、
多
縁
は
所
起
で
あ
り
、
一
縁
に
よ
っ
て
一
切
の
起
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
、
有
体
・
無
体
を
能
起
・
所
起
の
関
係
で
捉
え
る
解

釈
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
「
法
界
縁
起
章
」
の
「
無
性－

所
成
」、「
空－

有
」
の
相
対
に
よ
る
釈
は
全
て
用
い
ら
れ
て
い
な

い
。
遡
っ
て
い
う
な
ら
ば
『
五
教
章
』
で
の
「
有－

無
」、「
空－

有
」、
そ
し
て
そ
れ
を
承
け
た
「
法
界
縁
起
章
」
で
の
「
有
（
体
）

－

無
性
」
の
相
対
に
よ
る
関
係
を
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
『
探
玄
記
』
の
大
き
な
特
徴
が
顕
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

⑥　

体
用
双
融
義

次
に
第
六
の
「
体
用
双
融
義
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

六
体
用
双
融
義
、
謂
諸
縁
起
法
要
力
用
交
渉
全
体
融
合
方
成
縁
起
。
是
故
円
通
亦
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
挙
体
全
用
。
即

唯
有
相
入
無
相
即
義
。

二
以
用
無
不
体
故
、
即
唯
有
相
即
無
相
入
也

三
帰
体
之
用
不
礙
用
、
全
用
之
体
不
失
体
。
是
即
無
礙
双
存
、
亦
入
亦
即
自
在
倶
現
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
非
即
非
入
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
。

六
泯
前
五
句
絶
待
離
言
、
冥
同
性
海
。

此
上
三
門
、
於
初
異
体
門
、
顕
義
理
竟
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
〜
下
）

二
三
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（
六
に
体
用
双
融
の
義
と
は
、
諸
ゝ
の
縁
起
の
法
は
要
ず
力
用
交
渉
し
全
体
融
合
し
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。

是
の
故
に
円
通
に
し
て
亦
た
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
挙
体
全
用
な
る
も
の
な

り
。
即
ち
唯
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
の
義
、
無
し
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
唯
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
し
な
り

三
に
は
帰
体
の
用
は
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
は
体
を
失
わ
ざ
る
も
の
な
り
。
是
れ
即
ち
礙
ぐ
る
こ
と
無
く
双
つ
な
が
ら
存
し
、

亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
自
在
に
倶
現
す
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
非
即
非
入
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
じ
て
絶
待
離
言
な
り
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

此
の
上
の
三
門
は
、
初
の
異
体
門
に
於
い
て
、
義
理
を
顕
す
こ
と
竟
れ
り
。）

こ
れ
は
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
第
三
「
体
用
双
融
有
無
門
」
に
該
当
し
、
次
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

三
体
用
双
融
有
無
門
者
、
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
、
挙
体
全
用
。
即
唯
用
而
無
体
。
但
有
相
入
無
相
即
故
。

二
以
用
無
不
体
故
、
全
用
帰
体
。
唯
体
而
無
用
。
但
有
相
即
無
相
入
也
。

三
帰
体
之
用
、
不
礙
其
用
、
全
用
之
体
、
不
失
其
体
。
是
故
体
用
不
礙
双
存
、
即
亦
入
亦
即
無
有
障
礙
鎔
融
自
在
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
是
則
体
用
交
徹
形
奪
両
非
。
即
入
同
源
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
、
同
一
縁
起
、
無
礙
倶
存
。

二
四



164 桜 文 論 叢

六
泯
前
五
句
、
絶
待
離
言
、
応
可
去
情
如
理
思
摂
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
〜
中
）

（
三
に
体
用
双
融
有
無
門
と
は
、
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
挙
体
全
用
な
る

も
の
な
り
。
即
ち
唯
だ
用
の
み
に
し
て
無
体
な
り
。
但
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
無
き
が
故
な
り
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
全
用
帰
体
な
る
も
の
な
り
。
唯
だ
体
の
み
に
し
て
用
無
き
な
り
。

但
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
き
な
り
。

三
に
は
帰
体
の
用
、
其
の
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
、
其
の
体
を
失
わ
ざ
る
も
の
な
り
。
是
の
故
に
体
用
礙
げ
ず
し
て
双
つ
な

が
ら
存
し
、
即
ち
亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
障
礙
有
る
こ
と
無
く
鎔
融
自
在
な
り
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
是
れ
則
ち
体
用
交
徹
し
形
奪
し
て
両
つ
な
が
ら
非
な
り
。

即
入
同
源
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
、
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
じ
て
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。）

相
違
点
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
直
ち
に
六
句
の
分
類
か
ら
説
き
始
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
探
玄
記
』
で
は
六
句
が
述
べ

ら
れ
る
前
に
、

諸
ゝ
の
縁
起
の
法
は
要
ず
力
用
交
渉
し
全
体
融
合
し
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
是
の
故
に
円
通
に
し
て
…
…

と
い
う
一
文
が
入
っ
て
い
る
点
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
の
第
六
句
に
つ
い
て
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
「
応
可
去
情
如
理
思
摂
」
と
述

二
五
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べ
ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
文
句
は
『
五
教
章
』
で
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
明
か
さ
れ
る
「
以
喩
略
示
」
を
総

括
す
る
最
後
に
置
か
れ
た
一
文
、

応
可
去
情
如
理
思
之
。（
鎌
田
本
二
六
六
頁
／
大
正
四
五
・
五
〇
三
中
）

（
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
之
を
思
う
べ
し
。）

を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
行
す
る
拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
│
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」
で
考
察

し
た
が
、
こ
の
記
述
が
『
探
玄
記
』
で
は
「
冥
同
性
海
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
思
想
形
成
上
の
大
き
な
特
徴
が
見
ら
れ
重

要
な
点
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
を
加
え
た
い
。

『
探
玄
記
』
で
は
最
後
に
、
以
上
三
門
が
異
体
門
の
義
理
を
顕
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
文
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
縁
起

相
由
の
段
に
お
い
て
「
異
体
」
の
語
が
使
わ
れ
た
の
は
こ
こ
と
、
表
題
で
の
「
異
体
相
即
」
の
二
回
だ
け
で
あ
る
。

⑦　

同
体
相
入
義

続
い
て
第
七
の
「
同
体
相
入
義
」
を
考
察
す
る
。

七
同
体
相
入
義
、
謂
前
一
縁
所
具
多
一
与
彼
一
縁
体
無
別
故
名
為
同
体
、
又
由
此
一
縁
応
多
縁
故
有
此
多
一
。
所
応
多
縁
既
相

即
・
相
入
、
令
此
多
一
亦
有
即
入
也
。

先
明
相
入
、
謂
一
縁
有
力
能
持
多
一
、
多
一
無
力
依
彼
一
縁
。
是
故
一
能
摂
多
多
便
入
一
。
一
入
多
摂
反
上
応
知
。
余
義
余
句

二
六
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准
前
思
之
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
下
）

（
七
に
同
体
相
入
の
義
と
は
、
謂
く
前
の
一
縁
に
具
う
る
所
の
多
の
一
と
彼
の
一
縁
と
の
体
は
無
別
な
る
が
故
に
名
づ
け
て
同

体
と
為
し
、
又
た
此
の
一
縁
の
多
縁
に
応
ず
る
に
由
る
が
故
に
此
の
多
一
有
り
。
応
ず
る
所
の
多
縁
は
既
に
相
即
・
相
入
し
、

此
の
多
一
を
し
て
亦
た
即
入
す
る
こ
と
有
ら
し
む
る
な
り
。

先
に
相
入
を
明
か
さ
ば
、
謂
く
一
縁
有
力
に
し
て
能
く
多
一
を
持
さ
ば
、
多
一
無
力
に
し
て
彼
の
一
縁
に
依
れ
り
。
是
の
故
に

一
能
く
多
を
摂
さ
ば
多
便
ち
一
に
入
る
。
一
の
入
と
多
の
摂
す
る
と
は
上
に
反
じ
て
応
に
知
る
べ
し
。
余
の
義
余
の
句
は
前
に

准
じ
て
之
を
思
う
べ
し
。）

二
段
に
な
っ
て
い
る
う
ち
の
前
段
は
判
読
し
難
い
こ
と
か
ら
現
代
語
訳
を
試
み
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

七
に
同
体
相
入
の
意
味
内
容
は
、
前
に
述
べ
た
一
縁
に
内
具
す
る
多
の
一
と
、
そ
の
一
縁
と
の
体
が
別
で
は
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
同
体
と
名
付
け
ら
れ
、
ま
た
こ
の
一
縁
が
（
外
に
向
か
っ
て
見
た
な
ら
ば
）
多
縁
に
応
ず
る
と
い
う
こ
と
に
由
る
故
に
こ
の

多
の
一
は
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
応
じ
て
い
る
多
縁
は
既
に
相
即
・
相
入
し
て
お
り
、（
そ
れ
ゆ
え
）
こ
の
多
の
一
を

も
相
即
・
相
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
先
の
第
四
「
異
門
相
入
義
」
の
釈
で
の
構
成
・
内
容
と
は
異
り
、
ま
ず
一
縁
即
多
縁
と
い
う
同
体
の
解
釈
が
示
さ
れ
、

次
に
一
縁
が
多
縁
に
応
ず
る
と
い
う
同
体
と
異
体
と
の
重
層
的
関
係
も
示
し
、
さ
ら
に
そ
の
多
縁
中
の
関
係
上
に
於
い
て
相
即
・
相

入
し
て
い
る
ゆ
え
に
多
の
一
も
相
即
・
相
入
さ
せ
る
、
と
い
う
釈
が
続
く
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
同
体
相
入
の
釈
中
に
同
体
、

二
七
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同
体
・
異
体
の
関
係
、
相
即
・
相
入
の
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
標
題
に
「
同
体
」

の
語
が
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
そ
れ
を
釈
し
、
そ
の
相
即
・
相
入
を
解
し
て
最
初
に
掲
げ
た
、
と
い
う
理
由
も
考
え
ら
れ
よ
う

が
、
異
体
門
の
と
き
に
は
そ
の
よ
う
な
形
式
が
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
次
に
見
る
如
く
「
法
界
縁
起
章
」
の
記
述
と
の
類

似
か
ら
、
こ
れ
は
「
法
界
縁
起
章
」
に
倣
っ
て
誤
っ
て
こ
こ
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
解
釈
の
文
章
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る
。

「
法
界
縁
起
章
」
の
全
体
の
構
成
は
、
内
容
か
ら
九
門
で
あ
る
こ
と
が
受
け
取
れ
、
そ
の
順
列
は
左
図
の
如
く
、
異
体
を
釈
し
た

あ
と
、
異
体
の
相
入
、
相
即
、
双
融
の
順
で
解
釈
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
探
玄
記
』
で
は
こ
れ
が
改
め
ら
れ
て
、
同
体
、

異
体
、
同
体
異
体
無
礙
の
三
を
縁
起
の
本
法
と
し
て
、
最
初
に
解
釈
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

〈
図
三
〉「
法
界
縁
起
章
」
と
『
探
玄
記
』
で
の
解
釈
の
順
列
の
差
異

　
「
法
界
縁
起
章
」 

　
『
探
玄
記
』

一
、
異
体 

一
、
異
体

二
、
異
体
相
入 

二
、
同
体

三
、
異
体
相
即 

三
、
同
体
異
体
無
礙

四
、
双
融 

四
、
異
体
相
入

五
、
同
体 

五
、
異
体
相
即

六
、
同
体
相
入 

六
、
双
融

七
、
同
体
相
即 

七
、
同
体
相
入

二
八
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八
、
双
融 

八
、
同
体
相
即

九
、
同
体
異
体
無
礙 

九
、
双
融

 

十
、
同
異
円
備

「
法
界
縁
起
章
」
に
於
け
る
同
体
の
解
釈
部
分
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

二
諸
縁
互
応
門
者
、
謂
衆
縁
之
中
、
以
於
一
縁
応
多
縁
、
故
各
与
彼
多
全
為
其
一
。
是
故
此
一
具
多
箇
一
。
然
此
多
一
雖
由
本

一
、
応
多
縁
故
有
此
多
一
、
然
与
本
一
体
無
差
別
、
是
故
名
為
同
体
門
也
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
中
）

（
二
に
諸
縁
互
応
門
と
は
、
謂
く
衆
縁
の
中
、
一
縁
に
於
い
て
多
縁
に
応
ず
る
を
以
て
、
故
に
各
ゝ
は
彼
の
多
の
与
め
に
全
て

其
れ
一
と
為
る
。
是
の
故
に
此
の
一
は
多
箇
を
具
う
る
の
一
な
り
。
然
し
て
此
の
多
の
一
は
本
の
一
に
由
る
と
雖
も
、
多
縁
に

応
ず
る
が
故
に
此
の
多
の
一
有
り
て
、
然
し
て
本
の
一
と
体
無
差
別
な
り
て
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
同
体
門
と
為
す
な
り
。）

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
こ
の
引
用
に
続
い
て
同
体
相
入
が
釈
さ
れ
て
ゆ
く
。
一
方
、『
探
玄
記
』
の
本
段
（
同
体
相
入
）
に
記
さ
れ

る
同
体
の
釈
は
、「
法
界
縁
起
章
」
の
同
体
の
釈
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

七
同
体
相
入
義
、
謂
前
一
縁
所
具
多
一
与
彼
一
縁
体
無
別
故
名
為
同
体
、
…
…

（
七
に
同
体
相
入
の
義
と
は
、
謂
く
前
の
一
縁
に
具
う
る
所
の
多
の
一
と
彼
の
一
縁
と
の
体
は
無
別
な
る
が
故
に
名
づ
け
て
同

体
と
為
し
、
…
…
）

二
九
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「
法
界
縁
起
章
」
で
の
、
一
縁
の
一
は
多
箇
を
具
え
る
一
（
多
の
一
）
で
あ
り
、
多
一
は
本
一
と
体
無
差
別
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
、

『
探
玄
記
』
で
は
一
縁
と
多
縁
と
の
体
無
別
と
い
う
文
に
ま
と
め
て
い
る
と
受
け
取
れ
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
も
「
法
界
縁
起
章
」
を
改
訂
し
て
『
探
玄
記
』
に
取
り
入
れ
る
際
に
、
本
来
な
ら
ば
同
体
の
釈
を
外
す
べ
き
と

こ
ろ
を
、
誤
っ
て
「
法
界
縁
起
章
」
の
文
面
を
そ
の
ま
ま
改
訂
し
て
載
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、『
探
玄
記
』
で
は
右
の
部
分
に
次
い
で
「
先
に
相
入
を
明
か
さ
ば
」
と
い
う
一
文
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら

れ
よ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
法
蔵
が
「
法
界
縁
起
章
」
を
下
書
き
と
し
て
そ
れ
を
改
訂
し
つ
つ
『
探
玄
記
』
の
本
段
を
執
筆

し
た
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
に
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

『
探
玄
記
』
の
本
文
に
戻
る
と
、
続
い
て
右
に
触
れ
た
よ
う
に
「
先
に
相
入
を
明
か
さ
ば
」
と
、
同
体
相
入
の
義
が
、
一
縁
と
多

縁
と
の
「
有
力－

無
力
」
が
「
依－
持
」
の
関
係
に
よ
っ
て
摂
入
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
法
界
縁
起
章
」
で
の
同
体
相
入
は
、
次
の
よ
う
に
本
一
と
多
一
と
の
「
有
力－

無
力
」
が
、「
依－

持
」
の
関

係
に
よ
っ
て
容
入
す
る
と
語
ら
れ
て
い
る
。

依
持
容
入
者
、
謂
此
本
一
有
力
、
能
持
彼
多
箇
一
。
故
本
一
中
容
彼
多
一
。
多
一
無
力
依
本
一
故
。
是
故
多
一
入
本
一
中
。
是

即
無
不
容
多
一
之
本
一
、
亦
無
不
入
本
一
之
多
一
。

如
本
一
有
力
為
持
、
多
一
無
力
為
依
、
容
入
既
爾
、
多
一
有
力
為
持
、
本
一
無
力
為
依
、
容
入
亦
爾
。
是
即
無
不
容
本
一
之
多

一
、
無
不
入
多
一
之
本
一
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
中
）

（
依
持
容
入
と
は
、
謂
く
此
の
本
の
一
有
力
な
れ
ば
、
能
く
彼
の
多
箇
の
一
を
持
す
。
故
に
本
の
一
の
中
に
彼
の
多
の
一
を
容

る
。
多
の
一
無
力
な
れ
ば
本
の
一
に
依
れ
る
が
故
な
り
。
是
の
故
に
多
の
一
は
本
の
一
の
中
に
入
る
。
是
れ
即
ち
多
の
一
に
容

三
〇
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れ
ざ
る
の
本
の
一
無
く
、
亦
た
本
の
一
を
入
れ
ざ
る
の
多
の
一
も
無
し
。

本
の
一
有
力
な
れ
ば
持
と
為
し
、
多
の
一
無
力
な
れ
ば
依
と
為
り
て
、
容
入
す
る
こ
と
既
に
爾
き
が
如
く
、
多
の
一
有
力
な
れ

ば
持
と
為
り
、
本
の
一
無
力
な
れ
ば
依
と
為
り
て
、
容
入
す
る
こ
と
亦
た
爾
し
。
是
れ
即
ち
本
の
一
を
容
れ
ざ
る
の
多
の
一
無

く
、
多
の
一
を
入
れ
ざ
る
の
本
の
一
も
無
き
な
り
。）

『
探
玄
記
』
の
記
述
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
「
本
一
と
多
一
」
を
「
一
縁
と
多
縁
」
に
、「
容
入
」
を
「
摂
入
」
に
改
め
た
上
で
、

文
章
全
体
を
簡
潔
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
探
玄
記
』
で
の
改
訂
は
異
体
門
の
相
入
の
解
釈
に
術
語
を
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
り
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
異
体
相
入
の
項
で
は
「
依－

持
」、「
摂
入
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
体
相
入
の
項
と
用
語

が
不
一
致
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
探
玄
記
』
で
は
最
後
の
四
句
の
分
別
は
前
に
準
じ
る
こ
と
を
以

て
終
え
ら
れ
て
い
る
。

⑧　

同
体
相
即
義

次
に
八
「
同
体
相
即
義
」
は
、
五
の
「
異
体
相
即
義
」
で
の
解
釈
と
同
様
に
、「
法
界
縁
起
章
」
で
為
さ
れ
て
い
た
「
無
性－

有

体
」
の
対
応
に
よ
る
釈
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。

八
同
体
相
即
義
、
謂
前
一
縁
所
具
多
一
、
亦
有
有
体
無
体
義
故
亦
相
即
。
以
多
一
無
体
由
本
一
成 

多
即
一
也
。
由
本
一
有
体

能
作
多
令
一
摂
多
。
如
一
有
多
空
既
爾
、
多
有
一
空
亦
然
。
余
義
余
句
、
並
准
前
思
之
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
下
）

（
八
に
同
体
相
即
の
義
と
は
、
謂
く
前
の
一
縁
に
具
う
る
所
の
多
一
に
、
亦
た
有
体
無
体
の
義
有
る
が
故
に
亦
た
相
即
す
。
多

三
一
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一
無
体
な
れ
ば
本
一
に
由
る
を
以
て 

多
即
一
を
成
ず
る
な
り
。
本
一
有
体
な
れ
ば
能
く
多
を
作
す
に
由
り
て
一
を
し
て
多
を

摂
せ
し
む
。
一
有
に
し
て
多
の
空
な
る
こ
と
既
に
爾
き
が
如
く
、
多
有
に
し
て
一
の
空
な
る
こ
と
も
亦
た
然
り
。
余
の
義
余
の

句
は
、
並
び
に
前
に
准
じ
て
之
を
思
う
べ
し
。）

そ
し
て
、
こ
こ
で
初
め
て
「
法
界
縁
起
章
」
の
同
体
門
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
本
一
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
法
界
縁
起

章
」
で
、
こ
の
「
本
一
」
が
使
わ
れ
た
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

二
諸
縁
互
応
門
者
、
謂
衆
縁
之
中
、
以
於
一
縁
応
多
縁
故
、
各
与
彼
多
全
為
其
一
。
是
故
此
一
具
多
箇
一
。
然
此
多
一
雖
由
本

一
、
応
多
縁
故
有
此
多
一
、
然
与
本
一
体
無
差
別
、
是
故
名
為
同
体
門
也
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
中
）

（
二
に
諸
縁
互
応
門
と
は
、
謂
く
衆
縁
の
中
、
一
縁
に
於
い
て
多
縁
に
応
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
各
ゝ
は
彼
の
多
の
与
め
に
全

て
其
れ
一
と
為
る
。
是
の
故
に
此
の
一
は
多
箇
を
具
う
る
の
一
な
り
。
然
し
て
此
の
多
の
一
は
本
の
一
に
由
る
と
雖
も
、
多
縁

に
応
ず
る
が
故
に
此
の
多
の
一
有
り
て
、
然
し
て
本
の
一
と
体
無
差
別
な
り
て
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
同
体
門
と
為
す
な
り
。）

試
み
に
こ
れ
を
訳
し
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

二
に
諸
縁
互
応
門
と
は
以
下
の
意
味
で
あ
る
。
衆
々
の
縁
の
中
で
一
縁
が
多
縁
に
応
ず
る
こ
と
に
よ
る
故
に
、
各
々
は
そ
の
多

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
が
一
と
な
る
。
そ
れ
故
こ
の
一
は
多
く
の
一
を
具
え
た
一
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
多
の
一
は

本
の
一
に
由
る
も
の
で
あ
る
が
、
多
縁
に
応
ず
る
と
い
う
こ
と
の
故
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
本
の
一
と
（
多
の
一

三
二
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と
）
は
体
に
お
い
て
無
差
別
で
あ
る
故
に
同
体
門
と
名
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

多
縁
と
一
縁
は
、
多
一
と
本
一
の
対
応
と
同
意
味
の
も
の
で
あ
り
、
本
一
と
は
、
多
の
一
を
具
え
る
も
の
と
し
て
の
一
縁
と
同
じ

意
味
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
探
玄
記
』
の
内
容
に 

戻
る
と
、
多
の
一
が
無
体
で
あ
れ
ば
本
の
一
に
由
る
ゆ
え
多
即
一
が
成
立
し
、
本
一
が
有
体
で
あ
れ
ば

（
そ
の
中
に
）
多
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
由
っ
て
一
摂
多
と
な
る
と
し
て
、
本
一
と
多
一
の
有
体
・
無
体
に
よ
っ
て
多
即
一
、
一
摂
多

が
示
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
こ
こ
で
初
め
て
「
有
体－

無
体
」
を
、「
有－

空
」
の
関
係
で
捉
え
る
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
こ
こ
で
の
空
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
異
体
相
即
で
示
さ
れ
て
い
た
有
体
＝
有
、
無
性
＝
空
と
い
う
対
応
に
於
け
る
、
法
性
、
理
性

を
連
想
さ
せ
る
「
空
」
で
は
な
く
、「
無
体
」
の
謂
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨　

倶
融
無
礙
義

第
九
の
「
倶
融
無
礙
義
」
は
次
の
よ
う
に
、
異
体
門
に
準
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

九
倶
融
無
礙
義
、
謂
亦
同
前
体
用
双
融
、
即
入
自
在
、
亦
有
六
句
、
准
前
応
知
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
下
）

（
九
に
倶
融
無
礙
の
義
と
は
、
謂
く
亦
た
前
の
体
用
双
融
、
即
入
自
在
に
同
じ
な
り
て
、
亦
た
六
句
有
る
こ
と
も
、
前
に
准
じ

て
応
に
知
る
べ
し
。）

そ
し
て
さ
ら
に
、
以
上
の
同
体
門
に
対
す
る
ま
と
め
の
句
が
置
か
れ
て
い
る
。

三
三
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如
上
三
門
於
前
第
二
同
体
門
中
辨
義
理
竟
。 

（
同
前
）

（
如
上
の
三
門
は
前
の
第
二
同
体
門
の
中
に
於
け
る
も
の
に
し
て
義
理
を
辨
ず
る
こ
と
竟
れ
り
。）

⑩　

同
異
円
備
義

最
後
に
第
十
と
し
て
「
同
異
円
備
義
」
が
説
か
れ
る
。

十
同
異
円
備
義
、
謂
以
前
九
門
総
合
為
一
大
縁
起
故
、
致
令
多
種
義
門
同
事
具
足
也
。

由
住
一
遍
応
故
有
広
狭
自
在
也
。

由
就
体
就
用
故
有
相
即
・
相
入
也
。

由
一
摂
多
時
為
顕
、
令
一
入
多
為
隠
。
多
摂
一①

入
亦
爾
。
又
就
用
相
入
為
顕
、
令
就
体
相
即
為
隠
。
顕
入
隠
亦
然
。
又
異
門
即

入
為
顕
、
令
同
体
為
隠
。
同
顕
異
隠
亦
爾
。

又
由
以
異
門
摂
同
体
中
相
入
義
故
現
微
細
門
也
。

由
異
体
相
入
帯
同
体
相
入
故
有
重
重
無
尽
帝
網
門
也
。

由
此
大
縁
起
法
即
無
礙
法
界
法
門
故
有
託
事
顕
法
門
也
。

由
此
融
通
自
在
、
今
依
此
法
上
所
辨
時
法
亦
随
此
無
礙
自
在
故
有
十
世
門
也
。

由
此
法
門
同
一
縁
起
相
帯
起
故
、
随
一
門
必
具
一
切
故
有
主
伴
門
也
。

此
之
一
門
於
前
第
三
門
中
以
辨
義
理
。

上
来
十
義
総
是
縁
起
相
由
門
竟
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
上
）

三
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①　
「
一
入
」
は
甲
本
、
乙
本
に
無
し

（
十
に
同
異
円
備
の
義
と
は
、
謂
く
前
の
九
門
を
以
て
総
じ
合
し
て
一
大
縁
起
と
為
る
が
故
に
、
多
種
の
義
門
を
し
て
同
事
に

具
足
せ
し
む
る
を
致
す
な
り
。

一
に
住
し
て
遍
く
応
ず
る
に
由
る
が
故
に
広
狭
自
在
有
る
な
り
。

体
に
就
き
用
に
就
く
に
由
る
が
故
に
相
即
・
相
入
有
る
な
り
。

一
、
多
を
摂
す
る
時
、
顕
と
為
る
に
由
り
て
、
一
を
し
て
多
に
入
ら
し
む
る
を
隠
と
為
す
。
多
の
摂
す
る
と
一
の
入
る
る
こ
と

も
亦
た
爾
し
。
又
た
用
に
就
き
て
相
入
す
る
を
顕
と
為
し
、
体
に
就
き
て
相
即
せ
し
む
る
を
隠
と
為
す
。
顕
と
入
の
隠
も
亦
た

然
な
り
。
又
た
異
門
の
即
入
を
顕
と
為
し
、
同
体
を
し
て
隠
為
ら
し
む
。
同
の
顕
、
異
の
隠
も
亦
た
爾
し
。

又
た
異
門
を
以
て
同
体
の
中
に
摂
す
る
相
入
の
義
に
由
る
が
故
に
微
細
門
を
現
ず
る
な
り
。

異
体
の
相
入
に
同
体
の
相
入
を
帯
す
る
に
由
る
が
故
に
重
重
無
尽
の
帝
網
門
有
る
な
り
。

此
の
大
縁
起
の
法
は
即
ち
無
礙
法
界
法
門
な
る
に
由
る
が
故
に
託
事
顕
法
門
有
る
な
り
。

此
の
融
通
自
在
に
由
ら
ば
、
今
、
此
の
法
の
上
に
依
り
て
辨
ず
る
所
の
時
法
も
亦
た
此
に
随
い
て
無
礙
自
在
な
る
が
故
に
十
世

門
有
る
な
り
。

此
の
法
門
は
同
一
縁
起
に
相
い
帯
し
て
起
る
に
由
る
が
故
に
、
一
門
に
随
わ
ば
必
ず
一
切
を
具
す
る
が
故
に
主
伴
門
有
る
な
り
。

此
の
一
門
は
前
の
第
三
門
の
中
に
於
い
て
以
て
辨
ず
る
義
理
な
り
。

上
来
の
十
義
に
て
総
じ
て
是
の
縁
起
相
由
門
竟
れ
り
。）

第
十
門
は
以
上
九
門
を
総
合
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
た
上
で
十
玄
を
配
当
し
た
解
釈
を
行
っ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
『
華
厳
経

三
五
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旨
帰
』
の
用
法
を
再
び
取
り
入
れ
た
の
か
と
み
え
る
。
し
か
し
『
旨
帰
』
で
は
事
法
と
理
性
の
無
礙
を
顕
す
も
の
と
し
て
の
「
十
無

礙
」
が
当
て
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
探
玄
記
』
で
説
か
れ
る
十
玄
に
は
こ
の
よ
う
な
意
味
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
十
玄

門
の
思
想
形
成
に
関
す
る
別
稿
で
詳
し
く
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
が
、『
探
玄
記
』
は
絶
対
の
事
と
理
事
融
通
（
法
性
融
通
）
の
そ
れ

ぞ
れ
が
独
立
し
た
内
容
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、『
旨
帰
』
の
十
無
礙
の
趣
旨
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
一
見
す
る

と
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
『
旨
帰
』
に
於
け
る
も
の
と
は
そ
の
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
は
「
法
界
縁
起
章
」
に
は
相
当
す
る
部
分
が
無
く
、『
探
玄
記
』
で
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
以
下
で
は
必
要

に
応
じ
て
『
旨
帰
』
を
対
比
さ
せ
て
見
て
ゆ
く
。
た
だ
し
、
十
無
礙
と
十
玄
と
の
対
比
は
別
稿
に
譲
る
た
め
直
接
そ
の
内
容
に
は
関

わ
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
な
お
『
旨
帰
』
の
「
縁
起
相
由
力
」
に
於
け
る
十
無
礙
と
の
対
応
を
図
で
示
し
て
お
き
た
い
。

〈
図
四
〉『
華
厳
経
旨
帰
』
で
の
縁
起
相
由
と
十
無
礙
と
の
対
応

用
に
約
す
有
力
・
無
力 

相
入

体
に
約
す
全
体
の
空
有 

相
即

異
体
相
容 

微
細
義

異
体
相
是 

隠
顕
義

同
体
相
入 

一
多
無
礙

同
体
相
即 

広
狭
無
礙

異
体
摂
同 

帝
網
無
礙

三
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現
於
時
中 

十
世
義

縁
起
無
性 

性
相
無
礙

相
関
互
摂 

主
伴
無
礙

以
下
、『
探
玄
記
』
の
内
容
を
逐
っ
て
行
く
。

ま
ず
「
同
異
円
備
」
と
は
、
以
上
九
門
を
総
合
し
て
一
大
縁
起
と
な
る
ゆ
え
に
、
多
種
の
義
門
を
同
事
に
具
足
さ
せ
る
こ
と
を
極

め
尽
く
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
配
当
さ
れ
て
い
る
「
同
事
具
足
相
応
門
」
は
、『
文
義
綱
目
』
と
『
五
教

章
』
で
は
第
一
に
「
総
」
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
『
旨
帰
』
に
至
っ
て
除
去
さ
れ
、『
探
玄
記
』
で
再
び
取
り
入
れ
ら

れ
、
こ
こ
で
は
全
体
を
総
じ
合
す
る
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
本
稿
は
十
玄
に
対
す
る
考
察
で
は
な
い
の
で
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、

し
か
し
こ
の
よ
う
な
「
同
事
具
足
相
応
門
」
の
扱
わ
れ
方
の
流
れ
を
見
た
だ
け
で
も
、
単
純
に
「
古
十
玄
」、「
新
十
玄
」
と
規
定
す

る
こ
と
や
、
ま
た
法
蔵
の
各
著
述
を
並
列
的
に
置
い
て
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
に
「
一
に
住
し
て
遍
く
応
ず
る
に
由
る
が
故
に
広
狭
自
在
有
る
な
り
」
と
、
住
一
遍
応
が
「
広
狭
自
在
無
礙
門
」
と
さ
れ
る
。

第
三
に
「
体
に
就
き
用
に
就
く
に
由
る
が
故
に
相
即
・
相
入
有
る
な
り
」
と
、
体
と
用
が
「
一
多
相
容
不
同
門
」
と
「
諸
法
相
即

自
在
門
」
の
二
門
に
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
相
即
が
体
、
相
入
が
用
に
配
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、『
旨
帰
』
で
も
こ
れ
は
同
様

で
あ
る
。

第
四
に
「
隠
密
顕
了
倶
成
門
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
本
段
で
最
も
多
く
の
文
言
が
当
て
ら
れ
、
全
体
が
三
段
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
一
段
は
、

三
七
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一
、
多
を
摂
す
る
時
を
顕
と
為
す
に
由
り
て
、
一
を
し
て
多
に
入
ら
し
む
を
隠
と
為
す
。
多
の
摂
す
る
と
一
の
入
る
る
こ
と
も

亦
た
爾
し
。

と
、
一
摂
多
の
と
き
一
は
顕
、
多
入
一
の
と
き
は
隠
と
な
り
、
そ
の
逆
も
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
第
二
段
は
、

又
た
用
に
就
き
て
相
入
す
る
を
顕
と
為
し
、
体
に
就
き
て
相
即
せ
し
む
る
を
隠
と
為
す
。
顕
と
、
入
の
隠
も
亦
た
然
な
り
。

相
入
す
る
の
を
顕
、
相
即
さ
せ
る
の
を
隠
と
し
、
そ
の
逆
も
同
様
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
第
三
段
は
、

又
た
異
門
の
相
入
を
顕
と
為
し
、
同
体
を
し
て
隠
と
為
ら
し
む
。
同
の
顕
、
異
の
隠
も
亦
た
爾
し
。

と
、
異
門
相
入
が
顕
、
同
体
が
隠
と
し
、
そ
の
逆
も
同
様
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
段
で
は
相
入
に
於
け
る
一
と
多
の
関
係
、
第
二
段
で
は
相
即
（
体
）
と
相
入
（
力
）
と
の
関
係
、
第
三
段
で

は
異
体
の
相
即
・
相
入
と
同
体
の
相
即
・
相
入
と
の
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
隠
と
顕
と
の
在
り
方
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
説
い

て
い
る
が
、
こ
れ
と
『
探
玄
記
』
の
十
玄
で
の
「
隠
密
顕
了
倶
成
門
」
の
所
説
（
大
正
三
五
・
一
二
三
下
）
で
あ
る
「
顕
と
顕
と
は
倶

な
ら
ず
、
隠
と
隠
と
も
並
ば
ず
」
と
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、「
有
力－

無
力
」、「
有
体－

無
体
」、「
主－

伴
」
の
在
り
方

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
在
り
方
が
相
即
・
相
入
の
成
立
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
解
釈
が
長
く
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
6
）。

三
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第
五
に
「
又
た
異
門
を
以
て
同
体
の
中
に
摂
す
る
義
に
由
る
が
故
に
微
細
門
を
現
ず
る
な
り
」
と
、
同
体
入
異
体
が
「
微
細
相
容

安
立
門
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
六
に
「
異
体
の
相
入
に
同
体
の
相
入
を
帯
す
る
に
由
る
が
故
に
重
重
無
尽
の
帝
網
門
有
る
な
り
」
と
、
同
体
の
相
入
と
異
体
の

相
入
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
重
無
尽
の
「
因
陀
羅
網
法
界
門
」
で
あ
る
と
す
る
。

第
七
に
「
此
の
大
縁
起
の
法
は
即
ち
無
礙
法
界
法
門
な
る
に
由
る
が
故
に
託
事
顕
法
生
解
門
有
る
な
り
」
と
す
る
が
、
こ
の
「
託

事
顕
法
」
の
「
法
」
は
『
探
玄
記
』
の
十
玄
で
の
「
託
事
顕
法
生
解
門
」
の
釈
に
拠
れ
ば
「
法
界
」
の
謂
で
あ
り
、
故
に
「
事
に
託

し
て
法
界
が
生
ず
る
」、
法
界
即
事
の
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
文
を
試
訳
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
大
縁
起
の
事
法
は
そ
の
ま
ま
無
礙
法
界
法
門
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
託
事
顕
法
生
解
門
が
あ
る
。

と
な
る
内
容
で
あ
る
。

第
八
に
「
此
の
融
通
自
在
に
由
ら
ば
、
今
、
此
の
法
の
上
に
依
り
て
辨
ず
る
所
の
時
法
も
亦
た
此
に
随
い
て
無
礙
自
在
な
る
が
故

に
十
世
門
有
る
な
り
」、
事
法
と
し
て
分
別
さ
れ
る
時
と
い
う
も
の
も
無
礙
自
在
と
な
る
故
に
「
十
世
隔
法
異
成
門
」
が
あ
る
と
さ

れ
る
。

第
九
に
「
此
の
法
門
は
同
一
縁
起
に
相
い
帯
し
て
起
こ
る
に
由
る
が
故
に
、
一
門
に
随
わ
ば
必
ず
一
切
を
具
す
る
が
故
に
主
伴
門

有
る
な
り
」
と
、
こ
の
法
門
は
そ
れ
ぞ
れ
共
に
生
起
し
て
い
る
故
に
、
主－
伴
の
在
り
方
に
よ
っ
て
、
一
門
を
取
り
上
げ
れ
ば
必
ず

他
の
一
切
を
具
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。

最
後
に
「
此
の
一
門
は
前
の
第
三
門
の
中
に
於
い
て
以
て
辨
ず
る
義
理
な
り
」
と
、
こ
の
「
同
異
円
備
」
が
先
に
分
類
し
た
中
の

三
九
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第
三
「
倶
存
無
礙
」
の
義
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
こ
の
「
同
異
円
備
義
」
の
全
体
を
『
旨
帰
』
と
対
比
す
る
な
ら
ば
、『
旨
帰
』
で
は
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
に
十
無
礙

を
当
て
る
と
い
う
、
固
定
的
な
分
類
を
当
て
は
め
よ
う
と
し
た
姿
勢
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
該
当
し
切
れ
な
い
も
の
が
出
て
き

て
い
た
の
が
、
こ
こ
で
は
縁
起
の
「
多
種
の
義
門
」
が
「
同
時
に
具
足
」
し
て
い
る
中
か
ら
十
の
在
り
方
を
取
り
上
げ
て
示
す
と
い

う
、『
旨
帰
』
に
比
し
て
柔
軟
な
対
応
に
よ
る
説
示
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
わ
か
る
。

さ
て
以
上
で
第
一
「
縁
起
相
由
故
」
の
解
釈
が
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
九
門
に
つ
い
て
は
、『
旨
帰
』
の
十
由
に
譲
ら

れ
て
い
る
。

余
門
如
指
帰
中
説
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
五
上
）

（
余
門
は
『
指
帰
』
の
中
に
説
け
る
が
如
し
。）

本
稿
の
「
二
、『
探
玄
記
』
の
十
由
」
の
〈
図
二
〉
で
対
比
し
た
よ
う
に
、
名
目
が
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
さ
ら
に
解
釈
を
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
と
し
て
、
七
「
果
徳
円
極
故
」
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
そ
の
説
明
を
全
て
譲
る
こ
と
で
終
わ
ら

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
最
晩
年
に
急
遽
、
改
訂
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
探
玄
記
』
で
の
十
由
に

対
す
る
改
訂
は
、
取
り
あ
え
ず
急
ぎ
こ
の
縁
起
相
由
だ
け
は
行
い
た
い
と
判
断
し
た
ゆ
え
と
み
え
る
が
、
よ
り
積
極
的
に
い
う
な
ら

ば
、
こ
の
「
縁
起
相
由
」
だ
け
は
ど
う
し
て
も
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
7
）。『

探
玄
記
』
で
行

わ
れ
た
改
訂
は
、
一
つ
に
は
順
列
・
名
目
が
改
め
ら
れ
て
一
項
目
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
二
つ
に
は
「
縁
起
相
由
故
」
の
内
容
が
改

四
〇
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め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
後
者
の
改
訂
は
、
一
旦
、「
法
界
縁
起
章
」
を
著
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
改
訂
を
加
え
る
と
い
う
、
短
い

間
に
改
訂
を
重
ね
た
作
業
と
見
受
け
ら
れ
る
。
で
は
な
ぜ
、『
探
玄
記
』
で
『
三
宝
章
』
の
「
十
世
章
」
や
「
三
宝
章
」
に
解
釈
を

譲
る
と
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
法
界
縁
起
章
」
に
譲
る
と
で
き
ず
改
定
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
章
を
改

め
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

※
以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
『
探
玄
記
』
に
於
け
る
法
蔵
の
思
想
的
立
場
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
す
で
に
規
定
の
文
字

数
を
超
え
て
い
る
た
め
、
そ
の
考
察
と
結
論
に
つ
い
て
は
、
縁
起
相
由
の
思
想
形
成
に
対
す
る
一
連
の
論
考
に
対
す
る
総
結
と
併

せ
、
機
会
を
改
め
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
註
】

（
1
） 『
無
限
の
世
界
観
〈
華
厳
〉』
第
三
章
「
華
厳
思
想
の
至
境
」
に
於
い
て
、「
華
厳
思
想
の
究
極
は
法
界
縁
起
で
あ
る
。」（
一
一
五
頁
。
文

庫
一
三
七
頁
）。「
華
厳
の
法
界
縁
起
は
無
尽
縁
起
で
あ
る
。」（
一
二
三
頁
。
文
庫
一
四
六
頁
）。
縁
起
相
由
は
無
尽
縁
起
を
可
能
な
ら
し
め
る

根
拠
で
あ
り
、
無
尽
縁
起
成
立
の
基
礎
で
あ
る
（
一
二
八
〜
一
二
九
頁
。
文
庫
一
五
三
頁
の
抜
粋
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

本
攷
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
│
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
六
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
│
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」（
同
、
七
〇
巻
、
二
〇
〇
八

年
一
月
）、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
│
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」（
同
、
七
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）、「
法

蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
│
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」（
同
、
八
一
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
に
連
続
し
た
考
察
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
原
文
は
底
本
に
大
正
蔵
経
三
五
巻
所
収
の
も
の
を
用
い
、
甲
本
、
乙
本
と
の
校
異
は
そ
の

脚
註
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
輯
、
第
四
套
、
第
一
冊
に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
の
校
異
も
記
し
た
。

ま
た
、『
華
厳
五
教
章
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
和
本
を
用
い
た
鎌
田
茂
雄
氏
の
『
華
厳
五
教
章
』
を
使
用
し
、
参
考
と
し
て
大
正
蔵
経
四
五
巻

の
頁
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

四
一
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（
3
） 

こ
の
名
称
は
巻
頭
の
列
名
中
に
於
い
て
は
「
文
義
の
分
斉
を
辨
ず
」（
大
正
三
五
・
一
〇
七
中
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

註（
1
）の
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
│
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」
参
照
。

（
5
） 

坂
本
幸
男
氏
は
十
由
の
中
で
、「
な
か
ん
ず
く
最
も
論
理
的
に
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
縁
起
相
由
の
構
造
で
あ
り
、
し
か
も
法
界
縁
起

章
よ
り
『
探
玄
記
』
の
方
が
よ
り
一
層
整
っ
て
い
る
」（『
大
乗
仏
教
の
研
究
』
五
〇
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） 
小
林
實
玄
氏
は
「
な
お
、
こ
の
う
ち
の
隠
顕
の
解
釈
、
即
ち
一
と
多
と
の
隠
顕
、
体
と
用
、
即
と
入
、
異
と
同
、
等
の
隠
顕
の
理
論
は
、

さ
き
の
相
由
・
不
相
由
、
待
縁
・
不
待
縁
、
有
体
無
体
・
有
力
無
力
等
の
縁
起
の
論
理
以
外
に
こ
の
「
事
法
」
の
縁
起
を
成
立
せ
し
め
る
た

め
の
重
要
な
論
理
と
し
て
、
殊
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（「
法
界
縁
起
の
研
究　

序
説
」
二
〇
頁
上
）。

（
7
） 

湯
次
了
栄
氏
は
「
賢
首
は
縁
起
門
を
以
て
主
と
な
す
が
ゆ
え
、
縁
起
相
由
の
一
門
を
殊
に
詳
し
く
説
明
し
、
他
の
九
門
を
略
せ
り
」（『
華

厳
大
系
』
四
八
二
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
三
月

　

同 

『
無
限
の
世
界
観
〈
華
厳
〉』
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
一
月
（
角
川
文
庫
、
一
九
九
六
年
十
月
）

　

同 

『
華
厳
五
教
章
』
仏
典
講
座
二
八
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
五
年
五
月

川
田
熊
太
郎
・
中
村 

元
編
著
『
華
厳
思
想
』
法
蔵
館
、
一
九
六
〇
年
二
月

木
村
清
孝
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
七
年
一
〇
月

　

同 

『
人
物 

中
国
の
仏
教 

法
蔵
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
七
月

　

同 

『
中
国
華
厳
思
想
史
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
四
年
三
月

坂
本
幸
男
『
華
厳
教
学
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
六
年
三
月

　

同 

『
大
乗
仏
教
の
研
究
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
九
月

湯
次
了
栄
『
華
厳
大
系
』
龍
谷
大
学
出
版
部
、
一
九
二
三
年
八
月
増
訂
三
版

吉
津
宜
英
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
一
年
七
月

鍵
主
良
敬
「
華
厳
経
探
玄
記
解
題
」『
国
訳
一
切
経
、
和
漢
撰
述
部
、
経
疏
部
十
、
華
厳
経
探
玄
記
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年
四
月

鎌
田
茂
雄
「
中
国
の
華
厳
思
想
」
講
座
東
洋
思
想
6
『
仏
教
思
想
』
Ⅱ
、
第
四
章
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
八
月

　

同 

「
法
界
縁
起
と
存
在
論
」
講
座
『
仏
教
思
想
』
第
一
巻
（
存
在
論
・
時
間
論
）、
第
三
章
、
理
想
社
、
一
九
七
四
年
四
月

四
二
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小
林
實
玄
「
法
界
縁
起
の
研
究 

序
説
」『
南
都
仏
教
』
一
九
、一
九
六
六
年
一
二
月

　

同 

「
華
厳
法
蔵
の
事
伝
に
つ
い
て
」『
南
都
仏
教
』
三
六
、一
九
七
六
年
七
月

舘
野
正
生
「『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
対
比
よ
り
見
た
法
蔵
教
学
の
推
移
」『
仏
教
学
年
報
』
駒
澤
大
学
大
学
院
、
一
九
九
五
年
五
月

 

「
法
蔵
撰
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
の
研
究
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
四
七
・
一
、一
九
九
八
年
一
二
月

 
「
法
蔵
撰
「
法
界
縁
起
章
」
の
研
究
」『
南
都
仏
教
』
七
四
・
七
五
、一
九
九
七
年
一
二
月

※ 

本
稿
の
初
校
直
前
に
櫻
井
唯
氏
に
よ
る
「
法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
│
『
文
義
綱
目
』
と
の
比
較
を
通
し
て
│
」

（『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
九
年
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
櫻
井
氏
は
、『
文
義
綱
目
』
は
初
期
に
著
さ
れ

た
『
探
玄
記
』
か
ら
の
抜
粋
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、『
探
玄
記
』
は
そ
の
後
、
改
訂
さ
れ
続
け
た
が
、『
探
玄
記
』
の
懸
談

で
あ
る
巻
一
は
、
随
文
解
釈
で
あ
る
巻
二
以
降
と
比
し
て
大
き
な
改
定
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
対
照
表
を
掲
載
し
両
書

を
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
、『
探
玄
記
』
成
立
に
関
す
る
研
究
の
大
き
な
進
展
を
示
さ
れ
て
い
る
。

四
三
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